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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　《魔王殺しデモン・スラフター》のエルフ






　そのエルフは、雄ゆう大だいな森の雰ふん囲い気きを味わうかのようにゆっくりと歩を進めていた。

　木と動物の皮で作った複合弓を肩かたにかけ、背には矢や筒づつを背負っている。人間から見れば三〇代ぐらいに見えるだろうが、エルフは無限の寿じゆ命みようを持つと言われており、実際は三〇〇歳を超こえていた。その端たん麗れいな顔には大小の傷きず跡あとが残っており、これまでに歩んできた人生の激しさを物語っている。

　やがて大きな木々に囲まれた小さな空間に出ると、彼は足を止め、大きく深呼吸した。

「見回り日和びよりだな。あと何度来られるか分からんが……」

　辺りの森は、手入れが充じゆう分ぶん入っていることを示すように下草は少なく、道を外れなければ歩みを邪じや魔まするものもほとんどない。木々の幹はどれも太く、この森の長い寿命を表している。エルフ特有の長い耳を澄すませば、風の音に混じって鳥のさえずりがよく聞こえた。大森林ウールスワウトと呼ばれるこの森を、数千年もかけて維い持じしてきた結果だ。

「エノーリオンさま！　大変です、エノーリオンさま、どこですかー!?」

　不意に大声で自分の名を呼ばれた。たちまち動物たちの気配など周囲から消え去ってしまう。

　エノーリオンという名のエルフは、苦く笑しようしながら後ろへと視線を向けた。まだ年とし端はもいかない少女のエルフ──ミーリエルが駆かけ寄ってくるのが見える。

「ああ、やっぱりここにいたんですね！　エノーリオンさまのご病気は軽くないんです、どうか森を見回るのはもうおやめください！」

「なあ、ミーリエル。私は三〇〇年も生きたんだ、病で死ぬのも道理と言っていい。弓を持ったまま森で死ねたとしたら、むしろ私にとっては幸せだと思ってくれ」

「長老なんて五〇〇歳超えてるんですからそんなこと言わないでください、まだまだ聞きたいことも一いつ杯ぱいあるのに！　あ、それより大変です、フェルトフォルクのホルサがいつもの行商に来ました！」

「ほう、久しぶりだな。だが別に驚おどろくようなことでもないだろう」

　ホルサ。エルフの領域であるこの大森林を始め、五芒国フアイフステル・ランデンのどこにでも出しゆつ没ぼつするフェルトフォルクの遍歴商人マルスクラームルだ。扱あつかう商品の幅はばは広く、なによりも五芒国全土の事情に通じているため、ホルサから旅の話を聞くことはエノーリオンの楽しみの一つだった。

「ホルサだけならいいんです！　でも、人間の子供を連れてきたことが分かって！」

「人間を連れてきた？　あのホルサが？」

　大森林に人間が立ち入ることは固く禁じられており、もちろん子供も例外ではない。五芒国すべての事情に通じているホルサが、そのことを知らないはずがない。

「またなにか企たくらんでいるな。仕方ない、戻もどった方がよさそうだ」

「はい、まだ広場の方にいるはずです！」




　里に戻ると、広場ではすでに騒さわぎが始まっていた。

　荷を一杯に積んだ馬車があり、フェルトフォルクのホルサがいる。相変わらずフェルトフォルクは小さな種族で、ミーリエルより背が低く、見た目も子供そのものだ。ただフェルトフォルクも当然歳としを取る。ホルサの年ねん齢れいは確かもう七〇歳で、老境に差し掛かかっているはずなのだ。ホルサはフェルトフォルクの中でも特段若く見えるらしいが、それにしても若すぎるという気はする、つくづく不思議な種族だった。

　そしてホルサの隣となりには、聞いていた通り子供がいた。人間であることは耳を見れば分かる。フェルトフォルクにしろエルフにしろ、耳に尖とがりがあるが、その子供にはなかったからだ。

（それにしても、妙みように度胸のある子だな）

　大勢の困こん惑わくしたエルフに囲まれ、命すら危あやういというのに、その子供に物もの怖おじしている様子はない。それどころか、初めて訪おとずれたであろうエルフの里に好こう奇き心しんが抑おさえきれないといった様子だ。

「悪いが道を開けてくれ」

　エノーリオンが駆け寄ると、周囲のエルフたちは誰だれもが敬意を払って道を譲ゆずった。《魔王殺し》の肩書きを持つ者には誰もが敬意を払はらってくれる。

「ホルサ。本当に人間を連れてきたのか？」

「やあエノーリオン、まだ元気そうでなによりだ。いやね、子供の一人ぐらい別にいいと思って」

　ホルサは頭をかきながら笑った。悪戯いたずらがバレた子供のような仕草だったが、彼らフェルトフォルクはそんな笑えみを浮うかべながらたやすく他人を殺せるという一面もある。

「念のため言っとくけどね、僕も連れてくるつもりはなかったんだよ？　でも、この子の方が勝手についてきたんだ。エルフの里にも行商に行くって言ったら好奇心が抑えきれなかったらしくて」

「子供だろうと定めは定めだ、本来ならば殺されるところなんだぞ？　他ほかならぬ人間との盟約によって」

「だったら殺せば？　この子にも何度も警告はしたんだ、覚かく悟ごはしてるはずさ」

　ホルサは無む邪じや気きに物ぶつ騒そうなことを言ってのけた。

　だが当の人間の子は、物騒な会話が聞こえているはずだというのに、相変わらず好奇心に満ちた目で周囲を珍めずらしげに見回しているだけだった。

（そんなにエルフに興味があるのか？　ただの人間の子供が？　いや、どこにでも好奇心旺おう盛せいな者はいるということか）

　一九〇年前、好奇心に負けて人の王に仕えることを選んだエルフがいたことを思い出し、苦笑する。

　少しだけ興味が湧わき、エノーリオンはその子供の前で膝ひざをついた。

「おまえ、名前は？」

「え？　あ、カレルです」

　突とつ然ぜん話しかけられたせいか、少年は初めて戸と惑まどった様子を見せた。

「そうだ、言い忘れてたけどキミとまったく無関係な子供でもなかったよ」

　ホルサが聞き捨てならないことを口にした。

「どういうことだ？　人間の知り合いもいなくはないが、一〇〇年以上も昔の話だぞ？」

「この子は《狂嗤の団バルダー・ブリガーデ》の団長の息子むすこなんだよ。まあ、あの団長は養子も含ふくめて子供が数十人いるから血が繫つながってるかは怪あやしいけど」

「《狂きよう嗤しようの団》か。それは確かに懐なつかしい名だな」

「知ってるんですか？　《狂嗤の団》のことを」

　カレルという少年が、物怖じすることなく訊たずねてくる。

「ああ、共に魔王と戦った傭兵団だ、忘れるはずもない。もっとも一九〇年も前のことだ、もう私のことを覚えている傭兵フールリングなど誰もいないだろうが」

「あの。お願いです、教えてください、魔王〝すべてをデモン・デヴエル破壊する者ウースター〟って一体どんな敵だったんですか？　一体どうやって倒たおしたんですか？」

「いきなり質しつ問もん攻ぜめか。そんなに気になることか？　もう昔の話だろう」

「それでも知りたいんです。人類は一度魔王に滅ぼされそうになったって聞きました。その影えい響きようで、今もこのゴルドリア大陸ウエールデール・ゴルドリアの東半分は荒こう野やですし。一体なにがあったのか、知りたくて仕方ないんです」

「なぜだ？　なぜそんなに知りたがる？」

「僕の父さんは《狂嗤の団》の団長として、今も五芒国を魔物グルエルから守っています。でも、いつまた魔王みたいなすごい敵が出てくるかも分からないのに、魔王戦役グローテ・オールログのことなんてもう書物にしか書かれていません。それが怖こわいんです」

　エノーリオンは驚かされた。『無知は罪』といった類たぐいの諺ことわざは、エルフに限らずすべての種族に共通してあるという。このカレルという少年は、子供ながらに無知の恐きよう怖ふを知っているのだ。

　運命、という陳ちん腐ぷな言葉がエノーリオンの脳のう裏りをよぎった。

（《魔王殺し》の二つ名を持ち、まだ生きているのは恐おそらく私だけだ）

　同じ称しよう号ごうを持つ者は人間やドワーフドウエルグにもいたが、どちらもとうの昔に亡なくなったと聞いている。そして唯ゆい一いつ生き残っているであろう自分も病やまいに冒おかされ、そう長くはない。そんなとき、未いまだ魔物との戦いの最前線にいる《狂嗤の団》団長の子が、魔王のことを訊ねにきたのだ。それも命がけで。

《狂嗤の団》団長の息子となれば、将来父の後を継つぐ可能性がある。そのとき、わずかでも魔王の知識が伝わっていれば、きっと役に立つこともあるだろう。事実、魔王が最後に言い残した言葉をエノーリオンは今もはっきり覚えている。『我は再び汝なんじらの前に立ち塞ふさがるであろう』──と。

　すべてを語ることはできない。だがそれでも、伝えられるだけのことは伝えるべきではないか。それがこの出会いの意味なのではと、そう思った。

（すべてホルサの目もく論ろ見みかもしれんがな）

　フェルトフォルクという種族は、脳天気に見えてどの種族よりも未来を見み据すえていると思うときがある。ひょっとするとホルサは、魔王が再臨するという可能性を考えてこの人の子を連れてきたかもしれない。

　決心したエノーリオンは、この場でもっとも強い権力を持つ里の長老に向き直った。

「聞いてくれ、長老。魔王戦役の折、エルフと人間は同盟を結んだ。《狂嗤の団》は我が戦友でもあり、その団長の子を見殺しにしたとあってはエルフの名折れだ。この人の子を今回だけは受け入れてくれないか？　なにかあれば私の名に懸かけて償つぐなおう」

　長老は、まるで返事など決まっていたかのようにすぐに頷うなずいた。

「分かった。掟おきてとはいえ、年端もいかぬ子を進んで殺したくはない。おまえがそう言うのであれば任せよう。《魔王殺し》のおまえにはその権利がある」

「感謝する。ではこの子はしばらく私が預かろう。ホルサ、おまえも異存はないな？」

「構わないよ。さあカレル、これでキミの望みは叶かなったわけだ。三ヶ月後にまた迎むかえにくる。それまでせいぜい好奇心を満たすんだね」

「分かった。ありがとう、師し匠しよう」

（師匠だと？　ホルサが師匠だというのか）

　エノーリオンは内心で苦笑した。フェルトフォルクの代名詞に〝殺しても死なない〟というものがある。そのフェルトフォルクの典型とも言えるのがホルサであり、彼を師と仰あおぐとは、末すえ恐おそろしいものがあった。

「ま、待ってください！」

　カレルと共にその場を後にしようとしたエノーリオンを、少女の声が引き留めた。ミーリエルだ。

「エノーリオンさま、それならわたしも一いつ緒しよに！　魔王のことを知りたいのはわたしも一緒です！」

「そういえばそうだったな。分かった、人の子にだけ教えておまえに教えないわけもいくまい。ただしこの里にいる間、おまえがカレルの世話をしてやれ。それが条件だ」

「ええ!?　私が人間の子供を……？」

　ミーリエルはひどく嫌いやそうにカレルを見る。

「なんだよ、おまえだって子供じゃないか」

　カレルがむっとして抗こう議ぎしたのは当然だった。カレルからすればミーリエルは同じ年とし頃ごろにしか見えないだろう。

「わたしはもう二〇よ！　あなたたち人間からすればとっくに成人でしょう！」

「そうなの？　でもエルフ基準で言われてもなあ」

「うるさいぞ二人とも。おまえたちが仲良くしないのであれば、この話はすべてなかったことにしてもいいんだぞ？」

　そう口にした途と端たん、少年と少女は慌あわてたように背筋を正し、エノーリオンを含む周囲のエルフたちの笑いを誘さそった。

「よし。じゃあ道すがら話してやろう。魔王は本当にとんでもない敵だったんだぞ。見た目だけなら黒い甲かつ冑ちゆうをまとった大おお柄がらなエルフ、あるいは人間と大して変わらん。だが甲冑の中には誰もいなかった。ただ黒い霧きりのようなもので満たされていただけだったんだ」

「人とかオオールククが入ってたんじゃないの？」

「魔王はオークが崇あがめていた存在だったのは確かだが、真実は分からん。確かなことは、魔王はオークだけではなくオーガオーグルやゴブリンといった魔物たちを従わせ、我々エルフの同どう胞ほうすら仲間に引き入れすべてを滅ほろぼそうとしていたということだ」

　少なくとも二万人以上のエルフが、魔王の軍勢に加わったことが分かっている。彼らは魔王の影響を受けたためか体が灰色となり、侮ぶ蔑べつを込こめて灰グライズエルフと呼ばれるようになった。エルフにとっては忘ぼう却きやくしたい負の歴史だ。

「でも、最後には勝てたんだよね？」

「ああ、だからこうして生きていられるというわけだ。知っているだろう、我々には女め神がみオルタナから恩おん寵ちようを授さずけられたという《アレンヘムの聖女ハイルグ・フアン・アレンヘム》の導きがあった。彼女の加護がある限り、我々は勝てないにしても負けることだけは避さけられたんだ──」




　この後、カレルという名の人の子はエルフの里に数か月滞たい在ざいし、魔王戦役についてのいくばくかの真実と、エルフの戦いの術すべの一いつ端たんを学ぶ。

　それはたった一人の少年が体験した小さな出来事に過ぎない。だが、後世の吟ぎん遊ゆう詩人たちがカレルの英えい雄ゆう譚たんを歌うときは、必ずこの出来事が序章を飾かざることになったという。

　時に討伐歴ナ・デ・フイクトーリ一九〇年、花が咲く月ブルーイマーント（五月）。五芒国にカレルという名が知れ渡わたるのは、この八年後のことである。











第一章　《狂嗤の団バルダー・ブリガーデ》
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　ゴルドリア大陸ウエールデール・ゴルドリアの東半分は、危険な魔物グルエルが徘はい徊かいする赤茶けた大地──《呪われた地フエルドウームデ・ラント》と呼ばれている。かつて出現した魔王の影響によるものとされており、討伐歴ナ・デ・フイクトーリ一九八年となった今に至っても人やエルフ、ドワーフドウエルグの侵しん入にゆうを阻はばみ続けている。

　そんな《呪われた地》に、二人の若い男女が足を踏ふみ入れていた。若い男の方は腰こしに一本の剣けんを、背には弓矢と大きな背はい囊のうを担かついでる。それなりの重量になるはずだが、その足取りに揺ゆらぎが出ることはなかった。

　また、どんな害があるかも分からない砂すな埃ぼこりから身を守るため、二人とも顔を含めた全身を外がい套とうで覆おおっていた。しかし時折吹ふく強い風が、二人の顔を隠かくす外套をはためかせるときがあった。もしその瞬しゆん間かんを見み逃のがさなければ、二人とも十七、八歳ほどの若さであり、また女の方はエルフ特有の細く長い耳をしていることに気付けただろう。

「ミーリエル、耳が見えてる。布を巻いてくれ」

　若い男の方が、心配そうに声をかけた。

「大だい丈じよう夫ぶだって。こんなところで人に見られることなんてまずないし」

「いや、遺跡荒らしルイネストルムの連中はもうどこにいてもおかしくないんだ。頼たのむから隠してくれ」

「あーもうカレル、あんたビビりすぎよ。今いま更さらエルフを奴ど隷れいにしようなんて度胸のある人間いないわよ」

「分からないぞ。エルフには分からないだろうが、人間は一いつ攫かく千せん金きんに命を懸けることだって珍めずらしくないんだ。遺跡荒らしなんて尚なお更さらそんな連中ばかりだしな」

　ただでさえ若い女エルフは莫ばく大だいな値がつくらしいんだぞ──と、カレルと呼ばれた青年は聞き取れない声で付け加える。

「もう、分かったわよ。これでいいんでしょ」

　ミーリエルと呼ばれた若い女は、文句を言いながらもターバンを取り出し、耳と髪かみをまとめて覆おおった。それを見てようやくカレルも安あん堵どする。

（考えて見れば不思議なもんだ）

　カレルは最近、ミーリエルを見る度たびにそう自じ嘲ちようせずにはいられなかった。

　エルフと人間は、極きわめて微び妙みような関係にある。かつて人間は、エルフを奴隷として扱あつかったことがあった。それは昔から厳しく禁止されていた行こう為いではあったが、美しく歳としを取らないエルフは、男女を問わず莫大な額で取引されたため、欲に目が眩くらむ奴隷商人は後を絶たなかった。

　そのことを知ったエルフは、当然ながら激げき怒どした。魔王戦役グローテ・オールログの折、一部のエルフは魔王側に与くみして人間に宣戦を布告したほどだったというから、彼らの怒いかりは凄すさまじかったのだろう。

　もっとも、ほとんどのエルフは人間と共に魔王と戦う道を選んだ。だが人とエルフが手を取り合うには、当然ながら二度とエルフを奴隷にしないという誓せい約やくが必要だった。今やエルフの側から人間に接せつ触しよくすることはともかく、その逆は厳しく制限され、許可なく人間がエルフの住む大森林ウールスワウトに立ち入ることは堅かたく禁止じられている。

（にもかかわらず、俺はエルフの里に無断で立ち入った上に、今はこうして若い女のエルフと一緒に《呪われた地》を歩いてるんだ）

　ミーリエルはエルフの例にもれず、目鼻立ちが整っていて、カレルの目から見ても可愛かわいらしいと思う。しかも年ねん齢れいは二八だが、見た目はまだ一四、五歳にしか見えない。もしフライスラレヘレンデ・パルタイ・ント自治領フアン・フライスラントの奴隷商人にでも売り渡せば、一生かかっても使い切れない大金が手に入るだろう。カレルにそのつもりは微み塵じんもないが、ミーリエルにはその危険性を自覚して欲しいところだった。
















「それにしても、この光景見るとつくづく思うんだけど」

　周囲の赤茶けた大地を見回しながら、ミーリエルは口を開いた。

「もう討伐歴一九八年ってことは、魔ま王おう討とう伐ばつから一九八年も経たってるわけでしょ？　五〇年ぐらい前から《呪われた地》も東へ縮小し始めたって言うけど、本当にこの荒れた地がなくなる日なんて来るのかしら？」

「そうだな。ちょっと東へ入っただけでこの荒あれっぷりだもんな。どれだけ凄すごかったんだよ、魔王って」

　普ふ通つう、北へ行けば行くほど寒くなるという知識はカレルにもあった。しかし、周囲に広がるこの《呪われた地》ではそんな常識も通用しない。人知を超こえた力によってこうも変へん貌ぼうした地が、そう簡単に緑の地に戻もどるとは思えなかった。

　やがてカレルとミーリエルは目的地に辿たどり着いた。小さな農村である。ただし、この農村に人が住んでいたのは二〇〇年ほど前のことであり、今は古ぼけた家の残ざん骸がいがかろうじて見て取れる程度だった。

「さて、始めるか」

　カレルとミーリエルは背囊から持ち運びができる小さな鍬くわを取り出し、地面を掘ほり始めた。

《呪われた地》が年々東へと後退していくことに伴ともない、新たな村が開かい拓たくされ、ある奇き妙みような仕事を生なり業わいとする者たちが現れた。遺跡荒らしだ。かつて魔王に滅ぼされた集落を発はつ掘くつし、一攫千金を目指す者たちである。

　もっとも、境界線バーケンランデンから近いこの辺りの遺い跡せきは、徒党を組んだ遺跡荒らしによってすでに荒らされており、大した物は出てこない。ただ、カレルとミーリエルの目当ては金銀財宝ではないので、すでに荒らされた遺跡を調査する価値は充じゆう分ぶんにあった。

　しばらくすると様々な物が出土し始めた。かつてここが農村であったことの証あかし──木製の食器、鉄製の農具、家の残骸、そして乾かわききった人骨だ。

　カレルが興味を持ったのは、人の頭ず蓋がい骨こつだった。頭頂部が派手に割れている。

「オーガオーグルの棍こん棒ぼうにでもやられたのか？」

「珍しくないでしょ、そんなもの」

　ミーリエルの反応は素っ気ない。

　かつて魔王は、オーガを含ふくむ多くの魔物を率いていたという。魔物に殴なぐり殺されたと思おぼしき骨が出てくることは珍しくなく、カレルはすぐに土を掘る作業に戻った。

「あったわ、本よ！」

　やがて目当ての物を見つける。本ほん棚だなの残骸と、その中に残っていた本だ。

　だが本を開いたミーリエルの表情はすぐに曇くもった。長年土に埋うまっていた本は、触さわっただけでボロボロになる。

「だめね、ほとんど読めないわ。どうにか読めるところも、ありきたりな農業や医い療りようの話ばっかりよ」

「やっぱりこの辺りじゃもう無理か……」

　今もそうだが、農民が読み書きをすることなどそうない。魔王戦役の折、この辺りの農民が魔王のことを書に記す機会などそうあったとは思えない。

　もっと東へ行けば、かつて魔王に滅ぼされた巨きよ大だいな帝てい国こくがあると言われている。その跡あと地ちならば重要な書物を見つけることも叶かなうだろうが、まだ地理も明らかになっていない《呪われた地》の奥へ入り込むことは、どんな熟練の遺跡荒らしでも自殺行為だ。《呪われた地》の領域がもっと東へと後退し、拠きよ点てんとなる新たな村が開拓されるのを待つしかないだろう。

「まずいわね、天気が怪あやしくなってきたわよ」

　ボロボロになった本を背囊に収めたミーリエルが、東の空を見ながら言った。

　カレルも東へと目をやる。灰色の嫌いやな雲が近づいていた。

「本当だ。くそっ、まだ来たばかりだってのに」

「命あっての物種よ。帰りましょ」

　天気ばかりはどうしようもなかった。外套もあるので多少雨に濡ぬれるぐらいは構わないが、草木がまともに生えないこの辺りの雨は思わぬ激流を生み出し、帰き還かんを困難にしかねない。まして《呪われた地》は魔物が徘徊する危険な場所だ。長居しないに越したことはなく、カレルたちは手早く荷をまとめると、西へ引き返し始める。

　幸い、魔物と遭そう遇ぐうすることはなかった。そのまま一時間ほど歩くと足元が赤茶色から緑へと変わり始め、遠くにはアレンヘム公国ヘルトフドム・アレンヘムの森林も見えてくる。《呪われた地》とアレンヘム公国の境界線へと戻ってきたのだ。別に目に見える明確な境があるわけではないが、地面の色が茶色から緑へ変われば、それが境界線であると認にん識しきされている。

　ここまで来れば危険は大きく減る。にもかかわらず、カレルは警けい戒かい感を露あらわにして足を止めた。

「どうしたの、急に止まったりして？」

　後ろにいたミーリエルが、当然のように声をかける。

「魔物の足跡だ。まだ新しい」

　足跡を含め、魔物の痕こん跡せきを見つけるのは《呪われた地》の探たん索さくに必要な技能だ。ミーリエルもカレルと同じように地面を覗のぞき込んだ。

「本当ね。これ、一〇〇匹ぴきはいるわ。ゴブリンだけじゃない、オーガの足跡もある」

「まずいぞ、この方角。どこかの村を探してるんだ」

《呪われた地》に棲すむオーガは、ゴブリンの集団を率いてよくアレンヘム公国へと侵しん入にゆうする。食しよく糧りよう確保のためというのが定説だ。彼らは人里を荒らし、家か畜ちくや人の肉を喰くらう。間ま違ちがいなくこの足跡も、人間の領域へと侵入しようとしている魔物の集団のものだ。

「他の隊の連中に伝えるしかないわね。来る途と中ちゆうで見た覚えがあるし」

「分かった、行こう」

　魔王戦役より一九八年、人間もただ魔物に喰われるのを待つだけではなく、備えを怠おこたったことはない。その備えの筆頭が、カレルが所属しているアレンヘム公国直属の傭兵団《狂嗤の団》だ。《狂嗤の団》は魔王戦役でも多大な功績を挙げ、以来、一九八年にわたって《呪われた地》から侵入してくる魔物を撃げき退たいし続けている。境界線の近くには、魔物の侵入を警けい戒かいしている《狂嗤の団》の部隊が必ずいるはずなのだ。

「いた！　おおい！」

　森の入り口あたりで、様々な武具で武装した二〇人ほどの一団を見つけた。場所が場所なら山さん賊ぞくと見間違えかねないが、こんなところで活動する山賊などいるはずもない。

　声をかけられた彼らは一いつ瞬しゆん身構えたが、こちらの格好を見て少なくとも敵ではないと判断したのだろう、すぐ警戒を解いた。

「東から来たから遺跡荒らしかと思ったが、第七隊の者か？　どうした？」

　話しかけてきたのは、その場にいる誰だれよりも背が低い髭ひげもじゃの男だった。ただし横よこ幅はばは誰にも負けていない。ドワーフと呼ばれる種族の典型的な特とく徴ちようだ。魔物はドワーフにとっても敵であり、《狂嗤の団》には多くのドワーフが参加している。

「魔物の集団の足跡を見つけた。このままじゃ近くの村が襲おそわれかねない、手を貸してくれないか？」

「足跡？　確かか？」

「あんたたちを騙だましてもなんの意味もないでしょ。それにオーガの足跡もあったわ。腕うでの見せ所でしょ？」

　ミーリエルが半ば挑ちよう発はつするように言った。

　スカーフで耳を覆っている彼女がエルフであることはバレてないが、もしバレたとしたら一騒そう動どう起こることは間違いないだろう。エルフとドワーフは元来仲が悪いことで知られているからだ。

「ふむ、オーガか。本当ならば聞き逃のがせんな」

　オーガの名を聞くと、彼らの顔に戦意がみなぎった。

「待ちぼうけも飽あきたところだ、行くぞ者ども。お主ら、案内を頼たのめるか？　第七隊の連中に戦えとは言わぬ、案内だけでよい」

《狂嗤の団》と言えど、その全員が戦いを専門としているわけではない。中には魔物の生態や戦いの記録を残すための隊もある。それがカレルとミーリエルが所属する第七隊だった。特に魔物の中には火を吐はいたり、毒を持つ種もいる。記録は決して軽視できない仕事だった。

「分かったわ、付いてきて。でも《呪われた地》の調査が仕事の第七隊を甘く見ないで頂ちよう戴だい。あたしたちも一いつ緒しよに戦うわ」

　ミーリエルが勝手に言い放つ横で、カレルは人知れず渋しぶい顔をしていた。

　危険な魔物と好きこのんで戦いたくはない。だが自分たちでも多少の戦力にはなるだろうし、なにより魔物との戦いから逃にげ出したなどと知られたら父親になんと言われるか分からない。反対はできなかった。

「はっはっは、よう言うた、それでこそ《狂嗤の団》の一員よ！　そういえば名も名乗っておらんな、わしは隊長のドルダンだ」

　ドルダンというドワーフはミーリエルの気き概がいを気に入ったようだった。もし彼女がエルフだと知ればまた違った反応をしただろうが。

　カレルとミーリエルが先導する形で、二〇人ほどの傭兵フールリングたちを足跡のあった場所まで連れて行く。彼らの中には女性の傭兵も含まれていたが、さすがに屈くつ強きようで、その移動は早かった。

「あったわ、ここよ。足跡はそう古くないからまだ追いつけるとは思うけど……」

「ふうむ。わしにはただの地面にしか見えんが、分かるのか？」

　ドワーフの問いかけに、カレルは頷うなずいた。

「ああ、間違いない。フェルトフォルクの遍歴商人マルスクラームルと旅したことがあって、教え込まれたんだ」

「ほう、フェルトフォルクに師事したか。ならば無下にもできんな」

　フェルトフォルクのたくましさを知らない者はいない。人間の子供と見分けがつかない非力なフェルトフォルクという種族が今日まで生き残ったのは、様々な生き抜ぬく術すべを身につけているからだ。

「数と種類は？　ゴブリンとオーガだけか？」

「見たところはな。ゴブリン一〇〇匹と数匹のオーガってところだろう」

「待って、おかしいわ。この足跡はオーガにしては大きすぎる。ひょっとして……」

　ミーリエルは草や落ち葉を払はらいのけた。素人しろうとにも分かるようなくぼみが露になる。

「ふむ、まずいな。その足跡ならわしにも分かる。トロールトロルだな」

　ドルダン隊長がその単語を口にすると、傭兵たち全員の顔が強こわ張ばった。

　トロール。小さな家ほどもある巨大な魔物で、子供でもその怖こわさは知っている。

「急ぐ必要があるようだの。カレルよ、足跡はどっちへ向かっている？」

「やや南西よりだな。行き先は……レーベンか？」

「いや、レーベンは去年トロールに滅ほろぼされてまだ復興しておらん。危ないとすればエルジュの村だ」

　ドルダン隊長は決心したように仲間の傭兵たちを振ふり返り、言い放った。

「全員聞け。我ら《狂嗤の団》は、魔物と戦い死ぬのが仕事だ。覚かく悟ごはできておるな？」

　トロールと聞かされたためか、仲間の傭兵たちの顔はまだ強張っていた。だがすぐに誰もが口々に言い放つ。

「隊長、行こうぜ。そのために来たんだ」

「そうだ！　死ぬのが怖くて《狂嗤の団》に入れるか！」

「エルジュのすぐ近くにはわたしの村があるわ、放ほうってはおけない！」

　それが虚きよ勢せいであることは明白だった。

　もっとも、《狂嗤の団》は虚勢を張ることを否定しない。相手は強力な力を持つ魔物なのだ。虚勢だろうとなんだろうと、まず戦う勇気を持つことが必要なのだ。

「よく言った、ではまず魔物を追つい跡せきし、数を見定める。ゴブリンとオーガだけなら戦いも辞さぬが、もし本当にトロールがいたとすれば我々だけでは手に負えん、援えん軍ぐんを呼びに行く。いいな」

　傭兵たちは頷き合い、あらためてカレルを先頭に行軍が始まった。




　　　　　２




　フーデルス王国フーデルス・コーニングライクを中心に据すえた五芒国フアイフステル・ランデンの北東に、アレンヘム公国はある。

　建国のきっかけは魔王戦役の後、《アレンヘムの聖女ハイルグ・フアン・アレンヘム》の夫であった人物が、その功を認められ、公こう爵しやくの地位と領土を与あたえられたことにある。そして現在に至るまで、歴代の当主たちは《呪われた地》から侵入してくる魔物から五芒国を守るという責務を忠実に果たし続けてきた。

　だがこれまで維い持じできた平和が、今後も続く保証はどこにもない。事実、アレンヘム公国は現在、無数の大きな問題を抱かかえていた。その一つが、当代の国主であるアレンヘム公爵ヘルトフ・フエリクスフェリクス・フアン・アレンヘムの病やまいである。体の中に毒素を出す瘤こぶができるという、魔王戦役以来、幅はば広ひろく蔓まん延えんしている重い病だった。

（せめて馬を乗り回す体力さえ残っておれば……）

　病びよう床しようの中で、アレンヘム公は何度となく嘆いていた。エルフやドワーフ、フェルトフォルクといった種族はともかく、ほとんどの人間は五〇を迎むかえる前に病気などで命を落とすと言われている。自分の五〇という年ねん齢れいを考えれば、死ぬのも仕方ないかもしれない。

　それでも、ベッドから動けない現状はもどかしくてならなかった。せめてたった一人の家族である一七歳の娘むすめに、後を託たくせる婿むこを見つけてやりたかった。

「失礼いたします閣下。ランメルト団長がお見えです」

　部屋に入ってきたのは、忠実な老執しつ事じのファビアンだった。

「来たか。通してくれ」

　ランメルトはアレンヘム公国が抱える傭兵団《狂嗤の団》の団長だ。傭兵団と言えば荒あらくれ者、ならず者の集団というのが一いつ般ぱん的な印象だろう。事実、《狂嗤の団》の団員には山賊と見まがう風ふう貌ぼうの者も多い。

　しかし団長となると、戦う兵士である以前に政治家であり、兵站の責任者であることを求められる。二〇〇年もの間、無敵を誇ほこってきた《狂嗤の団》の団長ともなれば尚なお更さら血の気が多いだけでは務まらず、見識と人望によって選ばれることが普ふ通つうだ。

　ランメルトもそんな団長の肩かた書がきに相応ふさわしい人物だ。年齢は四〇半ば、人の性格は顔に出るというが、彼の目つきはすべてを見み抜ぬくように鋭するどく、鼻も高く、理知的という印象を受ける。身なりも整えているので、それこそ貴族と言っても通用するだろう。

「閣下、ご無ぶ沙さ汰たしております」

　まるで貴族のように、ランメルトは見事な一礼をしてみせた。

「そう畏かしこまらんでいい、悪いが社交辞令に付き合ってやれる体力もないのでな」

「お体の具合、よろしくないのですか？」

「そのようだ。まあ覚悟はしていた。医者によると、もはや痛み止めを飲むしか対処もないらしい」

　ランメルト団長は言葉に詰つまった様子だった。聡そう明めいな傭兵団長も、病が相手ではなにもできないし、余よ命めい幾いくばくもない雇やとい主にかける言葉もすぐには見つからなかったのだろう。

　珍めずらしく戸と惑まどう彼の姿を見て、アレンヘム公は少しだけ表情を緩ゆるめた。

「そう複雑な表情をするな。私も覚悟はしていたことだし、別に同情してもらうために来てもらったわけでもない。今後のことについて話し合っておきたいのだ。女王陛下のことは聞き及およんでいるな？」

「は。病は重いと聞いております」

「そうだ。私同様、先は長くないそうだ」

　五芒国の統治者にして守護者、アレンヘム公がただ一人頭こうべを垂れる義務を負った相手、フーデルス王国国主たるリーセロット女王。その女王もまたアレンヘム公と同じ病を患わずらい、昏こん睡すい状態にあることは、今や誰もが知る事実だ。

「人間、皆みな死ぬ。不敬かもしれんが、女王陛下とて同様だ。ただ問題はその後だ。女王陛下が亡くなれば、南のフライスラント自治領はもはや誰にも止められんだろう」

「フィクトル総そう督とくですか。やはり我が国に戦争を仕し掛かけると？」

「兵を動員し、多数の武器を集め、戦争の準備はほぼ完かん了りようしつつあるようだ。我が国と一戦交えなければもはや収まりがつかぬというところまできておる」

　アレンヘム公国は、魔物の侵入から五芒国を守るために建国された。しかし目立った産業もなく、また常に魔物の危機にさらされている国が繁はん栄えいするわけがない。そこでアレンヘム公国には二つの大きな特権が与えられていた。

　自由通行権と、南東の山さん岳がく地帯にあるドワーフの王国との独どく占せん交易権だ。アレンヘム公国はドワーフの厚意で金や銀を安価で仕入れ、そして自由通行権によって盛んとなった交易で莫ばく大だいな富を生み出し、強力な傭兵団を一九八年に亘わたって維持してきたのだ。

　他方、南に国境を接するフライスラント自治領では、奴ど隷れいによる大規模農業・大規模採さい掘くつが盛んだ。彼らから見れば安価な金銀を垂れ流すアレンヘム公国は邪じや魔まな存在でしかない。おまけにこの五〇年、フライスラントの奴隷がアレンヘムへ逃げ込む事案が後を絶たない。アレンヘム公国の国境が広く開かれ、また《呪われた地》の境界線が年々東へと後退していることに伴ともない、積極的に新たな村を開かい拓たくしているためだ。

『討伐歴はすでに一九八年を数えるが、魔王再臨の兆しはまったくなく、一九八年も前に与えられた特権も見直す時期が来ているのではないか』

　そう主張するフィクトル総督の声が嗄かれることはないという。

「厄やつ介かいな事態になりましたな。フライスラントは莫大な額の王国債さいを保有し、フィクトル総督の息子むすこはエレオノーラ王女殿でん下かと正式に婚こん約やくしました。もはや王国にも総督の野望は止められないでしょうな」

「うむ。せめて私も娘にいい婚約者を見つけてやれればよかったのだが、こうも急に体調が悪化するとは思わなんだ。盆ぼん暗くらと悪名高かろうが、ヴェッセル殿下を婿むこ入いりさせられればと後こう悔かいしておる」

「妾しよう腹ふくの第一王子であれば可能性はあったかもしれませんな。ところで閣下。この時節で申し上げたくもないのですが、実は私からもよくないご報告があるのです」

　アレンヘム公は顔をしかめずにはいられなかった。

「たまにはいい話を聞きたいものだ。一体どうしたというのだ？」

「恐おそれ入ります、ここにホルサをお通ししてもよろしいですか？」

「ホルサ？　ああ、フェルトフォルクの御ご用よう商人か。構わん、通せ」

　間もなくランメルトが招き入れた人物を見れば、誰だれもがまず自分の目を疑うだろう。その人物は、見た目は十歳ほどの子供にしか見えなかったからだ。公爵に子供を紹しよう介かいするなど意味が分からない──と誰もが思うだろう。

　だがアレンヘム公は驚おどろかなかった。ホルサがフェルトフォルクであることを知っていたからだ。

「ご無沙汰しております、アレンヘム公爵閣下」

　ホルサは、子供にしか見えない無む邪じや気きな笑えみを浮うかべながらも、作法に則のつとった見事な一礼をしてみせた。

「フェルトフォルクというのは本当に不思議なものだな、以前会ったときとなに一つ変わっておらぬではないか。確か歳としは八〇になったのではなかったか？」

「僕は少々子供っぽいだけです。人間でもいるでしょう、見た目が若い人って」

　確かに二〇代にしか見えない三〇代の人間もいないわけではない。しかしホルサの見た目の若さは、常じよう軌きを逸いつしているようにしか見えなかった。

「閣下、ご存じの通り──」とランメルト団長が会話に入る。「ホルサは我が《狂嗤の団》と長年に亘って商いをしてまいりました。大陸全土から多くの物資と情報とを調達してきた、我が《狂嗤の団》になくてはならない遍歴商人でございます」

　フェルトフォルクの遍歴商人。それは五芒国において極きわめて特異な存在だ。

　たとえば農民は多くの領主にとって財産であり、自由な移動など許されず、逃とう亡ぼうして捕つかまれば罪に問われる。一方、誠実な商売をする限り、王家の名において五芒国を自由に行き来することが許された種族がいる。それがフェルトフォルクの遍歴商人であり、政治に携たずさわる者ならば誰もが一目置く存在でもある。彼らほど他国の情報に精通している者はいないのだ。

「ふむ。なにか他国の動向を察知したということか？」

「はい。閣下、不ふ遜そんな推測を申し上げることをお許しください。女王陛下の崩ほう御ぎよはもはや時間の問題です。そしてもし崩御となれば大々的な国こく葬そうが行われ、当然ながらすべての貴族が弔ちよう問もんのため王都へ向かうことになるでしょう」

「陛下が崩御されたとなれば当然だろうな。それで？」

「公爵閣下は病床の身です。となると閣下は代理の使者を立てねばなりません。公爵閣下の代理が勤つとまるほどの候補となれば二人だけ。こちらのランメルト団長か、あるいは……」

「娘のセシリアか」

「御ぎよ意いにございます。しかし、同業のフェルトフォルクからある情報を聞いたのです。フィクトル総督は、このアレンヘムから派は遣けんされる弔問の使者を人ひと質じちに取る準備をしているとのこと」

「なんだと!?　本当か？」

「フェルトフォルクの遍歴商人は、誠実を宗むねとします。ウソをつく理由がありません」そうホルサを擁よう護ごしたのはランメルト団長だった。「それにフィクトル総督が我が国への侵しん攻こうを企くわだてていることはもはや疑いありません。私かあるいはセシリアさまを人質に取り、我が国へ攻せめ入るという可能性は考こう慮りよに値あたいします」

　アレンヘム公国最強の軍事力である《狂嗤の団》の団長、あるいは公爵の一人娘。いずれも人質として十二分の価値があることは自明の理だった。

「なるほど、いかにもフィクトル総督が考えそうな手か。かといって弔問の使者を出さねば、『王家に対する忠誠を疑う行こう為い』とフィクトルめが喜んで策を弄ろうするだろうな」

　公こう爵しやくの不安を断たち切るように、ランメルト団長は背筋を正した。

「閣下、対たい抗こう手段は一つです。セシリアさまは五芒国の未来を背負った《アレンヘムの聖女》、この国を離はなれることがあってはなりません。陛下が崩御された際には、私が弔問の使者を務めましょう」

「自らフィクトルめの罠わなに飛び込むというのか？」

「もちろん無策で死地へ飛び込むつもりはございません、できる限りの備えはいたします。それに新たに即そく位いする王にフィクトル総督の野望をお伝えすることができれば、戦争を止めることも叶かなうかもしれません」

　フライスラントに莫大な借金がある王家が、今いま更さらこちらの味方をしてくれるとは思えなかった。だが、聡明なランメルト団長ならば可能性はあるかもしれない。それに、その役割はまだ一七歳の娘には任せられないだろう。それが分かっていたからこそ、アレンヘム公はランメルト団長の提案を拒きよ否ひできなかった。

「本当によいのか？　相手はあのフィクトル総督だ。どれだけ備えがあったとしても、生せい還かんできる可能性は決して高くなかろう」

「閣下。我が《狂嗤の団》において死は身近なもの、恐れるに値しませぬ。ましてや私は団長として団員を死に追いやることを仕事としてきました。このようなときに命を張れねば団長としての資格はありませぬ。セシリアさまの代わりとなれば尚更のこと」

　アレンヘム公はじっとランメルト団長を見つめた。互たがいにそれなりに歳も取った。ランメルト団長が今の言葉をどんな気持ちで口にしたのかは、アレンヘム公にもよく分かった。

「……これ以上の否定はおまえへの侮ぶ辱じよくになろう。だが、なればこそ問わざるを得まい。もしおまえの身になにかあったとすれば、誰に次の団長を任せればよい？　然しかるべき後こう継けい者しやを定めておかねば《狂嗤の団》の力は大きく削そがれよう」

「実は、その点について提案がございます」

　口を挟はさんだのはホルサだった。

「ランメルト団長には多くの子がおりますが、僕は以前その一人を預かったことがあります。まだ若くはありますが、団長の器うつわにあるかと」

　公爵にとって、今日一番いい知らせだった。いつ死ぬか分からない立場にあって、後を託たくせる若者の存在ほど心強いものはない。それがランメルト団長の子であれば尚更だ。

「本当か、ランメルト？　おまえの息子にそれだけの大器がいたのならば喜ばしいが」

「父親としていささか推すい薦せんしかねるのですが……」と、珍しくランメルトは言葉を濁にごした。「というのもその息子というのは子供の頃ころよりホルサと五芒国を旅して周り、一八になってようやく《狂嗤の団》に入団したものの、調査を専門とする隊を希望し、毎日のように《呪われた地》へ足を踏ふみ入れ、今では遺跡荒らし同然の有様なのです。団長の座など勤まるかどうか……」

「ご安心ください、団長はこのように申しておりますが、彼は僕が一〇年をかけて育て上げた逸いつ材ざい。もちろん、若さ故ゆえに周囲の支持を必要とするでしょうが、ランメルト団長に万一のことがあれば必ずや過不足なく《狂嗤の団》を統とう率そつするでしょう」

「実に興味深い話だ。ランメルト団長、その息子の名はなんというのだ？」

「は──」

　ランメルト団長がまさに口にしようとしたそのとき。

　ドンドンとドアを強く叩たたく音が響ひびき渡わたった。すぐにドアが開き、忠実な執しつ事じのファビアンが入ってくる。

「閣下、お話し中申し訳ありません。至急ご報告したいことがございます」

「ふむ、ファビアンが会談の最中に飛び込んで来るとはよほどの用向きだろう。今すぐ報告を聞く非礼を許してくれ」

「もちろんです閣下。しかし私とホルサが同席してもよろしいので？」

「《狂嗤の団》に隠かくしておく事実などないし、フェルトフォルクに隠せる情報もそうはあるまい。ファビアン、何事だ？」

「はい。エルジュより赤の狼煙のろしが上がっているとの報告がありました！」

　エルジュ。アレンヘム公は、それが最近開拓された新しい村の名であることをすぐに思い出した。そして赤の狼煙は、魔物の襲しゆう撃げきを受けたことを示している。

「そういうことであれば、それほどご心配には及およばないかと」と、ランメルト団長。「魔物の襲撃から五芒国を守ることこそ我ら《狂嗤の団》の使命。赤の狼煙が上がった段階で、すでに大隊長を中心に準備を始めていることでしょう」

「それを聞いて安心した。慌あわてたところでどうにかなるものでもない、《狂嗤の団》の奮戦に期待しよう」

　だが公爵と違ちがい、ファビアンが落ち着くことはなかった。

「それが閣下！　セシリアさまが巡じゆん察さつ中であることはご存じかと。確か予定では、今日立ち寄っているのがエルジュなのです」

「なんだと!?　セシリアが!?」

　アレンヘム公爵家は代々、当主あるいはその代理が国内を巡察するというしきたりがあった。魔物の襲撃はいつあるか分からない。備えを疎おろそかにしないためには、綿密な巡察が欠かせないからだ。

　現在アレンヘム公は病びよう床しようにあるため、父の名代として娘むすめのセシリアが領内を巡めぐっている。魔物の襲撃に遭そう遇ぐうすることがあってもおかしくはない。

「重ねて申し上げますが閣下、ご心配には及びませぬ」

　動どう揺ようする公爵に、ランメルト団長はあくまで冷静に続けた。

「村々に備えた伝道所に逃にげ込みさえすれば、一日やそこらは持つでしょう。まして今日は切り込み隊長がフェンロー城じよう塞さいに控ひかえているはず。彼に出撃を命じれば、たとえゴブリンが一〇〇〇匹びきいようと恐れるに足りませぬ」

「そうか、歴代最強ウエールガロゼ・クライガーの切り込み隊長がいてくれたか」

　傭兵団において、団長以上に尊敬を集めることがあるのが切り込み隊長だ。先せん陣じんを切って戦場に飛び込む切り込み隊長は、団長以上の強さを求められる。その役職を与あたえられるのは、常に最強の傭兵でなければならない。そして現在の切り込み隊長は、歴代最強の二つ名で呼ばれている。

「彼が行ってくれるなら安心だ。なんとしても娘を無事連れ帰ってくれ」

「承知しました。この国の未来のため、《アレンヘムの聖女》を失うわけには参りませぬ。後はお任せください」

　ランメルト団長は慌ただしく立ち去った。

　アレンヘム公にとって、セシリアはたった一人の家族である。備えはあるとはいえ、万が一のことがあれば──と考えると、気が気ではなかった。

　なにより、アレンヘム公爵家の娘は代々《アレンヘムの聖女》として神の恩寵ゴデス・ゲナーデを受け継ついでいる。一九八年前の魔王戦役において人類が勝利したのも、聖女の夫に公爵位が与えられたのもそのためだ。王家とアレンヘム公爵代々の当主、それから《狂嗤の団》団長にしか知らされていない究極の力を、公爵家の娘は代々受け継いでいるのだ。ただし、その力が目覚めるにはまだ時間がかかる。

（亡なき妻も、私の母も、神の恩寵に目覚めたのは二〇過ぎだったという。セシリアはまだ一七歳。せめてあと三年は時間を稼かせがねばならんのだ……）

　なにもできない病床の身を恨うらみながら、アレンヘム公はただひたすらに娘の身を案じ続けた。
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　アレンヘム公爵がランメルト団長を部屋に呼ぶ少し前のことである。

　たわわに実り始めた麦畑の中を、騎き乗じようした二〇人足らずの一団が進んでいた。

　先頭を行くのは美しい少女だ。長い金色の髪かみは風にゆらめく麦畑の中でよく映はえ、上品さを保った旅装は彼女の気品を一層華はなやかなものにしていた。その引き締しめられた顔つきからは、大人になりきれていない少女らしい美しさと、少なからぬ凜り々りしさが見て取れる。騎士のように武装した従者たちが彼女に続いている光景を見れば、誰だれもが貴族の子女とその護衛の一団だと考えるだろう。

　事実、一団の中には旗を掲かかげる者がいた。旗印は二本の剣けんと盾たて。アレンヘム公爵家の家か紋もんであり、その旗印を堂々と掲げられる者など、この国には二人しかいない。アレンヘム公とその一人娘、セシリアである。

「セシリアさま。エルジュの村が見えて参りましたぞ」

　護衛の騎士であるブレームスの声に、セシリアは頷うなずいた。

「予定通りね。天気もいいし、今日は順調に進めそうね」

　そう応じながら、辺りを見回す。

（この辺りの土地も、すっかり豊かになったものね）

　五〇年ほど前、この辺りの土地はまだ《呪われた地》、すなわち赤茶けた大地だったという。しかしこの五〇年で潮が引くように《呪われた地》は年々東へと後退し、新たな村を開かい拓たくすることもできるようになった。今向かっているエルジュの村もその一つだ。

　やがてセシリアたちは麦畑を抜ぬけ、一つの村に辿たどり着いた。すでにセシリアがやってくることは知らされていたためか、多くの村人が平へい伏ふくして待っていた。

「聖女さま、このような辺へん鄙ぴな村にお越こしくださり、村民一同感謝の言葉もございません」

　村長と思おぼしき年配の男が、村民を代表して言った。

　聖女。その呼ばれ方には、いつまで経たっても慣れない。

「そうも畏かしこまる必要はありません。わたしはわたしの責務を果たしているだけですから」

「ですが我々のような元奴ど隷れいの難民に、土地と生きる術すべとを与えてくださったのは公爵様です。機会さえあれば、我々は嬉き々きとして何度でも頭こうべを垂れましょう」

　彼らの感謝はありがたかったが、このままでは話が進みそうにない。それにここで立ち話をして他の農民たちの作業を邪じや魔まするのもセシリアの本意ではなかった。

「分かりました。では早さつ速そくですが、あなたの家にでもうかがっていいかしら？　馬に半日揺ゆられて疲つかれているものですから」

「これは失礼しました。それでは狭せまい家ですがどうぞこちらへ」




　開拓されたばかりの村では、どの家も自然と似た造りのものとなる。村長の家も同様で、木と茅かや葺ぶきの質素な家の一つがそれだった。

「聖女さま、このような場所によくおこしくださいました！」

　中でセシリアたちを待っていたのは、一〇歳ぐらいの元気な少女だった。年ねん齢れいからして村長の孫まご娘むすめだろう。

「どうぞこちらへ！　そまつですがお茶を用意してます！」

　緊きん張ちようしきっているのがよく分かる。セシリアは少女が少しでも気楽になるようにと、笑えみを浮うかべた。

「ありがとう。頂くわ」

　少女はセシリアをテーブルへ案内すると、粗そ末まつな木のポットでお茶を注いだ。

　一人だけ付いてきた護衛のブレームスが、背後で渋しぶい顔をしているのが分かる。農民が出したお茶を、公こう爵しやくの娘が飲むことにいい顔はできないらしいのだ。

　だが、セシリアからすればどうでもいいことだ。ただでさえ長旅で喉のどが渇かわいている。遠えん慮りよなくお茶を口に運ぶ。

「あら、おいしい。変わった香かおりね」

　率そつ直ちよくな感想を口にすると、村長は自分が褒ほめられたかのように頰ほおを緩ゆるめた。

「この辺りに変わった杉すぎが生えておりまして、試ためしに乾かん燥そうして炒いってみたのです。香りはともかく味が微び妙みようなので他の茶葉と混ぜてみたところ、美お味いしいと評判でして。この村の特産にでもしようかと考えております」

「いい考えです。知っての通り、我が公国では自由な商売が認められています。上う手まくいくことを祈いのってます」

　この村を開拓する初期費用は、すべてアレンヘム公国から無利息無担保の借金という形で供きよう与よされている。村の経済的自立に繫つながる行動は奨しよう励れいすべきだった。

「マノン、私は聖女さまと大事なお話があるから、外で遊んできなさい」

「いいの？　やったー！」

　堅かた苦くるしい役目から解放されたせいか、マノンと呼ばれた少女は初めて年齢相応の無む邪じや気きさを見せた。

「あ。ご、ごめんなさい」

「いいのよ、子供なんだから。さ、お行きなさい」

　セシリアが弁護すると、マノンという名の少女は満面の笑みを浮かべて家を出て行った。

「元気なお孫さんね。ご両親は？」

「亡くなりました。いえ、気き遣づかいは無用です。我々逃とう亡ぼう奴隷の身では身内が一人生き残っただけでも幸いというべきですから」

　この村の住人は、その全員が南に国境を接するフライスラント自治領の逃亡奴隷だ。奴隷の逃亡は、捕つかまれば重罪として罰ばつせられる。彼らがフライスラントを脱だつ出しゆつするのにどれだけの苦難があったかは想像を絶する。

　そして彼ら逃亡奴隷の行き先は、自由な出入りが認められている上、年々領地を広げているここアレンヘム公国しかあり得ない。フライスラント自治領のフィクトル総そう督とくに敵視される理由の一つでもある。

「村長。この地の開拓は順調ですか？」

「はい。この辺りも元は《呪われた地》だったと聞きますが、もはや影えい響きようはまったくなく、畑にも作物が実っております」

「それは朗報です。ただ、依い然ぜんとして我が国には魔物の脅きよう威いがあります。ましてここは《呪われた地》からも非常に近い場所、警けい戒かいだけは怠おこたらぬように」

「ええ、去年も一人村の外でやられました。魔物の恐おそろしさは骨身に染しみております。ただ幸いながら《狂嗤の団》の巡じゆん回かいもありますし、避ひ難なん所じよとなる伝道所もあります。対処さえ誤らなければそう恐れることもありません」

　すべての村に兵を配置し、守備することは不可能だ。そこで対策として、村々にオルタナ教の伝道所や教会という名の砦とりでを造り、もし魔物の襲しゆう撃げきを受けた際は《狂嗤の団》到とう着ちやくまで立て籠こもるよう指示している。伝道所や教会という名にしているのは、そうすることでオルタナ教の布教に熱心なヴィエレヒト司教国から建設費用が補助されるからだ。この方法は一応うまく機能しているが、トロールのような強力な魔物が出てくると、とても持ちこたえられないことも分かっている。

　魔物の話をしているまさにこのとき、その出来事が起こったのは不運な偶ぐう然ぜんとしか言いようがなかった。

「魔物だ！　魔物が出たぞ！」

　最初、その声が家の外から聞こえても、セシリアたちは咄とつ嗟さに反応できなかった。

　だが鐘かねを打ち鳴らすカンカンという耳みみ障ざわりな音が村中に鳴り響ひびくと、さすがに状じよう況きようを把は握あくせざるを得なかった。

「魔物!?　魔物だと!?」

　真っ先に反応したのは、護衛のブレームスだった。

「まさかこのときにか！　セシリアさま、急ぎ避難を！」

「落ち着きなさい、我が国においてはそう珍めずらしいことではないでしょう。村長の方がまだ落ち着いて見えるほどよ？」

「いえ、護衛の方の意見はごもっともです。セシリアさまはこの国になくてはならないお方、急ぎ避難を」

「分かりました。ブレームス、他の護衛たちも至急伝道所へ」




　村は混乱寸前の慌あわただしさに包まれた。

　すべての村民が作業を放ほうり出し、急ぎ村の中央に建てられた伝道所という名の砦へと逃にげ込む。村人とセシリアたち一〇〇人ほどが入れる程度の大きさがあり、村で唯ゆい一いつ石造りの建物でもある。一いつ箇か所しよしかない門を閉とざせばまず並の魔物は侵しん入にゆうできず、また砦の中には弓矢や備び蓄ちくの食しよく糧りようと、そして狼煙のろし台があった。

「狼煙をあげよ！　赤だ！」

　村長が命令を出さずとも、すでに狼煙の準備は進められていた。赤い色の狼煙を上げれば、すぐにでも近くにいるはずの《狂嗤の団》が援えん軍ぐんに来てくれる。

「ブレームス、あなたは守備の指揮を」

「お任せください。全員、防ぼう壁へきを上がれ！　周囲を警戒するんだ」

　ブレームスはもともと《狂嗤の団》の傭兵であり、魔物退治の専門家だ。彼がいれば、並の魔物相手に後おくれをとることはない。

「村長、大変です。三人ほど姿が見えません」

「そうか。外で無事であることを祈ろう」

　村長と村人の間でそんな会話がかわされていた。何十人もいれば当然逃げ遅れる者も出る。そして一人二人のために門を開け、全員を危険にさらすことはできない。逃げ遅れた者は外で魔物に見付からぬよう隠かくれていてもらうしかないのだ。

「ですが村長。そのうちの一人がマノンのようなのです」

「なんだと!?　マノンが!?」

　村長のたった一人の家族の名が告げられ、さすがに動どう揺ようを隠せない様子だった。

「村長、急いで探しに行くべきだわ！」

　出過ぎたことであると分かっていても、セシリアはそう言わずにいられなかった。魔物は子供とて容よう赦しやしない。あの可愛かわいらしい子が魔物に食い殺されるところなど想像したくもなかった。

　村長がセシリアの提案に心が揺れたのは間ま違ちがいなかった。だがややあって、村長は首を横に振ふった。

「私とてそうしたいのは山々です……！　しかし魔物がウロ付く中、居場所の分からないマノンを探しに行くなど自殺行こう為いでしょう……！」

　それは間違いなく正しい判断だった。ブレームスたち護衛に命じるにしても、せめてマノンの居場所が判明した後でない限り、無む駄だに危険にさらすだけだ。

「来たぞ、ゴブリンどもだ！　オーガもいる！」

　防壁の上で見張りについていたブレームスが、緊張した声を上げた。

　セシリアも急ぎ防壁の上に出る。村を囲む麦畑から次々と姿を現したのは、子供やフェルトフォルクと同じぐらいの背せ丈たけをした緑色の魔物だった。

　ゴブリンだ。ギャッギャと耳障りな声を上げ、麻あさのような繊せん維いでできた粗末な衣ころもを身にまとい、粗末な武器を手にしている。その小ささから、大人なら一対一でも負けることはないと言われるほど弱い魔物だが、問題はその数だ。『世界が滅ほろびてもゴキブリとゴブリンとフェルトフォルクは生き残る』という諺ことわざがあるほどに繁はん殖しよく力が強く、常に集団で獲え物ものを襲おそうという習性がある。このときも例外ではなく、次から次へと麦畑から飛び出してきたゴブリンの数は、数十匹ぴきはいるように思えた。

　さらに、ゴブリンに続いてオーガが姿を現した。黒ずんだ灰色の皮膚を持ち、骨格は人に似ており、魔物というより亜人とでも表現すべきかもしれない。ただし言語を解することはできず、人よりもかなり知能は劣おとると言われている。その代わり人より二回りほど大きな体たい軀くを持ち、ゴブリンのような弱い魔物を引き連れ人の領域を侵犯し、人間を好んで喰らうという。

　魔物たちは次々麦畑から出てくると、家の陰かげに隠れながら遠巻きにこちらの様子をうかがっている。

「こ、この醜みにくい魔物が！　出て行け！」

　防壁の上で弓を構えていた村人が、矢を射い掛かけた。

「待て、この距きよ離りでは当たらん、無駄に矢を放つな！　こうして籠もっている限り奴やつらにはなにもできんのだからな！」

　慌ててブレームスが止める。

　魔物ではなく賊ぞくや軍の類たぐいが襲ってきたのであれば、籠ろう城じようしている間に家々は略りやく奪だつされ、火が放たれていただろう。だが魔物にそんな考えはない。家屋は壊こわされるかもしれないが、食糧のほとんどは伝道所に保管してある。このまま籠城を続けていれば、魔物はなにもできずに《狂嗤の団》に討うち取られることになるはずなのだ。

　実際このときも、現れた魔物たちは村人が全員伝道所に籠もっていることに気付くと、歯は嚙がみして遠くから眺ながめるだけだった。

「ブレームスさま、確かく認にんしたところゴブリン数十匹にオーガが数匹程度です。我らが打って出れば勝てる数かと」

　部下の一人がそうブレームスに報告する。しかしブレームスは動かなかった。

「焦あせるな、あれが全すべてとは限らん。だが他に魔物がおらぬとなれば直ちに打って出て根絶やしにしてやろう。皆みな、恐れることはない！　我らには聖女セシリアさまのご加護があるのだからな！」

　士気を高めるためか、ブレームスは盛んに鼓こ舞ぶを繰くり返した。魔物は人の弱気につけ込むと言われている。気を大きく保つのは、魔物との戦いの基本なのだ。

　セシリアとしては複雑な心境だった。アレンヘム公こう爵しやく家の娘むすめには代々不思議な力が宿ると教えられてきた。だがその力が宿るのは二〇歳を過ぎてからと言われており、今のセシリアにはなんの力もない。

（せいぜい毎晩同じ悪夢を見るだけだもの）

　しかし自分がいるだけで全員の士気が高まるならと、凜りんとした態度を崩くずさないよう虚きよ勢せいを張り続ける。

　そんなとき、遠巻きにこちらを見つめていた魔物たちに動きがあった。なにか別の興味のあるものを見つけたらしく、一いつ斉せいに動き始めたのだ。

　何が起こったのかはすぐに分かった。

「だ、誰だれか！　助けてぇ！」

「あれは……マノン!?」

　村長が叫さけんだ。逃げ遅れていた村長のたった一人の孫まご娘むすめが、ゴブリンに追われて麦畑から飛び出してきたのだ。

　人々の視線が村長に集中する。村長は孫娘を助けるために門を開ける気ではないのか。一〇歳の女の子が魔物に喰くわれるのを黙だまって見ていられるわけがない、それも仕方がないかもしれない。だがそのせいで他の村人すべてを危機にさらすことができるのか──。様々な思考が伝道所の中を交こう錯さくした。

（助けに行くべきなの……!?）

　セシリアもまた逡しゆん巡じゆんしていた。なにもブレームスたちに魔物の中へ突つっ込こめと命令する必要はない。

（わたしが死ぬとしても、今日じゃないはずだから！）

　そんな確信が、セシリアにはあった。このところ毎晩見る悪夢がそれを裏付けているのだ。だが、護衛がいなければなにもできない自分に、マノンを助けることができるのかは分からない。

　一方セシリアとは違い、村長が行動に出るまでは一いつ瞬しゆんだった。

「申し訳ありません、聖女さま。他の者を危険にさらすわけにはまいりません、後のことはお任せいたします」

　セシリアが「どういうこと？」と問い返す間もなかった。

　防壁の高さは二階程度だし、斜しや面めんの傾けい斜しやもそう急ではない。村長は躊ちゆう躇ちよなく防壁から飛び出した。そして滑すべるようにして防壁を下りると、まっすぐマノンの元へ駆かけ寄っていく。

「そんな、無茶よ！」

　たった一人でマノンを助け、戻もどってこられる状況ではないのだ。

　だが、飛び出した村長を制止する術すべはなかった。村長はマノンの元まで一直線に走り寄ると、一度だけ強く抱だきしめた。そして自分の後方──伝道所の方に向かって、孫娘の体を突き出した。

「逃げなさい、早く！」

　有う無むを言わさない強い口調だった。

　このときマノンが、たった一人の家族である祖父がなにをする気なのか理解したのかは分からなかった。ただ強い口調で逃げろと命じる祖父に逆らえなかったのか、あるいは襲ってくる魔物が怖こわかったのか。結果として、マノンは間違いなく祖父がもっとも求めているであろう行動に出た。伝道所に向かって逃げたのだ。

「こっちだ、魔物どもめ！」

　村長はたった一人でゴブリンの群れに立ちはだかった。時間を稼かせぐつもりなのだ。どこからか持ち出したナイフを振り回し、ゴブリンに斬きりつける。

　大の大人が命がけで戦えば、ゴブリンは怖い相手ではない。だが一匹二匹ならともかく、五匹十匹と敵に回せば勝ち目は薄うすい。ゴブリンたちは少々の犠ぎ牲せいを無視して村長の体に群がり、汚きたない刃はや歯を突き立てていった。

　村長は痛みに悲鳴一つあげなかった。そのせいか、背を向けて逃げていたマノンが足を止めることも、振り返って祖父の最さい期ごを見ることもなかった。

　しかし村長の犠牲も、わずかな時間を稼げたに過ぎない。数十匹の魔物たちが、老人一人分の肉で満たされるわけもないのだ。魔物は子供の肉を好むという真しん偽ぎ不明のウワサもある。村長の肉にあずかれなかった他のゴブリンたちは、マノンを一斉に追い駆け始めた。

　明らかにマノンよりゴブリンの方が足が速い。セシリアは今度こそ決断した。

　さっきは躊躇したがゆえに村長は死んだ。マノンのたった一人の家族はゴブリンに滅めつ多た刺ざしにされたのだ。もう二度と躊躇はすべきではない。

「ブレームス。わたしがこれからなにをするか分かる？」

「お心のままに。魔物の数があれだけならば、我らにも勝機はあります。聖女さまのご加護を信じましょう」

　忠実な老騎き士しは、もはや止めようとはしなかった。

　セシリアは護衛たちを振り返り、告げる。

「みんな、よく聞きなさい。今あの子を助けにいけば、わたしたちの誰かは無駄に命を落とすかもしれません。それでも戦える武器があるのに目の前の少女一人救えなくては一生後こう悔かいするでしょう。命令します。わたしに続きなさい、あの子を助けに行きます！」

　防ぼう壁へきの上から身を躍おどらせる。

「全員聞いたな!?　我らには《アレンヘムの聖女》のご加護がある！　全員、セシリアさまに続け！」

　ブレームスたちの抜ばつ剣けんする金属音が次々響ひびき、セシリアに続いて防壁を滑り降りる。

「さあマノン、こっちよ！」

　セシリアはまず逃にげてくるマノンに駆け寄ると、全身の力を振り絞しぼって抱かかえ上げ、伝道所に向かって走り出した。一七歳のセシリアにとっては重労働だったが、命が懸かかっていると思えば多少の無理はできた。

「セシリアさまはその子を安全な場所へ！　この場は我らが！」

　ブレームスの提案はありがたかった。

「分かったわ！　わたしのことは神の恩寵がある、気にせず戦いなさい！」

　ブレームスたちとすれ違う。

　マノンを抱える自分が彼らの足手まといに過ぎないことは分かる。彼らが存分に戦えるよう、なんとか伝道所へ戻るべきだった。幸い、村人たちも領主の娘と村長が命がけで守ったマノンを見捨てる気にはなれなかったのだろう、門を開け始めてくれていた。

　だが、ゴブリンはともかく、オーガにはそれなりの知能がある。そのせいか、魔物は予想外の動きを見せた。

「……先回りされた!?」

　一匹のオーガがセシリアと伝道所の間に割って入ってきたのだ。伝道所へ駆け込むことは諦あきらめ、別の方向へ逃げざるを得なかった。

　しかしマノンを抱えたままオーガの足から逃げることは不可能だった。背後からオーガが近づくのを感じる。嫌いやな匂においが鼻をついた。オーガの体たい臭しゆうだ。

　危険を感じて思わず振ふり返ると、オーガが粗そ末まつだが大きな斧おのを振り上げるのが見えた。「ひっ！」と腕うでの中でマノンが怯おびえる。

　セシリアはオーガを睨にらみつけながらマノンを全身で庇かばった。気き丈じように振る舞まおうとするも、醜しゆう悪あくなオーガの顔と、振り上げられた大きな斧を見せつけられると恐きよう怖ふで顔が引きつりそうになる。

　様々な思いが走馬灯のように交錯した。あの斧を振り下ろされれば自分は死ぬだろう。自分には神の恩寵があるから今日死なない──などというのはただの思い込みに過ぎない。もしここで死ぬのが本当の運命だったら？　斧を叩たたきつけられるのがどれほど痛いかは想像したくもなかったし、父より先に死ぬのは申し訳なかったし、マノンを守れなかったら村長に合わせる顔もない。

　だが果たして、セシリアの懸念は杞憂に終わることになる。

「危ない、伏ふせろ！」

　若い男の声がした。それが誰の声かなど知る由よしもない。ただ反射的に、マノンを抱えて頭を低くする。

　オーガの小汚い斧がセシリアに振り下ろされることはなかった。どこからともなく飛び出してきた若い男が、自身の剣で斧を受け止めてくれていたのだ。

　しかし若い男はオーガに比べればはるかに小こ柄がらだ。とても斧を止めきれるようには見えない。

　そのときだった。飛んできた一本の矢が、オーガの左目を貫つらぬいた。こればかりはオーガもたまらず顔を押さえて絶ぜつ叫きようする。

（今の矢は、東から飛んできた……？）

　つまりブレームスたちからでも、伝道所からでもない。東は《呪われた地》、すなわち魔物たちがやってくる方向だ。

　思わずそちらの方を見ると、武装した若い男が駆け寄ってくる。その後ろには二〇人ほどの武装した集団が見えた。

「あれは《狂嗤の団》!?　援えん軍ぐんが来てくれたの!?」

　それにしては早過ぎる。恐おそらく国境線を巡じゆん回かいしていた部隊の一つがたまたま近くにいたのだろう。

（やっぱり今日私は死ななかった。夢の通りだわ）

　ようやくその確信が抱いだけたことにセシリアは心底安あん堵どしながら、自身の命を救ってくれた若い男を見つめていた。




　　　　　　　◆




　このとき真っ先にオーガに斬りかかったのはカレルであり、オーガの目を射貫いたのはミーリエルだった。

「ぬう、第七隊にしてはやるのう！　この距きよ離りで射貫くとは！」

　ドルダン隊長がミーリエルの弓の腕を率そつ直ちよくに称しよう賛さんする。

「だがまだ油断するな、オーガはその程度では死なぬぞ！」

「分かってる！」

　カレルはトドメをさすべく大きく剣を構え直した。

　普ふ通つうの生き物であれば、目を射貫かれれば脳にも損傷を受けて死ぬだろう。あのオーガも時間が経過すればやがて死ぬかもしれない。だがカレルはオーガの生命力がどれほど凄すさまじいかを知っていた。瀕ひん死しのオーガと言えど、うずくまっている二人の少女を殺すぐらいのことはできるのだ。

　幸い、目を射貫かれたせいかオーガは痛みに絶叫している。すかさずカレルはオーガの黒ずんだ灰色の皮ひ膚ふを袈け裟さ駆がけに斬りつけた。それは致ち命めい傷しようを与あたえるというより、筋肉と神経を斬り裂さいて行動できなくするための一いち撃げきだった。

　嫌な手て応ごたえがあり、嫌な匂いが鼻をついた。オーガ特有の体臭だ。

　剣の一撃が効いたのか、オーガは今度こそ崩くずれ落ちた。まだピクピクと蠢うごめいているが、もう動けないだろう。

「二人とも、大だい丈じよう夫ぶか!?」

　オーガが襲おそおうとしていた二人の少女に声をかける。

　それにしても奇き妙みような組み合わせだった。二人の少女のうち、一人は十歳ぐらいだった。土にまみれた衣服からして農村の子だと分かる。

　問題はもう一人の少女だ。年ねん齢れいは見たところ一七歳ぐらいで、とうに成人しているようだ。ただ、近くで見るとやたらと綺き麗れいだと思った。身につけている衣服のせいではない。ただその強い意志の籠こもった目と、きっと強く結ばれた小さな唇くちびるが、まるで戦いくさ女め神がみのように綺麗に見えた。まだ他に魔物はいるというのに、思わず見とれていたほどだった。

「ありがとう、助かったわ。あなたは《狂嗤の団》ね？」

　声をかけられ、ようやく正気に戻る。

「あ、ああ。あんたこそ大丈夫か？」

「カレル、右！」

　答えを待っている暇ひまはなかった。ミーリエルの声に振り返ると、また別のオーガが襲い掛かかって来るのが見えた。

　手に持った粗末な斧を振り下してくる。少女二人を庇っている以上、回かい避ひはできない。剣で受け流すしかなかった。

　ガチリと嫌な金属音が響き渡わたる。

「くそっ、重い！」

　相手はカレルより二回りは大きな体たい軀くを持つオーガだ。構えた剣からものすごい衝しよう撃げきが伝わった。もし受け流すのではなく、受け止めようとしていたら剣ごと自分の体は真っ二つにされていたかもしれない。

　しかし、受け流したのはいいが手が痺しびれて咄とつ嗟さに次の行動に移れなかった。オーガはすかさず斧を構え直し、人ならざる叫さけび声を上げながら力任せに振り下ろそうとする。

（まずい、もう防げない！）

「任せい！」

　カレルが命の危険を感じた次の瞬しゆん間かん、短い気合いの声と共に、オーガが吹ふっ飛とんだ。

　ドワーフのドルダン隊長が、オーガに体当たりしたのだ。樽たると揶や揄ゆされることもあるドワーフの体当たりは強きよう烈れつで、さすがのオーガも大きく体勢を崩した。

「ほぅれ！」

　ドルダン隊長は転がりながら素早く体勢を立て直すと、強力な斧の一撃をオーガの背に振り下ろした。さすがドワーフの怪かい力りきというべきか、その一撃は軽々とオーガの背を叩き割り、絶命させていた。

「おぬしら、第七隊にしてはやるな。だが少しばかり気合いが足りんぞ、気合いが！」

「また気合いかよ！」

　カレルはドワーフ、フェルトフォルク、エルフから戦い方を学んだことがある。三者の中で一番実じつ践せん的だったのはドワーフだったが、三者の中で一番話が分かりにくかったのもドワーフだった。ドワーフはなにかというと「気合い、気合い」で説明するためである。

「まあその思い切りの良さだけは褒ほめてやる！　いくぞ者ども、第七隊に後おくれを取るな！　わしに続け、笑え嗤わらえ、魔物ごとき恐れるな！　うわっはっはっはっは！」

　他の仲間たちと合流して戦列を整えると、ドルダン隊長は鼓こ舞ぶするように笑った。

他の傭兵たちも、カレルもまた「わははははは」と、半ば乾かわいたような、あるいは割り切ったような笑い声をあげながら魔物の群れへと突とつ進しんする。

　傍はたから見ればそれは極きわめて奇妙な光景だっただろう。しかし、それこそが《狂嗤の団》という名の所以ゆえんであることは誰だれもが知っていた。

　魔物の多くは人の弱気につけ込むことが分かっている。わずかでも恐怖を見せれば、魔物は強気になって攻こう撃げきしてくるのだ。だからこそ《狂嗤の団》の傭兵たちには、ある義務が課されていた。

『たとえ空元気であろうと、気が触ふれたように見えようと、死への絶望に塗まみれていようと、笑いながら戦い、笑いながら死ね』と。

　狂くるったように笑いながら戦う傭兵たちは、味方を鼓舞し、魔物を威い圧あつする。実際、その効果はこのときもすぐ証明されることになる。

（相変わらず前線の連中は凄まじいな……！）

　カレルは思わず舌を巻いた。笑いながらゴブリンの死体を築きあげていくドルダン隊長の戦いぶりに、魔物は怯ひるみ、他の傭兵たちも隊長に遅れてなるものかとばかり武器を振り回す。傍で見ているカレルですら圧あつ倒とうされる戦いぶりだった。

　数の上ではまだ魔物たちが優位だったが、士気が挫くじければ戦は成り立たない。魔物たちがほとんど討うち取られ、命からがら逃にげ出すまでには、そう時間はかからなかった。




　　　　　４




　ドルダン隊長が生き残っていたゴブリンに斧を振り下ろした。どす黒い体液が音を立てて飛び散るが、屈くつ強きようなドワーフは返り血を浴びても意に介かいさない。

「これで最後か。みんな、よくやった。我らの勝利だ！」

　傭兵たちから歓かん声せいがあがった。ゴブリンがほとんどだったとはいえ、数十匹ぴきにのぼる魔物相手に犠ぎ牲せいを出すことなく勝利したのだ。

「前線連中の戦いっぷりはすごいわね……」

　カレルの傍にミーリエルがやってくる。

「ああ、さすがは一九八年も魔物と戦い続けてる傭兵団だ」

　二人とも同じ《狂嗤の団》の一員だが、調査と記録が主な仕事である第七隊では、これほどの戦いをする機会はまずない。

「ドルダン隊長、ご無ぶ沙さ汰たしております」

　そう声をかけてきたのは、カレルたちが駆かけつけるよりも先に魔物たちと戦いを始めていた騎き士しの一団だった。彼らと力を合わせられたことが、犠ぎ牲せい者しやを出さずに済んだ理由の一つでもあった。

「ぬ？　おぬし、ブレームスか？　人間は顔の区別が付きにくくていかんが、その堅かた苦くるしい顔つきには覚えがあるぞ」

「はい。この度は救きゆう援えん感謝します。おかげでセシリアさまもお守りすることができました」

「そういえば引退してからは公こう爵しやくに仕えたと言っておったな、言こと葉ば遣づかいまで堅苦しくなりおって。しかし今の言葉からすると、《アレンヘムの聖女》が来ておるのか？　そういえばそれらしい人間の女をカレルが助けておったが」

（《アレンヘムの聖女》だって!?）

　その会話を横で聞いていたカレルは、目を見開いた。

　確かに戦いが本格化する前、貴族の子女のような格好をした女を助けた。恐らく彼女こそが《アレンヘムの聖女》なのだろう。

「ねえ、変じゃない、カレル」

「ん？　なんだ？」

　そのときミーリエルに話しかけられ、カレルは我に返った。

「魔物の数、おかしくない？　足あし跡あとを見ても、一〇〇匹ぐらいのゴブリンがいたはずよ？」

「……そういえば。まずいぞ、ちょっと隊長に言ってくる、おまえはここにいてくれ」

　その深刻さを悟さとり、カレルはドルダン隊長とブレームスの会話に割って入った。

「ドルダン隊長、ちょっといいか？　死体と逃げた分を合わせても、魔物の数が少なすぎる。それにトロールの姿を見ていない。まだ近くに別の集団がいるんじゃないか？」

「ぬぅ。そういえばそうだったのう。妙みように楽な戦だとは思ったが」

　ドワーフ特有の髭ひげのせいで分かり辛づらいが、ドルダン隊長は神しん妙みような顔になった。

「するとなにか？　魔物の集団が二つに分かれたのか？」

「珍めずらしくはないだろう？　トロールが暴れ出してオーガにも制せい御ぎよできなくなることはよくあるって聞いたぜ？」

「お待ちください、トロールですと？　トロールがこの辺りにいると？」

　聞き逃のがせなかったのか、ブレームスの顔に緊きん張ちようが走った。

「ああ、間ま違ちがいない。さっきの戦せん闘とうですべてのゴブリンを殺し尽つくせたわけじゃないし、トロールと合流して戻もどってくる可能性を考こう慮りよすべきだ」

　ドルダン隊長は村人たちがまだ籠もっている伝道所を見た。

「ふうむ、まずいな。もしトロールが出てくれば、あんな伝道所など一瞬で破壊されるぞ。だが平地で戦うよりはマシだ、我らもあそこに籠もるべきか」

「いや、逃げた方がいいと思う」

　即そく座ざにカレルは反論した。

「ほう。なぜだ？」

　問われたカレルは、ドルダン隊長ではなく、セシリアの護衛を務めているらしいブレームスに向き直った。

「なあ、あんた。セシリアさまが今この村に来ていることを、公爵閣下はご存じなのか？」

「もちろんだ。行程表は提出しているからな」

「ならこの村に雇やとい主の一人娘むすめがいることを《狂嗤の団》は知ってるわけだ。となれば血相変えて大急ぎで精せい鋭えいの援軍を送ってるに違いないぜ。そっちと合流した方が安全だ」

　ドルダン隊長は不意を突つかれたように一瞬沈ちん黙もくしてから豪ごう快かいに笑った。

「わっはっは！　一理ある、あの団長ならば考えそうなことだ。よかろう、ここは逃げるとしよう。ブレームス、おぬしは村人たちを集めよ」

「分かりました、やむを得ません。早急に村人たちを説得しましょう」

「さて、あとは《アレンヘムの聖女》にも話をしないわけにはいかぬか。雇い主と話をするのはどうにも気が重いわい」

　ドワーフは人間がするような社交辞令を苦手としている。気が重くなるのは当然と言うべきだった。

「俺が行ってこようか？」

　カレルの提案に、ドルダン隊長は驚おどろいた様子だった。

「お主が？　よいのか？」

「興味があるんだ。代々特とく殊しゆな力を受け継つぐ《アレンヘムの聖女》ってのが何者かな」

「ふうむ。では頼たのむとしよう」

　ドルダン隊長からすれば渡りに船だったらしい。許可はすぐにおりた。




　セシリアの姿を探して村を歩く。

　幸い、見つけるのは簡単だった。彼女は村の片隅で座り込んでいたのだ。

（彼女が、《アレンヘムの聖女》か……）

　魔王戦役の折、人類が強力な魔王軍に勝てたのは、女め神がみオルタナの恩おん寵ちようを授さずかった聖女の導きがあったからだと言われている。その力を、彼女は受け継いでいるはずなのだ。彼女に興味があるというのは偽いつわりのないカレルの本音だった。

（なにをやってるんだ？　誰かを……慰なぐさめている？）

　見れば一〇歳ぐらいの女の子が、無残に殺された遺体の傍で泣きじゃくっていた。セシリアはその女の子を励はげますように背中をさすっている。

「おじいちゃん……。返事してよ、おじいちゃぁん……」

　なにがあったかは明白だった。女の子の祖父と思おぼしき老人の遺体には、粗そ末まつなナイフや歯でかじられたような痕あとが無数にあった。数で圧倒するゴブリン特有の痕こん跡せきだ。

　つまり、自分たちがもう少し早く到とう着ちやくしていれば、この女の子がこうも泣きじゃくる必要はなかったのかもしれなかったのだ。そう考えると、少し自分に嫌いや気けがさす。

「あなたは……さっき助けてくれた傭兵ね」

　セシリアがこちらに気付いた。

「すまない。もっと早く俺たちが駆けつけていれば、その老人も……」

　自然と謝罪の言葉が出た。

「あなたたちだって狼煙のろしを見て急いで駆けつけたんでしょう？　どうにもならなかったことよ」

　怒おこられているのか慰められているのか分からなかった。ただ、いずれにせよ少し気が楽になったのは事実だった。

「そういえば、まだ名前を聞いてなかったわね？　カレルって呼ばれてたみたいだけど」

「ああ、俺の名前なんざ覚えてもらう必要はないが。あんたのことは聞いたよ、《アレンヘムの聖女》セシリアさまだろ」

　少女は複雑そうな顔をした。

「そんな偉えらそうな肩かた書がきで呼ばれたくはないんだけど……」

「いいじゃないか、そんなあんただからこそできることだってある。悪い知らせなんだが、まだ周辺にトロールがいる可能性が高い。隊長があんたの護衛とも話したんだが、今のうちに逃げることになった。村人の説得を手伝ってくれ」

「わたしが？」

「そうだ。危険があるから一時的に避ひ難なんする、けどすぐ魔物を排はい除じよして村に戻れるようにするって村人たちに言ってくれ。《アレンヘムの聖女》の言葉ならみんな信じるだろ」

「……あなたは物もの怖おじしないのね、《アレンヘムの聖女》相手に」

　意外そうな目で見られる。確かに、彼女は自分の雇い主でもあるのだ。

「ああそうか、敬語を使った方がいいのか？」

「気にしないで、ちょっと珍しかっただけだから。とにかく今は利用されてあげる。さあマノン、もう行きましょう？　あなたはおじいさんの分まで生きないと」

「いや！　絶対いや！　わたし、おじいちゃんと一いつ緒しよにいる……！」

　マノンと呼ばれた少女は泣きじゃくった。『泣く子にはドワーフも敵かなわない』というが、カレルはどうしていいか分からず戸と惑まどった。無理にでも引き離はなすしかないのだろうが、泣きじゃくる女の子を見るとどうしても躊ちゆう躇ちよしてしまう。せめて出発する直前まではこの場で泣かせるべきなのかもしれなかった。

「マノン、行きましょう」

「いや、いやだぁ！　おじいちゃあん……！」

　驚いたことに、セシリアは強ごう引いんにマノンを抱だき上げた。

　当然マノンは祖父の体に近づこうと泣きわめくが、セシリアは唇くちびるを真一文字に結び、強い決意をもって遺体から引き離した。

「この子はなんとしてもわたしが連れて行くわ。あなたも自分の仕事に戻って」

「……分かった、任せる。知ってるだろうが、レールモントに帰き還かんできれば《狂嗤の団》に孤こ児じを預かる施し設せつがあるからな」

　カレルはセシリアを見直していた。貴族の娘などひらひらした服を着て毎晩踊おどってるだけかと思ったが、こと彼女の評価だけは改める必要がありそうだった。いくらマノンという女の子を救うためとはいえ、家族の遺体から強引に引き離して連れて行くなどよほどの覚かく悟ごがないとできない。

（《アレンヘムの聖女》か。なるほど、決して名前だけじゃないってことか）

　カレルとセシリア。後に五芒国の運命に大きく寄き与よすることになる二人は、こうして初めての邂かい逅こうを果たしたのだった。




















第二章　魔物グルエルの脅きよう威い
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　間もなくカレルたちはエルジュの村を離れ、森の中の道を進んでいた。

　村人たちは村から離れることを渋しぶるかと思ったが、それほど混乱はなかった。セシリアの説得があったことはもちろん、トロールトロルが近くにいると知らされたことが大きかった。

（それにしても、やっぱり時間がかかるな）

　移動には予想以上の時間がかかった。なにしろ村人の中には赤ん坊ぼうや老人もいる。一時間に半ウールハーンス（約二・七キロメートル）進めればマシというぐらいで、しかも一時間ごとに休きゆう憩けいが必要だった。

「ブレームス卿きよう。我々には馬がありますし、今はセシリアさまの安全を最優先すべきです。ここは我々が先に逃にげるべきでは？」

　セシリアの護衛が密ひそかにそんな提案をしたのを、カレルは聞き逃さなかった。

「駄だ目めだ、セシリアさまは領民を置いて逃げるような方ではない。そのような方を護衛できることを光栄に思い、万ばん全ぜんを尽くせ。もちろん最悪の場合は他の全員を犠ぎ牲せいにしてでもセシリアさまを連れ帰ることになるが」

「……承知しました、今の提案はどうかお忘れください」

「なかなか慕したわれてるみたいじゃない。あの領主の娘むすめって」

　ミーリエルも今の会話を聞き逃のがさなかったようで、カレルの耳元でそんなことを囁ささやく。

「そうだな。普ふ通つうの護衛だったら、セシリアの意志なんて無視してでも強引に逃げ帰りそうなもんだが」

　しかしブレームスは、命の危険があってもセシリアの意志を完かん遂すいさせようとしている。金で働いていた元傭兵フールリングであるブレームスに命を懸かけさせるとは、セシリアもなかなかの器量というべきだった。

　当のセシリアは、唯ゆい一いつの家族を失い人形のようになっているマノンを抱くようにして馬に乗っている。魔物への有効な時間稼かせぎは、身代わりを差し出すことだ。セシリアもいざとなればマノンを魔物に差し出せば、自分が逃げる時間は稼げるだろう。でもあの聖女さまは、そんなことはしないだろうな──という予想はカレルにもあった。

「ねえカレル。あの女が、《アレンヘムの聖女》なのよね？　魔王戦役グローテ・オールログのとき、人の軍勢に加護を与あたえて勝利に導いたっていう聖女の子孫なんでしょ？」

「ああ。直系の子孫はその力を受け継いでるって話だが……」

「実際、さっきの戦いも圧勝だったしね。あたしたちが知らないだけで、加護が与えられてたのかしら？　別になにも感じなかったけど」

「まあ兵の士気を上げるために逸いつ話わをでっち上げるとか、魔王戦役のときはよくあったって話だし」

「……ちょっと待って。なにか聞こえない？」

　会話の途と中ちゆうで突とつ然ぜんミーリエルは耳を澄すます仕草をした。

　彼女の耳の鋭するどさには何度となく助けられたことがある。カレルは慌あわてて周囲を見回した。

「なんだ？　どうした？」

「静かに。あんたも聞こえない？」

　耳をすますと、確かに聞こえた。周囲の雑ざつ踏とうに紛まぎれ、ドシン、ドシンという奇き妙みような音がする。まだそれほど大きな音ではなかったため、多くの者が聞き逃していたが、時間と共に音は強くなり、カレルを始め全員がその存在に気付き始めた。

「お、おいなんだこの地じ響ひびきは」

「なんだって決まってるだろ！　トロールだ！」

「やべえ！　おい、あっちだ！　なにかでかいのがいる！」

　歴戦の傭兵たちも、さすがに動どう揺ようを隠かくせない。

「出おったか、岩の塊かたまりが！　全員、後ろに注意しろ！　隊列を組め、弓を構えろ！」

　ドルダン隊長は即そく座ざに命令をくだした。

　二〇人ほどの傭兵たちはまず弓矢を構えると、半数が前に出て膝ひざをつき、残る半数がその後ろに立って二列横隊を作った。迎むかえ撃うつ態勢だ。強力な魔物相手にはまず遠えん距きよ離りから矢を射い掛かけ、弱らせてからトドメを刺さすのが基本戦術とされている。

「ドルダン隊長、悪いけどここはあなたたちに任せるわ！　ブレームス、あなたたちの馬にも老人と子供を乗せられるだけ乗せて！　全力で逃げるわよ！」

　セシリアはあっさりとカレルたちを捨て石にしようとした。だが、正しい選せん択たくだった。村人がいても邪じや魔まになるだけだ。先に逃げてくれた方がむしろ都合がいい。

　それが分かっているのか、捨て石を命じられたドルダン隊長は、本ほん望もうだと言わんばかりに大声で笑った。

「はっはっは、それでよい聖女よ！　者ども、覚悟を決めよ！　笑いながら戦い笑いながら死ぬことこそ我ら《狂嗤の団バルダー・ブリガーデ》の務め！　さあ仕事の時間だ！」

「あの聖女さま、意外と冷静な判断するわね。カレル、あたしたちはどうする？」

　ミーリエルに問われるよりも先に、カレルはすでに弓を構えていた。

「できるだけ協力しよう。二〇人より二二人で矢を放った方がいい」

「あんたホントその考え方が好きね。まあ魔物相手に背を向けるのも屈くつ辱じよくだし、付き合ってあげるわ」

　自分たちは第七隊である。セシリアと共に逃げても文句は言われないだろう。しかし、魔物を相手にする際には少しでも多くの力を結集すべきなのだ。それが魔王戦役のことを調べ尽つくしてきたカレルの考え方だった。

「いいのか、おまえら？　第七隊だろ？」

　戦列に加わると、一人の傭兵がそう訊たずねる。

「付き合うさ。トロールは何度か見たこともある、役に立てるかもしれん」

「第七隊ってのはほんと物好きだな」と、その傭兵は笑った。「まあ歓かん迎げいしよう。あんたの弓なら、うちのディルクよりは足しになるさ」

「ほっとけ、誰だれにだって苦手なことはあるだろ」

　ディルクと呼ばれた男が抗こう議ぎし、他の傭兵たちが笑う。

　それ以上雑談している暇ひまはなかった。地響きは時間と共に増大し、そしてついに木々の陰かげからトロールが現れたのだ。

「あれがトロールか!?」

「ウソだろ、なんて大きさだ！」

　その姿を初めて見る者もいるのだろう、動揺を隠せないでいる。

　トロール。『その一いち撃げきは岩をも砕くだく』とあらゆる詩で謳うたわれ、多くの人間を喰らってきたもっとも警けい戒かいすべき魔物だ。体長は縦横ともに五メートルと、ちょっとした家ぐらいの大きさがあり、それがドスドスと音を立てて走り寄ってくる光景は悪夢そのものである。皮ひ膚ふは石のようで、やや緑がかって見える部分もあるが、それは体毛とも苔こけとも思えぬ短い毛のせいだ。

　トロールはカレルたちを見つけると、獲え物ものを見つけた喜びかあるいは威い圧あつのためか大きな叫さけび声を上げた。文字では表現できそうにない、獣けものじみた叫び声だ。

　空気がビリビリと震ふるえるのが分かる。耳の奥で脳が揺ゆれてるようだった。

「怯ひるむな！　放てぃ！」

　ドルダン団長の号令で二〇本余りの矢が一いつ斉せいに放たれ、すべてトロールの巨きよ体たいに命中した。傭兵たちは訓練を積んでいるし、標的が極きよく端たんに大きいこともあって矢を命中させることは難しくなかった。

　しかし、矢の七割ほどはトロールの石のような皮ひ膚ふに弾はじかれた。三割がかろうじて頰ほおや胴どう体たいに刺さり、傷口から緑がかった黒い体液が飛び出す。

　人の数十倍はあろうという巨体に、矢の数本が刺さったところで効果はあるように見えなかった。トロールは何事もなかったようにカレルたちに突とつ進しんを続けた。

「次だ！　矢を番つがえ、順次放て！　目を狙ねらうのだ！」

　ドルダン隊長が続けて命令する。トロールにも弱点はある。たとえば目だ。エルフたちは弓でトロールの両目を潰つぶして対処していたという。ドワーフドウエルグたちも手て斧おのや弩いしゆみでまず目を狙った。

　だが、永遠のごとき寿じゆ命みようを持ち、文字通り一〇〇年かけて習熟したエルフの弓の腕うでがあればともかく、暴れながら突進してくるトロールの目を弓矢で射い貫ぬくのは不可能に近い。

「くそ、あれじゃエルフでもなきゃ当たらないぞ！」

　誰かが叫んだ直後だった。一本の矢がトロールの左目に突き刺さったのだ。

（さすがだ！）

　カレルは内心で舌を巻いた。整った矢羽根を見れば分かる。あれはミーリエルの放った矢だった。

　しかし、傭兵たちは歓かん声せいを上げる間もなかった。トロールは目を射貫かれてもその足を止めることはなかったのだ。

「散れ、散れ！」

　こうなったら密集していてはまとめて吹ふっ飛とばされるだけだ。カレルたちはドルダン隊長の命令に従い、慌てて思い思いの方向に散った。

　当然トロールにそのすべてを追うことはできない。代わり、トロールは一人の人間に目星をつけた。命令を出すためか、あるいは最初から囮おとりになるつもりだったらしいドルダン隊長だ。

　トロールの巨大な腕が振ふり下ろされる。ドルダン隊長は咄とつ嗟さに後ろに跳とびつつ斧おので受け止めようとしたが、衝しよう撃げきをすべて受け流すことは不可能だった。ドルダン隊長の体が大きく宙を舞まう。

「隊長！」

　傭兵たちの口から自然と悲鳴が上がった。あんな一撃を食らえば、人の体では耐たえられないだろう。

「慌てるな、この程度でくたばるほどヤワではないわ！」

　それでもドルダン隊長は重傷を負った様子もなく生きていた。樽たると揶や揄ゆされる丸い体格を活いかし、凄すさまじい衝撃を見事にいなしたらしい。さすがは頑がん丈じようなことで知られるドワーフである。

　吹っ飛ばしたドルダン隊長には興味がなくなったのか、トロールは次の獲物を求め、手近な傭兵に襲おそいかかった。その様はまさに猛もう獣じゆうだ。理性の欠片かけらも見えない。

「うわあああ!?」

　次に狙われた傭兵──先ほど弓が下手だと笑われていたディルクだ──は、ドルダン隊長のようにはいかなかった。《狂嗤の団》には二〇〇年の歴史があり、団員たちは巨大な魔物との戦い方も訓練している。やむを得ずその強力無比な一撃を受けるときは、腕でもなんでも犠ぎ牲せいにして頭や胴どうを守れ──と。

　そんな先達の教えを、彼は忠実に守った。だが強力なトロール相手に、人の腕などなんら障害にならなかった。

「ディルク!?　そんな！」

　仲間の傭兵たちの悲鳴が響ひびき渡わたった。トロールの一撃は、ディルクの腕ごと頭を吹き飛ばしたのだ。

　さっきまであった頭が、一いつ瞬しゆんにしてなくなっていた。即そく死しだ。さっきまで笑い合っていた仲間は、唐とう突とつに永遠の別れを余よ儀ぎなくされたのだ。

　感傷に浸ひたる間はなかった。トロールはその間も暴れ回り、一人、二人と犠牲は増えていった。襲い来る巨大な腕は、速く重い。仲間の傭兵たちは、風に吹かれた木の葉のように吹き飛んでいく。

　もちろん、一方的にやられるだけではない。

「よくもディルクを！」

　トロールから距きよ離りを置いた別の傭兵が矢を放つ。カレルたちも、次々剣けんや槍やりを突き立てた。その多くは石のように堅かたい皮膚に弾かれたが、いくつかの切っ先は皮膚の下に潜もぐり込むように突き立てられた。しかし、致ち命めい傷しようにはほど遠い。

「カレル、狙われてるわ！」

　ミーリエルの悲鳴のような声が響き渡った。

「くそっ、そう睨にらむな！」

　トロールと目が合うと、身が縮こまりそうになる。

　だが怯んでる時間もない。トロールとの距離を詰つめられ、巨大な腕が振り下ろされたが最後、もう避さけることも防ぼう御ぎよすることもできない。

　カレルが選んだのは、トロールに接近されるよりも先に木の後ろに回り込むことだった。これなら時間を稼かせげる──と思いきや、トロールは腕を振り上げると、木に叩たたきつけた。

　木の幹がへし折れた。一瞬でカレルとトロールの間を遮さえぎるものはなにもなくなったのだ。

「これでもダメなのか！」

　よくあの一撃を受けてドルダン隊長は生きていられるな──と思いつつ、カレルは背を向けて逃にげ出した。カレル自身はまだ冷静だったが、傍はたから見れば必死に逃げているようにしか見えなかっただろう。

（どうすりゃいいんだこんな化け物！）

　今ある自分の武器──剣とナイフと弓矢、そしてこの地形でどうすればあの化け物を倒たおせるか。考える時間はわずかしかなかった。

（狙うは頭しかない）

　昔、ドワーフの戦士団がトロールと戦うところを見たことがある。ドワーフたちはまず斧でトロールの足を切り裂さき、動けなくしてからトドメを刺した。だが今の戦力でそんなことをしていては全ぜん滅めつしかねない。狙うは一撃必殺、迅じん速そくにトロールの弱点である頭を攻こう撃げきして殺さなければならない。

「ええい、一か八かだ！」

　カレルは先ほどよりもっと大きな木へ駆かけ寄った。剣を収め、駆るようにして上へ登る。その速さに、傭兵たちは「リスかあいつは！」と舌を巻くほどだった。エルフから教えてもらった木登りの技術──と言えば聞こえはいいが、そう難しい技術でもない。トロールも木の上までは追ってこれないのか、一瞬だけ戸と惑まどったように木を見上げた。

　だが、さっきのように木を幹ごとへし折ればいいと気付いたのだろう。強きよう靭じんな腕を木に叩きつける。大木であったことが幸いしたのか、今度は簡単にへし折られることはなかったものの、カレルは必死で揺れる木にしがみつかねばならなかった。

「カレルを援えん護ごしろ！」

　ドルダン隊長の声が聞こえた。ミーリエルたちがトロールの無防備な背中目め掛がけて矢を射掛け、槍を投じる。

　気が逸それたのか、煩わずらわしそうにトロールは後ろを向いた。木の上にいるカレルから注意がそれたのだ。

（今だ！）

　カレルはナイフを逆手に構えると、木の上から身を翻ひるがえらせた。トロールの頭目掛けて飛び降り、全体重をかけて振り下ろす。

　硬かたいトロールの頭ず蓋がい骨こつにナイフの切っ先が当たった。思っていた以上に硬い感かん触しよくだ。この頭蓋を本当に貫けるのか──瞬間的にそんな疑問を抱いだいてしまった直後。

　めきりという嫌いやな手て応ごたえと共に、ずぶりとナイフが柄えまで埋うまり込んだ。

　カレルはバランスを崩くずし、トロールの巨大な体の表面を滑すべるように落ち、地面に倒れ込んだ。

　もし今トロールの反撃があればかわせない──と、カレルは覚かく悟ごを決めたが、幸いトロールがそれ以上動くことはなかった。脳に大きな損傷を負ったトロールは、しばらく棒立ちのままだったが、やがて少しずつバランスが崩れ、大きな震しん動どうと共に地面に倒れた。

「やったのか？」

「そうだ、やったんだ！　助かったぞ！」

　生き残った傭兵たちから歓声が上がった。

「やれやれ……」

　カレルもトロールと並ぶようにして横になった。時間にして五分にも満たなかっただろうが、精せい根こん尽つき果てた戦いだった。それに犠牲も少なくない。ディルクを含ふくむ三人の仲間が殺されたのだ。

「カレル！　生きてるわね!?」

　大の字になっているカレルを、ミーリエルが覗のぞき込んでくる。

「ああ、なんとかな」

　さっきまで仲良く会話していた仲間が、昼には死んでいる。これが《狂嗤の団》にとっては当たり前の光景なのだ。五芒国フアイフステル・ランデンには、《狂嗤の団》以外にも傭兵団は無数にあるだろう。だがこの一九八年間、それほど大きな戦いくさは起こっていない。毎日命の危険にさらされている傭兵団など、この《狂嗤の団》だけだろう。

《狂嗤の団》では狂くるったように笑いながら戦うことが義務づけられている理由があらためて分かった気がした。とても素面しらふでやっていける日常ではない。

　そのときだった。トロールの死体の傍で大の字になっていたからこそ、誰だれよりも先にカレルは気付いた。気付いてしまった。

　地面が、揺ゆれているのだ。トロールが歩く際に生じる地じ響ひびきが、全身に響いてくる。

「みんな、気をつけろ！　地響きだ、まだ来るぞ！」

　慌あわてて身を起こし、叫さけぶ。たちまちミーリエルや傭兵たちの顔が恐きよう怖ふに歪ゆがんだ。

「じょ、冗じよう談だんでしょう!?　まだ来るの!?」

「いや、確かに気配がする！　生き残った者は隊列を整えろ！　一いつ匹ぴきやれたのだ、もう一匹ぐらいやれんでどうする！」

　ドルダン隊長の叫びに、傭兵たちはかろうじて士気を取り戻もどした。一匹を相手に隊は半はん壊かい状態となったが、たった一撃を頭に叩き込めば倒せない相手ではないのだ。

　しかし、カレルたちの予想は間ま違ちがっていた。仲間の仇かたきを討うたんとばかり、顔に怒ど気きをみなぎらせてやってきたトロールは、一匹ではなかったのだ。

「トロールが二匹!?　あんなの無理だ！」

「隊長、命がいくらあっても足りねえよ！」

「くそ、やむを得ん！　全員逃げろ！　散開だ、狙われた者は運がなかったと思え！」

　隊長は今できる最善の命令をくだした。トロールは決して賢かしこい生物ではなく、一人の獲え物ものを追いかけ回すことも少なくない。分散すれば、幾いく人にんかを犠牲に生き残れる可能性はある。ただしその場合、もっとも犠牲になりやすいのは──怪け我がを負った傭兵や、足の遅おそいドルダン隊長だろう。

（どうする、どうするのが最善だ!?）

　カレルはこんなときでも冷静に考え続けていた。一人でも犠牲を減らす方法を。

　別に博愛主義というわけではない。むしろ利己的な考え方──師であるフェルトフォルクの商人ホルサの教えによるところが大きい。

『人間であれフェルトフォルクであれ、命が一つ失われずに済む利益は計り知れないよ。もし恩が売れれば尚なお更さらだ、そういう意味なら命を張って他人を救う価値は充じゆう分ぶんにある』

　別にカレルは、ホルサの考えを全面的に支持していたわけではない。むしろなんでも利益で語ろうとするホルサに、時には反発したこともある。

　だがホルサと五芒国を旅した期間は、一〇年にもなる。カレルが自覚している以上に、ホルサの考え方はしみこんでいた。救える命は救えるに越こしたことはない。

　他の仲間たちが散開する中、カレルは一人だけ別の行動を取った。頑丈なドルダン隊長ならまだしも、怪我を負った仲間たちがトロールに狙ねらわれれば逃げる術すべはない。現状、もっとも生存者を増やす方法は一つ。元気な自分がトロールをおびき寄せることだった。木登りにも長たけた自分なら、二匹のトロール相手にも逃げ切れる可能性がある。

「ほら、こっちだ豚ぶたども！」

　カレルは弓を構えると次々矢を放った。的は無む駄だに大きいのだ、どんなに適当でも当たりはする。もちろん致命傷にはならないが、注意を引くには充分だった。二匹のトロールがまとめてカレル目掛けて突つっ込こんでくる。

「カレル!?　やめて、無茶よ！」

　ミーリエルが足を止めて叫ぶが、今いま更さら止められない。カレルは二匹のトロールを引きつけると、さっきのように大木の陰かげに隠かくれて逃げ延のびようとした。

　しかしトロールが二匹であることが災わざわいした。一匹からはどうにか逃げられても、もう一匹が絶えず襲おそってくるため距離を稼げず、木に登る暇ひまもなかったのだ。

「くそっ、甘く見た！」

　魔王戦役の折には人類が勝利したというが、とても信じられない。トロールが一〇匹もいれば、どんな城じよう壁へきだって簡単に破られるのではないか。そこにゴブリンの集団を注つぎ込まれるだけで、人類など簡単に滅ほろびたのでは──という気がしてならなない。

　いずれにせよ、今は一九八年前のことを考えている場合ではない。こうなったら逃げるよりも隠れることを考えるべきだった。鬱うつ蒼そうとした森の奥へ逃げ込み、茂しげみの中にでも隠れるのだ。

　視線の先に馬に乗った人ひと影かげが映ったのは、そんなときだった。

（誰かが来る!?　こっちにか!?）

　一いつ瞬しゆん、自分の目が信じられなかった。巨きよ大だいなトロール二匹に追われていることは、遠目にも簡単に分かるだろう。その自分の方に向かってくるとは、一体どんな命知らずだというのか。

　しかも見たところ、馬に乗ったその誰かは、かなり小こ柄がらだった。カレルより一回りは小さい。ただ、その誰かと目があった瞬間、カレルはトロール二匹に追われていることも忘れるほどの本能的な恐怖を感じた。刃やいばのように鋭するどく、まるで見るもの全すべてを視線だけで切り裂くかのような目つきだった。

「あれは切り込み隊長だ！　みんな、コルネリウス切り込み隊長が来てくれたぞ！」

　彼の姿に気付いた傭兵の一人が、声を上げた。たった一人の援えん軍ぐんが来ただけだというのに、傭兵たちは色めき立った。

（コルネリウス!?　あれがウワサの切り込み隊長!?）

　カレルが所属する《狂嗤の団》第七隊は、調査と記録が主な仕事だ。最強の戦せん闘とう部隊である切り込み隊と接することなどまずない。だが、切り込み隊長のウワサはよく耳にした。

　傭兵団において最強の傭兵に与あたえられる称しよう号ごう、それが切り込み隊長だ。特にコルネリウス切り込み隊長は、二〇〇年の歴史を持つ《狂嗤の団》において歴代最強ウエールガロゼ・クライガーの二つ名で知られている。

（小柄だと聞いてはいたが……あれじゃトロール一匹だって相手は無理だろ！）

　トロールは山のような化け物だ。人間一人にどうにかできる相手ではない。どれだけ強い切り込み隊長といっても、人である限り限度はあるだろう。

「邪じや魔まだ！　どけ！」

　コルネリウスの怒ど声せいが自分へと向けられる。思っていたより若い声だ。

　カレルは躊ちゆう躇ちよした。トロール二匹を引き受けてくれるならありがたい話だが、それではコルネリウスが殺されるのは目に見えている。

　だが、コルネリウスは自じ暴ぼう自じ棄きでもなんでもなく、氷のような冷静さを保ったままトロール二匹に対して戦いを挑いどもうとしていた。勝算があるのだ。

　やむを得ず、カレルは横に跳ちよう躍やくした。空いた道をコルネリウスの乗った馬が駆ける。そのままトロールに突っ込むのかと思いきや、コルネリウスは馬上からひらりと飛び降りた。

　それだけでも下手をすれば足の骨を折りかねない行こう為いだ。しかしコルネリウスは難なく着地すると、凄すさまじい速さで地を走った。さっきまで乗っていた馬を追い越すほどの速さだ。そして細剣レイピアを構え、二匹のトロール目掛けて突とつ進しんする。

　速さだけは目を瞠みはるものがあった。それでも、無理、無む謀ぼう、無茶だと思わずにはいられない。相手はコルネリウス数十人分の巨きよ体たいを誇ほこる化け物だ。その腕うでを一ひと薙なぎされただけでコルネリウスの体は簡単に吹ふき飛ぶだろう。

　実際、一匹目のトロールはそうしようとした。大きく腕を振ふりかぶったかと思うと、重さを感じさせない凄まじい速さで振り払はらった。

　人間がかわすなど不可能な速さ、あり得ない攻こう撃げき範はん囲いの広さだ。多少小柄といえど、コルネリウスにかわす術すべはない。上半身が吹き飛ぶのではと、誰もが思っただろう。

　だが、それでもコルネリウスには当たらなかった。消えたとしか思えない俊しゆん敏びんさでトロールの腕をかいくぐったのだ。しかも回かい避ひした次の瞬間には、振り下ろされたトロールの巨大な腕に素す早ばやく飛び乗り駆かけ上るという軽かる業わざ師しのようなことをやってのけた。

　瞬またたく間にコルネリウスはトロールの肩かたに到とう達たつすると、持っていた細剣を無造作に、だが迅じん速そくにトロールの首に深々と差し込む。

「ウソだろ!?」

　トロールが人形のように動きを止めた。

　瞬殺だ。十人がかりであれだけ苦戦したトロールを、一撃で死に至らしめたのだ。

　そのまま大きな音を立てて地面に倒れ込む。ただし、コルネリウスの細剣が首に刺ささったままだ。コルネリウスは武器を奪うばわれた形になり、すかさずそこへもう一匹のトロールがやってくる。

「おい、おまえの剣をよこせ！」

　コルネリウスはカレルの方を向いて叫んだ。

　カレルは躊躇した。トロールと対たい峙じしている最中のコルネリウスに、後ろから剣を投げつけるなど危険過ぎる。

「なにしてる、早くしろ！」

　しかしコルネリウスは有う無むを言わさぬ口調だった。やむを得ず、カレルは腰こしに差していた剣を鞘さやごと取り外し、思い切り投げつける。

「投げたぞ！」

　鞘に入った剣はかなり重い。もしコルネリウスの頭にでも当たれば、失神しかねない。おまけに空中でくるくると回転した。たとえ戦闘の最中でなくとも、その剣を受け取るのは困難だったはずだ。

　しかしコルネリウスは、回転しながら飛んできた剣の柄つかを正確に摑つかみ取り、瞬時に鞘から抜ぬき放つという離はなれ業をやってのけた。

　もちろんその間もトロールの猛攻は止まることがない。しかし、コルネリウスは人間とは思えない素早さで腕をかいくぐり、トロールの膝ひざを斬りつけた。

「ははははははは！」

　狂くるったように笑いながら、何度も何度も。

　トロールが悲鳴を上げ、首の位置が下がった。

「終わりだ」

　必殺の突きが繰くり出された。雷らい光こうのごとき鋭さでトロールの首を正確に刺し貫つらぬく。全身を司つかさどる神経がすべて断だん裂れつされ、糸が切れたようにその体が活動をやめた。

　トロールの顔だけが苦く悶もんに歪み、口からは凄まじい悲鳴が上がったが、それも数秒のことで、間もなくトロールは座り込むようにして死に絶えた。

　周囲から歓かん声せいがあがった。

「さすが切り込み隊長だ！　トロール二匹をあっさり……！」

「歴代最強は伊だ達てじゃねえ……！」
















　カレルもまた歓声を上げていた一人だった。

（に、人間ってあそこまでやれるのか……！）

　心の底からそう思う。相手は木を一薙ぎでへし折り、傭兵二〇人がかりで死傷者を出しながらどうにか仕留めたトロールだ。そのトロール二匹ひきを、コルネリウスはいともたやすく、傷一つ負うことなく仕留めたのだ。その強さには尊敬の念を隠せない。

「よく来てくれた、助かったぞ切り込み隊長。相変わらず見事な剣の技わざだ」

　ドルダン隊長が声をかける。

「俺はいつも通り戦いにきただけだ。そんなことより魔物の死体は燃やせ」

　コルネリウスは淡たん々たんと告げた。トロール二匹を討うち取るという大功をあげたというのに、喜ぶ素そ振ぶりは欠片かけらも見えない。

「相変わらず戦いにしか興味がないのか。まあいい、みんな聞いたな、疲つかれてるだろうがもうひと踏ふん張りだ」

　コルネリウス切り込み隊長が、感情を見せない人物であるとはカレルも聞いたことがあった。ぶっきらぼうでおよそ余計な会話をしない。酒も飲まず賭かけ事もせず女も抱だかず、ただ誰だれよりも早く激戦に切り込むことしか興味がない。だが結果としてコルネリウスに命を救われた仲間は非常に多く、彼への信しん頼らいは厚い。

　傭兵たちは淡々と命令を遂すい行こうした。まず木切れを集めてトロールの死体を燃やす。魔物の血は有害なことも少なくない。事実、魔物の血を浴びたがために原因不明の病びよう魔まに冒おかされ命を落とした傭兵は何人もいるのだ。

「カレル、大だい丈じよう夫ぶ!?　もう、一人で囮おとり役なんて無理しないでよ！」

　ミーリエルがやってくるなり、カレルの顔を覗のぞき込む。

「いや、なんとかなると思ったんだ。実際なんとかなったからいいだろ？」

「あのねぇ、どう考えてもあの切り込み隊長がいなかったらあんた死んでたじゃない！　あんたが死んだら……そうよ、誰があたしの宿を手配するの!?」

「分かったよ、気をつける」

　苦く笑しようせざるを得なかった。確かに見た目は一五歳ぐらいにしか見えないエルフのミーリエルが、一人で宿を取るのは難しいだろう。

「さっきトロール二匹に追い回されていたのはおまえか？」

　そう話しかけてきたのはコルネリウス切り込み隊長だった。

「あ、ああ」

　目の前にいるのはカレルよりも小柄だが、後の英えい雄ゆう譚たんに語られそうな最強の傭兵なのだ。思わず声が上ずりかける。

「聞けば第七隊所属らしいな。それに、どうも見覚えがある。名前は？」

「カレルだ」

「ああ、やっぱりおまえ、団長の息子むすこの一人か。目を掛かけていた息子が遺跡荒らしルイネストルムになったとぼやいていたのを聞いたことがある」

「……当たってるな。多分それだよ」

「なんと！　お主、団長の息子だったのか」

　と、話を聞きつけたのかドルダン隊長が会話に入ってくる。

「なるほどのう、ますます第七隊に置いておくのは惜おしい。コルネリウスよ、こやつ、先ほどはトロールを一匹仕留めたのだぞ。命からがらだったがな」

「ほう。そいつはよくやった」

　どうやら褒ほめてくれているらしい。しかしながらまったく感情のこもっていない口ぶりなので、どうも嬉うれしくない。

「だが無理はするなよ、俺もおまえも騎き士しじゃない。農民の命を守るのが仕事だがそいつは建前だ。農民の代わりはいくらでもいるが、俺たちの代わりはそういない。分かるな？」

　それはセシリアが聞いたら激げき怒どしそうな話で、カレルとしては曖あい昧まいに笑って誤ご魔ま化かすことしかできなかった。
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　アレンヘム公の寝しん室しつに、ランメルト団長と娘むすめのセシリアが姿を現したのは翌日の夕刻のことだった。

「閣下、お待たせしました。セシリアさまを無事お連れいたしました」

「おお、セシリア！　無事だったのだな！」

　セシリアは父のベッドへ歩み寄ると、その腕を手に取った。

「お父さま、ご心配をおかけしました。《狂嗤の団バルダー・ブリガーデ》のおかげでどうにか無事帰き還かんすることができました」

「そうか。ランメルト団長、よくやってくれた」

「恐きよう縮しゆくです。どうにか援えん軍ぐんが間に合いました」

「うむ、まさに《狂嗤の団》にしか成し得ぬことよ。セシリア、本当に無事でよかった。おまえの身になにかあってはおちおち寝ねてもいられぬ。巡じゆん察さつの任はしばらく他の者に任せ、しばらくここに留とどまっていてくれ」

「いえ、それはできません」

　父の提案を、娘は強い口調で拒きよ否ひした。最初からその返答を用意していたかのように。

「父上、今回の巡察でも思い知らされました。魔物グルエルの侵しん入にゆう頻ひん度どは間ま違ちがいなくここ数年増加しています。我が公こう爵しやく家は定期的に境界線バーケンランデン付近へと赴おもむき、必要な措そ置ちを講じるべきです。新しい村を率そつ先せんして開かい拓たくしてきた我が公爵家には、その責任がありましょう」

　アレンヘム公の心境は複雑だった。娘が自らの危険を顧かえりみず、国と民たみとを案じていることは国主として誇ほこるべきだった。一方で、国や民よりも先にまずセシリア自身の身を案じて欲しいというのが父としての本音でもあった。

「セシリア、巡察が不要だと言っているのではない、おまえ以外の信頼のおける者を行かせればいいと言っておるのだ」

「お父さまはわたしの身を案じてくださっているのでしょうが、その心配は無用です」

　セシリアは一歩も退くことなく続けた。

「信じていただけないとは思いますが、わたしにはなにがあっても死なないという確信があるのです」

「待て。死なない確信だと……？」

　娘の言葉に、アレンヘム公はさすがにある疑念を抱く。『なにがあっても死なない』などという確信は、そう持てるものではない。しかし、アレンヘム公爵家の血を引く娘であれば別である。

　このとき疑念を持ったのはアレンヘム公だけではなく、ランメルト団長も同様だった。

「公爵閣下。以前から思っていたのですが、ひょっとしてセシリアさまはすでに神の恩寵ゴデス・ゲナーデが与あたえられているのではないでしょうか？」

「いや、いくらなんでも早過ぎる。娘セシリアはまだ一七だぞ。私の妻も母も、恩寵が宿ったのは二〇を過ぎてからだったと聞いている」

「二、三歳の誤差はあり得ましょう。それに、そう考えなければセシリアさまが自ら危険な地へ赴こうとされていることの説明がつきませぬ」

「お待ちください父上、一体なんの話をしているのです？」

　セシリアは戸と惑まどいを隠かくせないでいた。もう隠せる段階ではない。今こそ父として、《アレンヘムの聖女ハイルグ・フアン・アレンヘム》の秘密を娘に明かすときだった。

「セシリア。最近、悪夢をよく見ることはないか？」

　セシリアは動どう揺ようを隠そうとして失敗した様子だった。

「悪夢を見ることなんて、そう珍めずらしくもないと思いますが」

「そうか？　自分が死ぬ夢など、そう毎晩見るものではなかろう」

　なぜそのことを──と言いたげに、セシリアは呆ぼう然ぜんとした。

「やはりそうであったか。セシリアよ。我がアレンヘム家の娘には代々神の恩寵ゴデス・ゲナーデが宿る。聖女と呼ばれる所以ゆえんだ」

「も、もちろん存じています。ただ、《アレンヘムの聖女》の力とは、人々に女神オルタナの加護を与えるものと思っていましたが。だからこそ魔王戦役グローテ・オールログにおいても王国軍を勝利に導くことができたと……」

「違う。いや、ある意味では同じとも言えるが」

　父の言葉の意味を図はかりかね、セシリアは次の言葉を待つしかできなかった。

「心して聞け。これはアレンヘム家の当主と《狂嗤の団》の歴代団長たち、そして王家以外には決して明かせぬ話だ。《アレンヘムの聖女》に宿る力とは、自分の死を夢見る予知能力のことなのだ」

「……自分の死を、夢見る？」

　セシリアは動揺こそしているが、心当たりがあるようで驚おどろいてはいなかった。

「お、お待ちください、父上。そのような物ぶつ騒そうな力が、魔王戦役でどう勝利に結びついたと言うのですか？」

「どんな力も使いようだ。自らの死が見える戦いくさを回かい避ひし続ければ敗北はあり得ぬだろう？　討伐歴ナ・デ・フイクトーリが始まり一九八年目となる今に至るまで、我がアレンヘム公爵家が存続できたのもその力あってこそだったのだ」

「そ、そうだったのですか……」

「セシリアさま」これまで黙だまって親子の会話を聞いていたランメルト団長が口を挟はさんだ。「セシリアさまはすでに見ていらっしゃるということですね？　ご自身が死ぬときの光景を。どのような未来だったのですか？」

　セシリアは無言のまま父を父を──アレンヘム公を見た。アレンヘム公は黙って促うながすように、力強く頷うなずく。

「分かりました、そういうことでしたらお話ししておかねばなりません。どうか父上も聞いてください、これはわたしだけではなく五芒国フアイフステル・ランデンすべてに影えい響きようすることなのです」

「五芒国すべてに、だと？」

　さすがにそれほど大きな話だとは思わず、アレンヘム公も驚きを隠せなかった。

「はい。今から二年の後、魔王〝すべてを破壊する者デヴエルウースター〟が、この世界に再臨します」

「なんだと!?」

　アレンヘム公は瞠どう目もくした。魔王。その名を口にするとき、人々は様々な感情を抱いだく。

　二〇〇年ほど前に突とつ如じよとして現れた魔王は、自らを〝すべてを破壊する者〟と称しようし、オオールククを始めとした魔物を率いて大陸の侵しん略りやくに乗り出した。もっとも、侵略が目的だったのか、人の世を滅ほろぼしたいだけだったのかは未いまだに不明である。ただ多くの国が滅めつ亡ぼうし、魔王の影響でゴルドリア大陸ウエールデール・ゴルドリアの東半分が荒あれ果てた荒こう野やになったのは歴然たる事実だ。人類はフーデルス王国フーデルス・コーニングライクの下もとで総力を結集、どうにか魔王を倒たおすに至ったが、最さい期ごに魔王は自身の再臨を予言したという。

　幸いというべきかそれから一九八年間、魔王再臨の気配は欠片かけらもなく、それどころか《呪われた地フエルドウームデ・ラント》の領域は年々東へと後退している。もはや魔王の再臨などあり得ない、魔王への防備など必要ないと多くの人々が考えているのは間違いない事実であり、その結果として南のフライスラレヘレンデ・パルタイ・ント自治領フアン・フライスラントは、五芒国の護まもり手たるアレンヘム公国ヘルトフドム・アレンヘムに与えられた数々の特権を奪うばおうとしている。

「セシリア、おまえの言葉を疑うつもりはない。だが、なぜ魔王だと分かる？　しかもなぜ二年後だと？」

「わたしの見た夢では、討伐歴二〇〇年の節目だったからです。かつて現れた魔王がどのようなものだったかは確かに伝承でしか知りません。ですが、突如として現れた魔物の軍勢を率いていたのは、まさに伝え聞く魔王としか思えない邪じや悪あくな存在でした。そして我が国は蹂じゆう躙りんされ、わたしは殺されました。いえ、夢と呼ぶにはあまりに生々しい夢でしたが」

「そうか。最近、魔物の侵しん入にゆうが増えているのは《呪われた地》の縮小に伴ともない、縄なわ張ばりを失った魔物が侵入してきただけだと思っていたが……。もしや魔王再臨の前兆なのか？　フライスラントの問題だけでも手一杯だというのに」

　アレンヘム公は、亡なき妻や亡き母を通して、聖女の力をよく知っている。セシリアの言葉にウソはありえない。

　前門の虎とら、後門の狼おおかみということわざがある。まさに今がその状じよう況きようだった。フライスラント自治領のフィクトル総そう督とくという現実の脅きよう威いがある中で、古いにしえの魔王にも備えるなど到とう底てい不可能だろう。

「お父さま。お話によると王家も聖女の力のことを知っているとか。王家に至急使いを送り、魔王再臨のことを伝えてはどうでしょう？　フーデルス王国が味方に付いてくれれば、少なくともフライスラントの侵しん攻こうは防げるのでは……？」

「やる価値はあるだろうな。しかし後こう継けい者しやさえ定まっておらぬというのに、女王陛下は未だ昏こん睡すい状態にあるという。次の王が即そく位いして政まつりごとが安定せぬ限り、王家には期待できぬ」

「同感です」とランメルト団長。「特にエレオノーラ王女殿でん下かは、フィクトル総督の息子むすことの婚こん約やくが決まっており、すでにフライスラントに居を移しております。フィクトル総督と王家に繫つながりができた以上、どこまでこちらの味方になってくれるか……」

「そんな……！　魔王の軍勢は極きわめて強力でした。到底我が国の武力だけでは勝ち目がありません。このままでは本当にあの夢が現実に……」

　そのときだった。突如として扉とびらが開き、子供のような声が響ひびいた。

「お話は聞かせていただきました。お困りのようですね」

　入ってきたのは、フェルトフォルクの商人ホルサだった。

「ホルサ！　閣下の寝室に許可なく入り込み、あまつさえ会話を盗ぬすみ聞きするなど、いくらおまえといえど許されることではないぞ！　というか一体どこから入った!?」

　まず叱しつ責せきの声を上げたのはランメルト団長である。

「諸々の罪はご容よう赦しやを。とはいえ、僕たちフェルトフォルクに秘密など意味がありません。王家でさえ僕たちフェルトフォルクに二度と戦争は仕し掛かけないと半ベソになりながら誓ちかったことはご存じでしょう。それに僕たちフェルトフォルクの商人はお客さまの幸福を第一にと考え活動しております。これから提案することは、なによりも閣下のためになるお話なのです」

「……なにか策があるのか？」

　アレンヘム公がそう口にしたことを意外に思う者は誰だれもいなかった。ホルサが公爵家にとって不利な提案をする意味はなかったからだ。

「閣下。《アレンヘムの聖女》が授さずかる神の恩寵には、もう一つの使い方があることは当然ご存じでしょう。未来を夢見る力は、分け与えられるということを」

「なぜそれを知っている!?」

　初めてアレンヘム公の顔色が変わった。

「信じられぬ。そのことだけは、我が公爵家秘中の秘だぞ!?」

「繰くり返しますが、フェルトフォルクの前にあらゆる秘密は無意味なのです。そして今は僕がその秘密を知っていたという事実より、その使い方を考こう慮りよすべきです」

「お父さま。今の話は本当ですか？」

「私も存じ上げませんでしたが。そうなのですか？」

　セシリアとランメルト団長が食い入るような視線を向けてくる。

「分かった、これほどの危機だ。もはや黙っているわけにはいくまい。ホルサの言った通りだ。考えてもみよ、未来を夢見る力があると言ったところで、誰がそれを信じると思う？」

「それを聞いて合が点てんがいきました」ランメルト団長はなるほどと、何度も納なつ得とくしたように呟つぶやいた。「いえ、ずっと疑問だったのです。魔王戦役では初代《アレンヘムの聖女》の見た夢を当時の王が信じ、勝利したことになります。なるほど、他人にも夢を見せる方法があるのですな」

　さすがの洞どう察さつ力だった。

「その通りだ。セシリア、おまえも試ためしたことは……恐おそらくないだろうが。ないと思いたいが」

「父上らしくない言い回しですね。一体どうすれば恩寵を分け与えられるのです？」

「簡単に言うとだ。おまえの力は、床とこを共にする相手に伝でん播ぱする。まあそれにも条件があるのだが」

　意味を察してか、少し間を置いてセシリアの顔が瞬しゆん時じに赤く染まった。

「ち、父上、それは……まさか」

「妙みような誤解はするな、床を共にするというのはそのままの意味だ。おまえが誰かの体に触ふれながら寝ねればそれでよい」

「で、では……わたしが指一本でも誰かに触れたまま寝れば、その人も死の夢を見ると？」

「そういうことになる。この二〇〇年の間、先祖たちも色々試したようでな」

「では父上。子供ではありませんが、今夜は同じベッドで寝て頂ければ、父上にも魔王の姿を見せられるのでは……？」

　娘の提案に、アレンヘム公は思わず微笑ほほえんだ。異性の男と同じベッドを共にするのは問題だが、父親と娘なら問題ない。それどころか、セシリアが五歳ぐらいまでのときはよくあった話だ。

「私の未来は知っておるよ、亡き妻に散々見せられたからな。だが残念ながら魔王に関する夢を見たことはない」

「そうでしたか、お母さまに……」

「セシリア、おまえの苦しみはよく分かる。夢の中では痛みなど感じないというが、あれは別だ。私が初めて見た夢は暗殺者に殺されるというものだったが、自身に食い込む刃はの冷たさ、自身を斬きり裂さく痛み、すべてが現実同様だった」

「では……お父さまはその死を回避できたということですか？」

「そうだ。《アレンヘムの聖女》が見た未来は、回避できる。もっとも、最後に見せられた夢は、私が病気で死ぬ未来だった。それだけは回避できそうにないが」

　セシリアは言葉を失った。

「気に病やむことはなにもないぞ、セシリア。病や老ろう衰すいだけは、どんな手を使っても避さけられぬ運命だ。むしろこれまで何度も死を回避できたのが幸いだったというべきだ」

「そこで一つ提案がございます」

　話が一段落すると、再びホルサは口を開いた。

「話をまとめましょう。まず公こう爵しやく閣下は病びよう床しようにあり、決して長くない命。またランメルト団長も間もなく王都へ向かうことになります。このままでは国主と団長を一度に失い、アレンヘム公国という国そのものが瓦が解かいしかねません」

　そのことを知らなかったセシリアが驚おどろいたように父の顔を見た。ホルサの話を邪じや魔まできず、アレンヘム公は黙って先を促うながす。

「そして聖女さまの力によれば、二年後に魔王が再臨し、攻せめてくるとのこと。つまりこの国は、たとえ閣下と団長を失ったとしてもビクともしない体勢を作り上げることが急務なのです」

「一理ある。そういえば先日、次の団長に指名したい人物がいると言っていたな？」

「はい。これはランメルト団長にも同意頂いたことです。次の団長に指名したい人物とは──」ホルサは悪戯いたずら心を隠かくしきれない子供のように笑いながら続けた。「ランメルト団長の息子であるカレルです。さらにカレルと、セシリアさまを婚約させるのです。そうすればたとえ閣下と団長の身に万が一のことがあっても、この国は持ちこたえられましょう」

「こ、婚約!?」

　セシリアが珍めずらしく大きな声を上げた。もっとも、突とつ然ぜん結婚などという話になって驚くなという方が無理だった。

「しかもカレル!?　覚えがあるわ、エルジュ村で会った若い傭兵フールリングがそんな名前だった気がするけど、まさか……」

「すでに面識が？　でしたら申し訳ありません、不ふ肖しようの息子でして」

　ランメルト団長が恐きよう縮しゆくしたように頭を下げる。

「ほ、本当にあの男なの!?　あ、いえ、あなたが気にすることではないわ。ごめんなさい、突然だったから戸と惑まどってしまって」

「気き遣づかいは無用です、胸中お察しいたします」

　セシリアとランメルト団長の会話を聞き流しながら、アレンヘム公は提案の意味を熟じゆく慮りよしていた。なぜランメルト団長の息子をセシリアの婿むことして迎むかえるのか。理由は考えるまでもなく明らかだった。

「つまりこういうことか。《狂嗤の団》の次の団長候補に、次期アレンヘム公爵の地位をも与あたえ、政治と軍事を結合させると？」

「さすが閣下。ご明察の通り」

「それはできん」

　まずそう口にせざるを得なかった。

「この二〇〇年の間、幾いく度ども同じ提案がなされ、そして却きやつ下かされてきたのだ。確かに我がアレンヘム公爵家と《狂嗤の団》が強く結びつけば、より強きよう靭じんになろう。だが政治と軍事を一つにすることはあまりに危険だ」

「後の公爵家を継つぐ者にわずかでも野心があれば、たちまちアレンヘム公国は戦いくさの炎ほのおに焼かれることとなる……ということですね？」

「そうだ。ただでさえ《狂嗤の団》は、平時であろうと魔物との戦いを常に強しいられる傭兵団だ。それを維い持じし、一方で増長を防ぐため、我が公爵家と歴代の団長たちがどれほど苦労してきたと思うか？　一歩間ま違ちがえれば互たがいに仲なか違たがいし、共に弱体化しかねん。一九八年という長きに亘わたり、我が国が独立を保つことができたのは、公爵家と《狂嗤の団》が常に対等でありつつも互いを信しん頼らいできたからだ」

「閣下、恐れながら今になって両者を結びつけることには、二つ理由があるのです。平時であれば公爵家と《狂嗤の団》は対等の関係であるべきでしょう。ですが今は非常時。フィクトル総督の脅威と魔王再臨を前には荒あら療りよう治じも必要でしょう」

　ホルサの主張は否定できなかった。今まで平和を保っていられたのは事実だが、それも古の魔王が再臨するとなればどうなるか分からない。

「それにカレルは一時期僕のもとで丁でつ稚ち奉ぼう公こうをしていたのですが、間違いなく大器の片へん鱗りんがうかがえるのです。カレルならば必ずや《狂嗤の団》を統とう率そつし、来たるべき魔王との戦いを勝利に導いてくれるでしょう」

「ランメルト、おまえも同意見か？　おまえの息子むすこはそれほどの大器なのか？」

「恐らくは。そもそもカレルが本当に私の息子なのかも分かりませんが」

「なんだと？　どういう意味だ？」

「《狂嗤の団》の団長は、戦死した団員の子を養子とし、養うという掟おきてがあります。カレルもそうした養子の一人でして」

「なるほど、そういうことか」

　日々魔物と戦い続ける傭兵団である。そのような風習が生まれるのは自然なことだった。

「ただどうもカレルの母親を辿たどると、昔私と縁えんのあった女のようなのですが……」

「どんな手の出し方をしておったのだ、おまえは」

「申し訳ありません、若気の至りと申しましょうか」

　事情を吞のみ込んだらしいセシリアが、一瞬でも尊敬した気持ちを返せと言わんばかりにランメルト団長を睨にらんだ。

　アレンヘム公としても、あまり詳くわしい事情は聞けなかった。下手をすると、尊敬されるべき団長が人妻か未亡人に手を出した可能性が出かねない。

「まあ正直なところ、血の繫つながりはどうでもいいのです。問題は強さの方です。たとえば私もすべての子を傭兵に育てるわけではありません。誰だれにでも向き不向きはありますし、後方支し援えんも我が傭兵団にとっては重要なことですから。そこで本人の希望もあり、カレルをこのホルサのもとに奉公に出した……というか勝手に付いて行ってしまったのです。まだ一〇歳にもなっていなかったと思いますが」

「確かカレルが八歳のときでしたね」とホルサが引き継ぐ。「僕とカレルは遍歴商人マルスクラームルとして五芒国を駆かけ巡めぐりました。その結果、カレルは五芒国全土の地理に詳しいはずですし、なによりもドワーフドウエルグやエルフとも交流を持つことができたのです」

「なんだと!?　エルフとの交流は禁じられているはず。それにエルフは人間を決して里には入れぬと聞いているが」

「そこはそれ、蛇じやの道は蛇へびと申しまして。人間とエルフの交流は禁じられておりますが、僕たちフェルトフォルクは別です。そして耳の形さえバレなければ、人間の子供とフェルトフォルクは区別がつきませんから」

「つまり……子供だったカレルをフェルトフォルクと偽いつわり、エルフの里へ侵しん入にゆうさせたというのか」

「仰おつしやる通り。結局バレましたけど、幸い子供だったため命までは取られませんでした。おかげでカレルはあなた方にはない特とく殊しゆな力を手に入れました。フェルトフォルクとドワーフとエルフの戦いの術すべ、そして縁えにしです。もし魔王が再臨するとして、これほど心強い力はないでしょう」

「……それは他者にはない大きな利点だな」

　エルフは森を閉とざし、人との接せつ触しよくを最小限にしている。だが人間と同じく、魔王と敵対する立場にあるのは確かだ。他の五芒国が味方になってくれる見込みはまだないが、魔王が再臨すると聞けばエルフは味方になってくれるかもしれない。そしてエルフと共に説得すれば、他の五芒国も味方になってくれる可能性がある。

　なによりも無限の寿じゆ命みようを持つと言われるエルフたちは、魔王戦役当時のことを未いまだに覚えているはずだ。彼らの経験は、二年後に起こるかもしれない魔王との戦いに間違いなく役立つだろう。

　もっとも、カレルのエルフとの縁がまだ続いているとは考えにくかった。確かにエルフも子供相手なら手心を加えるかもしれない。だが、その子が成人した後も交流が続くとは考えにくかった。

「付け加えるなら、エルフとの縁もカレルを推すい薦せんする理由の一つにしかなりません。僕がカレルをあなたの娘むすめ婿むこにと推薦する最大の理由は、カレルが好こう奇き心しんの塊かたまりだからです」

「好奇心？　それが推薦する理由になるのか？」

「はい。カレルは幼いころからなんでも知りたがり、特に魔王について並々ならぬ興味を持っていました。だからこそ僕に無理矢理ついてきて五芒国を旅し、ドワーフやエルフから魔王戦役に関するあらゆる知識を聞き漁あさったのです。僕が一番恐おそれているのは、魔王戦役から一九八年もの時間が経過していることです。人間にも魔王についての知識の蓄ちく積せきはあるでしょう。ですが単なる歴史としてではなく、現実の脅きよう威いとして魔王を見ている人間は、僕の知ってる限りセシリアさまとカレルぐらいのものでしょう」

　アレンヘム公自身、セシリアの口から聞くまでは魔王が再臨する可能性など考えもしなかった。なにしろ《呪われた地》は年々東へ後退している。それも魔王の力が年々失われているからではないか──といった推測がされているぐらいなのだ。

「カレルは今も《狂嗤の団》の調査を専門とする隊に入り、《呪われた地》に毎日潜もぐり込み遺跡荒らしルイネストルムのようなことをやっています。魔王戦役のときになにがあったのか解き明かすために。今やカレルほど魔王に詳しい人間はいないんじゃないかと思うほどです」

「しかし傭兵団を率いて戦うに、知識だけでは不足だろう。荒あらくれ者の傭兵たちを率いて戦えるだけの器量があるのか？」

「ごもっともです。ですが閣下、カレルは兵法と戦いの術すべをもわきまえております。エルフやドワーフの戦士団に同行し、何度も魔物と戦った経験があるのです」

「私も、多少は見所はあると考えております」ランメルト団長も今度は息子の肩かたを持った。「《呪われた地》に入り込むのは楽な仕事ではありません。それをこなせているからには、それなりに戦いの術もわきまえているのでしょう。事実、先日のエルジュ村の一件では、他の団員の前でトロールトロルを討うち取ったとか」

「なに？　トロールをか」

「それに傭兵団長に求められるのは、戦の才ではなく団を運営していく商人のごとき商才であり、その点だけは間違いなく僕が教え込みました。戦いについては歴代最強ウエールガロゼ・クライガーの切り込み隊長や、経験豊富な大隊長がおります。彼らの補ほ佐さがあれば、カレルであっても傭兵団を率いることは難しくないかと」

「……分かった。そこまで推薦するのであれば、とにかく会ってみよう。カレルを呼んできてくれ」

「分かりました、直ちに」
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（結婚……？　あのカレルと……？）

　ランメルト団長がカレルを呼びに行っている間、セシリアはただ戸惑っていた。

　自分の《アレンヘムの聖女》の力のこと。婚こん約やくのこと。そして──カレルのことだ。カレルとの出会いは、印象的と言えるだろう。魔物に襲おそわれた村で、村長の孫まご娘むすめマノンを助けるために飛び出したとき、助けてくれたのがカレルだった。形だけ見るとまるでお姫ひめさまを助けに来た騎き士しのようではある。カレルの顔を見て心底安あん堵どしたのも事実だ。

　だからといって、いきなり結婚などという話になればとても頭が追いつかない。

「セシリア、一つだけ訊きかせてくれぬか」

「あ、はい。なんでしょう、父上」

　父に呼ばれ、慌あわてて我に帰る。

「今、好いている男は誰かいるのか？」

「いえ、特には」

　偽りない本音だったため、即そく答とうできた。なにしろ一国の君主の一人娘だったのだ。父の名代として駆け回るようになる前も後も、異性と特別なかかわりを持つことはなかった。

「そうか。ではすまぬが、カレルを夫とすることを考えてくれ。あのホルサとランメルト団長が揃そろって行った提案だ、考こう慮りよすべき余地はある。確かに今は《狂嗤の団》と我が公こう爵しやく家の結びつきを強めておくべきなのかもしれぬ」

「わたしも公爵家の娘として、自分の意志で夫を決められないことは覚かく悟ごしておりました。しかし……ですが──いくらなんでも……そう突とつ然ぜんには……」

「簡単に受け入れられることではないだろう。だがあの二人が推薦する若者だ、きっと我が国の力になる。あとはおまえにとってよき夫であって欲しいばかりだが」

「で、ですがそもそも、カレルの方が承しよう諾だくするのでしょうか。彼は平民なのでしょう？　こうも勝手に結婚を決められては反発するのでは……？」

「それならば問題ありません」そう答えたのはホルサだった。「カレルは僕に似て合理的な考え方をします。二年後の危機に備えるもっとも有効な方法と知れば、結婚も受け入れるでしょう」

「……そう、ならいいの」

　貴族の結婚など、父親の思いつきである日突然決まることが普ふ通つうなのだ。初めて相手と出会う場所が結婚式当日ということすらある。セシリアは国のためという理由で、受け入れる覚悟をする他ほかなかった。
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　その頃ころカレルとミーリエルは、エルジュ村の避ひ難なん民みんと共にレールモントの城下町に滞たい在ざいしていた。

「ねえ、カレル。なんであたしたちずっとここにいるの？　すぐここを出て行ったって誰も文句は言わないと思うんだけど」

　ミーリエルがそう言い出すのは予想できたことだった。彼女は好奇心が旺おう盛せいで、人の街が嫌きらいというわけではない。ただエルフのわりにこらえ性しようがないらしく、待っているのが苦手らしいのだ。

「そう言わずにもうちょっと待ってくれ。多分もうすぐのはずなんだよ」

「理由を言いなさいよ理由を。あたしたちがここに留とどまる理由がどこにあるの？」

　ミーリエルはかなり苛いら立だっている。素直に白状するしかなかった。

「報ほう奨しよう金が出るんだよ」

　カレルはミーリエルの顔を見ないようにして言った。彼女がどんな反応をするかがよく分かっていたからだ。

　予想通り、ミーリエルは嫌いやそうにため息を吐ついた。

「呆あきれた。ようするにお金目当てでずっと待ってたの？」

「そんなこと言うなよ、トロール一いつ匹ぴきの報奨金は結構高かったはずだし、俺たちだって金は要いるんだぞ。せっかくレールモントに戻もどったんだ、買いたいものだってあるし」

　カレル自身、それほど金銭に興味があるわけではない。だが、カレルが一〇年もの間、共に旅をしたフェルトフォルクの影えい響きようは極きわめて強かった。

『この世はお金じゃどうにもならないこともあるけど、お金でどうにかなる問題の方が圧あつ倒とう的に多いんだ。正しいことをしてもらえるお金は、絶対に躊ちゆう躇ちよせず受け取るように』

　幼少の頃からホルサにそう教え込まれてきたのだ。それにカレルには、魔ま王おうに滅ほろぼされたという東の帝てい国こく跡あと地ちを調べてみたいという望みもあった。《呪われた地》の遠えん征せいに、金はいくらあっても足りない。

「あーもう、人間ってこれだから。分かったわよ、待ってればいいんでしょ」

　エルフという種族は基本的に自給自足の生活を送っている。そのせいか、金の重要性を共有するのはまだ難しいようだった。

　カレルの読みは正しかった。実際、間もなくカレルは呼び出しを受けることになる。

「久しぶりだな、カレル」

「げっ、親おや父じ!?」

　しかし自分を呼びに来た人物が、まさか自分の父ランメルトだとは思わなかった。特にカレルには、幼いころ父親のもとを飛び出し、ホルサに付いて行ったという過去がある。別に父を嫌っていたわけではないが、なんとなく後ろめたい相手ではあった。

「一応は親子だし、おまえの上司でもあるのだぞ。もう少しマシな挨あい拶さつは──」

　と、そこでランメルトは口をつぐんだ。久しぶりの再会で小言を言いたくはなかったのだろう。

「まあいい、それよりも今回はよくやった。おまえの協力のおかげでセシリアさまをお救いし、魔物も討とう伐ばつできたと聞いている。その件について公爵閣下がお呼びだ、案内するから付いてきてくれ」

「公爵が？」

　公爵の使いとして、《狂嗤の団》団長がやってきたのだ。カレルはその意味を即そく座ざに悟さとった。

「そうか、恩賞だな？　そうだろ親父。それも公爵直じき々じきの」

「まあそんなところだ。付いてこい、案内する」

「そういうことなら喜んで。さ、行こうぜミーリエル」

　退たい屈くつそうにしていたミーリエルに声を掛かける。するとなぜか、父の顔色が変わった。

「ちょっと待て、カレル。彼女は？」

「一いつ緒しよに第七隊に入ったミーリエルだよ。なんだ、聞いてないのか？　魔物を倒たおせたのは俺とミーリエルのおかげだって。恩賞が出るのならミーリエルも当然一緒しよだろう？」

「……思い出した。そういえばホルサの推薦でおまえと一緒に第七隊に入った若い女がいると言っていたな。カレル、これは大事なことだから心して答えてくれ。ミーリエルは、おまえの恋こい人びとかなにかか？」

「いえ違ちがうわ」

　間かん髪はつ入れず答えたのはミーリエルである。

　いつも男女でいるのだ、そう誤解されることは珍めずらしくなかった。

「本当か？　ではどういう関係だ？」

「ホルサと旅してたときからの腐くされ縁えんだ。どうしたんだ、親父？　俺が女連れだったら問題でもあるのか？」

「いや、ちょっとな。しかしそうなると二人とも一〇年近い縁か……。そういうことならば他人でもないな。よしミーリエル、おまえも一緒に来てくれ。一緒に話を聞いてもらった方がいい」

　父の迂う遠えんな言い回しに、カレルとミーリエルは顔を見合わせた。




　父の先導で、アレンヘム公の私室へと向かう。

「ねえ。あんたってお父さんと会うの結構久しぶりよね？」

　その道すがら、ミーリエルがカレルの耳元でささやいた。

「ああ、一応は」

「それにしては妙みようにあんたたちよそよそしくない？　あたしたちエルフだって親子ならもうちょっと会話するわよ？」

「うちは特とく殊しゆなんだよ。兄弟が数十人いるって話はしただろ？」

「だからってねえ。ほんと人間は面めん倒どう臭くさいわね……」

　父は団長として、亡なくなった団員の子の多くを養子にしている。兄弟の数はもはや数十人という規模だし、それも今日明日突然増えてもおかしくない。そのため実家は家というより孤こ児じ院いんと表現する方が適切だったし、父も実子と養子とを差別しないためか、誰だれか一人の子を可愛かわいがるということがなかった。そのためカレル自身、自分がランメルトの実子かそうでないかが未いまだに分かっていないほどである。

　ただ、血の繫つながりは正直なところどうでもよかった。父はほとんど留守がちで、滅めつ多たに顔を合わせることもなく、親子の情など生じようがなかったからだ。だからこそカレルも躊躇無く家を飛び出し、ホルサに付いて行ったのだ。

　むしろ飛び出した後の方が父との会話は増えたほどだった。遍歴商人のホルサは父にとっても貴重な情報源である。そのホルサと旅をしていることが父の興味を惹ひいたようで、この地へ立ち寄る度たび、どんな旅をしてきたのかと父に質問されるようになった。

　ただ、そうなると今度はカレルの方が父に対して遠えん慮りよするようになっていった。なにせ生家を置き手紙一つで飛び出したのだし、多くの兄弟は《狂嗤の団》に入って戦っていた。にもかかわらずカレルは自分の趣しゆ味みも同然に、五芒国を旅していたのだから。

　もちろん旅の目的は魔王戦役の真実を知るためであり、そうすることが《狂嗤の団》のためになると考えていたのは事実だ。だが父や兄弟に対して後ろめたいという気持ちがあったのも事実であり、だからこそ一六歳という成人年ねん齢れいに達したとき、カレルは観念して《狂嗤の団》に入った。調査・記録が主な任務である第七隊に志願したのは、それがギリギリの妥だ協きよう点だったからである。

　そしてエルフの里を出るとき一方的に付いてきたミーリエルは、「仕事で《呪われた地》に入れるなら好都合よ」というだけの理由で、カレルと共に《狂嗤の団》の第七隊に入った。見た目が一〇代の少女にしか見えないミーリエルが《狂嗤の団》に入れたのは、ホルサの推すい薦せんとミーリエル自身の弓の腕うでのおかげである。

（しかし親父も、なんで俺とミーリエルの仲が気になるんだ？）

　カレルも身を固めることを考える時期ではある。父としても、その辺は気になるのかもしれなかった。

　間もなくカレルたちはアレンヘム公の私室に入った。そしてカレルは驚おどろくことになる。ベッドで横になっているアレンヘム公こう爵しやくと、その娘むすめであるセシリアがいるのは理解できる。だがその上に、

「師し匠しよう!?　なんでここに!?」

　なぜかホルサまでその場にいた。

「おやおや、久しぶりだってのにずいぶんな挨拶だね。神しん出しゆつ鬼き没ぼつはフェルトフォルクの特技だって知ってるでしょ、今いま更さら驚おどろくこと？」

「そ、そりゃそうだけど」

　と、カレルはもう一つ不思議なことに気付いた。セシリアが奇き妙みような──なにかに戸と惑まどっているかのような視線を送ってくるのだ。褒ほう美びがもらえるつもりで来たが、どうもそんな雰ふん囲い気きではない。

「閣下。息子のカレルと、その連れであるミーリエルを連れて参りました。彼女もその、今回の件と無関係とは言えそうにありませんでしたので」

「ご苦労。なるほど、おまえがカレルか。心配せずともランメルトの血を引いていそうだな。利発そうな目つきがよく似ておる」

「は、恐きよう縮しゆくです」

　父が小さく頭を下げる。会話の流れがまったく分からなかった。

「カレル、まず一つ訊たずねたい。おまえは子供のころ、エルフとの交流があったと聞いたが間違いないな？」

　問われたカレルは、まず驚きながら父に詰つめ寄った。

「親父、あのこと教えたのか!?　その話が下手に広まったら俺死し刑けいなんだぞ!?」

「事情があるんだ。とにかく閣下の話を聞きなさい」

　父は有う無むを言わさず、アレンヘム公も半ば強ごう引いんに続けた。

「カレル、おまえのエルフとの交流は、未いまだ続いているのか？　子供のときならばあるいはエルフも寛かん容ように接してくれるかもしれぬ。だが成人となった今でもエルフと交流を持つことは可能なのか？」

「は？」「は？」

　カレルと、そしてミーリエルの戸惑い気味の返事が重なった。

「い、いや、待ってくれ。一体どういうことなんだ？　無許可でエルフと交流してることがバレたら死刑だろ？　公爵閣下なら知らないはずないよな？」

「そんなこと今は忘れていいよ」口を挟はさんだのはホルサである。「これはアレンヘム公国は元より、五芒国の存亡にかかわることだしね」

　ホルサは、ミーリエルの正体を知っている一人だ。そのホルサがそう言うのなら、拒きよ否ひする理由はなかった。なにより、五芒国の存亡にかかわることという言葉も聞き逃のがせない。やむを得ず、カレルはミーリエルに向き直った。

「ミーリエル、頼たのむ。実際に見てもらった方が早そうだ」

「別にあたしはいいけど、話の流れがさっぱりね……」

　ミーリエルは髪かみと耳をまとめていたスカーフを外した。

　綺き麗れいな長い髪と共に、エルフ特有の長い耳が露あらわになる。

「なに!?」「え」「なんだと!?」

　アレンヘム公、セシリア、そしてランメルト団長から驚きの声が上がった。とりわけ一番驚いたのは父ランメルトである。

「カ、カレル。おまえ、エルフを連れ回していたのか!?」

「俺が好きで連れ回してたわけじゃない。こいつが勝手に付いてきたんだ」

「あら、失礼ね。あんた一人じゃ危ないからあたしが付き合ってあげてるんじゃない」

「そんなことはいい、なぜ黙だまっていた!?　知っているだろう、エルフは五法典によって保護されている。もし大森林から連れ出せば死刑だぞ！」

「だから言ってるでしょ、別に無理矢理連れ出されたわけじゃないわ。あたしが勝手に付いてきたんだって」

「団長、本当なんだ」と、ホルサ。「カレルが僕に無理矢理付いてきたように、ミーリエルも勝手に僕に付いてきたんだよ」

「だとしても、分かっているのか!?　もし彼女が奴ど隷れい商人にでも誘ゆう拐かいされるようなことがあれば、今度こそ人間とエルフは全面戦争だぞ!?」

「だから俺も何度も止めたし、エルフだってバレないように苦労してきたんだよ。でもミーリエルはこの性格だ、俺にはどうしようもなかったんだ」

「ねえ、あたしの身の上話なんてどうでもいいでしょ。一体なんの用なの？　カレルがあたしたちエルフと交流があったらどうだって言うの？　少しは説明して」

「同感だわ」今まで黙っていたセシリアが口を開いた。「お父さま、カレルにエルフとの交流があることは分かったんです、次はこちらが事情を話す番でしょう。成り行きはどうあれ、エルフにも詳くわしい事情を知ってもらえるならちょうどいいでしょうし」

「そうだな、その通りだ。いいか二人とも。まずおまえたちに我が国が置かれた現状と、《アレンヘムの聖女》の秘密を知ってもらう。当然、すべて他言無用だ──」
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　公爵や父から説明を聞いたカレルとミーリエルは、血の繫がった兄妹ではないかと思えるほど似通った顔つきになった。これまで知りたがっていた真実の一つが、あまりにも突とつ然ぜん明らかにされたのだ。驚きと興奮でどう反応すればいいか分からないという表情である。

「お、驚いたわね。まさかこんなところで魔王戦役の真実の一つが分かるなんて。《アレンヘムの聖女》の加護って、予知夢だったのね。しかも他人にまで見せることができたなんて。そりゃ魔王相手でも勝てるかもね」

「しかも二年後に魔王が再臨する？　おまけに親父は近々王都に呼び出される予定で、帰ってこれるかも分からないって？」

　カレルは告げられた真実を必死に吞のみ込もうとした。実際、話を聞いて納なつ得とくできる部分もある。

「そうか、そうだよな。《呪われた地》の荒あれっぷりは人知を超こえてる。魔王は死し滅めつしたわけじゃなかったわけか。なら納得だ」

「二人とも、興奮するのはいいが、この話は決して他言無用だぞ。もし外にバレれば息子むすこと言えど私が処しよ刑けいする。いいな？」

「分かってるよ、少しは息子を信用しろ。親父にだってミーリエルの正体は隠かくし通しただろ？」

「団長、その点はご安心を。僕も商人として、カレルの口の堅かたさだけは徹てつ底てい的に鍛きたえましたので」

　ホルサの弁護も加わり、ランメルトは「ならばいい」と納得したようだった。

「カレル、試みに問いたい」

　ここでアレンヘム公爵が口を開いた。試ためすような口ぶりだった。

「仮に二年後、魔王が再臨するとして、このままでは我が国はどうなると思う？」

「どうやら本音を言った方がよさそうだな。多分滅ほろぶんじゃないか？　ただでさえ魔物の侵しん入にゆうも増えているのに、フライスラントまで戦争を吹ふっかけてくる寸前だ。その上魔王まで再臨したんじゃ《アレンヘムの聖女》の力があっても滅ぶしかないだろう」

　歯に衣きぬ着せぬ物言いだったが、アレンヘム公は気にした様子はなく、それどころか試すように問答を重ねた。

「だが王家は五芒国同士での戦争を禁じている。フィクトル総そう督とくとてそうそう我が国に攻せめ寄せることは不可能だ。違ちがうか？」

「いいや、奴隷の逃とう亡ぼう先になってるのがこの国だ。奴隷商人の総元もと締じめみたいなフィクトル総督が諦あきらめるとは思えないな。今の王家に、フィクトル総督の野望を止めるだけの力があるとは思えないし」

「よく事情に通じておるな。だが我が国には最強の《狂嗤の団》も健在だし、魔物の侵しん略りやくに備えて造られた堅けん城じようも多い。フィクトル総督とてそう簡単に勝てるとは思っていまい。それでも仕し掛かけてくるというのか？」

「別に戦争するからって正面から攻めてくる必要はないだろ。この国が最強の傭兵団を維い持じできてるのは膨ぼう大だいな交易の利益があるからだ。俺がフィクトル総督だったら、手出しできないような大軍で一気に攻め寄せてから、交通の要よう衝しように拠きよ点てんでも作るだろうな。ドワーフとの交易を邪じや魔まされるだけでこの国は経済的に終わりだ。《狂嗤の団》は強いが、城しろ攻ぜめが得意とは思えないしな」

　カレルの回答に、アレンヘム公はもちろんセシリアやランメルト団長も目を丸くする。

「分からんな。一いつ介かいの遺跡荒らしに過ぎんおまえが、なぜそれほど他国の情勢に詳しく、しかも兵法まで語れるのだ？」

「そんな小難しい話じゃないと思うが」

　なぜかやたらと感心されているようで、カレルは戸惑うように頰ほおをかいた。

「俺はホルサと一〇年遍歴商人やってたんだ。そのとき散々情報の重要さと楽な稼かせぎ方を教え込まれたんだよ。他人と争うときは自分の得意分野で──なんて商売の基本だ」

「楽な稼ぎ方か。確かにフィクトル総督からすれば、《狂嗤の団》と一戦交えるよりは交易路を遮しや断だんする方が楽であろうな。なるほど、ホルサとランメルトがおまえを推薦する理由がよく分かった。私も腹を決めよう」

　カレルは不思議に思った。会話の流れが理解できない。褒美をくれるという話のはずが、一体なぜこんな話をしているのか。しかも、さっきからセシリアの自分を見る目の戸惑い具合がどんどん増しているようだった。

「カレル。おまえには我が娘セシリアと婚こん約やくしてもらう。我がアレンヘム公爵家に婿むこ入いりしてもらい、ゆくゆくは公爵の地位と《狂嗤の団》を継ついでもらう」

「はあああ!?」「はあああ!?」

　驚おどろくなと言う方が無理だった。ミーリエルとカレルの声が見事に重なる。

「そこまで驚かずともいいだろう。おまえなら狙ねらいは分かるな？」

「《狂嗤の団》と公爵の権力をひとまとめにして外敵に備えようってハラだろ!?　だからってなんで俺が!?　ああ、団長の息子だからか。いやだからって兄弟は他にもたくさんいるし、俺より強いヤツだっているだろ！　そうだよ、あの切り込み隊長とか！」

「カレル、切り込み隊長は確かに強い」ランメルト団長が口を挟む。「だが団長に必要なものは強さではない。団を維持するための経済感覚だ。それを持っているのは間違いなくホルサに育てられたおまえだけだ」

「いや、だけどいくらなんでも……。ほら、聖女さんよ、あんたこそ反論はないのか？　いいのか、そう簡単に夫なんて決められて」

「わたしはこの国にとって最善と思う方法を選せん択たくするだけです。ただ、ずっと気になっていたことがあります。ミーリエル、あなたの意思はどうなの？」

　セシリアに話を振ふられ、ミーリエルは戸と惑まどった。

「え……。あたし？」

「あなたはカレルとずっと一いつ緒しよに旅をしてきたんでしょう？　カレルが他の女と結婚することになってもいいの？」

「べ、別に？　カレルが誰だれと婚約したってあたしには関係ないことよ。そもそも、エルフにとって結婚なんてそう重要なものじゃないし」

「そう、ならいいわ」

　もしカレルが平静であれば、その言葉からは別の解かい釈しやくができたかもしれない。

　だが、突とつ然ぜん婚約などと言い出され、カレルも動どう揺ようしていた。冷静な判断などできるはずもなかった。

「ではお父さま、一つだけ提案があります。わたしがカレルに触ふれたまま眠ねむれば、彼にも死の悪夢を見せることができるのでしょう？　試しにその夢をカレルにも見せてみてはどうでしょう？　結婚の意思を訊ねるのはその後でも……」

「なるほど、ごもっともな提案かと」とランメルト団長も頷うなずく。「恐おそらくそれは間違いなく息子の判断をくだす材料となりましょう」

「ま、待ってくれ。俺抜ぬきでなんの話を進めてるんだ!?」

「おまえは黙っていろ。それではセシリアさま、よろしければ今晩にでも早さつ速そく。念のため息子の手足は厳重に縛しばり、猿さる轡ぐつわをした上でセシリアさまのベッドにでも転がしておきますので」

「親父、本気か!?」

「い、いえ、さすがにそこまでしなくてもいいわ」

　幸いなことにセシリアが拒否してくれた。

「ランメルト団長、ご子息はともかく、あなたを信じますから。いざというときは声を上げれば護衛が飛んできてくれますし」

「承知しました。カレル、分かったな？　セシリアさまに感謝するように」

「いやどこにだよ!?」

　嫁よめ入いり前の娘むすめの寝ね床どこに男を入れるというとんでもない話である。にもかかわらず、アレンヘム公は反対する素そ振ぶりを一いつ切さい見せず、それどころか議論に加わろうともしない。その代わり、視線をミーリエルに向けた。

「ミーリエル。頼たのみ事ができる立場でないが、もしよければあなたにもしばらくこの城に滞たい在ざいしてもらえないだろうか。我が国は苦境に立たされておる。来たるべき魔王再臨に備えるため、エルフとの繫つながりを必要としておるのだ」

「仕方ないわね。まああたしは別にいいけど」

　その返答だけは、間違いなくその場にいた全員を安あん堵どさせた。彼女の正体が露ろ見けんするだけで、いつまた人とエルフの間に大きな亀き裂れつが走るか分かったものではないからだ。
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　このところセシリアにとって、睡すい眠みんというものは忌いむべき行こう為いとなりつつあった。

　寝ねる度たびに、夢とは思えない現実そのものの死を体験させられるからだ。たとえば夢の中で自分の体に矢が突つき刺ささると、本当に痛い。文字通り死ぬほどの痛みだ。目が覚めれば当然痛みはなくなるが、記き憶おくだけは残る。またあの痛みを体験しなければならないのかと思うと、進んで眠る気にはなれない。

　ただ、今夜だけはいつもと違う夜になりそうではあった。

「一応、逃にげずに来たのね」

　セシリアが蠟ろう燭そくを片手に自分の寝しん室しつに入ると、ベッドの上にはすでに人の気配があった。

「仕方ないだろう、親父と公こう爵しやく閣下の命令じゃ拒きよ否ひできるわけがない」

　自分のベッドに、つい最近知り合ったばかりの男がいるというのは奇き妙みような光景だった。しかも、文字通りの意味だがこれからベッドを共にしなければならない。そう考えると羞しゆう恥ちで顔が熱くなってくるし、せめていつもより厚めの寝ね間ま着きを着てくるべきではなかったかと後こう悔かいしたくもなる。今日着ている絹の寝間着は、夏が近いこの季節でも大変寝やすいのだが、いかんせん生地が薄うすいのだ。

（でも、本当に結婚するとなったら……）

　その先のことは今は考えないことにした。

　とにかく、今は別にこの男を愛さなければいけないわけではない。自分が見る悪夢をこの男にも見せればそれでいいのだ。あとはカレルが決めることである。

「一応言っておくけど、今なら帰ってもいいのよ？　自分が死ぬ夢なんて見ても面おも白しろくないでしょうし、それにあなたが結婚なんてしたくないなら無理にとは言えないし」

「……結婚については今すぐどうこう言えそうにはない。ただ、せっかく伝説の《アレンヘムの聖女》の力を体験できるんだ、こんな機会は逃のがしたくないな」

「分かったわ。じゃあ……」

　セシリアは持ってきた蠟燭の火を消すと、カレルの隣となりで横になった。ベッドの中はいつもより温かかった。それがカレルの体温だということを理解すると、少しだけ気き恥はずかしくなる。

　だがカレルの方は平然としているように見える。自分だけ恥ずかしがるようなことは我が慢まんできなかった。

「あなたの腕うでに触れるわよ。そうしないと夢を見られないらしいから」

「分かった」

　腕を伸のばし、カレルの腕に触れる。その瞬しゆん間かん、カレルの体がびくっと揺ゆれた。その反応に釣つられるように、セシリアの体もびくりと動く。

「ちょ、ちょっと！　変な動きしないでよ！」

「こ、こんな暗くら闇やみでいきなり触さわられれば誰だって同じ反応するだろ！」

「だらしないわね、男でしょう!?」

「分かったよ、今のは俺が悪かった。いいからとっとと寝よう」

「本当に大丈夫でしょうね……？」

　あらためてセシリアはカレルの腕に触れると、そのまま眠ねむ気けがやってくるのを待った。

　もちろん、こんな状じよう況きようで簡単に寝付けるわけがなかった。毛布の中や、触れ合っている手を通して伝わってくるカレルの体温や吐と息いきが気になって仕方ない。しかしこれ以上話をしたいわけでもない。

　幸いなことに若さゆえか、時間の経過と共に段々と環かん境きようにも慣れ、やがて耐たえがたい眠気に誘さそわれカレルともども深い眠りに落ちていった。
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　カレルにとって、自分が夢を見ているという自覚はなかった。

　ゆえにその光景は、カレルにとっては現実そのものだった。

　自分の体が二年分成長していることになんの違い和わ感も感じなかったし、自分がどこかの村にいることもまったく疑問に思うことはなかった。そこにいたのが必然であり自然であり、そもそも疑問を持つという発想すら生じなかった。たとえて言うなら台本通りに演技しているが、演技しているという自覚がないようなものだった。

　だから、すぐ傍そばにミーリエルはもちろんセシリアがいたことも不思議に思わなかったし、討伐歴一九八年の時点では会ったこともない見知らぬ人物と、ごく自然に接してもいた。もしほんの少しだけでも客観的に周囲の状況を把は握あくすることができれば、村人たちが皆みな怯おびえていることや、避ひ難なんの準備をしていること、そしてカレルを含ふくむ誰もが逃とう亡ぼう奴ど隷れいのごとく薄うす汚よごれていることに違和感を覚えただろう。

　そのとき、カンカンとけたたましい鐘かねが鳴った。たとえ未来の夢の中であろうとなかろうと、その鐘の音には覚えがあった。魔物の襲しゆう撃げきを知らせる音だ。

「もう来たの!?　早過ぎるわ！」

　セシリアが叫さけんだ。

「全員逃げろ、荷物は諦あきらめるんだ！」

　カレルは叫んでいた。なぜ叫んだのか、なぜ逃げろと指示しているのか、本来であればいくらでも疑問を持つことも、当然のように受け入れていた。

「来たわ、灰グライズエルフよ！」

　その叫び声はミーリエルのものだった。すでに弓矢を構えている。

　カレルもまた背負っていた弓矢を手に取り、東に向かって矢を番つがえた。

　すぐに敵の姿が見える。騎き乗じようした灰エルフたちだ。魔王戦役において、魔王側に与くみした裏切り者のエルフ。その肌はだはミーリエルのそれと異なり浅黒い。灰エルフと呼ばれる所以ゆえんだ。

　灰エルフの集団は手足の如ごとく馬を駆かり、馬上から矢を放ってきた。揺れ動く馬上からの射撃──騎射は非常に難しい技術だが、灰エルフたちは難なく行っていた。恐らく相当な修練を積んでいるのだろう。

　しかもその精度は正確で、一五ルーデ（約五七メートル）以上先から逃げ惑まどう村人たちを次々射い貫ぬいていく。たちまちあたりは悲鳴と絶ぜつ叫きようと血に塗まみれた。

「まずい、隠かくれて！」

「セシリア、こっちに！」

「ちょ、ちょっと!?」

　カレルはセシリアを抑おさえ込むようにして物資の陰かげに隠れた。ミーリエルもまたすぐ近くの家の陰に隠れている。物陰に隠れてさえしまえば、騎馬相手にはほぼ一方的に射撃できる。

「カレル、戦わないと！　このままじゃみんなやられるわ！」

「落ち着け！　多勢に無勢だ、やるなら指揮官をやるしかない。うまくいけば敵を混乱させられるはずだ」

「じゃあ先頭のあいつよ！　あいつを狙ねらうわよ！」

　ミーリエルが騎馬隊の先頭を走る一騎を指差した。その一騎だけは、挙動一つ一つが驚おどろくほどの冷静さに満ちあふれていた。冷静に弓を番え、冷静に村人たちを撃うち抜き、冷静に味方に指示を出している。

「分かった、やるぞ！」

　カレルは、番えた矢の切っ先をその灰エルフへと向けた。

「わたしに合わせて！　行くわよ、３、２、１！」

　ミーリエルと呼吸を合わせ、突っ込こんでくる騎兵に二方向から矢を放つ。灰エルフの心臓や頭部といった急所を射貫くことはかなわないだろうが、最悪でも馬を射貫いて転ばすぐらいはできるはずだった。

　だが、カレルは自分の目を疑うこととなる。ほぼ向こうからは見えない物陰から放たれた二本の矢を、その灰エルフは両手に持っていた弓と矢で振ふり払はらったのだ。

「ウソだろ!?」

　同時に向かってくる二本の矢を、盾たてでもなく弓と矢で振り払うなど、人間業ではない。

　カレルは次の矢を番えた。しかし、尋じん常じようではない弓術を持った灰エルフは、矢を番える速度も、狙いを付ける技術もはるかにカレルより優すぐれていた。

　灰エルフの乗った馬が、もの凄すごい速度でカレルたちの横を走り抜ける。そしてすり抜けざま矢を放っていた。

「あ──」

　ミーリエルが小さな悲鳴を上げた。

　その額に、矢が突き立っていた。

「ミーリエル!?　そんな！」

　力が抜ぬけたように、ミーリエルの小さな体が倒たおれる。

　駆け寄ろうとしたが、できなかった。後に続いた灰エルフの集団が一気に傍を駆け抜けていったからだ。馬上から矢を放ちながら。

「カレル、あぶない！」

　背後でセシリアが小さな悲鳴を上げた。

　カレルが何事かと振り返ったときにはすでに遅おそかった。自分をかばったのだろう、セシリアの豊かな胸に、矢が突き立っていた。

「セシリア!?」

　倒れそうになる彼女の身を、慌あわてて抱だき留める。

　だが、すべて手て遅おくれだったことはすぐに分かった。深く突き刺さった矢は、間ま違ちがいなく彼女の心臓を貫いている。

「セシリア！　くそ、なんでこんな……！」

　慌ててその手を強く握にぎる。全身を焦しよう燥そうが支配した。

　セシリアが最後の力を振り絞しぼるように、カレルの手を強く握り返した。そして、絞り出すように声を出す。

「やっぱり……誰だれも救えなかったわね……」

　その瞳ひとみから涙なみだがこぼれ落ちた。それは痛みや死への恐きよう怖ふではなく、後悔の涙であることがなぜか分かった。

　心臓を貫かれたのだ。その一声が出ただけでも奇き跡せきだった。間もなくセシリアの体から力が抜け落ち、二度と口を開かぬ骸むくろとなる。

「くそ！　くそっ、くそっ！　この魔王の手先どもが！」

　カレルは涙にまみれながら弓に矢を番えた。誰でもいいからと灰エルフ目め掛がけて矢を放とうとする。

　だが、できなかった。

「が、は……」

　突とつ如じよとして首に猛もう烈れつな痛みが生じ、声を出すことも呼吸することも困難となった。一瞬遅おくれて、自分の首を矢で射貫かれたことを悟さとる。

　生温かい血が傷口からあふれ出し、カレルの上半身を濡ぬらした。息ができない。どれだけ呼吸しようとしても、首の傷口から空気が抜けていくようだった。

　カレルは痛みを堪こらえて必死に傷口を押さえようとした。しかし、それには刺ささった矢が邪じや魔まだった。かといって抜こうにも、矢や尻じりはしっかりと首の骨に食い込んでいる。この矢を抜いたら首の骨まで抜けるのではと思うと、怖こわくて抜けない。

　そうこうしている間にも血は溢あふれ、息苦しくてたまらない。その上、視界は黒い霧きりがかかったかのように段々と暗くなっていく。平へい衡こう感覚も失われていき、もはや立っているかどうかも分からない。

　全身に衝しよう撃げきを受けた。いつの間にか地面に倒れていたのだ。

（こんなところで死ぬのか、俺は）

　体を動かす力は徐じよ々じよに抜けていき、呼吸できない苦しみすら感じなくなっていった。全身の感覚がなくなってきたのだ。

（だがどうせみんな死んだんだ──）

　死の淵ふちにあって、なぜかカレルは笑えみさえ浮うかべていた。

（いっそ、死んだ方が楽かもな）

　そしてカレルは死んだ。少なくとも、この夢の中では。
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「うわあああ!?　はあっ、はあっ！」

　カレルが目を覚ましたとき、目の前にあったのはセシリアの整った顔だった。

　当然、彼女は生きている。自分の呼吸も苦しくない。首から噴ふき出した生温かい血の感かん触しよくも今はない。視界も黒く霞かすみがかってはいない。

　代わりに、自分の額になにか温かく柔やわらかいものがのせられていた。セシリアの手だった。額だけではない、後頭部にも柔らかい人ひと肌はだを感じる。

「落ち着きなさい。あなたは生きてるでしょう？」

「そ、そうか……。あれが夢だったのか……」

　ようやく自分がセシリアに膝ひざ枕まくらをされていることに気付く。

「ふう、おかげで少し落ち着いたよ。いつからそうしててくれたんだ？」

「ちょっと前からよ。しょうがないでしょ、あなたがあまりに苦しそうに寝ねてるから。ほら、もう下りて」

　やや乱暴にセシリアの膝の上から突つき落とされる。だが今の感触の代だい償しようがそれだけなら安いものだった。
















（前から思ってたけどいい女だよな……）

　なにしろ隣となりで悪夢にうなされている自分を見て、膝枕をして頭を撫なでてくれていたというのだ。

「それでどうだったの？　ちゃんと悪夢は見られたの？」

「ああ、見たよ。どこかの農村で、灰エルフに首を矢で射貫かれて死んだ」

「あら、そう。わたしの夢でもあなたが出てきたんだけど、ひょっとして同じ場所で死んだのかしら？」

「だろうな。おまえが心臓を射貫かれたのを見たよ。俺が殺されたのはその後だ」

「お互たがい比ひ較かく的てき楽な死に方でよかったわね。オークに槍やりで刺し殺される夢はもっと痛かったわよ？」

　セシリアは軽い口調で言ったが、そんな一言で言い表せられる経験ではなかったことを、カレルは誰よりも知っていた。

　灰エルフの放った矢が自分の首を貫いた衝撃。痛み。自分の血で体が濡れていくあの熱さ。呼吸できない苦しさ。暗くなっていく視界と意識。死とはああいうものだという実感が、今も全身に残っている。

「おまえは……あんな夢を毎晩見ているのか？」

「ええ。ここ最近はずっとね」

　カレルが受けた衝撃は、大きかった。

　毎晩、自分が死ぬ夢を見る。それも痛みや死の感触さえ実感できるような、現実そのものの夢をだ。

「すまない、少し外の空気を吸わせてくれ」

「どうぞ。でも誰にも見られないようにしてよ？　わたしの寝しん室しつから男が朝帰りした、なんてウワサが広がるのは不本意だわ」

「分かってる」




　　　　　４




　セシリアの寝室を出たカレルは、人目に付かないように城の中を歩き、どこかのベランダに出た。今は明け方の冷たい空気が吸えるなら場所はどこでもよかった。

「今思い出してもぞっとするな……」

　夢だけあってやや細部は曖あい昧まいになりつつあるが、灰エルフに襲おそわれ、ミーリエルもセシリアも目の前で殺されたあの光景はまだ脳のう裏りに焼き付いている。夢で良かったとつくづく思う。

（《アレンヘムの聖女》って肩かた書がきは伊だ達てじゃないってことか）

　自分の死を夢見る能力。確かにそれは魔ま王おうにも勝ちうる究極の力なのかもしれない。未来で起きることが分かっていれば、回かい避ひは可能なのだ。

　だが、だとすると二年後の魔王再臨は真実ということになり、このままではミーリエルやセシリアはもちろん、多くの人が殺されることになる。

　もちろん、魔王戦役がそうだったように、その未来は回避できるのかもしれない。だが、そのための道のりは決して平へい坦たんではないだろう。

（あの夢で見た未来から逃にげるだけなら簡単だ。だが、それでどうなる？）

　魔王の目的は人類を滅ほろぼすことと言われている。もしそうだとすれば、たとえ二年後にこの地から逃げたところでいつか魔物に殺されるだろう。

（一九八年前、人類は魔王の軍勢に打ち勝ったんだ。五芒国の力を一つにすれば、勝てる可能性はある）

　たとえば、このアレンヘム公国の守りの要かなめ、《狂嗤の団》の強さは未いまだ健在だ。とりわけ切り込み隊長は歴代最強と呼ばれ、あのトロールでさえ難なく倒した。

　問題があるとすれば魔王戦役のときのように、人類の力をどれだけ結集できるかだ。当時も力を一つにまとめきれなかったがために、大陸の東半分をあっさり魔王に奪うばわれている。

　今も決していい状じよう況きようとは言えない。五芒国の守護者たるフーデルス王国の女王は病やまいに倒れ、余よ命めい幾いくばくもない。このアレンヘム公国も隣りん国ごくフライスラント自治領に目を付けられ、宣戦を布告される寸前だ。もし他の五芒国と敵対したまま魔王が再臨すれば、勝ち目は微み塵じんもないだろう。

（いや、そもそも肝かん心じんなことを忘れていた。セシリアは、これからもずっとあの死の夢を見続けるのか……？）

　痛みさえ感じる死の夢だ。それを毎晩見るなど、セシリアへの負担が大きすぎる。自分は矢の一本で死ねてむしろ楽な方だったかもしれない。オーガオーグル辺りに食われて死ぬ夢を毎晩見させられた日には自殺しかねない。

「あ、カレルだ。ほら、やっぱりここにいたよ」

　子供のような声がした。

　その声の主は知っている。ホルサだ。

　だが振ふり返った先にいたのはホルサだけではなかった。

「師し匠しように……ミーリエル？　なんでここに？　ああそうか、城に滞たい在ざいしてくれって頼たのまれてたな」

「今やすっかりアレンヘム公の賓ひん客かく扱あつかいよ。街の宿に泊とまるって言ったら全力で止められたわ」

「そりゃそうだろう」

　もしエルフになにかあれば、その地の領主の首さえ飛びかねない。それが人間にとってのエルフという存在なのだ。

「まあミーリエルは分かるが、師匠はどうやってここに？」

「そこはそれ、僕たちフェルトフォルクは必要なときどこにでも現れるってことで」

　返答になっていなかった。もっともホルサのことだ、忍しのび込んだと言われても納なつ得とくしてしまうだろう。『どんな鉄てつ壁ぺきの城じよう砦さいも、ネズミとフェルトフォルクの侵しん入にゆうだけは拒こばめない』とはよく言われていることだ。

「で、カレル。自分が死ぬ夢は見られたの？」

「ああ。よく分からないが灰エルフに襲われて死ぬって夢を見た。いや、あれは夢なんてものじゃない。首に刺さる矢の痛みといい、現実そのものだった」

　おまえが殺されるところも見たよ──とは、とても口にはできなかった。

「へえ。灰エルフと言えば、かつての魔王軍の先兵じゃないか」と、ホルサ。「いよいよ信じざるを得なくなっちゃったね、二年後に魔王が再臨するって。カレル、キミやっぱり聖女さまと正式に婚こん約やくすべきだ」

「無茶言うなよ！　俺は別に公こう爵しやくになんてなりたくないし、結婚にだってまだ興味はない」

「でも、魔王に滅ぼされる未来はゴメンだろ？」

「当たり前だ。まだまだ死ぬ気にはなれないしな」

「だったらやっぱり次期アレンヘム公爵兼けん《狂嗤の団》団長になるべきだよ。魔王のことをよく知ってるキミが政治と軍事力を一手に握にぎれれば、生き残れる確率は段だん違ちがいに上がる。そうだろう？」

「…………」

　カレルは咄とつ嗟さに反論できなかった。

　このままでは、この国はフライスラント自治領と魔王に挟きよう撃げきされ滅ぶだろう。だがそのことを知る人物が国を導けば、未来を変えられる可能性はあるはずだ。

「俺なんかに、公爵が勤まると本気で思ってるのか？」

「あのねえ。別に貴族として傍ぼう若じやく無ぶ人じんに振ふる舞まえって言ってるわけじゃないよ。必要なのは魔王が再臨すると見み越こして方針を定めて、適切な人材を配置することだ。それならキミにだって多分できるよ。だって商人とやること変わらないもの」

　この師匠からすれば、国難も商機も同じなのかもしれなかった。

「大体ね、フェルトフォルクの観点から言っても、セシリアさまは美少女だよあれ」

「び、美少女って。セシリアはもう一七歳だ、成人してるはずだぞ」

「そうだっけ？　人間のくくりはよく分からないね。まあとにかく、あんな美人を嫁よめにできる機会なんて、キミの人生には絶対ないよ絶対」

「それは間違いないわね」

　ミーリエルが意地の悪い笑えみを浮うかべる。

　実際、カレルも否定はできなかった。

　初めてセシリアの顔を間近で見たときのことを──オーガから彼女を救い出したときのことを思い出す。彼女を綺き麗れいだと思ったことは間違いない。伝説に謳うたわれる戦いくさ女め神がみのようだとさえ思った。

　そして、昨晩は彼女とベッドを共にした。それは文字通りベッドを共にしただけだが、隣で寝る彼女の体温を間近に感じたのは事実だ。彼女の柔らかい手が自分の体に触ふれたとき、無む性しように恥はずかしかったことは今も覚えてる。

「というかあたしも言わせてもらうけど、カレル。あんた女を口説くって絶対無理よ。結婚できるってだけでも、こんな機会逃のがすべきじゃないわ」

「ぜ、絶対ってなんだよ。俺だってその気になれば女の一人二人──」

「無理無理、これは性格の問題だし。あんたはまあ誠実な方だと思うけど、どうにも計算高いところがあるから」

「ごめんね。僕がそう育てたんだけど」とホルサ。

「でしょうね。女性を口説くのに誠実なのはいいけど、計算高いのはダメでしょ。口説くのを失敗したときのことまで考えて萎い縮しゆくするのがオチだから」

　一言も返せなかった。そもそも、女性を口説いたことすらないカレルである。

「じゃあミーリエル、おまえは本当に俺がセシリアと結婚すべきだと思うのか？」

「ま、一度ぐらいいいんじゃない？　魔王と対たい抗こうするためにもね。二〇年ぐらい経たって飽あきたらやめればいいのよ」

　エルフがそういう考え方だということは、カレルも知っていた。

　エルフにも結婚という概がい念ねんはある。ただ数十年、あるいは数百年も経てば、また別の異性と結婚──つまり重婚することが当たり前だという。永遠とも言われる寿じゆ命みようを持つエルフらしい価値観とも言える。

「ずっと前からホルサとも話はしてたのよね。カレルには見合いを強制しないと結婚は無理だって。それが公爵のご令れい嬢じようなら文句なんてないでしょ？」

「そうだよ。キミはセシリアさまと結婚すべき、はい決定。いいね？　嬉うれしいだろう、美人の嫁さんがもらえるなんて」

　いちいちセシリアの容姿に絡からめる。

　だが否定はできない。セシリアの波打つように綺麗な金色の髪かみ。ときどき鋭するどく、厳しくなる大きな瞳ひとみ。そして寝ね間ま着き姿を通して初めて見た、あの魅み力りよく的な体つき。カレルとて若い男だ。欲がないわけではない。セシリアを夫として抱だけると言われれば、その誘ゆう惑わくに勝つのは少々の困難が伴ともなった。

　一方で、セシリアを抱きたいからという理由で、彼女の意志を無視して勝手に決められた婚約を受け入れることにはひどく嫌けん悪お感があった。

「そもそも、セシリアはどうなんだ？　あいつ、どう見ても父親から結婚しろって言われたから受け入れたってだけだぞ？」

「そんなことないって、あたしには分かるわ。そりゃ突とつ然ぜん結婚を言い出されて戸と惑まどってるでしょうけど、あんたのことを嫌きらってるわけじゃないわ。まあこの後本当に嫌われるかどうかは、あんたの態度次し第だいだけど」

「同感だよ。大体、恋れん愛あい感情で結婚するなんて人間じゃあ平民だけだ。王家なんて全員残らず見合い結婚だし、セシリアさまも公爵閣下のご令嬢なんだ、結婚相手は親が決めることぐらい分かってるはずさ。でっぷり太ったワガママ貴族のお坊ぼつちゃんよりキミの方が多分マシだよ」

「いや、それにしたって……。セシリアにはもう他に意中の人がいるかもしれない。本当に愛し合った人と結婚することが一番の幸せだろ？」

「もう、この鈍どん感かんぶりよ。セシリアの反応見てたら、そんな男いるわけないって簡単に分かるわよ。もしいたらそれこそセシリアが反対してたはずよ」

「カレル、大体その考え方はおかしいよ。僕が教えた商人の信条第一条、忘れてないよね？　はい復唱して」

「……商人は、取引相手を幸せにすることを心がけるべし」

「その通り。人間はね、武力やら権力やらを盾たてに不平等な取引をするから、ちょいちょい戦争なんて起こすんだ。『すべての取引が平等に行われれば、争いなんて起きない』というのが僕たちフェルトフォルクの考え方だ。だから取引は常に平等に、困ってる人には貸しを作って、後で回収する。平等な取引こそが皆みなを幸せにするんだ」

　フェルトフォルクは本気でその信条を実行しようと全力で取り組んでいることを、カレルは知っていた。フェルトフォルクの遍歴商人が各地で信用され、彼らにのみすべての国境が開かれているのはそのためだ。

「だからキミはたとえ他人に決められた結婚だろうと、結婚した後で最終的にセシリアさまを幸せにできればそれでいいんだよ」

「で、できると思うのか、そんなこと」

「さてね、そもそも幸せの形なんて人それぞれだよ。この国の平へい穏おんが彼女にとっての幸せなのか、男として彼女を満足させられればそれで幸せなのか、それは分からない。ただ彼女の夫ということになれば、そのどれかの方法を実行できる、あるいは手伝える立場に立てるってことだ。今の時代、結婚する前から愛されようなんて虫のいい話なんだよ」

「人間も不自由なもんね。でもホルサの言ってることも分かるわ。そうでしょ、カレル」

　自分でも本当にセシリアを幸せにできるのかもしれない。そんな気にさせられるのが、ホルサの凄すごいところだった。

　事実、過去にホルサと討論しても勝った例ためしがない。それは今回も同様のようだった。
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　カレルは再びセシリアの寝しん室しつへと戻もどった。

　彼女はすでに身み支じ度たくを調ととのえ、寝間着姿からいつも通り公爵の娘むすめに相応ふさわしい身なりになっている。

　やはり綺麗だと思えた。《アレンヘムの聖女》などという肩かた書がきは関係ない、彼女自身の凜りんとした美しさに惹ひかれていることは認めなければならなかった。

「あら、もう散歩はいいの？」

「ああ。それより、大事な話がある」

　カレルは大きく息を吸った。これから口にすることは、ほんの数日前までまったく考えもしなかったことである。並々ならぬ覚かく悟ごと勇気が必要だった。

「セシリア」

「な、なによ？」

「悪いが、俺と結婚してくれ」

　セシリアの顔が赤くなった。

　しかしいつも通りの真面目な顔つきのままだったので、カレルは彼女が怒っているのでは──と心配することになる。

「本当に？　本気でそう言っているの？」

　その問いかけに対し、もしカレルが愛に満ちた口説き文句を口にしていたら、また違った未来があったかもしれない。

　だがミーリエルに指し摘てきされたことがあるように、カレルにそんな器用さはなかった。このときカレルは結果としては正しいが、後に後こう悔かいする返答をすることになる。

「このままじゃ確かに魔ま王おうが再臨してこの国は滅ほろぶだろう。だがそれを見越して対策を立てれば、まだ可能性はある。俺が公爵に相応しいなんて思えない。だがなにも知らない他のヤツに任せたくない。怖こわすぎる」

　セシリアは意外そうにカレルを見た。その顔に、みるみる冷静さが戻って行く。

「じゃああなたなら、魔王への対策ができるというの？」

「少なくとも一九八年前、魔王戦役でなにがあったかは多少知ってるつもりだ。《呪われた地》のことも多少詳くわしいつもりではいる。それにエルフとドワーフ、それにフェルトフォルクと繫つながりがある分、やりようもあるかもしれない」

「分かったわ。あなたがそう考えているのなら──」

「そ、それにな」

　半ば慌あわてたように、カレルは付け足した。すでに顔は真っ赤だった。

「覚えてるか？　俺たちが初めて会ったときのことを」

「……忘れようがないわ。あの村でのことは」

「あのとき、俺は女の子をかばっているあんた──い、いや、その、キミを見た。正直に言うとな、綺麗だと思ったんだ。いや、顔立ちとか見た目のことを言ってるんじゃない。あの状じよう況きようで、自分を顧かえりみず女の子の盾になろうとした、キミが綺麗だと思えたんだ」

「…………」

　セシリアは黙だまって次の言葉を待っていた。

「だからその、俺も冷静に考えたんだが、キミみたいな美人と結けつ婚こんできるのは嬉しいし、キミの力になれるとしても、それはそれで嬉しい……気がするんだ」
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　このとき、セシリアもカレルと同じように顔を紅潮させ、またやや混乱していた。

　まだ一七歳のセシリアである。公こう爵しやくの娘という立場上、他の貴族の子し弟ていから熱心な恋こい文ぶみだの愛の告白を受けたことがある。

　だがカレルのように、どうみても本気で、しかもこんな朝っぱらから一対一で、結婚してくれだの美人だの力になりたいだのと告白された経験はない。それだけでも気き恥はずかしく、頰ほおが赤くなるには充じゆう分ぶんだった。

（わたしは、最初からこの結婚を受け入れるつもりだった）

　理由は一つ、父からそう命じられたからだ。国と家のために結婚する。それが公爵家の娘の義務なのだ。

　だからカレルがどんな人物であろうと、結婚は受け入れるつもりだった。それでも、もしカレルの方が自分を好いてくれているというのなら、それはそれで嬉しい気がする。

　カレルに言われるまでもなく、初めて出会ったときのことが思い浮かぶ。オーガの斧おのからマノンを庇かばおうとしたあのとき、セシリアが抱いていたのは恐きよう怖ふだった。あの日に死ぬ夢はまだ見ていなかった。だからこそあんな大だい胆たんな行動が取れたのだが、それでも自身の夢が絶対だという確信は当時なかった。

　だからこそ、振ふり上げられた斧を見て恐怖を抱いだいた。自分が本当に死ぬという恐怖だ。

　その恐怖から救ってくれたのがカレルだった。駆かけつけてきたカレルを見たとき、心底安あん堵どしたのも、心強く思ったことも事実だ。

　そのカレルと結婚するなどとは思いもしなかったが、あるいはカレルならできるかもしれない。自分と同じように、恐怖に震ふるえる人々を救い出すことが。

　だからこそ、セシリアは次のように返事した。

「そう。なら──わたしも、あなたを夫として受け入れるわ」

「そ、そうか。助かる」
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　それからカレルは、セシリアを伴いアレンヘム公の寝室を訪おとずれた。

「二人して私の寝室に皆を呼び寄せたということは、返事が決まったのだな？」

「ああ」

　アレンヘム公の問いかけに、カレルは力強く頷うなずいた。

　セシリアに求婚した後なら、幾いく分ぶん返事もしやすかった。

「婚約の話、あらためて受じゆ諾だくする。俺みたいな馬の骨で悪いが、娘をくれ」

「……そうか」

　最初、アレンヘム公の返答は、それだけだった。

「一つだけ聞きたい。おまえはセシリアと寝ね床どこを共にし、自らが死ぬ夢を見たのだな？」

「ああ」

「セシリアの夫になるという意味を、分かっているのか？　昨晩見た夢をおまえは今後何度も見ることになる。耐たえられるのか？」

「その質問はいくらなんでもひどいぜ。セシリアはあの夢を毎晩見てるんだ、なら俺だって耐えてみせる。口にするまでもないだろう、そんなこと」

　このときハッとしたようにセシリアはカレルを見、その光景を見たアレンヘム公は苦く笑しようした。

「よくぞ言った。思い返せば私も妻と結婚するとき同じ言葉を義父に言ったものだ。あの夢を見てまだそう言える気き概がいがあるのならいい。セシリアはおまえに預ける。人並みで悪いが、幸せにしてやってくれ」

「努力する」

　カレルはふと思った。試ためしにセシリアと寝床を共にし、死の悪夢を見てみる──という提案に、アレンヘム公はまったく反対しなかった。下手をすれば娘の貞てい操そうにさえかかわる話だというのにだ。その理由も今なら分かる。

（公爵も亡なくなった奥さんに、自分が死ぬ夢を見させられていたはずだ）

　すなわち夢の恐怖に打ち勝つことが、次期アレンヘム公爵となる最低限の資格ということなのだろう。

「セシリア、このような形でおまえの伴はん侶りよを決める形になってしまったが、私はアレンヘム公爵家の当主だ。我が国に課せられた使命と、領民の幸せのためにはこれが最善の選せん択たくだと信じている」

「分かっています。わたしもお父さまと、未来の夫の選択を信じましょう」

　この凜り々りしい美少女が、自分の嫁よめとなるのだ。カレルとしては今だ奇き妙みような夢が続いているかのような感覚である。

「それで……公爵閣下。婚約が正式に決まったとして、一つ頼たのみたいことがある」

「言ってみろ。おまえは将来の義理の息子むすこだ、できる限りのことはしよう」

「親父や公爵閣下が生きてる限り、今すぐ《狂嗤の団》とこの国を俺が引き継つぐわけじゃないだろ？　だから今の内に根回しと地じ盤ばん固めをしたい。俺のような若造がいきなり上に立っても、受け入れられるようにな」

　アレンヘム公は一いつ瞬しゆん呆あつ気けに取られてから笑った。

「根回しに地盤固めときたか。なるほど、ホルサの弟で子しらしい提案だな。だがどうやって？」

「考えがある。セシリアの力をもう一度試してみたい。ただし、別の使い方でだ」











第四章　カレルとセシリア　後編
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《アレンヘムの聖女ハイルグ・フアン・アレンヘム》ことセシリアの婚約は、間もなく正式に発表された。

　その衝しよう撃げきは当然ながら大きかった。セシリアはアレンヘム公の一人娘むすめ。その婚約相手は将来的にアレンヘム公国ヘルトフドム・アレンヘムを引き継ぐことになる。しかも発表された婚約相手は、貴族の子弟などではなく、《狂嗤の団バルダー・ブリガーデ》団長の息子だったのだ。

　アレンヘム公国と《狂嗤の団》の関係は二〇〇年にも及およぶが、両者が直接婚こん姻いんで結ばれることは一度もなかった。それがついに一つになるというのだ。この時代、血の繫がりこそが最良の同盟とされており、両者の結びつきを強めるその決断について、歓かん迎げいする声は大きかった。しかし二〇〇年も続いた因習をなぜ今になって変えるのかと疑問を抱く人々は決して少なくなかったという。

　特に問題視されたのは、セシリアの婚約相手──カレルという人物の若さと地位だった。年ねん齢れいはわずかに一八で、しかも所属は第七隊。トロールトロルを倒たおしたという実績はすぐ知られるところとなったが、歴代最強ウエールガロゼ・クライガーを謳うたわれるコルネリウス切り込み隊長などには遠く及ばない。そのような若者に次期団長と次期公爵の地位を与あたえていいのかという不満は、当然のように噴ふん出しゆつした。

　もっともそれは、カレルも予想していた不満でもあった。それゆえカレルは父であるランメルト団長に頼み、《狂嗤の団》の幹部を呼び集めて緊きん急きゆうの会議を開くこととなる。
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《狂嗤の団》に所属する現役の傭兵フールリングは、全軍で四〇〇〇人ほどとなる。必要とあれば公国に雇やとわれた傭兵団としてどんな戦いも辞さないが、最強の傭兵団である彼らに喧けん嘩かを売る人間などまずいない。この一九八年間、彼らの主な敵は魔物グルエルだった。

　アレンヘム公国、ひいては五芒国フアイフステル・ランデンの守りの要かなめを傭兵に託たくしているのには大きな理由がある。魔物の侵しん入にゆうはいつあるか分からず、境界線バーケンランデン付近で守りにつく兵士たちは常に危険にさらされる。危険を厭いとわない兵士は、名めい誉よだけでは集まらないし、強制的に集めたとしても長期的に士気が維い持じできない。進んで戦いを求めるドワーフドウエルグのような例外もあるが、一番確実かつ手っ取り早い方法は、金で勇ゆう猛もうな戦士を集めることだった。

《狂嗤の団》の幹部──大隊長たちは、まさにそんな傭兵の体現者だった。誰だれもが自分の腕うでに自信を持ち、危険な魔物との戦いに進んで身を置く度胸を持った巨きよ漢かんたち。巨漢という点で唯ゆい一いつ例外があるとすれば、切り込み隊長のコルネリウスぐらいだろう。コルネリウスはカレルほどではないが幹部の中でも一ひと際きわ若く、体格に至っては誰よりも小こ柄がらだ。しかし彼が歴代最強の二つ名を持つことに異論を挟はさむ者は誰もいない。

　まず会議の口火を切ったのは、当然ランメルト団長だった。

「諸君も聞き及んでいるだろうが、私の息子であるカレルを次期団長とすることに内ない諾だくを得ておきたい。異論がある者はいるか？」

　居並ぶ大隊長たちは、積極的に賛成や反対を口にしようとはしなかった。代わりに、ランメルトの隣となりに座るカレルに視線を集中させる。

（当分はこんな品定めの視線にさらされるんだろうな）

　この先のことを思うと、カレルとしてはうんざりしたくもなる。だがこんなのは序の口なのだ。《狂嗤の団》団長兼けんアレンヘム公爵ともなれば、今以上の視線にさらされることになる。それに《アレンヘムの聖女》であるセシリアも、こんな視線にずっとさらされていたはずなのだ。未来の夫として、この程度で臆おくしてはいられなかった。

「では正直に言わせてもらうとしようかの」

　やがて一人の大隊長が口を開いた。ドワーフの大隊長、オルゴだ。

《狂嗤の団》に参加しているドワーフは少なくない。アレンヘム公国の南東、シナーリー山脈にはドワーフの王国として知られるストゥルール王国がある。アレンヘム公国を魔物から守ることは、彼らドワーフの王国を守ることにも繫つながる。それにエルフやフェルトフォルクと違ちがい、ドワーフには戦いを好む者が少なくない。

　そしてドワーフは、およそ歯に衣きぬ着せるということをしない。もし気に食わなければ容よう赦しやなく辛しん辣らつな意見を口にすることは間違いなく、カレルは緊きん張ちようして次の言葉を待った。

「しっかり食くい扶ぶ持ちさえ確保してくれるならば団長など誰でもよい。わしの部下もほぼ同じ考えだろう。その点、カレルとやらは商才があるとホルサから聞いたことがある。なら問題はない」

　意外にも反対されなかったため、カレルは心底安堵した。

　遍歴商人マルスクラームルホルサの名を知らぬ者は《狂嗤の団》にはいない。ホルサに頼めばどんな商品も仕入れてくれるし、故郷の家族にお金や手紙を届けてくれもする。ホルサの仕し業わざだろうが、意外なところで自分の評価を上げてくれていたようだった。

「俺も同感だ」

　次に発言したのは、マウリッツ大隊長だ。《狂嗤の団》屈くつ指しの巨漢で、コルネリウスがいなければ切り込み隊長を務めていたと名高い人物である。

「あんたの息子が次期団長になるとしても、今日明日の話ではないだろう。一〇年後か二〇年後か、それだけ時間があればしっかり育てる時間もあるだろう。後こう継けい者しやを今の内に定め、じっくり育てていくというならむしろ賛成だ」

　もっともな意見だったが、一点誤りがあった。現団長ランメルトは、女王陛下が崩ほう御ぎよし次し第だい、フィクトル総そう督とくが罠わなを仕し掛かけているであろう王都へ向かわなければならない。状じよう況きようによっては、すぐにでもカレルが団長にならざるを得ないのだ。

　そして、その懸け念ねんに気付いた者もいた。副団長を務めるトビアスだった。

「団長が決めたことなら私も従いましょう。ですが団長に万が一のことがあれば、一〇年後どころか明日明後日にもカレルが団長になるわけです。その場合、我々はよくても末まつ端たんの傭兵たちには納なつ得とくしない者も出るでしょう。しかも、カレルはトロールを討うち取ったと聞いてはいますが、それだけでは他の大隊長の名声に遠く及びません。もう一つ二つ大きな実績を積ませるべきです、それも早急に」

　冷静な指し摘てきだった。傭兵といえば血の気しかないような連中と思われがちだが、団長や副団長ともなるとこういった考えができる者もいる。

「コルネリウス、おまえの意見は？」

　ランメルト団長がコルネリウス切り込み隊長にわざわざ話を振ふったのは、彼が積極的に話をする性格ではない一方、その意見を無視することもできないためだった。

「俺に聞くのか？　答えは分かってるだろう」コルネリウスは面めん倒どう臭くさそうに応じた。「俺を最前線に放ほうり込んでくれるなら、それが俺にとって最良の団長だ」

　ふてぶてしい態度だが、彼ならば許される。そもそも切り込み隊長は誰よりも真っ先に敵のただ中に突つっ込こんで暴れ回ることが求められる。そういう意味ではもっともな回答でもあった。

「他になにか言いたいことがある者は？　よろしい、一通り意見は出で揃そろったようだな」

　発言する者がいなくなったところで、ランメルトが議論をまとめにかかる。

「カレルに実績が足りないという意見はもっともだ。ただそれについては考えがあってな。カレル、おまえから言え」

「分かった」

　カレルは立ち上がりながら大きく深呼吸した。

　自分より年上で、自分より屈くつ強きよう、かつ自分より戦績のある戦士たちを前に、自分の意見を主張するのはかなりの勇気が要いった。それでもセシリアに「結けつ婚こんしてくれ」と言うのに比べれば──となんとか自分を鼓こ舞ぶする。

「みんなの意見はもっともだと思う。俺だって年下の名前も知らないようなヤツがいきなり上司になるのはゴメンだ。だから一つ提案がある。一〇日後、コルネリウス切り込み隊長に決けつ闘とうを申し込みたい」

　屈強な傭兵たちも、驚おどろきを隠かくさなかった。

「切り込み隊長、頼みがある。もし俺が無様な戦いをした場合は、容赦なく俺を殺してくれ。だが俺が勝てたら──とは言わない、せめて善戦できたなら、命だけは助けてもらえると助かる」

「なるほど、面おも白しろいことを考えたな」

　口を開いたのは巨漢の大隊長マウリッツである。

「団長に求められるのは強さではないが、ロクに戦えん若造の命令に従いたくもない。だがコルネリウスが認めるだけの強さがあるのなら、納得もしよう。しかしなにも命まで懸かけなくてよかろう。負けたなら団長となるのを諦あきらめればいいだけの話だ」

「それは駄だ目めだ。若造の分際で次期公こう爵しやく、次期団長とおだてられた挙げ句、弱いと罵ののしられて生き恥はじをさらすぐらいなら殺された方がマシだ。誰だってそう思うだろう？」

　ドワーフのオルゴ大隊長が、豪ごう快かいに笑い出した。

「ふわっはっはっは、よう言うた！　そうだ、地位も名誉も命を懸けてこその武人よ。コルネリウス、引き受けてやれ。未来の団長たり得る資格があるか、歴代最強の二つ名を持つお主が試ためしてやれ」

「戦うことに異存はない」話を振られたコルネリウスは、即そく答とうした。「だがランメルト、本当に殺していいのか？　一応おまえの息子なんだろ？」

「本人の望みだ、好きにやってくれ。それに息子は他にもたくさんいる、一人二人減ることなどいつも覚かく悟ごしている」

「分かった、ならいい」

　短く必要なことを言うと、コルネリウスは黙だまり込んだ。

「話は決まったな。では一〇日後、野外訓練場でカレルとコルネリウス切り込み隊長の決闘を行う。私の息子に未来の団長たり得る資格があるか、見定めたい者は自由に見学していいと周知してくれ」

（これで手順の一つは整ったな）

　カレルは安あん堵どの息を吐はいた。

　残る問題はただ一つ、これから毎晩、セシリアがベッドを共にしてくれるかである。
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「それで、なんであなたはまたわたしの寝しん室しつに来てるの？」

　その日の夜。カレルはセシリアの寝室を訪おとずれ、入り口で立ち往生していた。

　セシリアはわずかしかドアを開けてくれず、その隙すき間まから険しい視線で睨にらみつけてくる。晴れて婚こん約やく者しやになったとはいえ、さすがにまだ警けい戒かいは厳しいらしい。

「許せ、信じて欲しいんだが別に夜よ這ばいしにきたわけじゃない。ただ、あの死の夢をしばらく俺にも見させて欲しいだけだ」

　セシリアは意外そうな顔をした。

「信じられないわ、あんな苦痛でしかない悪夢なのよ？　無理に毎晩見る必要もないでしょう？」

「そうもいかない。俺があの切り込み隊長と命をかけた決闘をするって話は聞いたか？」

「ええ、一応は」

「なら話は早い。説明するから入っていいか？」

「……どうぞ」

　ついにドアが開いた。先日と同じ、薄うすい寝ね間ま着きに身を包んだセシリアの全身が露あらわになる。やはりその格好を見られるのは恥はずかしいのか、両りよう腕うでを組むようにして少しでも身を隠そうとしていた。だがその仕草が逆に新しん鮮せんで綺き麗れいだと思う。

「それで、どういうことなの？」

「だから実験してみたいんだよ。俺は一〇日後、切り込み隊長と命がけの決闘をすることになった。それで俺の見る夢の内容が変わるかどうかをな」

「それは変わるでしょう、魔王戦役グローテ・オールログのときだってそうやって勝ったことは証明されてるんだし。でもあなた、このままじゃ切り込み隊長に殺されるってことよ？」

「だからもう一つ実験してみたいんだ。切り込み隊長と決闘して殺される悪夢を見られるってことは、夢の中で決闘の練習ができるってわけだ。一〇日後までに訓練を積めば、切り込み隊長より強くなれるかもしれない。そうなれば俺は間違いなく次期団長として受け入れてもらえる」

「……馬ば鹿かなの、あなた。切り込み隊長は二〇〇年の歴史を持つ《狂嗤の団》でも歴代最強って言われてる人なんでしょ？　たとえ夢の中で決闘できたからって、勝てると思ってるの？」

「分かってる。トロール二匹ひきを瞬しゆん殺さつするところを見たこともあるしな。まあギリギリまでやってどうしても駄目そうだったら別の手を考えるさ」

「それもそうね。いざとなったら病気ってことで延期にでもすればいいんだし」

　セシリアは納得したようだったが、そんなことは絶対にできないという決意がカレルにはあった。いかなる理由であれ、決闘直前になって逃にげ出した輩やからに、団長の地位は絶対引き継つげないだろう。

　どのみち、切り込み隊長に殺されるならそれまでだという思いもあった。セシリアという高たか嶺ねの華はなと自分の身分を合わせるなら、それぐらいのことはするべきなのだ。

「まあそんなわけだから、しばらく俺と一いつ緒しよに寝ねてくれ。なんだったら、手足を縛しばってくれてもいいから」

「……別にそこまでするつもりはないけど。あなたはもう経験したでしょう、痛みまで感じる夢なのよ？　なんで少しも躊ちゆう躇ちよしないの？」

「未来の俺の嫁よめは、その悪夢を毎晩見てるんだろ？　公爵閣下の前でも言っただろう、夫となる以上はそれに付き合えるぐらいじゃないと」

　セシリアはため息を吐ついた。

「そう言われたら拒きよ否ひできないじゃない。分かったわ、それならしばらく同じベッドで寝ることだけは許してあげる。でも分かってるでしょうね？　変なことしたら大声上げるわよ？　まだ正式に結婚したわけじゃないんだし」

「分かってる」

　少し残念に思うカレルだった。

　二人で共に同じベッドに入る。これから男女らしいことをするわけではないが、自然と無口になる。

「ねえ。わたしも何度も見かけたことはあるけど、コルネリウス切り込み隊長って強いんでしょう？」

　沈ちん黙もくに耐たえきれなかったのか、セシリアが口を開いた。

「強い。本当に強いなんてもんじゃなかった。俺たちはトロール一匹倒たおすのに二〇人がかりで大量に死傷者を出した。だけど切り込み隊長はトロール二匹を敵に回して傷一つ負わずに笑いながら勝った。人間離れにもほどがあると思ったな」

　セシリアの手が、カレルの腕に触ふれた。

「簡単に殺されたりしないでよ？　大々的に発表された婚約者に死なれたら……わたし、どうしたらいいか分からないわ」

「努力する」

　形としては親に決められた婚約者であるとはいえ、セシリアにそう心配してもらえることが嬉うれしく、カレルはこれから体感する死への恐きよう怖ふを忘れ去ることができた。
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　決闘の日はあっという間にやってきた。

《狂嗤の団》の野外訓練場には、試合用の闘とう技ぎ場がある。普ふ段だんは隊長や大隊長を選出する一対一の試合で使われる闘技場は、今日だけは見世物の場として注目を集めていた。前線に出ていない団員たちのほぼすべてが集まって一つの闘技場を取り囲み、決闘の開始を今か今かと待ちわびているという有様だった。

　カレルはそんな団員たちが作った道を一人悠ゆう然ぜんと歩き、闘技場へと近づいた。今日の主役の存在に気付いた団員たちが、歓かん声せいを上げ始める。これから始まる娯ご楽らくを楽しもうという顔つきだった。

　多くの団員にとって、次の団長が誰だれであろうとそう興味があるわけがないのだ。《狂嗤の団》は《呪われた地フエルドウームデ・ラント》からやってくる魔物を討とう伐ばつするという明白な目的があり、二〇〇年もの時を経て、そのための機能はほぼ完成している。団長が誰であってもやることにそう代わりはない。求められるものと言えば、次の三つだということは誰もが知っていた。

　報ほう酬しゆうを払はらってもらうこと。

　自分に万が一のことがあった際、家族を養ってもらうこと。

　傭兵を引退したあとの生活を保障してもらうこと。

　その点、カレルという人物はそれなりに商才があるという話が、フェルトフォルクのホルサによって広められている。ならば父のランメルト団長のようにそれなりにうまくやってくれるのではないか──という空気は広がっていた。

　ただ、嫉しつ妬とという感情も多少はあるに違ちがいなかった。ほとんどの団員は、カレルより年上だ。そんな彼らからすれば、団長の息子むすこというだけで大した実績もない人物が団長になり、しかも《アレンヘムの聖女》を嫁にして次期公爵になるという話は、妬ねたむに充じゆう分ぶんだった。

　ところがカレルは、「もし自分に資格がないのから斬きり殺せ」とコルネリウス切り込み隊長に命令した。それはただの芝しば居いかもしれないが、少なくとも団員たちの切り込み隊長への信しん頼らいは極きわめて厚い。寡か黙もくだが誰よりも真っ先に危険な戦地へ切り込み、誰よりも多くの魔物を倒たおし、結果的に多くの仲間を救ってきたのがコルネリウスだ。コルネリウス切り込み隊長なら、カレルに団長の資格なしと分かれば容よう赦しやなく斬り殺すだろう。逆にもしカレルが切り込み隊長と多少なりとも対等に戦えるのなら、次期団長と認めてもいい──そんな空気があった。

　それどころか、「切り込み隊長の戦うところが見られるなら」という理由で見学に来ている団員すら少なくないのでは、と思えた。それは周囲から聞こえてくるかけ声が証明している。たとえばカレルに対して「死ね！」などと罵ば倒とうの声を上げる者などいなかった。切り込み隊長が本気なら、結果は見えているからだ。代わりに飛んでくる声は次のようなものである。

「相手は切り込み隊長だ、逃げても恥じゃねえぞ!!」

「指一本触れられたら認めてやらぁ！」

「死んだら聖女さまは俺がもらってやる！」

（セシリアはやらないぞ）

　最後の声にだけは精せい一いつ杯ぱい心の中で反応する。セシリアはいい女だ。最近本当によくそう思う。気が強いのは確かだが、優やさしいところもある。特に膝ひざ枕まくらがいい。あの柔やわらかい太ふと股ももに後頭部を乗せると、時折額に豊かな乳ち房ぶさが当たることもある。あの膝枕をしてもらえるだけでも、セシリアの婚約者になれたことは喜ぶべきだった。今いま更さら誰だれか他の男に取られるのはまっぴらだった。

　多くの視線が集中する中、気負うことなく闘技場に上がる。闘技場には、すでに父であるランメルト団長と、そして決けつ闘とう相手となるコルネリウス切り込み隊長が待っていた。コルネリウスは相変わらずいつもの無表情だ。なにかに怒おこってるわけでもなく、無気力というわけでもない。ただおよそ感情というものが感じられないだけだ。

　闘技場のすぐ横にはミーリエルとセシリアの姿もあった。これから自分はコルネリウスに殺されるかもしれないのだ。できれば二人には見ていてもらいたくはなかったが、当の二人が最後まで見届けると聞かなかったのだ。

（しかし、二人並べて座らせることはないだろうに）

　セシリアは公こう爵しやくの娘むすめであり、ミーリエルは今や公爵の賓ひん客かくである。粗そ末まつな席は与あたえられないのだろうが、なんとなく妙みような気分になる。

「ではこれより両者の決闘を始める。説明は不要だろう。両者、構えよ」

　父の言葉で、カレルは剣けんを抜ぬいた。

「最後に確かく認にんするが、本当に殺してしまっても構わないんだな？」

　コルネリウスが淡たん々たんとした声で問いかけてくる。雑草を刈かるか刈らないかと確認してるかのようだ。

「構わない。これほど多くの団員の前で無様な決闘をすれば、もう俺に生きる価値はない。そのときは慈じ悲ひのつもりで殺してくれ」

「分かった」

　コルネリウスは細剣を抜いた。《狂嗤の団》で細剣を使う者は他にいない。強きよう靭じんな魔物を斬り裂さくにはあまりに頼たよりなく、女子供の武器と笑われるのがオチだからだ。

　ところが人知を超ちよう越えつした俊しゆん敏びんさを持つコルネリウスが細剣を扱あつかえば、たちまち竜たつ巻まきのごとき凶きよう器きと化す。戦場を風のごとく跳とび回り、その細い剣で何百ものゴブリンやオーガオーグルの首を斬り裂き、貫つらぬいてきたのだ。

「では……始め！」

　父の合図と同時に、コルネリウスが地を蹴けった。

　そして次の瞬しゆん間かん、カレルは細剣で心臓を貫かれていた。

（…………あれ？）

　心臓を貫かれれば人は即そく死しすると聞いていたが、意外なことにまだ少しだけカレルの意識は残っていた。体全体への衝しよう撃げきは強く、痛みもある。だが死ぬほどの痛みかと言われるとそれほどでもない。出血も意外なほど少ない。ただ胸の内側から、火のような熱さが広がるような感かん触しよくがあった。

　細剣が引き抜かれた。まるで体の中身を引きずり出されるような嫌いやな感覚が全身に広がる。だがそれもわずかな間だけで、間もなく視界に闇やみがかかり始めた。この経験には覚えがある。別の夢の中で、灰グライズエルフの放った矢に首を貫かれたときと同じだ。

「この程度で死ぬのか？　ならまあ、死んだ方がいいだろう」
















　コルネリウスの声が、かろうじて聞き取れる。

（まったくその通りだ。礼を言いたいぐらいだよ）

　カレルはそう口にしようとしたが、もはやそれだけの力は残っていなかった。いつの間にか足から崩くずれ落ちていたのだろう、気がつけば闘技場の上に倒れ、コルネリウスを見上げるような格好になっていた。

「カレル！」「カレル！」

　セシリアとミーリエルの叫さけび声がした。最後の力を振ふり絞しぼって声の方を見ると、泣きそうな顔をしているミーリエルとセシリアの姿が見えた。

（ああ。なんだかんだ言って、二人とも結構心配してくれたのか……）

　カレルの意識は、そこで途と絶だえた。
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「……起きたの？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　カレルが目を覚ますと、やはり前回と同じようにセシリアの端たん整せいな顔が目の前にあった。後頭部には柔らかく温かな感触がある。膝枕だ。

「そうだった、夢だったな……」

　何度経験しても慣れるものではないらしい。思わず心臓に手を当てる。細剣を引き抜かれたときの嫌な感触のことはまだよく覚えていたが、少なくとも今そこに傷はない。

「聞いてくれ、いい話がある」

　セシリアの膝枕から逃にげたくはなかったが、そのままの姿勢で話せることでもない。カレルは太股の誘ゆう惑わくからどうにか抜け出すと、セシリアと向き合うように座り直した。

「あなた、殺される夢を見た直後でしょう？　よくそんなこと言えるわね？」

「夢は夢だろ、こうして無事なんだからそれでいい。そんなことより、夢の内容は変えられたぞ。灰エルフに殺される夢から切り込み隊長に殺される夢に変わったんだ」

「だから、夢に基もとづいて行動すれば未来が変わるって話はしたでしょう」

「いや、自分で体験してよくわかった。未来を変えられるってのはすごいことだぞ。それにしても切り込み隊長もすげえよ、本当に躊ちゆう躇ちよ無く俺を殺しやがった」

　仮にもコルネリウスが相手にしたのは、団長の息子で公爵の一人娘の婚こん約やく者しやだ。いくら本人に頼たのまれたとしても、普ふ通つうは殺すのに躊躇しそうなものだ。

　だがコルネリウスは躊躇せず一撃でカレルの心臓を貫くと、「この程度か」と呟つぶやいた。本当に戦うこと以外どうでもいいのかもしれない。

「それでどうするの？　あなたは一〇日後に切り込み隊長に殺されることになったわけでしょ？　本当にこのまま毎晩同じ夢を見続けるつもりなの？」

「ああ。寝ねる度たびに切り込み隊長と死ぬ気で訓練できるんだ、一〇日もあれば俺も多少強くなれるだろうし」

「信じられないわ、よくそんなことする気になれるわね？　被ひ虐ぎやく趣しゆ味みでもあるの？」

「おまえだって同じだろ。毎日あの夢を見続けてるわけなんだから」

「だって、わたしは《アレンヘムの聖女》なんだから」

（ひどい理由だな、それ）

　カレルは内心で憤ふん慨がいした。

　セシリアは自分の意志よりも先に、国や父のために我が慢まんしようとしているからだ。

「それにわたしはもう何ヶ月もあの夢見続けてるのよ？　いい加減慣れたわ」

「ウソだな。あんな現実そのものの夢を見慣れるはずがない。いや、今の夢は見慣れても、また未来が変われば違う夢を見るんだろ？　だったら耐たえるにしても、二人で耐えた方がいくらかマシだろう」

「……そうかしら。苦労を背負い込むのは一人で十分だと思うけど」

「俺はそうは思えないな。それに殺されて目が覚めたとき、目の前に知ってる誰かがいてくれるとほっとしないか？」

「……そんなこと、あんまり試ためしたことないし」

「俺は目を覚ましたときおまえがいてくれるとほっとする。ま、試しに今度おまえが悪夢で苦しんでるところを見たら、俺が膝枕してやるから」

「それは遠えん慮りよしておくわ、なんだか堅かたそうだし」

「そうか、残念だ。とにかくまだ朝には早いみたいだし、俺はまた切り込み隊長と一いつ騎き討うちしてくるよ」

　カレルは再びベッドで横になった。

　とにかく今は次の検証が必要だった。未来は変わった。灰エルフに殺される未来から、切り込み隊長に殺される未来に。

　問題は、切り込み隊長に殺される未来を回かい避ひできるかだ。まさかたった一撃で殺されるとは思わなかった。だが、手の内さえ分かれば対処はできる。検証するには、また寝てみるしかなかった。
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　カレルの訓練は連日連夜続けられた。

　昼は夢での経験に基づき、切り込み隊長に勝つための技わざを研究する。そして夜はセシリアと共に眠ねむり、切り込み隊長に決闘を挑いどむという日常だ。

「ふう。また駄だ目めか」

　セシリアの横で目覚める度、カレルはそう口にすることとなる。

　今見た夢を思い出す。単純に寝起きで頭がぼーっとしているせいか、細部までは思い出せないこともあったが、肝かん心じんなところだけは非常によく覚えている。闘とう技ぎ場の上で、カレルは再びコルネリウスと対たい峙じした。以前のように、最初の一ひと突つきで殺されたりはしなくなっていた。どれだけ早い突きであろうと、来ると分かっている攻こう撃げきを避さけることは難しくなかったのだ。

　だが、そこから先が一向に進展しなかった。最初の突きをかわしても、反撃する間もなく叩たたき込まれる連撃をかわすことができず、あっさり斬きり殺される。しかも今日の死に方は急所を下手に外してしまったようで、過去にないほど痛かった。

（切り込み隊長の強さはおかしいだろ……）

　誰だれもが口を揃そろえて歴代最強と呼ぶのもよく分かる。人間を超越してるとしか思えない切り込みの速さは、どれだけ訓練を積んだとしても対応できるとは思えない。

　普通なら、相手の攻撃を受け止めればその反動で相手は体勢を崩し、こちらに反撃の機会が回ってくるはずなのだ。それに切り込み隊長の一撃は尋じん常じようじゃない速さだが、あの小こ柄がらな体格のせいか決して受け止めきれないほどではない。

　だがコルネリウスは、攻撃を防がれた後の体勢の立て直しがあまりに早過ぎる。こちらが一つの動作をする間に、三倍ぐらいの速さで対応してくるのだ。

　後手に回ると反撃できないのならと、先手を取ろうと試みた夢もあった。だが早々に失敗した。切り込み隊長の動作はあまりにも早く、先手を取ること自体が不可能だった。

（一体どうすればいい？　とにかくしのぎ続ける練習をしてみるか？）

　今はそれしか思いつかなかった。結末はどうあれ、今は寝直すだけでコルネリウスのような最強の傭兵と命がけの訓練ができるのだ。冷静に考えれば、これほど凄すさまじい特訓もない気はする。

　と、そのとき隣となりから呻うめくような声がした。セシリアだ。

（悪夢にうなされてるのか。やっぱり、あんなの慣れるわけがないよな）

　放ほうっておけるわけもなく、カレルはいつもセシリアがしてくれているのと同じことをした。膝ひざ枕まくらをして、額の汗あせを拭ぬぐったのだ。

　やがて、膝の上でセシリアが目を覚ました。

「……確かに、目が覚めたらすぐ視界に入るのがあなたの顔というのも不思議な気分ね」

「不思議ってなんだよ。だが言った通りだろ？　目覚めたとき知った顔があると多少気分もマシになるってもんだ」

　死を体験するということは、ほとんどの場合において自分を殺した誰かの顔を見ながら死ぬことになる。だからこそ、カレルも目が覚めたときに綺き麗れいなセシリアの顔があると安心できるのだ。それはきっとセシリアだって変わらないはずなのだ。

「ねえ。わたしも、最近見る夢の内容が変わったんだけど」

「あり得るだろうな。俺はおまえの夢を見て行動した結果、未来が変わったんだ。おまえもその影えい響きようを受けてないとは思えないしな。それで、どんな夢だ？」

「殺される場所がどこかの街かい道どうになったの。わたしは領民たちと避ひ難なんしてるところを襲おそわれて殺されたわ。まあ、あなたはいなかったけど」

　セシリアは言いよどんだ。

　つまり、それはコルネリウスに殺された未来ということだろう。

「襲ってきたのは、馬に乗って弓を使う灰エルフの一団か？」

「ええ、そこだけは以前と変わらないわ」

　魔王戦役において、魔王に与くみしたという灰エルフたち。カレルが灰エルフに殺された夢を見たときも、まるで逃げているところを追撃されて殺されたようだった。魔王の再臨に伴ともない、灰エルフたちもまた魔王の先兵となることだけは間ま違ちがいないらしい。

「ま、二年後の話を今しても仕方ないわ。それよりあなたの方は生き残れそうなの？」

「いや、まだ勝てる気がしない。切り込み隊長の強さは本当に尋常じゃない。一体どうやったらあの若さであんなに強くなれるんだ？」

「魔物に襲しゆう撃げきされたどこかの村の生き残りってウワサは聞いたことあるけど。そんなことより、本当になんとかなるんでしょうね？　婚約者が身の程ほど知らずの決けつ闘とうを挑んで殺されたとなったら、わたしどんな顔で葬そう式しきに出ればいいか分からないわ」

「分かってる、そこは心配しなくていい」

　少なくとも多少は切り込み隊長と戦えるようにはなっている。身の程知らずの決闘と言われることはないと思うのだ。まだ死ぬことが確定してるとはいえ。
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　ついに決闘の日がやってきた。

　カレルにとっては見慣れた日でもあった。毎晩、夢にうなされ寝直す度にこの日を体験しているのだ。もはや一〇回、二〇回では足りないほどだ。

（夢か現実うつつか、咄とつ嗟さに分からなくなってくるな）

　だが、今日という日は紛まぎれもない本物だ。今日死ねば、カレルという一個人は終わる。

　夢と同じように、闘技場周辺は、野次馬の傭兵たちで溢あふれていた。飛んでくる野次にも聞き覚えがあった。

「相手は切り込み隊長だ、逃げても恥はじじゃねえぞ!!」

「指一本触ふれられたら認めてやらぁ！」

「死んだら聖女さまは俺がもらってやる！」

「うるせえ！　セシリアはやらないぞ！」

　五回目ぐらいから、最後の野次には怒ど鳴なり返すようにしていた。なんとなくその方が気合いが入るのだ。それになぜか周囲のウケもよかった。傭兵は欲ほしいものを実力で勝ち取るもの──という気風があることも一因だろう。

　闘技場には、いつも通り父であるランメルト団長と、コルネリウス切り込み隊長が待っている。そう、この技場にいるのは切り込み隊長だけではない。父もいるのだ。

「これより両者の決闘を始める。もはや説明は不要だろう。両者、構えよ」

　何十回も聞いた寸すん分ぶん違たがわぬ父の言葉を合図に、カレルは剣けんを抜ぬいた。

　すぐ傍そばには、夢で見た通りセシリアとミーリエルの姿が見える。彼女たちに自分が死ぬところを見せたくはないが、今彼女たちを気に懸かけている余よ裕ゆうもない。

　この後、「本当に殺して構わないんだな？」とコルネリウスが淡たん々たんと訊たずねてくることをカレルは知っている。そのやり取りも面めん倒どうなので、先に言っておくことにした。

「切り込み隊長、ここで俺が無様な決闘をすればもう生きる価値はない。そのときは慈じ悲ひのつもりで殺してくれ」

「いいだろう」

　コルネリウスも細剣を抜いた。

「では……始め！」

　父の合図と同時に、コルネリウスが地を蹴けった。

（来る！）

　まばたきすらできない超ちよう高速の一撃だ。

　だが何十回も身をもって体験すれば対処は可能だ。しかも、狙ねらいが自分の心臓だと分かっているなら尚なお更さらだ。

　カレルは構えていた剣をわずかにずらし、剣の腹の部分で心臓の前をわずかに守った。

　それで充じゆう分ぶんだった。細剣の切っ先は、カレルの剣に弾はじかれた。さすがのコルネリウスも、超高速ゆえにその突きの軌き道どうを瞬しゆん時じに変えることは不可能なのだ。何度もその一撃を食らったからこそ可能な対処ではあったが。

「なに？」

　必殺の一撃をかわされ、コルネリウスがわずかに動どう揺ようする。

　周囲の傭兵たちもどよめいた。それほどにコルネリウスの一撃は高速で、だからこそそれを防いだカレルに驚おどろきを隠かくせなかった。

　しかもコルネリウスは全力の突きを防がれ、わずかに体勢を崩くずしている状態だ。夢の中で、カレルは幾いく度どとなくこの機に攻こう勢せいに出た。そしてそのすべてをコルネリウスに防がれ、返す一撃で斬り殺されてきた。

　コルネリウスと正面から斬り合っても倒たおすことはできない。コルネリウスに勝つには、奇き策さくしかあり得ないのだ。カレルは再び剣を正眼に構え、コルネリウスの次の手を待った。

「少しはやるな」

　コルネリウスはそう小声で口にすると、すかさず攻勢に出た。

　問題はここからだ。コルネリウスは先ほどのような強力な一撃を控ひかえ、斬ざん撃げきを繰くり返してきた。しかも、一撃一撃が信じられないほど速い。

　だが太た刀ち筋は見切っている──というより覚えている。ひたすらに剣で斬撃を防ぎ、突き出された細剣は剣の腹で防ぐ。

　反撃はしない。こちらの一つの行動に対し、コルネリウスは三の行動ができる。生半可な反撃は絶対に通用しない。だが守備に徹てつすれば──夢で体験したことを繰り返すだけならば、対処はできる。幸いコルネリウスの武器は細剣。一撃一撃が必殺の鋭するどさを持ってはいても、威い力りよく自体はそれほどでもない。適切に防ぼう御ぎよすればしのぐことはできる。

　周囲の傭兵たちからは、どよめきが絶えなかった。かつて切り込み隊長とここまで斬り合った傭兵はほとんどいないからだ。トロールでさえコルネリウスの前では一〇秒と保もたない。

「なかなかいい守りだ。それで、次はどうする？」

　早口でコルネリウスは言うと、間かん髪はつ入れず斬撃を繰り返した。一三度目となる猛もう烈れつな突きをどうにかかわす。

（次だ！　大おお振ぶりが来る！）

　それはコルネリウスには珍めずらしい強打であり、二つの意図が隠されていることをカレルは知っていた。強力な一撃でカレルの防御を打ち砕くだくことと、スキをわざと見せることでカレルの反撃を誘さそうことだ。実際、カレルはこの強打をしのいだ後、守勢に回り続けても殺され、反撃に出ても殺される夢を見ていた。

　コルネリウスと正面から斬り合っては勝てないと、そのとき思い知らされた。勝つにはもっと意表を突つく手を使わねばならなかった。

　幸い方法はある。この闘とう技ぎ場にいるのは自分とコルネリウスだけではない。もう一人、審しん判ぱんを務めている父親がいる。

　カレルはコルネリウスの強力な一撃を受け止めると、その反動を活いかして父の傍へと跳とんだ。いきなり息子に近寄られ、反応できないでいる父親の腰こしに腕うでを回し、自分の足を絡からめる。

　父をコルネリウスに向かって投げ飛ばした。オーガすら易やす々やすと投げ飛ばす、ドワーフ直じき伝でんの体術だ。

（これで！　勝てるはずだ！）

　コルネリウスと斬り合って勝つ方法は、結局見つからなかった。ならば父親を盾たてにして意表を突こう──。その策を思いついたときから、夢の内容が変わった。コルネリウスに殺される夢は見なくなったのだ。つまり、この方法なら勝てるのだ。

　逆に言えば、ここから先がどうなるかを夢で見たことはない。だが、毎日毎晩訓練を積んだカレルは、最善の行動を自然に取っていた。

　団長を投げつけられ、コルネリウスはさすがに判断に迷ったようだった。強打を出した直後だったため、かわすこともできない。かといってコルネリウスの小こ柄がらな体格で団長を受け止めれば、戦うどころではなくなるだろう。

　結果的にコルネリウスが選んだ道は──躊ちゆう躇ちよなく団長を蹴り飛ばすというものだった。

　すかさずカレルは斬きりかかった。さすがのコルネリウスも、大の大人を蹴り飛ばした直後では足を封ふうじられ回かい避ひはできない。全力の一撃をコルネリウスに振ふり下ろした。

　カレルは勝利を確信した。コルネリウスがその一撃を受け止めることは簡単だろう。しかし、その細い剣が耐たえられるはずがない。切り込み隊長の武器をへし折ったとなれば、立派な勝利だ。

　だが、コルネリウスが歴代最強の名を失うことはついになかった。コルネリウスは逃にげることも細剣で受け止めることもできないと悟さとると、躊躇無く細剣から手を放した。そして自由になった右手で、剣を振り下ろそうとするカレルの腕を無造作に押しのけた。

「え」

　あまりにも突とつ然ぜんに、腕の軌道が変えられたのだ。カレルの一撃はコルネリウスにかすりもせず、堅かたい地面に叩たたきつけられる。

　すかさずコルネリウスは左手を握にぎりしめると、無造作にカレルの顎あごを殴なぐりつけた。

　頭全体にガツンという衝しよう撃げきが響ひびき渡わたった。あまりの速さになにが起こったか咄嗟に把は握あくできない。

　気付いたとき、カレルの目の前には青い大空が広がっていた。闘技場の上で、大の字になって倒れていたのだ。

　周囲からコルネリウスの勝利を称たたえる歓かん声せいが沸わいた。

（なんだこれ!?　駄だ目めじゃないか！　負けてるじゃないか！）

　悠ゆう然ぜんとした足取りでコルネリウスが近づいてくるのが分かった。その右手には再び細剣が握られている。

（殺される!?　こんな夢は見てないぞ！）

　だが幸いなことに、コルネリウスが細剣を振り上げることはなかった。ただカレルの傍に立って語りかける。

「まさか、自分の父親を盾にするとはな」

　即そく座ざに返事をすべきだった。ひょっとしたら、トドメは刺ささないでくれるのかもしれない。

「あ、ああ。別にいいだろ、息子むすこに団長の座を押しつけようとしてる父親だ。俺のためなら喜んで死んでくれるだろうと思ったんだ」

「育て方を間ま違ちがえたか……」

　父の苦く笑しよう交まじりの声が聞こえた。

　コルネリウスは少しだけ唇くちびるの端はしを上げた。もしかして笑っているのでは──とカレルが気付いたのはしばらく後のことである。

「ふん、おかげで意表を突かれた。団長ともども斬り殺すのは簡単だったが、さすがに後が面倒だからな」

「そうだな。今俺と団長が死ねば、次はあんたが団長にって声が高まるだろうな」

「そんな面倒はゴメンだ。面おも白しろい、いいだろう。殺すのはやめだ。おまえを次期団長として認めてやる」

　コルネリウスの宣言に、周囲の傭兵たちがどよめいた。

《狂嗤の団》歴代最強を謳うたわれる切り込み隊長が、カレルを認めたのだ。その判断を非難できる者など、《狂嗤の団》には誰だれ一人としていない。実際、彼らはカレルがコルネリウスの強きよう烈れつな斬撃を何度もしのぐところを見ている。文句のつけようがなかった。

　この日より、カレルは《狂嗤の団》次期団長として、そして次期アレンヘム公こう爵しやくとして受け入れられていくこととなる。
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《アレンヘムの聖女》ことセシリアの日常は、このところ大きく変わりつつあった。

「この度たびはご婚こん約やくおめでとうございます」

　家臣だろうが侍じ女じよだろうが客人であろうが、誰に会ってもまずそう言われる。

（まあそれはいいわ。婚約者が決まればそういうものでしょうし）

　だが、話が正確に伝わっていなかった。

「なんでもカレルさまは、セシリアさまの婚約者となることを懸けて切り込み隊長に決けつ闘とうを挑いどんだとか。なんともすばらしい婚約者ではないですか」

（そんな話じゃなかったと思うんだけど）

　正確には、婚約者ではなく《狂嗤の団》の次期団長として認めてもらうために決闘を挑んだのだ。だが、婚約や決闘という印象的な単語が並んだ上に、ほぼすべての人々の情報源は伝聞だ。真実が変容してしまうことは避けられなかった。

　かといっていちいち訂てい正せいするのも面めん倒どうくさいし、間違いを指し摘てきすると「聖女さまに間違ったことを言ってしまった」と嘆なげく人も出てくる。仕方がないので、

「ありがとう。カレルは素す晴ばらしい夫となってくれるでしょう」

　などと差し障さわりのない言葉で受け答えする他ほかなかった。

　変化と言えば、夜もそうだ。当のカレルは、毎日夜になるとセシリアの寝しん室しつへとやってくる。「あの夢を見させてくれ」と。

　自分の死を体験するという夢の力に目覚めたとき、セシリアは夜が来るのが怖こわくて仕方がなかった。誰だってそうだろうと思う。死ぬほどの痛みを寝ねる度たびに体験するなど、拷ごう問もん以外の何物でもない。

　にもかかわらずカレルは毎晩のようにやってくる。セシリアの隣となりで寝て、夢を体験するためだけに。もちろん毎晩のようにうなされているが、

「やっぱり灰エルフだな。場所と時期に多少変化はあっても、俺を殺すのは大体灰エルフの連中だ。大森林のエルフたちがまた魔ま王おうの側に立つとは思えないが……」

　などと毎晩平然と分ぶん析せきしている。

　もちろんセシリアは何度も問いかけた。「あなたは死を体験するのが怖くないの？」と。

　だがカレルの返答に変化はなかった。

「そりゃもちろん怖いが、所しよ詮せん夢だろう。それが現実になるほうがよっぽど怖い」

　もっともだった。

　カレルという男が不思議で仕方なかった。好きとか嫌きらいとかいう以前に、ただ不思議なのだ。権力欲があるようには見えない。かといって博愛の精神に満ちあふれているわけでもない。ただ魔王に対たい抗こうする術すべを日々模も索さくしている。

（一体なにを考えているのか分からないわ）

　そんなセシリアの疑問に対する答えは、意外なところから出てくることとなる。エルフのミーリエルだ。




　ミーリエルの待たい遇ぐうは、セシリアたちが抱かかえている問題の一つだった。今のところ彼女は公爵の賓ひん客かくとして扱あつかわれているが、何日も素す性じようの知れない若い女が賓客扱いされていれば、当然ウワサにもなる。おまけにその若い女は、かつてカレルの連れであったことが分かっている。カレルには結けつ婚こん前から妾めかけがいるのかと、いらぬウワサが立ったほどだった。一応は公爵の賓客として遇ぐうされているため、ウワサが無む闇やみに広がることはなかったものの、もし万が一彼女の正体が露ろ見けんするようなことがあれば、フーデルス王国フーデルス・コーニングライクから糾きゆう弾だんされかねないほどの大事となる。

「ミーリエルは一いつ箇か所しよに留とどまっていられるような性格じゃない」

　カレルからも散々そう聞かされていたため、まさかどこかに閉じ込めるわけにもいかず、結局、今までと同じように城内を自由に歩ける公爵の賓客として扱うしかなかった。

　その結果、妙みようなことになった。セシリアがミーリエルと過ごす時間が増えたのだ。カレルは《狂嗤の団》と公爵の地位を引き継つぐための準備に忙いそがしく、そうなるとミーリエルの素性を知った上で、彼女と対等に接することができるのは、セシリアしかいなかったのだ。

「あ、セシリアだ。なにしてんの？　付いていっていい？」

　などと、彼女の方から付いてくるという有様である。

　セシリアとしても、彼女の同行の申し出は積極的に受けざるを得なかった。公爵の娘むすめと一いつ緒しよにいる限り、ミーリエルの安全はほぼ保たれる。それにミーリエルはカレルの妾などとウワサされている。その彼女が、カレルの婚約者たる自分と楽しげに歩いているところを多くの人々に見せつければ、ウワサを打ち消せるのではないかと思えたのだ。

　実際、彼女は一〇歳近く歳としが上らしいが、見た目の年ねん齢れいはほぼ一緒ということもあり、打ち解けるまでにそう時間はかからなかった。そもそも、セシリアは生まれたときから公爵の娘であり《アレンヘムの聖女》である。どこへ行っても最大限の敬意を払はらわれるが、時にはそれが煩わずらわしいと感じることもある。その点、エルフのミーリエルにとっては肩かた書がきなどまったく意味がないようで、ごく普ふ通つうに接してくる。それがセシリアにとっては新しん鮮せんで楽しくもあった。

　ただ問題は話題である。二人にとって共通の話題と言えば一つしかない。すなわち、カレルである。

「ねえ、カレルとはうまくやれてるの？」

　ミーリエルの口からそんな疑問が出るのはごく自然なことだった。

「なんとも言えないけど、多分ね。そんなに心配なの？」

「そりゃそうよ。あいつ、女と会話なんてまともにできるとは思えないもの。これだけ話題になってるんだから婚こん約やく破は棄きなんてできないでしょうし」

「大だい丈じよう夫ぶよ、今のところはね。確かにちょっと気が利きく性格には見えないけど」

「その見立ては当たってるわね。ま、なんとかなってるならそれでいいわ」

　こういう流れになると、必然的にセシリアも聞かずにはいられなくなる。

「ねえ。本当にあなたにとってカレルってどういう存在なの？　彼がわたしと結婚することになっても本当にいいの？」

「ホントどうでもいいわ。だって人間とエルフじゃない。歳だって若すぎるし。あたしは三〇〇歳ぐらいの渋しぶめのエルフの方が好みだわ」

「そ、そう」

　エルフの好みというものはそういうもの──と言われれば納なつ得とくしたくもなる。

　ただ、セシリアとしてはどうしても疑念が尽つきなかった。「人間とエルフだから」とミーリエルは言った。ではその種族の垣かき根ねがなければ、彼女にとってカレルはどういう存在なのかと。

「そうだ、もう一つだけあなたに聞きたかったんだけど。カレルって一体どういう性格なの？　未いまだに分からないわ、そんなに欲があるわけでもなさそうなのに、公爵になって魔王と戦う道を選ぶなんて」

「難しいことはないわ。あいつは恐こわがりな好こう奇き心しんの塊かたまりなの。魔王戦役のときになにがあったか知りたがって、知ったら知ったで怖がってるだけ。だから今も、魔王が再臨するって聞いて、誰よりも怖がって必死に対策してるのよ。そのためには公爵になった方が都合がいいから、そうしてるってだけ」

「なんだか聞いてると不安になってくるんだけど」

「心配は要いらないわ。婚約を受け入れたあんたの決断は正しいもの。カレルなら魔王相手でもなんとかするでしょうし」

　とんでもないことを、ミーリエルはさらりと言ってのけた。

「そ、そうなの？　あの魔王をなんとかするって簡単じゃないと思うけど……」

「いい？　あたしとカレルは、五芒国を巡めぐって魔王戦役のことを調べたわ。その上で、カレルが出した結論があるの。人間とエルフとドワーフとフェルトフォルクがもっと早く手を取り合っていたら、魔王にもっと早く勝ててたってね。あいつに公爵なんて偉えらそうな地位を与えるのは英断よ。あいつなら、人間とエルフとドワーフを一つにまとめることもできるでしょうし」

「本当にそんなことできるの？　わたしたちは魔王が再臨する未来を知っている。でも多くの人は知らないし、無闇に教えても信じてくれるとは思えない。他の国がそう簡単にわたしたちと共に戦ってくれるとは思えないわ」

「大丈夫よ、あいつはホルサの弟で子しだもの。情や利益、なんにでも訴うつたえてきっとみんなを一つにまとめるわ。それこそまだ若造ってことを利用してでもね」

　にわかには信じられない話だった。

　だが、日々カレルと接するうちに、セシリアもミーリエルの言葉を信じ始めることとなる。




　この頃ころ、一応は娘むすめ婿むこという跡あと継つぎができて安心したせいか、セシリアの父アレンヘム公の体調が急激に悪化していた。アレンヘム公は今は亡なき妻──つまりセシリアの母とベッドを共にすることによって、自身が死ぬ夢を見ているはずであって、自分が死ぬ時期も分かっているはずだった。そのせいかアレンヘム公は病びよう床しようの身でありつつも、連日のように政務の要職にある者を次々カレルに引き合わせ、「くれぐれも後を頼たのむ」と言い含ふくめた。まるで間もなく死が訪おとずれることを知っているかのように。

　だが傭兵たちと違ちがい、政務官たちは必ずしもカレルに好意的ではなかった。「若造風ふ情ぜいが」「傭兵風情が」と言いたげな表情をする者もいた。

　しかしカレルは、そんな反応を予期していたかのように積極的に彼らと交流した。

「俺はまだ若造だ。俺にできるのは、あなたのような経験豊富な先達の助言を積極的に採り入れることだけだ。俺が公爵の地位に就ついたら、厚く遇することを約束する。どうかこの若じやく輩はい者ものにご指導願いたい」

　カレルは次期公爵として、莫ばく大だいな権力を譲ゆずり受けることとなる。そのカレルからそう頼たよられては、無下にできる者はまずいなかった。カレルは日々学ぶべきことを学び、すべきことをしていった。

（思ったよりは、謙けん虚きよなのね）

　セシリアとしてはそう感心せずにはいられなかった。あるいは謙虚なフリをしているだけかもしれない。だが、カレルを次期公こう爵しやくとして受け入れる下地ができつつあることは認めねばならなかった。

　セシリアがカレルを見直したもう一つの出来事は、カレルとその父であるランメルト団長を交えた会議のときだった。

「カレル。おまえが正式に公爵として信しん頼らいされるには、戦争の一つも勝って大きな名声を得たあとになるだろう。幸か不幸か、そう遠くないうちにフィクトル総そう督とくがその機会を持ってきてくれるようだが」

　その言葉の意味を、セシリアはすぐに理解した。

「やはり起きるのですか？　フライスラントとの戦争が。王家にはもう止められないのでしょうか？」

「セシリアさま、王家はフライスラントに金を借り過ぎました、もう期待はできません。フライスラントの奴ど隷れい商人たちも、この国が邪じや魔まで仕方ないのです。ホルサからの情報も入っております。彼らは戦争を起こすための準備を終えていると」

　よかれと思い村々を開かい拓たくしてきた結果がこれなのだと考えると、セシリアは複雑だった。

「親おや父じ、いざ戦争になるとして、フライスラントはどれぐらいの軍勢を動かせるんだ？」

「なにせ奴隷を兵として動員する国だ。おまけに隣りん国ごくのフーデルス王国とメイルマンス公国との関係も良好で、およそ外敵らしい外敵がいない。つまり守りを気にせず全戦力をこの国に突つっ込こめるし、この国を占せん領りようできれば膨ぼう大だいな戦費に見合う報ほう酬しゆうも得られる。となると、最終的には二万は動かせるだろう」

「二万……！」

　カレルが珍めずらしく戦せん慄りつしていた。恐おそれるには充じゆう分ぶんな数字である。

「《狂嗤の団》全軍と公爵家の私兵全部をあわせても、いいとこ八〇〇〇だぜ!?　それも境界線の守りを全部空にするのが前提だし、もし戦争が長引けば二年後には魔ま王おうが再臨するって話なんだぞ!?」

「そうだ。大変だな、次期団長」

「くそっ、他ひ人と事ごとみたいに。現団長は親父だろうが」

「言っただろう、私は女王陛下が崩ほう御ぎよされ次し第だい王都へ向かわねばならん。それが勤まるのは私だけだ」

「それは分かってる。だが親父、俺もずっと考えてたんだ。死ぬことを前提に王都へ行くのは間違ってる。もっと対策をすべきだ。たとえば、セシリアに頼んでみるってのはどうだ？　親父も自分が死ぬ夢を見れば、対処法が分かるかもしれないだろ」

　そのときランメルト団長が取った対応はあまりにも意外で、セシリアは思わず呆ぼう然ぜんとすることになる。

　ランメルト団長は、カレルを思い切り殴なぐったのだ。

「なにすんだよ親父!?」

「馬ば鹿か者もの。自分の婚こん約やく者しやだろう、理由がなんであれ他の男と一緒に寝ねかそうなどと考えるぐらいなら世界など魔王にくれてやれ」

　カレルは一いつ瞬しゆんだけぽかんとしてから、あっさりと引き下がった。

「それもそうか。そうだな、悪かった、忘れてくれ」

　セシリアとしては複雑な気分だった。カレルとその父に、大事にされていることは分かる。だが、だからといってランメルト団長を見殺しにできるわけもない。

「待ってください。それならわたしからもお願いします。わたしを大事に思ってくださることは嬉うれしいのですが、長年この国に尽くしてくれた団長の命がかかってるとなれば話は別でしょう。それに、一応は団長はわたしの義父ということになりますし……」

「セシリアさま、お心こころ遣づかいには感謝いたします。ですが……詳くわしくはお父上の口から聞いて頂きたいのですが、実はセシリアさまの持つ力は、無制限に誰だれにでも未来を見せられるというわけではないのです。息子むすこのカレルが夢を見られたのは、どうにか適性があったというだけの話なのです。だからこそ公爵閣下も婚約を認める一因となったのでしょうが」

「そ、そうなのですか？　父上からはそんなこと一言も聞かされていませんが……」

「理由を聞けばセシリアさまも納得されるでしょう。ですが、私の口から申し上げることはご容よう赦しやください」

　そう言われれば納得する他はなかった。父もなぜそんな大事なことを教えてくれなかったのだろうと思う。

「話が逸それたな。いいな、カレル。私は王都へ死にに行く。おまえはその死を利用して次期団長、次期公爵としての地固めをしろ。これは決定事じ項こうであり、おまえに必要なことだ」

「そんなやり方あるかよ！　なんだよ、俺にとって必要なことって」

「ホルサから聞いた。おまえは魔王の再臨から世界を救うため、すべてを一つにするだろうとな」

「ああ、そう思ってるよ。人間にエルフにドワーフ、すべてを団結させる以外に魔王に勝てる方法はない」

　それはミーリエルから聞いていた話とも一いつ致ちしていた。

「おまえの考えを否定はしない。だが覚えておけ、世の中はそう理想だけで語れることだけではない。時には一を切り捨て九を救う選せん択たくを強しいられることだってある」

「……その嫌いやな選択を、今からさせようってのか」

「そうだ。それが嫌ならば、すべてを救えるだけの力を手に入れるようにしておけ。だが少なくとも今回は間に合わん。それだけのことだ」

　カレルは黙だまり込んだ。

　セシリアには、カレルが今なにを考えているかは分からない。ただ、一つだけ理解はできた。カレルは本気で五芒国の力を結集させ、それによって魔王に対たい抗こうしようとしているのだと。カレルは本気ですべてを救おうとしているのだと。




　だからセシリアはその日の晩、いつものようにカレルと共に寝ね床どこに入ると、意を決してある提案をした。

「カレル。一つだけ教えて。わたし……そういうのよく分からないから。あなた、わたしを抱だきたい？」

「え」

　部屋が真っ暗でよかったと思う。今自分がどんな顔をしているか知らなくて済むし、カレルに知られずにも済む。

　ただ、まだ夜は涼すずしいはずなのに、自分の顔の熱さを考えると、恐らく赤面はしてるのだろうとなんとなく悟さとる。

「カレル。その……あ、あなたが本当に望むのなら、わたしを抱いてもいいわ」

「お、おまえなにを突とつ然ぜん!?」

　そのときのカレルの動どう揺ようぶりを、セシリアは生しよう涯がい忘れることはなかった。

「だけど、約束して。お父さまの跡あとを継つぎ、この国を、五芒国を救うって」

　しかしセシリアがそう口にすると、途と端たんにカレルは沈ちん黙もくすることになる。

「ちょっと、どうしたの？　なんで黙ってるのよ？」

「考えてる」

「か、考えてる？　なにをよ？」

「セシリア、おまえを抱きたいのは本当だ。隣となりで寝ているとよくそう思う。だが、公爵を引き継ぐからとか、魔王と戦うからとかいう理由で抱くってのはなんか違うんだよな」

「……そういう、ものなの？」

「た、多分」

　自分のことを大事にしてくれているということは、なんとなく分かる。

「一応、俺の中で順番は決めてあるんだ」カレルは焦あせったように続けた。「もしおまえの父親と国中の人に認められて、おまえと正式に結けつ婚こんすることになったら、そのときは遠えん慮りよなく抱く。でもそれまでは、今のままでいたい。ダメか？」

「……分かったわ。あなたが、そう望むのであれば」

「そうか、助かる」

　カレルが意外な行動に出たのはこのときだった。

「で、でも、これぐらいはいいか？」

　セシリアの手を握にぎってきたのだ。

　夢を見せるには、体のどこかが触ふれ合っていればそれでいい。だから今まではセシリアがカレルの腕うでに触れる程度だった。そのことを考えると、大きな進展と言えるかもしれない。

　しかし、父を除けば男と手を握り合ったことなどないセシリアである。初めて触れる男の手の感かん触しよくに、それほど心が動じたわけではない。ただカレルという未来の夫と、今まで以上に肌はだの触れ合う面積が増えたという事実が、セシリアを動揺させることになる。

「そ、そうね。まあこの方が寝ているときにも外れにくそうだし」

　動揺を悟られたくはなく、セシリアはそう適当な理由をつけて誤ご魔ま化かすのだった。

（そう遠くないうちに、わたしはこの人に抱かれることになる）

　だが、少なくとも以前ほど抵てい抗こうがなくなっていることに気付いた。

　セシリアはそのことを、自分の覚かく悟ごが決まったからという理由をつけることにして、うやむやのまま眠ねむりにつくのだった。




　翌日、セシリアやカレルの日常は再び大きく変へん貌ぼうすることとなる。

　五芒国の守護者にして統治者、リーセロット女王崩御の知らせが届いたのだ。











第五章　妾しよう腹ふくの王子
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（何度座っても慣れるものではないな、この玉座というものは）

　メリウェルデ宮きゆう殿でんにあるもっとも豪ごう奢しやな椅い子すの上で、ヴェッセルは心の中で呟つぶやいた。

　本名をヴェッセル・バルテリンクという。ただし、家名を名乗ることは滅めつ多たにない。五芒国フアイフステル・ランデンにおいて、バルテリンクという家名には特別な意味があるからだ。すなわち五芒国の統治者にして守護者──王家である。陛下や殿でん下かという敬けい称しようで呼ばれることそのものが、バルテリンク家であるという証明でもあった。

　ただし、ヴェッセルは妾腹の王子である。しかも母親似だったようで、血の繫つながりがない義母リーセロット女王はもちろん、実の父である先王フェルベルトにもあまり似ていなかった。高身長といえば聞こえはいいが、王子としての豪奢な衣い装しようがなければ、どこかひょろりとした青年という印象を受けることだろう。

　またヴェッセルの表情をよく見ていれば、よく薄うすら笑いが浮うかぶのが嫌でも目に付くだろう。余よ裕ゆうがあるのか、愛あい嬌きようのつもりなのか、すべてを嘲あざ笑わらっているのか──多くの貴族や家臣たちはいくつかの推測を立て、実のところそれらはすべて当たっていた。ヴェッセルは間違いなく王家の血を引いている。それが分不相応だと自じ虐ぎやく的に笑いたくもなるし、かといって王族である以上、余裕を見せねばならないし、家臣や民衆の前では愛嬌の一つも振ふりまかねばならない。結果的に彼の顔には日常的に薄ら笑いが浮かんでいた。

　それは、ヴェッセルが女王の代理を務める御ご前ぜん裁判の場においても同様だった。

「ではサンデル被ひ告こく。チェールト卿きようの殺害には一いつ切さい関かかわっていないと主張するのだな？」

　ソーメルス司法長官の詰きつ問もんが、謁えつ見けんの間に響ひびき渡わたる。

「はい！　父と母の名に誓ちかって申し上げます！」

　謁見の間、しかも代理とはいえ王の御ご前ぜんである。サンデルという名の一いつ般ぱん市民は、頭で床ゆかを割らんばかりの勢いで平へい伏ふくしていた。

（私にそこまでしてもらう価値があるとは思えんのだがな）

　玉座からそれを見下ろすヴェッセルの顔に、また自じ嘲ちよう気味の笑えみが浮かぶ。ヴェッセル本人は知る由よしもなかったが、それは後に〝策士ホーン・フアン・の嘲笑デ・イントリガント〟というヴェッセルの冷れい徹てつさを示す仕草の一つとして知られることとなる。

「ヴェッセル殿下。このように申しておりますゆえ、恐おそれながら《魔王の左腕デ・レウフエンケネル》のお力を」

「分かった。皆みな、下がれ」

　被告であるサンデルを除いた全員がヴェッセルから距きよ離りを取る。もちろん、万が一サンデルがヴェッセルに襲おそい掛かかるようなことがあればいつでも制止できる態勢を取りつつだ。

　次にヴェッセルは、玉座の上に飾かざられていた籠こ手てのようなものを手に取った。討伐歴ナ・デ・フイクトーリ元年、すなわち一九八年前に討伐されたという魔王の左腕である。もっとも籠手の中は不気味な黒い霧きりで満たされているだけで、血肉の欠片かけら一つない。一九八年という年月が経過しても、未いまだその左腕には魔王の力が宿っている。

「我が祖、《魔王殺しデモン・スラフター》ギデオンの名において命じる。《魔王の左腕》よ、その力を我に示せ」

　ヴェッセルは精せい一いつ杯ぱいの威い厳げんを込こめて告げた。本当はそんな大おお仰ぎような台詞せりふを口にせずとも、《魔王の左腕》から一定範はん囲い内にいさえすれば、その力はいつでも行使できる。だが王家には威厳というものが必要だし、あえて偽にせの手順を加えることで《魔王の左腕》の真の力を秘ひ匿とくしてきたという経けい緯いもあった。

　隣りん国ごくのアレンヘム公国ヘルトフドム・アレンヘムが一九八年間、一度たりとも魔物グルエルに屈くつすることがなかったのは《アレンヘムの聖女ハイルグ・フアン・アレンヘム》の力に依よるところが大きいとされているように、王家が五芒国の統治者として在り続けたことには理由がある。今から一九八年前、《魔王殺し》ギデオンは、ドワーフドウエルグが鍛きたえたという聖せい剣けんで魔王の左腕を斬きり落とし、心臓を突つき刺さして魔王を異界に消し飛ばしたと言われている。

　唯ゆい一いつこの世に残された《魔王の左腕》には、特とく殊しゆな力が秘ひめられていた。左腕を通し、他者の心と直接対話ができるというものだ。魔王はオオールククに召しよう喚かんされたとする説が濃のう厚こうだが、ゴブリンやトロールトロルといった言葉の通じぬ魔物をも従えていた。そんな魔物を従わせることができたのは、左腕の力あってこそと言われている。

　さらに理り屈くつは不明だが、魔王を討伐したギデオンには、その《魔王の左腕》を使いこなす力が備わった。その後ギデオンは当時の王家に婿むこ入いりする形となり、ギデオンの血を引く一部の子孫たちは、同様に《魔王の左腕》の力を使いこなし、他者の心と直接対話することができた。

　それは、王と謁見する者は決してウソをつくことができないことを意味する。叛はん意いなど抱いだきようがなく、この一九八年の間、平和が保たれた所以ゆえんでもある。また《魔王の左腕》の力を扱あつかえることこそが、ギデオンの子孫であることの証明でもあった。

『五芒国で一番不幸なのは誰だれか？　王おう妃ひさ。浮うわ気きできないからな』

　この冗じよう談だんを最初に口にしたとされる男は、今も牢ろう獄ごくに囚とらわれているという。

　ヴェッセルは魔王の手の平をサンデル被告に向けた。

「では問おう、サンデル被告。おまえには殺人の容疑がかかっている。難しいことはなにもない、言葉にする必要もない、ただ心の中で真実を述べればよい。さて──」

　王家は、《魔王の左腕》の恩おん恵けいを民衆にも与あたえてきた。無実の罪で裁かれようとしている国民は、一定の条件を満たせば《魔王の左腕》による審しん判ぱんを受けることができる。もし虚きよ偽ぎの申告をしていれば当然より重い罪が課されるが、無実と分かれば放ほう免めんされる。

〔心の中で今一度述べよ、近衛このえ兵チェールトを殺害したのはおまえか？〕

　ヴェッセルは口に出さず、そう念じた。するとサンデルの脳のう裏りに、ヴェッセルの念じた言葉が直接届くのだ。理屈など分からない。ただ魔王の遺物とはそういうものなのだ。

　脳に言葉が直接届くという経験が初めてだったからか、あるいは「心で述べよ」と言われて混乱したのか、サンデルは戸と惑まどいつつ、必死の形相でヴェッセルを見上げた。

　サンデルの心の声が次々届き始めた。一つだけ厄やつ介かいなことに、心の声というものは口でしゃべるよりはるかに早口なことがある。頭の中で思い浮かべた言葉がそのまま漏もれ出るためだ。

〔心の中で思ってることが届くのか？　殿下、私は無罪です。本当に。今考えたことが本当に届いてるのか？　じゃあマリアン王女に会えなかったことを残念に思ったこともバレてるのか？　無実の罪で殺されるぐらいなら、せめて一度王女さまを間近で見たかった。ああまずい、こんなことを考えてることがバレたら殿下に殺されてしまう。殿下、私は本当に無罪なんです、本当に。殿下が妾腹と聞いて、むしろその、親近感を抱いてました本当に──〕

　本気で死し刑けいにしてやろうかな、と少しだけヴェッセルは思った。幸いなことに、こちらの考えたことは念じたことしか伝わることはない。

〔落ち着け。王家に対するおまえの考えは聞かなかったことにしてやる。事件のことのみに集中して話せ。チェールトという近衛兵とはどう知り合ったのだ？〕

〔ああええと、酒場で偶ぐう然ぜん会って、喧けん嘩かをふっかけられたんです。突とつ然ぜんのことでした〕

〔ならば、喧嘩になるほどの理由があったはずだ。思い当たる節は？〕

〔いえ、まったくなにも！　いえその、ちょいと酔よっ払ぱらって酒場にいた女にちょっかい出そうとしたら実はチェールトの女だったらしいんですが。あ！　その、今のは──〕

　心で語るというのは難しい。あのことは話してはいけない──と本人が強く思えば思うほど、自然と漏れ出してくるからだ。

〔他人の女に手を出したのか。では喧嘩になったのも自じ業ごう自得ではないか〕

〔あ、はい。ですがその、後を追いかけて夜道で襲ったなんてのはとんだ言いがかりです！　大体、近衛兵に喧嘩で勝てるわけがありません。私は這ほう々ほうの体ていで逃にげ出し、ずっと家に閉じこもっておりました！〕

　今の言葉にウソはなかった。ウソをつこうとすればするほど、心は正直になる。《魔王の左腕》は決してそれを聞き逃のがすことはない。

　それに、予想通りの返答とも言える。御前裁判を望んでまで無実を主張する一般市民というものは、実際ほぼ無実だということを、ヴェッセルは経験から知っていた。

（だがすまんな、それではこちらにとって都合が悪いのだ）

　御前裁判において、真相を知ることができるのは被告と王族のみ。この状じよう況きようを利用することで、都合のいい真実をでっちあげることこそがヴェッセルの望みだった。心の中で詫わびつつ、議論の誘ゆう導どうを始める。

〔よかろう、噓うそ偽いつわりはないようだ。だがサンデル被告。おまえが起こした喧嘩によってチェールトは夜道を一人歩いて帰ることになり、その結果何者かに殺された。おまえが間接的な原因を作ったのだ。その罪は免まぬかれ得まい〕

〔そ、そんなご無体な！　本当に悪いのは殺した犯人じゃないですか！〕

〔だが近衛兵が一人殺されたとあれば、下手人が見つからないでは済まされん。たとえ無罪を宣告したとして、他の近衛兵がおまえを見過ごすとも思えん。どのみち死ぬことは避さけられぬだろうな〕

〔そ、そんな！　いくらなんでもあんまりです！　何なに卒とぞお慈じ悲ひを！　私には年老いた両親が！　できることであればなんでもしますから！〕

〔その言葉を待っていたぞ。ではサンデル、今日でおまえの人生を切り上げたくなければ残された道はたった一つだ。これから私が言う通りにしろ〕

〔分かりました、それで無罪になるのでしたらなんなりと！〕

　サンデルの必死さが伝わってくる。《魔王の左腕》の前でウソはつけない。今ならばサンデルを操あやつることはたやすいだろう。

〔いいか、おまえの右後方にゼイルストラ男だん爵しやくという人物が控ひかえている。その者を指差し、私が言う通りに罪を指し摘てきするのだ──〕

　ヴェッセルは、サンデルにこれからすべき発言を丁てい寧ねいに教え込むと、わざとらしく咳せき払ばらいをしてから本当の声を出した。

「諸君、《魔王の左腕》の力によって意外な真実が明らかになったぞ。サンデル被告。今おまえが心の中で述べたことを、あらためて述べよ」

「はは、承知いたしました」

　サンデルは、これからまったく知らない人物に、無実の罪を着せることとなる。その後ろめたさもあってか、彼の手足は極きよく端たんなまでに震ふるえていた。だが、謁見の場で平民が動どう揺ようすることなど珍めずらしくもなく、そのことを不ふ審しんに思った者はいなかった。

　そしてサンデルは、ヴェッセルが教えた通り列席していた一人の老貴族を指差した。

「わ、私はチェールト卿を殺してなどいません。ただ、あちらのゼイルストラ男爵から、チェールト卿と揉もめ事を起こすよう頼たのまれていたのです」

　ゼイルストラ男爵に、すべての視線が集中した。

「聞いたな、ゼイルストラ男爵。ここへ来て申し開きせよ！　事と次し第だいによっては貴族であろうと罪に問わぬわけにはいかぬ」

　謁見の間はどよめきで満たされた。同どう僚りようを殺された近衛兵たちから、半信半疑の視線がゼイルストラ男爵に集中する。

　当のゼイルストラ男爵は、この場にいた誰よりも困こん惑わくした表情でヴェッセルの前に進み出た。老練として知られる彼も、さすがにこの展開には付いていけないのだろう。

「殿でん下か！　これは濡ぬれ衣ぎぬでございます！　チェールト卿の殺害にかかわった覚えなどありません、その平民が保身のためウソを申し立てたに違ちがいありません！」

「《魔王の左腕》の前でウソは通じぬ。サンデル被告が真実を口にしているのは間違いない、となればウソをついているのは貴卿ということになる。自らが潔白であると示したいならば、《魔王の左腕》による審判を受け入れるがよい」

「分かりました。私はウソなどついておりません。《魔王の左腕》の力をもって、真実を見み極きわめて頂きましょう」

「よかろう。では我が祖、《魔王殺し》ギデオンの名において命じる。《魔王の左腕》よ、その力を我に示せ」

　ヴェッセルは再び《魔王の左腕》をギデオンに向けるという茶番を演じた。

〔殿下、心から真実を申し上げます。私はウソなどついておりません。チェールト卿きよう殺害などまったく覚えがありません！〕

　ゼイルストラ男爵の声がヴェッセルの脳裏に直接響ひびき始めた。それは心の底からの叫さけびであり、真実であることは疑いない。

〔その通り、チェールト殺害に貴卿が関かかわっていないことは分かっている〕

〔分かっている!?　ではなぜこんなことを!?〕

〔目的は貴卿をこの御ご前ぜん裁判の場に引きずり出すことだ。サンデル被ひ告こくはそのために利用したまで。ゼイルストラ男爵、貴卿が我が妹マリアンを毒殺し、エレオノーラに取り入ろうとしていた計画はすでに察知している〕

〔馬ば鹿かな!?　なぜそれを！　あ、いや、そんなことはまったく──ああくそ！〕

　ゼイルストラ男爵は心の中から漏れ出る言葉を止めようとしたが、無む駄だだった。考えてはいけないと思えば思うほど、心の声となって零こぼれ出るのだ。

〔もはや申し開きはできまい。おまえの失敗は、自らの手を汚よごそうとしなかったことだ。マリアン付きの侍じ女じよを脅きよう迫はくし、食事に毒を入れさせようとするなど言語道断。あやうく侍女は自殺するところだったのだぞ？〕

　すべて見通されていることが分かったのか、ゼイルストラ男爵は観念したようにがっくりと膝ひざをついた。

〔分かるな？　未み遂すいであろうと王族を毒殺しようと計画していたことは万ばん死しに値あたいする。だがおまえは貴族だ、未遂の計画だけで罪を問うと面めん倒どうになる。近衛兵殺害の容疑を認め、家族に賠ばい償しようせよ。さすればおまえの引退を条件に、爵しやく位いを息子に継つがせることは認めてやる。だがこれ以上抗こう弁べんするのならば、おまえの黒幕が誰かを追つい及きゆうせねばならなくなる〕

〔黒幕!?　黒幕などいない、私が一人で考えついたことだ！〕

〔それは真実のようだ。だが私としては、フィクトル総そう督とくの命でおまえが動いたということにしたいのだ〕

　その脅迫が最後の一押しとなった。

　ヴェッセルの狙ねらいが、フィクトル総督の失しつ脚きやくであることはゼイルストラ男爵にも伝わっただろう。もっとも、今やフィクトル総督の権勢は王家に匹ひつ敵てきすると言われており、今いま更さら濡れ衣を着せたところで罪に問うことはできない。しかしゼイルストラ男爵が「フィクトル総督の命令で王女殺害を企くわだてた」などと主張したが最後、フィクトル総督の恨うらみを買い、彼の居場所が五芒国からなくなることは間違いない。

　老練なゼイルストラ男爵はそのことをよく知っていた。だからこそ、ヴェッセルに着せられた無実の罪を積極的に受け入れることとなった。

〔……承知しました、仰おつしやる通りにいたします。なんということだ、盆ぼん暗くら、暗あん愚ぐの王子などと見誤ったのが我が身の不覚か……〕

〔いいや、その認にん識しきは間違っておらぬ。私は盆暗にして暗愚と名高き妾しよう腹ふくの王子で充じゆう分ぶんだ。そんなことより、皆みながおまえの申し開きを待ちかねているぞ。差し当たりチェールト卿とは同じ女を巡めぐって喧嘩したとでも自白せよ。よいな〕

　ゼイルストラ男爵は、がっくりとうなだれたまま、力の抜ぬけた声で言った。

「《魔王の左腕》の前で噓偽りは申せません。罪を認めます。私とチェールト卿は同じ女を巡って争っていました。その女をチェールト卿がものにしたという話を聞き、サンデル被告をけしかけて揉め事を起こさせ、夜道で一人になったチェールト卿を殺害するに及およんだのです」

　謁えつ見けんの間は再びどよめきで満たされた。

　ゼイルストラ男爵が近衛このえ兵を殺あやめるとは誰だれも思っていなかったのだろう。だが彼の好色ぶりについては知られていたし、《魔王の左腕》の前で噓偽りが口にできないことは誰もが知っている。訝いぶかししむ者が皆かい無むではなかったが、この自白を受け入れる他ほかなかった。

「これにて真相は明らかになったな。判決を下す、サンデル被告は無罪放ほう免めん、ゼイルストラ男爵は追って沙さ汰たあるまで謹きん慎しん──と言ったところか。ソーメルス司法長官、よいな？」

　ヴェッセルがそう宣言すると、周囲の人間は一いつ瞬しゆん呆あつ気けに取られたが、慣れているソーメルス司法長官はすぐ姿勢を正した。

「御ぎよ意いに。聞いたな、サンデル被告。汝なんじに無罪を宣告し、放免とする。近衛兵、ゼイルストラ男爵を自宅へ護送せよ。くれぐれも粗そ相そうのないように」

　近衛兵に囲まれ、ゼイルストラ男爵が謁見の間から連れ出される。近衛兵たちは同僚を殺された立場だ。彼らに囲まれたゼイルストラ男爵は居心地が悪いだろうが、ヴェッセルの知ったことではなかった。

「あ、ありがとうございます、殿下！」

　他方、無罪を宣告されたサンデルは再び床ゆかを割らんばかりに頭を下げて感謝する。ヴェッセルからすれば見み飽あきた反応だ。

「それにしても殿下、解せませんな」

　と、ソーメルス司法長官は首を傾かしげた。

「ゼイルストラ男爵は女好きではありましたが、それでも分別を持ったお方でした。たかが女の取り合いで近衛兵の殺害に至るとは……」

「さあな、取り合った女がよほど好みであったのだろうよ。いずれにせよ《魔王の左腕》によって明らかになった真実だ、後のことは知ったことではない」

　ソーメルス司法長官は、その肩かた書がきに見合った知性の持ち主である。余計なことを勘かん繰ぐられる前に退散すべきだった。

　幸い、ヴェッセルは一つ特技がある。いつでもごく自然にあくびをすることだ。その成果をまさに今発揮し、誰の目にも映る形で大あくびをする。

「ふう、今日の予定はこれで終わりだな？　では私は下がるぞ、このあと商人と会う予定になっているのでな」

「……お忙いそがしい中ご足労いただき感謝いたします、殿下」

　ソーメルス司法長官は明らかに納なつ得とくしていない様子だった。その理由がゼイルストラ男爵の不可解な殺人動機にあるのか、それともヴェッセルの態度にあるのかは分からない。

　試ためしに《魔王の左腕》の力をソーメルス司法長官に使ってみる。

〔この盆暗王子はなぜもっとやる気を出さぬのだ！　せっかくの《魔王の左腕》もこれでは宝の持ち腐ぐされだ！　ああ、せめて女王陛下がご健在であれば……！〕

　職務に忠実な感想でなによりだ──と心の中で密ひそかに笑いながら、ヴェッセルは王座を後にした。

「ヴェッセル殿下、ご退出！」

　家臣たちが一いつ斉せいに背筋を正し、あるいは頭こうべを垂れ、ヴェッセルを見送る。

　表向き知られていないだけで、《魔王の左腕》は別に手に持っている必要はない。《魔王の左腕》から一定範はん囲いにいるだけでその力は行使可能で、たとえば頭を垂れる家臣たちの心の内を知ることも簡単だ。そして彼ら家臣たちが、妾腹の王子に頭を垂れることにどんな感情を抱いだいているかもよく知っていた。
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　謁見の間の裏は、王族専用の空中庭園となっている。

　歴代の国王は、ここに多くの草木を植え、宮中とは思えない緑の空間を増築し続けてきた。その理由はヴェッセルにもよく理解できた。《魔王の左腕》を使用しても体力を消しよう耗もうするようなことはないが、他者の心と接することは、大きく精神的な疲ひ労ろうを招く。今日は一いつ般ぱん市民が相手だったからまだいいものの、忠実だと信じていた家臣に心からの罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせられるようなことがあれば、心底うんざりすることになる。だからこそ歴代の王族はここに空中庭園を造り、増築を続けてきたのだ。謁見の間を出てすぐ心を癒いやされるようにと。さすがの《魔王の左腕》も、植物には通用しない。

「お兄さま。御ご前ぜん裁判は終わったのですか？」

　よく聞き知った声が聞こえた。それも、木の上からだ。

「そんなところにいたのか、マリアン」

　見上げると、木の枝に腰こし掛かけていた妹のマリアンが視界に入る。

　まだ一二歳の妹は、歳としの割にしっかりした性格だとは思うが、見た目についてはまだまだ子供っぽさが抜けていない。あと数年もすれば淑しゆく女じよとして貴族の子息たちを騒さわがせ、また統治者として多くの国民に親しまれるだろうが、今のところはまだ美人の片へん鱗りんが出始めている段階、というところだろう。

　ただ強しいていうなら、目にこもった意志の強さだけは感じられる。母を助け、国を支えようと子供ながらに努力してきた証あかしだ。

「またそんなところに登って。危ないだろう、落ちたらどうする？」
















「いつもここで昼ひる寝ねしているお兄さまに言われたくないわ」

「あれは教師から隠かくれるためであって、昼寝はついでなんだがな。それに私がどうなろうと構わんが、次期女王が木の上から転落死では、フィクトル総督も張り合いがなさ過ぎるというものだろう」

「またそんな風に言って……」

　マリアンは軽かろやかに木の上から飛び降りた。ヴェッセルは焦あせったが、心配をよそにマリアンは無事着陸する。

（一二歳の女子であれば、この程度の木登りは難しくもないか）

　心の中でそう思う。まだここは《魔王の左腕》の効果範囲内だが、幸いなことに王族同士では、《魔王の左腕》は効力を及およぼさない。

「とりあえず元気そうでなによりだ。体調が悪いと聞いて心配していたが」

「起きたとき、ちょっと辛つらかっただけだから。お兄さまもわたしの代わりをありがとう」

「なに、大したことはしていない」

　一二歳のこの妹は、病びよう床しようで未いまだ昏こん睡すい状態にある母の看病をしながら、女王の代理を務めようとしている。せめてその負担を軽減するためにと、今日の御前裁判をヴェッセルが引き受けたのだ。

「そういえばファースから伝言を預かってます。また商人がお兄さまに会いに来たと」

「ああ、聞いている。すまんな、おまえに伝令役をさせてしまうとは」

「その謝罪はファースにしてあげてください。わたしはお母さまの元に戻もどります、お兄さまもたまには……」

「分かっている、後で顔を出すさ」

　血は繫つながっていないとはいえ、義母と敵対する理由はまったくない。それは偽いつわりない約束だった。




　　　　　　　◆




　妹と別れたヴェッセルは、すぐ護衛の騎き士しであるファースを探しに行った。場所に心当たりはあるので見つけるのに苦労はない。問題は、場所が宮きゆう殿でんだけあって多くの人々とすれ違ちがうことだ。彼らはヴェッセルに気付くとその場で止まって臣下の礼を取るが、向けられる視線は決して温かくない。また盆暗の王太子が遊び歩いている──そう思われているのだろう。実際、わりと当たっているのでなにも言えないヴェッセルである。

「ファース、ここにいたか」

「ああ、殿下！　お待ちしてました！」

　近衛騎士という立派な肩書きを持つにもかかわらず、今にも泣きそうな顔をしているファースをようやく見つける。

　王子直属の護衛と言えば聞こえはいいが、ことヴェッセルの護衛となると実態は閑かん職しよくに近い。妾腹であるヴェッセルが次の王になる可能性はほぼ皆無だったし、当然ながらその護衛が出世する可能性も低い。名家の後押しのない若い騎士が貧びん乏ぼうクジを引かされた──というのが王宮におけるファースの評価である。

　ただ、ヴェッセルはそれなりにファースを好いていた。王族は《魔王の左腕》の力で人の心が読めてしまうため、傍そばに置く護衛は、表裏のない人物が望ましい。その点、ファースは《魔王の左腕》を用いなくとも考えが分かるほど正直なのだ。本人には決して言えないが、〝正直者の小者ウン・エールウク・メンスユ〟というあだ名を密ひそかに付けているほどである。

「殿下！　お願いですから商人との繫ぎに私を使うのはもうおやめください。殿下をこうして待っているときの周囲の冷たい目ときたら……」

「今日は許せ、マリアンの代理で御前裁判だったからな。そんなことより商人は誰の紹しよう介かい状を持っていた？」

「はあ、ホルサです」

「ならば問題ない。案内してくれ」

　ファースの案内で勝手口の一つへ向かう。王族とはいえ、さすがに謁見の間で会うわけにもいかない。裏口でコソコソと商人に会うのが、かろうじてヴェッセルに許された特権だった。

「殿下、また芸をする動物を買い求められるおつもりですか？　殿下が先日お買い上げになった芸をする犬一いつ匹ぴきで、どれだけの血税が浪ろう費ひされているとお思いですか」

「それならば心配ない、ちゃんと我が国のために使うつもりだからな」

「珍めずらしい動物をどう国に役立てると言うのですか。大道芸でも始めて国民を楽しませるとでも？」

「それは思いつかなかったな。そのときはおまえが笛を吹ふく役をやってくれ、断ったら反逆罪で牢ろう屋や行きだ」

「……せめて時節をお考えください。女王陛下危急のこの折に、そうも遊ばれてはいよいよ周囲に示しがつきません」

「今いま更さら周囲の目を気にしたところで立場が変わるわけでもあるまい」

（それに、別に遊んでいるつもりはないのだがな）

　ファースであろうと自分の真意を理解してもらう必要はなかった。暗あん愚ぐ、盆ぼん暗くらな王子と思われていた方が都合がいいからだ。

　王宮の裏口で待っていたのは、人間の商人だった。

「これはこれはヴェッセル殿下。本日は私のような商人に商あきないの機会を与あたえて頂き、恐きよう悦えつ至し極ごくに存じます」

「その服装から察するに、伯はく国の出か」

「はい。ホルサの紹介で参りました」

　五芒国の北にあるフローニゲン伯国は、エルフとの良好な関係を維い持じすることだけを目的に建国された。五芒国の中でもっとも開発されていない地域でもあり、衣服にも自然とその差は現れる。

「ホルサの紹介ならば間違いなかろう。それで私になにを売りつけてくれるのだ？」

「は。命じられるままに芸をする風切カラスにございます──」




　間もなく傍に控ひかえていたファースは、ヴェッセルの命令でカラスと引き替かえに金貨一〇枚を商人に手て渡わたすこととなる。

「ありがとうございます。それでは詳くわしい飼い方の方をお伝えしたいのですが、そちらの騎士さまにお教えすればよろしいでしょうか？」

「うむ。ファースは動物の飼い方を熟知しているからな」

　それは騎士の仕事ではないのですが──と言いたげにファースがものすごい渋しぶい顔をするが、見なかったことにする。

「さすがは殿下の護衛でございますな、動物の世話までできるとは。それでは今後も何なに卒とぞごひいきを。なにかご入り用のものでもありましたら直ちに手配いたしますので」

「そうか、ならついでに相談したいことがある。仮にも王子の身ともなると、多少は剣けんや用兵も学べと周囲がうるさくてな、剣や甲かつ冑ちゆうにも手を出してみたいのだ」

「なるほど、お察しいたします」

「たとえば黒く染めた甲冑でも用意して、王子直属の漆しつ黒こく騎士団でも作ってはどうかと考えている。だが妾しよう腹ふくの身の上では王家御ご用よう達たしの鍛か冶じ屋やを使うこともできんのでな」

「そういうことでしたら、いくらでも武器商人を紹介いたしましょう。ツテを辿たどればドワーフの鍛冶職人もおりますので」

「それは心強い。とはいえ私もあまり国民の血税を使い込むわけにはいかん。値段は抑おさえられるのだろうな？」

「申し訳ございません、このような話をしたくもないのですが、時期的に安く揃そろえるのは少々難しいかと。実は最近、鉄の相場が上がっておりまして」

「ほう。フライスラントの鉄鉱石が値上がりでもしているのかな？　フィクトル総そう督とくめがいよいよ戦いくさの準備を調ととのえたか」

　商人の顔が変わった。追従するような笑えみは消え去り、一転して真ま面じ目めな顔つきになる。

「……ウワサには聞いておりました。殿下は我々商人を通じ、世情を把は握あくしようとされていると」

「それは買いかぶりというものだ。私は血税を浪費して芸のできる動物を買い漁あさっている盆暗王子に過ぎん。おまえも第一王子は盆暗だというウワサを流してくれれば、より一層ひいきにしてやってもよいぞ？」

「覚えておきましょう。確かにフィクトル総督が武具と兵ひよう糧ろうを集めていることは、商人の間では知らぬ者のいない常識。くれぐれもお気を付けください」

「心配には及およばぬ。フィクトル総督がケンカを売るにしても、我が国にではあるまい」

「さすがは殿下、見事なご慧けい眼がんをお持ちで」

　フィクトル総督が敵視する国はたった一つ、アレンヘム公国だけだ。もっとも、アレンヘム公国の次がこのフーデルス王国フーデルス・コーニングライクである可能性は低くないが。

「ヴェッセル殿下！　大変です！」

　商人との会話は、突とつ然ぜんやってきた侍じ女じよのイエッタによって中断された。

　イエッタはファースの妹だ。ファース同様裏表がなく、ヴェッセルが傍にいることを許した近侍の一人だ。一六歳という年ねん齢れいながら大変目め端はしも利きき、偏かたより気味ではあるが知識も豊富な侍女である。ただし、ヴェッセルが宮中において密かに恐おそれているのが、このイエッタでもあった。

「どうした、何事だ？」

「陛下が！　女王陛下が目を覚まされました！」
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　ヴェッセルの義母リーセロットが女王として王位を継ついだのは、今から一〇年前のことだ。リーセロットの夫にして当時の王であったフェルベルトが放ほう蕩とうの末に亡なくなったためである。

　他家から嫁とついできたリーセロットは当然ながら《魔王殺し》ギデオンの血を引いておらず、《魔王の左腕》を扱あつかえない。その上、当時はまだ三〇という若さだったため、彼女が王位を継ぐことには反対の意見も大きかった。しかし先王フェルベルトの三人の子はまだいずれも幼く、長男ヴェッセルに至っては妾腹であり、とても王位は継がせられなかった。それにリーセロットは夫が放蕩していた当時から、王おう妃ひとして五芒国の統治に尽じん力りよくしていた。その功績を称たたえる有力者の後押しもあり、彼女が王位を継いだのだ。

　リーセロットは亡き夫よりはるかに勤勉に国をまとめ、この一〇年の間、過不足なく平和を保ってきた。だが、女王として五芒国を治めることが彼女に多大な負担を強しいたことは間違いない。半年ほど前、リーセロット女王は病やまいに倒たおれ、今や明日をも知れぬ昏睡状態に陥おちいっていた。

　その女王が目覚めたとなれば王国の一大事である。ヴェッセルが母の寝しん室しつに駆かけつけたときには、すでに国家の重じゆう鎮ちんがこれでもかというほど集められていた。その中には腹はら違ちがいの妹マリアンの姿もあった。

（おかしい、なぜ私がこれほど遅おくれた？）

　ヴェッセルは侍女イエッタから連れん絡らくを受けたあと、一目散に走ってここへ来た。にもかかわらず他の家臣たちに遅れて到とう着ちやくするのは妙みようだった。意図的に連絡が遅れたとしか思えない。

「これはヴェッセル殿下。女王陛下の一大事のこのときに、実にゆっくりとしたご到着ですな」

　皮肉たっぷりに言ってきたのは、国務尚しよう書しよのクラーセン伯はく爵しやくだった。高貴な貴族の血筋であることが自じ慢まんで、急死した父の後を継いだため非常に若く、まだ二〇代である。そのせいか妾腹でかつ年下であるヴェッセルに対し、事あるごとに文句を言ってくる面めん倒どうな輩やからでもあった。

「これでも急いだつもりだったのだがな」

「左様でしたか、これは失礼。殿下なりにご尽力された結果がこれであれば誰だれも文句は言えませんな」

（死ねこの野や郎ろう。さては私にだけ報告を遅らせたな？）

　そう確信する。単なる腹いせか、自分の名めい誉よを貶おとしめる意図があったのかは分からないが、恐らく前者だろう。ご苦労なことだと思う。もうとっくに自分の盆暗王子という地位は確立しているというのに。

「クラーセン伯、その辺にしなさい。病びよう床しようにあって家臣と息子むすこが口げんかしていては休むに休めません」

　それは久しぶりに聞く義母の声だった。

　さすがのクラーセン伯も自分の非礼を詫わびて下がる。というより家臣の面前で王子を愚ぐ弄ろうするという目的が達成できたので大人しくなった、というべきだろう。

「さて、揃いましたね。では女王として最後の責務を果たしましょう」

「お母さま、そんな。最後などと仰おつしやらないでください」

　マリアンが母の手を取る。この場において女王の身を一番案じているのが彼女だということは間違いない。マリアンは母のことを愛しているし、母もまたただ一人の実子であるマリアンのことを愛している。

「いいのです、マリアン。わたしも自分の体のことは分かっています。聞けばもう一ひと月つき以上目覚めなかったとか。ならば今の内に女王としての責務を果たさなければなりません」

　一人悲しむマリアンをよそに、部屋の空気が緊きん張ちようで凍こおり付いたように感じられた。

　全員の関心事はただ一つ。次の王が誰かということだ。

　先王フェルベルトは女好きで知られ、一男二女を残した。ただし長男ヴェッセルの母は王家に仕える侍女だったし、長女──エレオノーラも、有力貴族の娘むすめだった。フェルベルトとその王妃リーセロットの間に生まれた子はただ一人、マリアンだけだ。

　通例ならば長男に王位を譲ゆずるべきだろうが、妾腹の、それも国費で動物を買い漁っているような盆暗王子が王に相応ふさわしいとは誰も思っていない。実子ではないという点はエレオノーラも同様だが、彼女には生家であるメイルマンス公こう爵しやく家、そして嫁ぎ先であるフィクトル総督という二つの巨きよ大だいな後押しがある。ただエレオノーラはフィクトル総督の息子と婚こん約やくし、すでに家を出ている。その婚約をリーセロット女王が認めたのは、エレオノーラに王位を譲らないと決めたからではないか──とまことしやかに囁ささやかれている。

（実際、そうなのだがな）

　次の王が誰かを、ヴェッセルはとうの昔に知っていた。《魔王の左腕》の力は同じ王族には及ばないが、外から嫁いできた王妃だけは別だ。ヴェッセルは義母の代理として《魔王の左腕》の力を行使した際、義母の心の内も知ってしまった。

「マリアン。あなたが次の女王として、五芒国の守護者となりなさい」

「……分かりました」

（驚おどろく者はいないか。まあ当然だな）

　部屋は驚きではなく、沈ちん黙もくで満たされた。正式に決められていなかっただけで、次期女王がマリアンになることは誰もが予想していたことだった。やはり女王も、実の子が一番可愛かわいいに決まっている──と。

　むしろ人々の関心は、まだ一二歳のマリアンの後ろ盾だてを誰に任せるかということだったが、これについても女王の判断は大方の予想を裏切らなかった。

「コーネイン宰さい相しよう。引き続き宰相となり、マリアンを助けてやって。あなたがいる限り、王国は安あん泰たいでしょう」

「は、ご安心ください。この老骨を賭として」

　マリアンの後ろに控えていた老人が深々と頭を下げた。コーネイン宰相は内政の達人で、彼のおかげでフーデルス王国はこの一〇年国力をギリギリのところで維持できたのだ。

　ただ、やはり驚くべき人事ではない。部屋は依い然ぜんとして沈黙に包まれていた。

「エレオノーラにもこう伝えてください。隣りん国ごくからマリアンを助けてあげて、と」

「お約束します、必ずや」

「それから、ヴェッセル……」

「はい」

　名を呼ばれ、進み出る。

　ヴェッセル本人を含ふくめ、この場の誰にも分からないことがあるとすれば、ヴェッセルの処しよ遇ぐうだった。一応は長男ながら、妾腹にして盆ぼん暗くらと名高いヴェッセルを、女王はどう処遇するのか。こればかりは女王本人もずっと悩なやんでいたようで、その心の内はヴェッセルも知らなかった。適当な爵しやく位いと領地を与あたえ、どこか僻へき地ちへ飛ばすのでは──というのが大方の見方で、ヴェッセル自身もそう思っていた。

「皆みな、これを女王最後の命令と思い、聞きなさい。新たに摂せつ政しようの位を新設し、ヴェッセルをその任にあてます」

　今度こそ部屋は衝しよう撃げきで満たされた。

　摂政。つまり王の代理人だ。次期女王のマリアンがまだ一二歳であることを考えれば、宰相の他ほかに摂政が新たに任じられてもおかしくはない。だが、任命する相手を間違っているとしか思えなかった。

「謹つつしんでお断り申し上げます、母上」それがヴェッセルの返答だった。「私のような遊び人を摂政などにしては、国が乱れる原因となりましょう。別の者を立てるべきです」

　しかしリーセロットは、その反応を予期していたようだった。

「これは国王としての命令です、拒きよ否ひは許しません。全員、聞きましたね？　コーネイン？」

「……は。家臣を代表してお約束いたします。ヴェッセル殿でん下かを摂政とする旨むね、謹んで承うけたまわりました」

（もっと食い下がれコーネイン！　宰相なんだから王国に一番いい方法を探さぐれ！）

　心中での懇こん願がんがコーネインに伝わることはなかった。彼は生しよう涯がいを王家に捧ささげてきた忠実な家臣である。リーセロット女王の遺ゆい言ごんに逆らうようなことをするわけがなかった。

「よろしい。では全員下がりなさい。ヴェッセルと話があります」

　女王による人ひと払ばらいの命令である。誰もが不満はあったが、拒否などできるわけもない。

　マリアンを含め全員が部屋から出て行き、やがて二人きりになると、義母はまるで悪戯いたずらを仕し掛かけた子供のような笑みをヴェッセルに向けた。

「見ましたか、今の皆の顔。さすがに驚きを隠かくせなかったようですね」

「当然でしょう、母上。一体なぜ私を摂政になどと!?　私は所しよ詮せん、妾しよう腹ふくの盆暗王子。摂政の大役など耐たえられるわけがありません」

「聞きなさい、ヴェッセル。魔王戦役グローテ・オールログよりもう一九八年が経ちました。最初の一〇〇年は魔王とその残党という共通の敵がいたからこそ大きな戦争も起こらなかったのでしょう。今や魔物の脅きよう威いは薄うすまり、《呪われた地フエルドウームデ・ラント》の境界線バーケンランデンも日に日に東へ後退しているとか。ですがその代わりに、新しい脅威が生まれました」

「……フライスラレヘレンデ・パルタイ・ント自治領フアン・フライスラントですか」

「そうです。私はフィクトル総そう督とくの後押しがあったからこそ女王になれました。ですが夫の放蕩のせいで王国の財政は悪化しており、フライスラントの支し援えんがなければ我が王国の経済はとうの昔に破は綻たんしていたでしょう。それも今考えればフィクトル総督による一〇年越ごしの計略だったのかもしれません」

　フィクトル総督が一〇年前から王家乗っ取りの計画を立てていたのでは──という点はヴェッセルも同意するところだった。あの総督はそれぐらいのことをする。

「だからといって、なぜ私を摂政にする必要があるのです？」

「覚えておきなさい。《魔王の左腕》の力などなくとも、血の繫つながりなどなくとも、子の隠し事を見つけるのは簡単なことなのよ。あなたが芸をする動物を買い込んでいた本当の理由をわたしは知っています。その力を、マリアンのために使って欲しいの」

（まさか、気付かれていたのか）

　初めてヴェッセルの表情が変わった。もし他の家臣たちがこのときのヴェッセルの顔を見ることができれば、驚きを隠せなかっただろう。盆暗王子に、こんな真しん剣けんな顔ができたのか──と。

「あなたの立場はよく分かっています」血の繫がらない母の顔に微び笑しようが浮うかんだ。「あなたは夫の長男でありながら、なんの後ろ盾もありませんでした。本来なら暗殺されていてもおかしくはありません。ですがあなたは暗あん愚ぐを装よそおうことで生き残りました。そのあなたが無能であるはずがありません」

「……買いかぶりです、母上」

　妾腹のヴェッセルは、王家の血を引いてはいてもなんの後ろ盾もなく、二人の妹が生まれる度たび、その存在価値が失われていくこととなった。多くの有力者たちは、マリアンとエレオノーラのどちらかが次の女王になると見み越こして投資していったのだ。

　この状じよう況きようでもし次の王がヴェッセルに──などということになれば、多くの有力者たちの投資が無む駄だになってしまう。そうなればヴェッセルはいつ暗殺されてもおかしくはない。身を守ろうにも、与えられた力は護衛の騎き士し一人。ヴェッセルが生き残る手段はもはやたった一つ、盆暗を装うことだけだった。

「安心なさい。摂政となれば、自分の身を守るぐらいの力は与えられるでしょう。ヴェッセル、表おもて舞ぶ台たいに立ちなさい。王家の血を引く息子として、五芒国の守護者となりなさい。それが国民の税で動物を買い漁あさってきたあなたの義務です。それに、毒殺されたはずのあなたの母親が穏おだやかに余生を送る唯ゆい一いつの方法でもあります」

「なぜそのことを……!?」

　今度こそヴェッセルは愕がく然ぜんとした。

「《魔王の左腕》の力などなくとも、母親に隠し事はできないということです」

　ヴェッセルは一度大きく息を吐はいた。この義母は、実母のことを知っていたが黙だまっていてくれたのだ。その借りは、返さねばならなかった。

　それに義母でさえ知っていたということは、他にも実母の生存を知っている者がいる可能性がある。今いま更さら実母の命を狙ねらう者などそういないだろうが、万が一のときは摂政としての権力がなければ、とても守り切れないだろう。

「分かりました。摂政の任、謹んでお受けします。盆暗なりにではありますが、残る人生をマリアンとこの国のために捧げましょう」

「それを聞いて安心しました。ではマリアンを呼んできてもらえますか？　やはり最期の時はあの子と過ごしたいの」

「よく分かります。では母上。どうぞあとのことはお任せください」

　それがヴェッセルと義母リーセロットとの間で交かわされた、最後の会話となった。




　後世、多くの歴史家たちはこの時代を調べて行く過程で、ある疑問を持つことになる。

　フーデルス王国と五芒国の力関係。リーセロット女王の病状。ヴェッセル、エレオノーラ、マリアンという三人の子の立場。調べれば調べるほど、末子マリアン王女は、暗殺されて当然だったと。

　ただでさえこの時代にはフィクトル総督という策略家がいた。フィクトル総督は、息子むすことエレオノーラ王女の婚約を取りまとめていたのだ。妾腹にして人望もないヴェッセルはいつでも処理できるとして、あと一人マリアンさえ亡なき者とすれば、エレオノーラに王位を継つがせ、フィクトル総督が事実上の支配者となっていてもおかしくはなかったのだ。

　だが、この後の歴史を続けて調べた者は、誰だれもが納なつ得とくすることとなる。マリアンが女王になる以前も以後も害されることがなかった背景には、兄ヴェッセルの暗あん躍やくがあったからに違ちがいない──と。











第六章　王家の兄妹
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　リーセロット女王の国こく葬そうは粛しゆく々しゆくと行われた。

　喪も主しゆは当然ながらヴェッセルではなく次期女王たるマリアンが務めることとなり、この間忙いそがしさのあまり兄妹間で会話が交わされることもなかった。

「やれやれ、これではマリアンが可哀かわい相そうだ。あいつはまだ一二歳だぞ、これでは母の死を悲しむ間もあるまい。そうは思わないか、ファース」

　必然的にヴェッセルの話し相手を務めるのは、護衛騎士ファースであった。

「葬そう儀ぎというものは、悲しみを紛まぎらわせるため忙しくなるようになっているのです。マリアンさまにとってはこの方がいいのかもしれません。必要とあれば殿下がお慰なぐさめすればよろしいかと」

「至し極ごく真っ当な意見だな。どうでもいいがファース、最近のおまえはどことなく嬉うれしそうに見えるのだが？」

　ファースは無む邪じや気きな笑顔を隠そうともしなかった。

「もちろん陛下が崩ほう御ぎよされたことは悲しむべきことです。ですが私の主あるじはヴェッセル殿下であり、正直なところ感動を隠せません。殿下直属の護衛を務めて幾いく年とし月つき、まさか殿下が摂政となって表舞台に立たれる日が来ようとは……！」

〝正直者の小者ウン・エールウク・メンスユ〟らしい感想だった。

「だろうな。なにせ私もこうなるとは思わなかった」

「殿下、もっとお喜びください。盆暗、暗愚、穀ごく潰つぶしと罵ののしられ続けた殿下が摂政となられたのですよ？　我が家系は権力もなく、殿下の護衛を任じられたときはもはや出世も望めないと思っていましたが、これで胸を張って父の墓参りができます」

　泣き出さんばかりの勢いだった。

（摂政になった機会に護衛を一新するということも珍めずらしくないぞ？）

　そう口にしてやろうかとも思ったが、理由はどうであれ部下がやる気を出したのだ。水を差すのは可哀相だった。




　ヴェッセルにとって問題があるとすればファースではなく、彼の妹にして侍女のイエッタの方だった。専属の侍女である以上、イエッタとは日常的に接せざるを得ない。ところがヴェッセルは、彼女がどうしても苦手だった。

「わたしは殿下が表舞台に立つ日が来ることなど、とうの昔に知っておりました。ああ、ようやくすべての国民がヴェッセル殿下の素す晴ばらしさを知る日がきたのですね。これで五芒国フアイフステル・ランデンは向こう一〇〇年の平和を約束されたも同然でしょう」

　機会がある度、イエッタはそんな発言を繰くり返した。

（こいつは一度医者に診みてもらった方がいいんじゃないのか）

　イエッタは侍女としてはもちろん、ヴェッセルの相談役としても大変優ゆう秀しゆうだった。それは彼女が兄のファースから偏かたよった教育を受けたことに起因する。

　妾腹の王子の護衛という閑かん職しよくに回されたファースは、たった一人の家族である妹にある教育を施ほどこした。ヴェッセルという王子がどれだけ素晴らしいかを、事あるごとに吹ふい聴ちようしたのだ。

『ヴェッセル殿下はわざと盆ぼん暗くらだと思われるように振ふる舞まっているだけで、実はとても優秀なお方なのだ。おまえの兄はそんな素晴らしい王子に仕えている、誇ほこりに思うといい』

　ファースにしてみれば、それは自分を守る、あるいは慰める行こう為いだったのだろう。ただ一人の家族である妹から「なんで盆暗王子の護衛をしてるのですか？」などと聞かれては、ファースの誇りは砕くだけ散る。自分を守るためにも、妹にだけはヴェッセルという王子がどれだけ素晴らしい人物かを吹ふき込むしかなかったのだ。

　その結果、イエッタはヴェッセルを無駄に神聖視し、自ら侍女として仕えることを望んでしまった。初めてイエッタと出会ったとき、ヴェッセルは試みに《魔王の左腕デ・レウフエンケネル》の効果範はん囲いへ彼女を連れ出し、心に接したことがある。すると彼女が本当に心の底から自分を評価してくれていることが分かった。ヴェッセルは普ふ段だんから、陰かげ口ぐちを叩たたかれ続けている身だ。一人ぐらい自分を敬ってくれる侍女がいてもいいだろう──と雇やとったのが運の尽つきだった。

『ヴェッセルさま、わたしには分かっております。ヴェッセルさまがどれだけ優秀なお方であるかを』

『ヴェッセルさま、わたしには分かっております。ヴェッセルさまがいつか五芒国すべてに名を轟とどろかせることを』

『ヴェッセルさま、わたしはヴェッセルさまにお仕えできて幸福です。未熟な女の身ではありますが、ヴェッセルさまがお望みであればどのように扱あつかわれようと構いません』

　事あるごとにそんな台詞せりふを繰り返すので、さすがに辟へき易えきしていたのだが、ヴェッセルが摂せつ政しようという肩かた書がきで表舞台に立つことが判明して以降、明らかにイエッタの症しよう状じようが悪化していた。

　葬儀の準備で忙しく立ち回っていたヴェッセルが夜、自室へ戻もどったときのことである。さすがに仮か眠みんを取ろうとベッドで横になっていたのだが、なぜか目を覚ますとイエッタがヴェッセルの上に乗っていた。それも下着姿で。

「なぜ服を着ていないのだ！」

　ヴェッセルの抗こう議ぎは丁てい重ちように無視された。

「ヴェッセルさま。女王陛下がそうであったように、人はいつか死ぬもの。それが今日明日であってもおかしくはありません。ヴェッセルさまになにかあればわたしも生きてはいけませんし、王国は偉い大だいなるヴェッセルさまの血筋を喪うしなうことになります。今日こそわたしにヴェッセルさまのお子を。どうぞお慰みを」

「とにかくまず服を着ろ！」

　女が嫌きらいというわけでもなく、半はん裸らのイエッタはそれなりに抱だき甲が斐いがあるようにも思えた。しかしヴェッセルは思いとどまった。

　まず、イエッタの兄ファースとの関係が面めん倒どうになる。まあそれはいいとしても、ヴェッセルはイエッタが怖こわかった。五芒国最悪の策略家は、フィクトル総そう督とくではなくこの一いつ介かいの侍女ではないかと思うことがあるほどに。床とこを共にした後、彼女との関係がどうなるかと考えると、とても抱く気になどなれない。

　問題はそれをどうやってイエッタに理解させるかである。

「いいか、女たるものそのように安易に体を差し出すものではない」

「まあ！　安易にとはあんまりです、わたしは覚かく悟ごを持ってヴェッセルさまにこうして体を差し出しているのですから！」

「気持ちはありがたいが、私も今は母の喪もに服したいのだ。血こそ繫つながってはいないが、五芒国を一〇年治めた尊敬すべき母だったからな」

　どうにかひねり出したその説得はそれなりに効果があったようだった。

「まあ！　さすがはヴェッセルさま、そんなお心を察せぬこのわたしをどうぞお許しください。分かりました、それでは今晩のところは引き下がります。ですが喪が明けましたら何なに卒とぞお慰みを」

「……覚えておく」

　実のところ、イエッタを戯たわむれに抱けない理由はもう一つあった。容易に女を抱き、子を成すことは、あの父とまったく同じだからだ。
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　ファースの忠言があったからというわけでもないが、ヴェッセルも積極的に摂政としてマリアンの補ほ佐さに専念した。たとえば、葬儀に不可欠な儀ぎ礼れい的な文言の多くは、一二歳の少女に覚えさせるのは酷こくだ。その発言をヴェッセルが代わりに行うだけでも、マリアンの負担は減る。

　それでも回かい避ひできない面倒事もある。弔ちよう問もん客の対応だ。なにしろ亡くなったのは女王であり、あらゆる貴族やその名代が、五芒国全土からやってくることになる。そしてはるばるやってきた弔問客と接するのは、さすがに喪主であるマリアンでなければ務まらない。そんなときは、ヴェッセルも傍かたわらに控ひかえて補佐する以外のことはできなかった。

　幸いなのは、彼ら弔問客に対していちいち《魔王の左腕》の力を使う必要がないことだ。正確に言えば、表向き使わないという体てい裁さいを取ることができる。弔問客に限らず、国家の重じゆう鎮ちんの心を無む秩ちつ序じよに読むことは、主従の関係にヒビを入れかねないとされ、《魔王の左腕》は使用されないことになっていた。もちろんこっそりと力を使うことはできるが、「くれぐれもそんなことはしないように」とヴェッセルは妹に言い聞かせていた。

「どれほど忠実な人物であっても、遠路はるばる旅をして疲つかれた日には、思ってもいないことを心の中で考えてしまうものだ。そんな一時の感情で人を判断すべきではないし、刺とげ々とげしい心に触ふれればこちらの気分も消しよう沈ちんしかねないからな」

「分かります。お母さまからもよく言われていました」

　マリアンは素す直なおにヴェッセルの提言を受け入れた。他人の心に無む闇やみに触れることの恐おそろしさを、マリアンも知っているのだ。

　しかし、当のヴェッセルは自身の言葉とは逆に、密ひそかに《魔王の左腕》の力を使い、弔問客の心を片かたっ端ぱしから読んでいた。マリアンとは違い、妾しよう腹ふくの王子として他人のどす黒い感情に散々さらされてきたヴェッセルからすれば、今いま更さら躊ちゆう躇ちよする理由はなかったのだ。

「女王陛下からは数多くの恩おん寵ちようを賜たまわりました。なんのご恩返しもできぬうちに崩御され、誠まことに悔くやまれてなりません」

　この日、一〇番目ぐらいの弔問客としてやってきた伯はく爵しやくは、顔に涙なみだすら浮うかべてそう挨あい拶さつを述べた。しかし《魔王の左腕》で心を読むと、

〔せっかく王都に来たのだ、こんな面倒な葬儀などとっとと抜ぬけて愛人のもとへ駆かけ込みたいものだ。さて、今晩はどのような服を着せてみるか〕

　などと不ふ謹きん慎しん極きわまりないことを考えていたりもする。

（その愛人の名は何というのか？）

　ヴェッセルとしてはそう問いかけたくて仕方なかったが、表向き今は《魔王の左腕》を使っていないことになっている。あまり深い事情を探さぐることができないのは残念だった。

「アレンヘム公こう爵しやく代理、《狂嗤の団バルダー・ブリガーデ》ランメルト団長！」

　近衛このえ兵が、次の弔問客の名を叫さけんだ。

《狂嗤の団》といえば、魔王戦役グローテ・オールログにおいて数多くの魔物グルエルを討うち取り、現在に至るまで魔物を撃げき退たいし続けているという歴戦の傭兵団であり、アレンヘム公国ヘルトフドム・アレンヘム、ひいては五芒国の守り神ともいうべき存在である。その団長ともなれば公爵の代理を務める資格は充じゆう分ぶんだし、ヴェッセルが興味を抱くにも充分だった。

　間もなく謁えつ見けんの間に入ってきたのは、他の弔問客とはまるで雰ふん囲い気きの違ちがう壮そう年ねんの男性だった。

（なるほど、最強の傭兵団の団長という肩書きは伊だ達てではないか）

　傭兵フールリングといえば礼節を知らぬ無骨な連中ばかりという印象だが、ランメルト団長の膝ひざをつく仕草一つ取っても、どの騎き士しよりも悠ゆう然ぜんとしていた。

「この度たびは病びよう床しようの身にあるアレンヘム公爵の代理として参りました。《狂嗤の団》団長ランメルトと申します」

「遠いところご苦労さまです。アレンヘム公の忠誠に母も感謝しているでしょう」

　表向き、マリアンとランメルト団長の会話は、ただの喪も主しゆと弔問客という域をまったく出ないものだった。ランメルト団長が型通りの弔ちよう辞じを口にし、マリアンが感謝とアレンヘム公の健康を祈いのる。

　一方そんな二人の傍らで、ヴェッセルは一人驚おどろきを隠かくせないでいた。《魔王の左腕》の力を借り、ランメルト団長の心に触れたためである。ランメルト団長は表向き弔問客を装よそおいつつ、心の中ではとんでもないことを考えていたのだ。

〔フィクトル総督には我が国侵しん攻こうの野心があり、また魔物の活動が活発化し、魔王には再臨の兆しがある。こんな時期だというのに、何食わぬ顔をして葬そう儀ぎに出席するだけとは情けない。せめて王家が《魔王の左腕》の力をもって、我が心に触れてくれれば話は早いものを〕

（なんだと!?）

　動どう揺ようを押し隠し、感情を表に出さない顔芸はヴェッセルの得意技である。

　だが、いきなり『魔王に再臨の兆しあり』と突きつけられれば、さすがにヴェッセルも平静を装うのに苦労が必要だった。

（魔王の再臨だと!?　一九八年なんの音おと沙さ汰たもなかった魔王がか!?　いや、あるいは……魔王再臨をでっち上げ、フィクトル総督の野望を止めさせるという策略か？）

　その可能性はなくもない。しかし、自らの心を通じてウソをつくというのは不可能といっていい。ランメルト団長がほんのわずかでもウソをついていると心の中で意識してしまえば、ヴェッセルに分からないはずがないのだ。

　だがランメルト団長には、最後までウソをついている素そ振ぶりはなかった。もっと詳くわしく話を聞きたいところだったが、今は表向き《魔王の左腕》の力を使っていないことになっている。詳しく問いかけることは不可能だった。

（だとすると、ランメルト団長は本気で魔王が再臨すると考えていることになる。事実ならば五芒国すべての危機だが……）

　今ではないにせよ、詳しく話を聞くべきだった。彼が王都に滞たい在ざいしている限り、それこそ今夜にでも呼び出すことはできるだろう。そのとき改めて《魔王の左腕》の力を用い、真しん偽ぎを追求する必要があった。

　やがてランメルト団長の弔辞が終わり、次の弔問客の名が呼ばれた。

「フライスラレヘレンデ・パルタイ・ント自治領フアン・フライスラント、フィクトル総督代理、エレオノーラ殿でん下か！」

（やはり来たか。フィクトル総督ではなく、エレオノーラが）

　フィクトル総督が弔問の場に現れないであろうことは予想していた。五芒国に戦乱を引き起こそうとしている人物が、のこのこ《魔王の左腕》の前に現れるはずがない。だからこそフィクトル総督は、苦心してエレオノーラ王女と息子むすこの婚こん約やくを取りつけたのだ。同じ王族の血を引く者に《魔王の左腕》は効力をなさないと知って。

　間もなく一人の少女が入ってくると、謁見の間の空気が変わった。同じ王族であっても、周囲の空気を穏おだやかにしそうなマリアンと違い、エレオノーラは場の空気を引き締しめる。一八歳という年ねん齢れいに似合わぬ大人びた気品。そして鋭するどい目つきのせいだ。

（ほんの少し前までは可愛かわいらしい妹だったんだがな）

　三つ違いの兄妹として、空中庭園を共に駆け回ったのはそう昔の話ではない。

　有力貴族の娘むすめと王の間に生まれたエレオノーラは、妾腹のヴェッセルなどよりはるかに次の女王となる可能性があった。ところがそんなとき、王と王おう妃ひの間にマリアンという子が生まれた。その結果、彼女に対する周囲の期待は様変わりした。まず次期女王はエレオノーラではなくマリアンではないかという予想が大勢を占しめるようになった。ただそうだとしても、彼女を嫁よめとして迎むかえ入れることができれば、家名を高めるのに大きく役立つし、王家の血筋を加えることもできる。マリアンとヴェッセルが死ぬようなことがあれば、王位すら手に届くようになる。

　すなわち、エレオノーラは政争の道具として見られるようになったのだ。そのことがどれだけ彼女の性格に悪あく影えい響きようを与あたえたかは計り知れない。結果として彼女は、実の兄妹にも冷たく接するようになってしまった。

「遠くフライスラントからよく来てくれたな、エレオノーラ」

　一応ヴェッセルは長兄という立場にある。会話の糸口ぐらいは作るべきだった。

「お久しぶりです、お兄さま、それにマリアン。この度は病床にあるフィクトル総督の名代として参りました」

　立ったままそう述べる。彼女はまだ正式に結けつ婚こんはしておらず、王家の一員である。そのため、他の弔問客と違い膝をつく義務もない。

「お母さまは偉大な女王であり、たとえ血の繫がりはなくともわたしにとって敬愛すべき母でした。死に際ぎわに立ち会えなかったことが残念でなりません」

「その言葉だけで充分です」と、マリアンが応じた。「お母さまも、こうしてお姉さまが来てくれたことを喜んでいるに違いありません。長旅でお疲れでしょう、どうぞ今日はゆっくりお休みください。お姉さまの部屋は以前と同じままにしてあります」

「ありがとう、マリアン。フィクトル総そう督とくも、心からお悔やみをと申しておりました。わたしはもうすぐ王家を出る身ですが、王家に危急のときあれば必ず帰って参りますので」

　こうして表向きはごく自然に、三人兄弟の会話は終わった。

（なんと空くう虚きよな会話だ）

　せっかく三人の兄妹が集まったというのに、すべての会話が儀礼的に終わってしまった。

　しかもエレオノーラが今の空虚な会話の裏でどんな野望を隠しているかは、《魔王の左腕》の力を以もつてしても分からないのだ。




　　　　　２




　討伐歴ナ・デ・フイクトーリ一九八年、夏の月ゾームルマーント（六月）

　マリアンを喪主とした葬儀が終わり、喪もが明けると同時に戴たい冠かん式しきが行われた。これによって正式にマリアンが女王として即そく位いすることとなる。

（マリアンも大したものだ）

　ヴェッセルは半分しか血の繫つながらない妹を素直に称しよう賛さんした。マリアンは一二歳という身でありながら、母の死から休む間もなく葬儀の喪主を務め、戴冠式まで無事に終えたのだ。大人であっても音ねを上げるであろう重々しい儀ぎ式しきの数々を見事にやり遂とげたのだ。

　ほんの数年前までは「お兄さま、お兄さま」と子犬のようについてきたマリアンである。正直彼女に女王が勤まるのかと疑問に思ったこともあるが、少なくともこの日までの彼女は満点と言えた。

　もちろん、ヴェッセルにとっても他ひ人と事ごとではない。数十年ぶりに摂せつ政しようの地位が復活し、ヴェッセルが任命されたのだ。この間の環かん境きようの変化ときたら面めん倒どう臭くさいことこの上なかった。なにせ今までは税金を食いつぶすだけの盆ぼん暗くら王子と言われていた人間が、突とつ如じよとして王の代理という立場に立ったのである。嫉しつ妬とやらやっかみやら追従やらご機き嫌げん取とりやら、およそ周囲の反応は十人十色で、しかもヴェッセルはそのすべてにいちいち対応しなければならなかった。

　手の平返しの筆頭は、国務尚しよう書しよのクラーセン伯爵だろう。病床の母のもとへ駆けつけたとき、ヴェッセルが他の家臣に遅おくれたことを散々皮肉を込こめてなじった人物だ。しかし彼の身分を保障する国務尚書の地位は、女王の意向一つで決まる。そして、新たな女王の意向に、ヴェッセルという摂政が大きく影えい響きようするのは誰だれの目にも明らかだ。

「摂政殿下、これまで私と殿下の間には様々な軋あつ轢れきがあったことは否定できません。私の態度が殿下のお気に障さわることもあったでしょう。しかしながらそれも王国のためを思えばこそ。今こそ過去のことは水に流し、共に女王陛下のために力を尽つくそうではありませぬか」

　摂政の執しつ務む室を訪おとずれたクラーセン伯は、立て板に水を流すがごとき流りゆう麗れいさで、責任転てん嫁かと追従を短時間で同時にやってのけた。

（よし、ならば今すぐ自分で喉のどをかっ切れ）

　それが一番マリアンのためになるぞ──と心底思う。

「それから殿下も新たな地位に就つかれたのです、新たな人材も必要でしょう。こちらは心ばかりの就任祝いです。どうぞ侍じ女じよとして閣下にお仕えさせてください」

　クラーセン伯がパンパンと手を叩たたくと、「失礼します」という可か憐れんな声と共に、一人の侍女が入ってきた。

「アニカと申します、殿下」

　年齢は一八ぐらいだろうか。なるほど貴族の男が好みそうな大人しそうな顔つきで、さらに胸などは服の上からでもハッキリ分かるほど豊かに育っている。

　クラーセン伯が小声で囁ささやいた。

「無論、初物でございます。閣下のお好きなように」

（そう来たか！　新しい手法だな！）

　摂政の就任祝いが若い侍女。平静を装うのが大変だった。

　無論、突き返すこともできたが、一二歳の妹ですらも王国のために尽じん力りよくしているのだ。下手な波風を立てる気にはならなかった。

「貴公の心こころ遣づかいには感謝する。我が王国を治めるには、長年国務尚書の地位にあった貴公のような人材が必要不可欠。私からもお願いしよう、どうか今後も王国のために尽くして欲しい」

　ヴェッセルがそう口にしたときのクラーセン伯の破顔ぶりたるや凄すさまじかった。これで最大の懸けん案あん事じ項こうが消えたと言わんばかりに満面の笑えみが咲さいたのである。

「お任せください、我が家名にかけて。ではアニカ、くれぐれも殿下の気を損そこねぬように」

　すっかり安心したクラーセン伯が去ると、アニカという侍女はさっそく口を開いた。

「では殿下。その……経験こそありませんが、教育は受けておりますので……」

　アニカが取った次の行動を見て、思わずヴェッセルは呆ぼう然ぜんとした。

　彼女は長いスカートの裾すそをつかみ、緊きん張ちようした手で持ち上げ始めたのだ。

「いや、脱ぬがんでいい脱がんで！」

「そ、そうなのですか？　では……服を着たままの方が？」

「いや、そういうことでもない。とにかく私の私室へ行ってくれ、イエッタという侍女がいるから彼女から仕事を教えてもらってくれ」

「つまり……三人で、ということでしょうか？　申し訳ありません、三人での教育は受けていないのですが……」

「…………」

　その後、どうにかアニタの誤解を解いて部屋から追い出すと、ヴェッセルはため息を吐つかずにはいられなかった。たとえば今回は侍女の贈おくり物だったが、今後は婚約の話も無む駄だに舞まい込むに違ちがいないのだ。

　血の繫がりこそが最良の同盟の証あかしであり、貴族たちが是ぜが非ひでも王家の血を得ようとする理由は分からなくもない。父が結婚前に子を成したのは、必ずしも父の意志ではなく、女を押しつけられた結果ではないか。そんな風に思うことさえあった。
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　実際のところ、ヴェッセルに女を抱だいているような余よ裕ゆうはなかった。摂政となった以上、学ぶべきこと、調べることはいくらでもある。それなりにヴェッセルがやる気を出したのは、女王たる妹マリアンの志を知ったためだった。

　それは戴冠式が行われた日の夜のことである。ヴェッセルはマリアンの私室に呼び出され、次のような会話を行っていた。

「まずお兄さま。今後は女王と摂政の立場です。以後はヴェッセル……と、お呼びしていいですか？」

「ああ、それでいい。私ももうマリアンと呼ぶわけにはいかないな。今後は陛下と呼んだ方がいいだろう」

「そ、それは……ちょっと慣れません。せめて二人しかいない場所では、これまでと同じようにしましょうか」

「別に構わないぞ。おまえが公おおやけの場で私のことをお兄さま、などと呼ばないならばな」

「……努力します」

　何年も続いた習慣を変えるのは容易ではない。さすがのマリアンも少し自信がなさそうだった。

（それにしても、この一〇日ほどですっかり顔つきが変わってしまったな）

　このところ、マリアンの顔を見る度たびにそう痛感させられる。

　きっかけは分かっている。義母の最さい期ごの日のことだ。義母リーセロットは最期の時間をマリアンと二人で過ごした。そのときどのような会話が交かわされたかは知らないが、以後明らかにマリアンは子供の顔ではなくなった。

「そういえばマリアン、私も一つ訊ききたかったんだがな。なぜ私が摂政になることを簡単に受け入れたんだ？　私が盆暗で穀ごく潰つぶしと悪名高いことは聞き及およんでいただろう？」

「それは……お兄さまの本当のお母さまのことを聞いたからです。表向きは毒殺されたことになっているものの、実際はお兄さまが逃にがし、まだどこかでご健在だとか」

「そのことか」

　ヴェッセルの母であった侍女は、ずっと命を狙ねらわれていた。なんら権力を持たない侍女風ふ情ぜいが、次の王の母になるかもしれなかったのだ。それを邪じや魔まと考える貴族はいくらでもいる。

《魔王の左腕》によってその事実を知ったヴェッセルは、王子としてあらゆる手段を行使し、母を毒殺されたことにして逃がしたのだ。そのことをなぜか義母リーセロットは知っていた。《魔王の左腕》が使えない義母が、どこでそのことを知ったのかはつくづく不思議で仕方がない。

「実のお母さまのことをそれだけ大事にされるお兄さまなんです。きっと腹違いであっても妹のことを気にかけてくれるはず……とお母さまから言われました」

「物は言いようだな。まあおまえがたった一人の妹であることは紛まぎれもない事実だ。私も家族を守るためには全力を尽くそう。それに今まで王族としてそれなりの税金を浪ろう費ひしてきたしな、その責任は取らざるを得まい」

「わたしにとってはそれで充じゆう分ぶんです。では早さつ速そく教えてください。わたしは女王として今後どうすべきなのでしょう？」

「その質問は間違っている。私ではない、おまえが女王としてどうすべきかを考えるんだ。私はその実現のため、尽力することを惜おしまない。もちろん間違った方向へ進もうとしているのなら、全力で止めることになるが」

「でしたら決まっています。魔王が討伐されてから一九八年、《呪われた地フエルドウームデ・ラント》も年々後退し、魔物も以前ほど脅きよう威いではなくなってきていると聞きます。そんな中、お母さまは五芒国の守護者としてひたすら平和を維い持じするために尽力されてきました。わたしもその娘むすめとして、同じことをしたいと考えています」

　母のことを愛していたマリアンらしい返答だった。

「悪くはない、平和こそ王の義務だ。だが現状では難しいだろうな」

「難しい？　なぜです？」

「私から説明するより、当人から聞いた方がいいだろう。紹しよう介かいしておきたい人物がいる。ここに呼んでいいか？」

「お兄さまの紹介でしたら拒こばむ理由はありません。ですが一体どなたですか？」

「《狂嗤の団》のランメルト団長だ」




　間もなく、ファースがランメルト団長を連れてくる。

　夜半に女王の私室へと招き入れられたのだ。並の人物であれば緊張の一つも隠かくせないだろうが、さすが最強と名高い傭兵団の団長である。動作一つ一つを取っても揺ゆるぎがなく、こうなることを予想していた感すらあった。

「マリアン女王陛下。このような拝はい謁えつの機会を頂きありがとうございます」

「いえ、こちらこそこんな時分に呼び出したことをお詫わびします。ですが一体どのようなお話が……？」

「ランメルト団長。繰くり返しで悪いが、先に聞かせてもらった話を女王陛下に」

「承知いたしました」

　ランメルト団長は、魔王に再臨の兆しがあるという《アレンヘムの聖女ハイルグ・フアン・アレンヘム》の予言について語り始めた。それはリーセロット前女王の葬そう式しきの夜、ヴェッセルが密ひそかに彼を呼んで聞いた話でもあった。

「《アレンヘムの聖女》の本当の力については、伝道の儀ぎの折に宮きゆう廷てい学士から聞いたことがあります。では今から二年後、本当に魔王が再臨すると……？」

「外れればよいのですが、過去の事例から見ても恐おそらく確実な未来かと。そこで是非備えをお願いしたく、このように参上した次し第だいです」

「分かりました。お兄さま、では五芒国の総力を挙げて防衛体制の構築を」

「今の時点では難しいな」

「なぜです？　魔王はわたしたちはもちろんエルフやドワーフドウエルグの敵でもあります。すべての力を結集して決戦を挑いどむべきです、一九八年前のように」

「おまえは新女王として即そく位いして、まだ地じ盤ばんも固まっていないのだ。この状態で来るかも分からん魔王の再臨を訴うつたえ、各地の貴族に負担を強しいれば反発しか生まれん」

「摂政殿下の仰おつしやる通りでしょう。一九八年という時間は余りに長すぎました。もはや魔王の脅威を覚えている者は誰もおりませんし、今いま更さら魔王の再臨を告げたところで誰も信用しないでしょう。特にフィクトル総そう督とくなどは」

　ランメルト団長が聡そう明めいな人物であったことは、ヴェッセルにとって幸いだった。

「フィクトル総督が、アレンヘム公国への侵しん攻こうを目もく論ろんでいるとは聞いていますが……」

「その通りだ。マリアン、近いうちに戦争は必ず起こる。フィクトル総督は奴ど隷れい商人を始めとした都市貴族レヘンテンの後押しによって今の地位についた。その都市貴族たちがアレンヘムへの戦争を求めている以上、フィクトル総督も拒きよ否ひはできん」

「止める手段はないのですか？　魔王の再臨を前に、人間同士が争っている場合ではないはずです」

「無理だ。第一に、我が王国はフライスラントに多額の借金をしている。今その返済を求められるだけで、我が国の財政は破は綻たんしかねん」

　父の浪費のせいでな──とは言えなかった。

「第二に、フライスラントは多くの兵を動員し、武器兵ひよう糧ろうを買い集めている。今ここで一度は戦争をせねば、拡張した軍のために今度はフライスラントの財政が悪化しかねん」

「我が王国にも充分な軍備はあるはずです。それでも止められないんでしょうか？」

「フィクトル総督が恐れるのもそこだろう。だが問題が二つある。ヴィエレヒト司教領とメイルマンス侯こう爵しやく家に不ふ穏おんな動きがある。恐らく我が国を攻せめるものではないと思うが、メイルマンスとフライスラントは同盟関係にあると言っていい。もし王国軍を下手に動かせば背後を突つかれかねん」

「つ、つまり五芒国の半分が敵に回るということですか!?」

「もしフライスラントとアレンヘムの争いに介かい入にゆうし、王国軍が弱体化した場合、どうなるかは分からん。五芒国で唯ゆい一いつ問題がないと言えるのは、フローニゲン伯はく国ぐらいのものだな」

　フローニゲン伯国は、エルフとの友好を違たがえぬためだけに建国された。軍備すら最低限で、他国からすれば攻める意味もない。敵にはなりようがなかった。

「では手の打ちようがないんですか？　フライスラントがアレンヘムに侵攻するのを黙だまって見ている他ほかはないと？」

「残念だが、恐らくな」

　神しん妙みような顔をしてヴェッセルは言ったが、妹の前では決して言えない本音もあった。

（正直、ものすごく戦争して欲しい）

　今やフーデルス王国フーデルス・コーニングライクにとって一番邪魔な国がフライスラント自治領だ。彼らがアレンヘム公国に戦争を仕し掛かけてくれれば──それこそ兵を動員し、移動させるだけでも──フライスラントの国力は減げん衰すいする。フーデルス王国としては喜ぶべき事態なのだ。そのため、

「いえ陛下、一つ手立てがあります」

　とランメルト団長が口を挟はさんだとき、「余計なことを言うな！」と本気で言いかけたヴェッセルだった。

　だが幸いなことに、ランメルト団長の語った策はそう悪いものではなかった。

「ようはフライスラントと我がアレンヘムを一度争わせ、そして早期に戦争を終わらせればいいのです。さすればフライスラントは二度と戦争など起こす余地はなくなり、二年後の魔王再臨までに体制を整える時間が稼かせげるはずです」

　彼の言わんとするところを、ヴェッセルは察した。そういうことならと、喜んでその話に乗っかる。

「なるほど、最強の傭兵団を擁ようするアレンヘムならそれも不可能ではないかもな。フィクトルめに宣戦布告をさせる手立てでもあるのだな？」

「ございます。私は近いうち、エレオノーラ殿でん下かのもとを訪おとずれようと考えております。私はアレンヘム公こう爵しやくの代理として参りました、隣りん国ごくフライスラントの使者であるエレオノーラ殿下に挨あい拶さつするのは当然でしょう。もしフライスラントが本気で我が国への侵攻を企き図としているのであれば、《狂嗤の団》団長たる私をそのまま帰すとは思いませぬ。適当な罪をでっち上げ、私を捕とらえて宣戦布告の名目とするのではないかと」

（素す晴ばらしいっ!!）

　内心で大喝かつ采さいする。その方法なら、大喜びでフライスラントはエサに食いつくだろう。

　ヴェッセルは喜びが顔に出ないよう最大限の努力を発揮して重々しく頷うなずいた。ランメルト団長は自己犠ぎ牲せいによってフライスラントを釣つり上げようとしている。ここで笑うなどもっての他だった。

「確かにフライスラントが卿けいを捕らえる好機を逃すとは思えん、興味深い一手だ。しかし仮に戦争を意図的に引き起こしたとして、団長のいない《狂嗤の団》に勝ち目はあるのか？　勝敗は戦争の常、アレンヘムが敗北することもあり得るし、万が一泥どろ沼ぬま化かすれば二年後の魔王再臨に備えるどころではなくなるぞ？」

「ご安心ください。我が《狂嗤の団》は連日魔物と命を懸かけた戦いを繰り広げており、兵は歴戦。奴隷兵を中心としたフライスラント軍など物の数ではございませぬ。それに今我が団には歴代最強ウエールガロゼ・クライガーを謳うたわれる切り込み隊長がおりますし、次期団長として我が息子むすこカレルを残してきました。私の身になにがあろうと、必ずや我が息子が《狂嗤の団》を勝利に導くでしょう」

「ふむ。卿の息子とやらはそれほど名将の器うつわなのか？」

「恐らくは。我が息子カレルは、フェルトフォルクやドワーフの教えを受け、その道理を身につけております。これに歴代最強の切り込み隊長と《アレンヘムの聖女》の力が合わされば、フィクトル総督ごときに負ける道理はございません」

（是非とも親おや馬ば鹿かの評価であって欲しいものだ）

　仮にフライスラントとアレンヘムが戦争したとして、アレンヘムの勝利で終わる分には問題ない。しかし勝利によって、極きよく端たんにアレンヘムの発言力が増えるようなことがあっても困る。ランメルト団長の息子とやらが、そこそこの指揮官であって欲しいものだった。

「お兄さま。わたしとしては、目の前で戦争が起こるのを黙って見ていたくはありませんが……」

　マリアンの意見はもっともだった。

（だがここは戦争してもらわないと困るのだ）

　ヴェッセルは慎しん重ちように言葉を選び、マリアンを納なつ得とくさせようと試みた。

「気持ちは分かるがマリアン。フィクトル総督は、一度戦争を起こさねばどうにもならぬところにいる。それにもしアレンヘム側が戦争に勝利すれば、来たるべき魔王戦役においてアレンヘムの発言力は飛ひ躍やく的に高まるはずだ」

「そうすれば、来たるべき魔王との戦いも有利に運べるということですか？」

「そうだ。魔王戦役で苦戦したのは、人類側の意志統一が遅おくれたことが大きいと言われている。今、アレンヘム公国の勇名を知らしめることには大きな利がある。それに我が王国軍さえ温存できれば、いざというときは両国を強制的に和わ睦ぼくさせることもできる」

　戦争に絶対などというものはない。ランメルト団長の策に乗ることの危険性はヴェッセルも知っていたが、それでも現在の王国と五芒国との関係を考えれば、フライスラントの戦争を黙もく認にんしない理由はなかった。

「ですが、もしフィクトル総督に名将の素質があり、アレンヘム公国を一戦で討うち滅ほろぼして併へい合ごうするようなことになればどうします？」

「マリアン、実にいい指し摘てきだ」

　フライスラントが勝ちすぎる可能性は、懸け念ねんすべき問題だった。それに気付いたマリアンは称しよう賛さんすべきである。

「もしそのような状じよう況きようになれば、もはや我がフーデルス王国は五芒国の統治者ではいられなくなるだろう。だがそのときは二年後を待てばいい。魔王が再臨したとき、フィクトル総督が矢や面おもてに立って我らを守ってくれるだろうからな」

「……そこまでお考えだったのですね。分かりました、ではお兄さまの判断を信じます」

「そうか、感謝する」

「ただし条件があります。もしもフライスラントの力が我が国よりも強大になったと分かれば、わたしは女王の地位をお姉さまに譲ゆずろうと思います。恐らくそれがもっとも犠牲を少なくする方法でしょうから」

　ヴェッセルは、さすがに驚おどろきを隠せず新女王を見つめた。

（なるほど、方法としては非常に正しい）

　フライスラント自治領がフーデルス王国に匹ひつ敵てきする国力を得れば、両りよう雄ゆう並び立たずという状況になるだろう。しかし、もしそのときマリアンがエレオノーラに恭きよう順じゆんする姿勢を見せれば、少なくとも二国間の間に争いは生じないかもしれない。

　驚くべきは、一二歳という年ねん齢れいでそのことに思い至ったマリアンである。ひょっとすると義母リーセロットも、ただ血を引いているからという理由だけでマリアンを跡あと継つぎにしたわけではないのかもしれなかった。

　ただヴェッセルとしては、マリアンの策を直ちに了りよう承しようするわけにはいかなかった。

（仮にマリアンが女王の地位をエレオノーラに譲ったとしよう。そうなれば、間ま違ちがいなくフィクトル総督が私とマリアンを生かしてくれるとは思えない）

　結果的にヴェッセルは、マリアンの策に感心したように見せつつ、肯こう定ていも拒否もせずランメルト団長に向き直った。

「話は聞いたな？　ランメルト団長、危険な仕事だが……なんとか戦争を誘ゆう発はつしてくれ」

「お任せを。必ずやフィクトル総督を動かしてみせましょう」
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　ランメルト団長の策に効果があったと分かったのは、三日後のことだった。

　急用があると、謁えつ見けんの間を訪れたのは、今や王姉殿下と呼ばれることになったエレオノーラだった。

「陛下に謹つつしんで申し上げます。アレンヘム公国が王国への反乱を企てていることが判明しました」

「なんだと!?」

　彼女が挨拶もそこそこにそう述べたとき、ヴェッセルは驚いたフリをするのに相当な労力を必要とした。

「エレオノーラ、事実だとすればそれは由ゆ々ゆしき事態だ。しかしアレンヘム公爵家は王家に対する忠誠も厚く、一九八年に亘わたって魔物の侵攻から五芒国を守り続けてきたのだ。反乱の嫌けん疑ぎをかけるなら、それだけの証しよう拠こがあるのだろうな？」

「もちろんです摂せつ政しよう殿でん下か」

　エレオノーラは一応は下手に出た。彼女に殿下呼ばわりされるのはなんとも違い和わ感があって仕方がない。

「実は一昨日、不ふ審しんな動きをしていた《狂嗤の団》のランメルト団長を捕らえたのです」

　たった一つの会話に、問いただしたい箇か所しよが満まん載さいだった。だがあえて途と中ちゆうで遮さえぎらず、最後まで説明させることにする。

「わたしが現在滞たい在ざいしている屋や敷しきの近くにはメイルマンス公爵の私し邸ていがあるのですが、私の護衛が付近をウロ付く怪あやしい人物を捕らえたのです。それがランメルト団長であり、懐ふところにこのような手紙を持っておりました」

　エレオノーラから封ふうを破った羊皮紙を受け取る。文面は次のようなものだった。

　近年は魔物の侵攻が激しく、五芒国の力を一つにまとめねばいつか魔物の侵しん略りやくを許すことになりかねない。しかし五芒国の統治者たる王家を治めるのは一二歳の子供であり、その補ほ佐さを務める摂政に至っては盆ぼん暗くら・暗あん愚ぐと悪名高きヴェッセルである。このまま王国の統治が続けばいつか五芒国すべてに害が及およぶ。そこでアレンヘム公国は間もなく王都へ攻せめ上がる。メイルマンス公爵家が王国の背後を突ついてくれれば、莫ばく大だいな恩賞を約束する──。

（無茶にもほどがある）

　アレンヘム公国がこの王国を攻める理由があるとは思えない。そもそもアレンヘム公は重い病気の身であり、その娘むすめはまだ一七歳。婚こん約やくは決まったと聞くが、とても他国へ侵略できる状況ではないことは分かっている。

（もしこんな偽ぎ書しよがきっかけで戦争になるのだとすれば、ひどい話もあったものだ）

　だが戦争というものの発ほつ端たんは、大体は馬ば鹿からしいものの方が多いことをヴェッセルは知っていた。あるときは子供の喧けん嘩か、あるときは権力者の思いつき。その度たびにひどい理由で宣戦布告が行われ、勝者によって歴史が作られる。魔王戦役以前から続く人の業ごうだった。

「エレオノーラ。《狂嗤の団》といえば五芒国を魔物の侵しん攻こうから守り続けた栄光ある傭兵団。その団長を勝手に拘こう束そくするというのはいかがなものか？」

　とりあえずヴェッセルがそう問い詰つめたのは、ただの義務である。王家として言うべきことは言ったという姿勢を見せたいだけだった。

「お許しください。我が国は以前よりアレンヘム公国に不審な動きがあることを察知し、その動向を注意深く観察していました。今回のランメルト団長捕ほ縛ばくはその成果とお考えください」

「ほう、不審な動きとは？」

「ご存じかと思いますが、《呪われた地》の境界線バーケンランデンはここ数十年の間に年々東へと後退し、アレンヘム公国の領土は年々増え続けております。もはや魔王の脅きよう威いなどなくなっているにもかかわらず、一九八年前にアレンヘム公国に与あたえられた数々の特権はそのまま。この状況をよいことに、アレンヘム公国は過か剰じように武器を買い付け軍備を増強しているのです」

「それが本当であれば由々しき事態だ。直ちにアレンヘム公に釈しやく明めいを求めねばなるまいな」

「お任せください。すでに義父であるフィクトル総そう督とくはアレンヘム公国に宣戦布告の使者を出しました。また旗下の将軍に命令を発し、一万の軍勢がアレンヘム公国へ向かい進軍中です。必ずやアレンヘム公爵を投降させ、この王都へ連行することをお約束いたします。すべてはフーデルス王国のための戦いくさ。何なに卒とぞ傍ぼう観かんを願います」

（そんなにも戦争がしたかったのか）

　フライスラントの行動は、あまりにも早過ぎた。

「いや待て、それならばまず女王陛下の名でアレンヘム公に出頭を命じよう。アレンヘム公が自主的にここへやってくれば、余計な血を流すことなく《魔王の左腕》の力で真相を明らかにできるだろう」

「お言葉ですが、アレンヘム公は病びよう床しようと偽いつわりお母さまの国こく葬そうにも出席しなかった身。今いま更さら呼び付けたところで出頭するとは思えません」

（出席しなかったのはフィクトル総督もだろうが）

　心の中で指摘せずにはいられない。

「しかし軍勢を率いて公国へ押しかけるのはいかがなものでしょう」口を挟はさんだのは、傍観していたマリアン女王だった。「万が一武力衝しよう突とつとなり、アレンヘムの戦力が衰すい退たいすることがあれば、利するのは魔物ぐらいのものです。事は慎重を期すべきではないでしょうか」

「ご安心を。そのときは我がフライスラントが五芒国の礎いしずえとなり、魔物の侵しん入にゆうすべてを止めてみせましょう」

（なかなかやるじゃないか、マリアン）

　マリアンはひょっとすると戦争を回かい避ひしたい一心で今のような質問をしたのかもしれない。だが結果的に面おも白しろい言げん質ちを引き出すことができた。もし本当に魔王が再臨するというのであれば、フライスラントが壁かべになってくれると。

「分かった。それでは我が王国はアレンヘム公に出頭を求める。それとは別に、フライスラントがその手助けをしてくれるというのなら、あえて制止はすまい」

「承知いたしました。では失礼ながら、わたしも本日をもって王都を出しゆつ立たついたします。至急、フィクトル総督の軍と合流しなければなりませんので」

（わざわざ合流するつもりか！）

　さすがに驚かされる。まさかエレオノーラがそこまで積極的だとは思わなかった。

　その狙ねらいは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。フライスラント軍に王家の人間が加わることで、いよいよ王家が戦争を黙もく認にんしていると見せかけようとしているのだ。

「これも王家と五芒国のため。では、これからも変わらぬ忠誠を陛下に」

　もっともらしく一礼してからエレオノーラは謁見の間を去った。

　と同時に、マリアンが険しい視線を送ってくる。

「お兄さま、このままでは戦争が起こります。本当に放置していいのでしょうか？」

「今は堪こらえよ。借金の件が片づかぬ限り、我が王国はフライスラントに口を出せん。こうなっては早急に戦争が終結してくれることを祈いのるだけだ。ランメルト団長の言葉を信じようではないか」

　ランメルト団長は、名将の器うつわにあるという息子むすこを残して王都へ赴おもむいたという。自分の留守をフライスラントに襲おそわれると分かっていながらだ。

　その息子とやらの器量は今もって不明ではあるが、一九八年に亘って魔物と戦い続けた《狂嗤の団》の強さは五芒国随ずい一いちだ。期待する価値はあるはずだった。
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　ヴェッセルが自室へ戻もどったときのことである。

　なぜか下着姿で待っていた侍じ女じよイエッタは、まずヴェッセルに服を着るよう命じられた後、次のように話を切り出した。

「ヴェッセルさま。謁見の間での話はわたしも聞きました。これから始まるのはフライスラントとアレンヘムの戦争ではありませんね。フーデルス王国を含ふくめた三つどもえの戦となりましょう」

（本当にこいつが怖こわい）

　イエッタはただの侍女であり、今までこの部屋に待機していたはずである。

　つまり、謁見の間で起こった会話のことなど知りようがないはずなのだ。だがこの宮きゆう殿でんには特別な情じよう報ほう網もうを持っているようで、彼女にはすべて筒つつ抜ぬけになっている。しかも状況の把は握あくが適切だ。

　ただ、ヴェッセルも相談相手が欲ほしくないわけではない。

「我がフーデルス王国としては、フライスラントの敗北を願いたいところだ。アレンヘムに圧あつ倒とう的大勝利をされても困るが」

「マリアン女王陛下の統治もままならぬ内に、アレンヘムの発言力が増えても後々厄やつ介かいになる……とお考えなのですね？」

「そうだ。だがフライスラントの侵攻軍は二万近くになる。アレンヘムの兵力はどう考えてもその半分以下だ。手助けしてやらねば勝つのは難しいだろう」

「ですが援えん軍ぐんや兵ひよう糧ろうを送るわけにもいきません。軍ぐん需じゆ物資の輸送となれば、フィクトル総督に察知されかねませんし」

「戦争においてもっとも重要なものは兵士や兵糧ではない。情報だ。万の軍勢とて、たった一つの偽書で退たい却きやくに追い込まれることは歴史が証明している」

「さすがはヴィッセル殿下。素す晴ばらしいご見識です」

「ではイエッタよ。試みに聞くが、どのような情報を流せばよいと思うか？」

「わたしのような侍女風ふ情ぜいの考えが殿下のご期待に添そえるとは思えませんが、一つだけ思い至ります。アレンヘムの主力は《狂嗤の団》。彼らは日夜魔物と戦い、その精強さは五芒国随一。その《狂嗤の団》がもっとも得意とする戦場を、ヴェッセルさまが作って差し上げればよろしいかと」

（本当に怖いぞこの女）

　侍女が考えつくようなことではない。

「私も同じ考えだ。《狂嗤の団》ならばフライスラントの奴ど隷れい兵など物の数ではあるまい。だがそのことが分からぬフィクトル総督でもあるまい、恐おそらく夜や襲しゆうや奇き襲しゆうをもっとも警けい戒かいするはずだ。偽の情報の一つも流して助けてやらねばな」

「お心のままに。殿下はそのための準備を、この数年怠おこたったことはないとよく存じております」

　盆暗、暗愚、穀ごく潰つぶしと罵ののしられることと引き替かえにな──と小さな声で呟つぶやく。

　フィクトル総督がもっとも恐れ、そして《狂嗤の団》が得意とする戦場を一度だけ作り出す。そうすれば新団長がよほどの愚ぐ者しやでない限り、《狂嗤の団》の勝利は揺ゆるがないだろう。

　しかし、局地的な戦いで一度や二度敗北したところでフライスラント軍は揺るがない。フィクトル総督は、明らかに一度や二度の敗北を計算に入れて兵を大量に動員している。

（まあ苦しむがいいさ、カレルとやら。おまえが生き残る道は、フライスラント軍に一時的な勝利を得た上で我が王国に仲裁を求めることぐらいだろう。そのときは喜んで手を貸してやるとも。多大な恩を売りつけた上でな）











第七章　三〇〇対一万












　　　　　１




　リーセロット女王の訃ふ報ほうが届いたころ、アレンヘム公こう爵しやく家内で一つの小さな言い争いがあったことは、あまり知られていない。

　言い争いの元は、弔ちよう問もんの使者を誰だれが務めるかということだった。当初の予定ではランメルト団長だったが、直前になって病床のアレンヘム公爵が直じき々じきに王都へ赴こうとしたのだ。

「どうせ病やまいで長くない身だ。ならばやはり私が命を賭とすべきであろう」

　アレンヘム公はそう主張して譲ゆずらなかったが、結局実現はできなかった。王都へ発たつための準備が体に障さわったのか、病状が悪化。一時はリーセロット女王がそうであったように昏こん睡すい状態に陥おちいり話すこともできなくなったのである。

　幸いなことに間もなく意識は取り戻したものの、体調改善の兆しはなく、予定通りランメルト団長が王都へ旅立たざるを得なかった。

「カレル。私は二度と王都から戻らぬと想定し、あらゆる状じよう況きように備えよ」

　出立前に父が言い残した言葉に、カレルは粛しゆく々しゆくと従った。最近の魔物グルエルの侵入頻ひん度どを考えれば、境界線バーケンランデンで守備についている傭兵フールリングたちを帰き還かんさせることはできない。それに下手に《狂嗤の団バルダー・ブリガーデ》を動かせば、すわ戦争の用意ありと、フライスラントに侵しん攻こうの口実を与えかねない。

　せめて国境近くに防衛拠きよ点てんとして砦とりでの一つも作っておきたかったが、それこそフライスラントに口実を与えることになる。結果的にカレルができたのは、兵糧や武器を秘ひ密みつ裏りに集め、フライスラントへ向かう街かい道どう沿いに集積しておくことだけだった。そして未来の妻となるセシリアもまた、公爵の娘むすめとして淡たん々たんとカレルを手伝った。

「こんなときだ、おまえは公爵閣下の傍そばにいていいんだぞ？」

　カレルは何度となくセシリアにそう言ったが、

「それでお父さまが喜んでくれるとは思えないわ。あなたは今、国のために奔ほん走そうしてくれているのよ。それを手伝う方がよっぽどお父さまのためよ」

　と、彼女の意志が変わることはなかった。

　実際のところセシリアの協力はありがたかった。大隊長たちの支持を得ている《狂嗤の団》の統とう率そつはともかく、アレンヘム公国ヘルトフドム・アレンヘムという国を動かすにはカレルはまだ若すぎた。だが幸いなことに《アレンヘムの聖女ハイルグ・フアン・アレンヘム》の人気は高く、彼女の嘆たん願がんあるいは命令があれば、国内に応じない者は誰もいなかった。かつてフェルトフォルクのホルサが告げたように、《狂嗤の団》団長の息子と公爵の娘を婚こん姻いんさせることにより、政治と軍事を一体化させるという策は着実に実を結びつつあった。

　こうしてアレンヘム公国もまた、粛々とフライスラントとの戦争に備えていった。
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　状況が動いたのは、マリアン新女王即そく位いの話が伝わった夏の月ゾームルマーント（六月）始めのことである。フライスラレヘレンデ・パルタイ・ント自治領フアン・フライスラントより使者が訪おとずれた。宣戦布告の使者だった。

「アレンヘム公国は与あたえられた数々の特権を悪用し、不当に財を集め、他国へ損害を与えている。さらに《狂嗤の団》ランメルト団長は、アレンヘム公国が他の五芒国フアイフステル・ランデンと通じ、王国へ反逆の意志があることを認めた。我がフライスラントはすでに懲ちよう罰ばつのための軍を移動させつつある。もしアレンヘム公国を灰かい燼じんに帰したくなければ、直ちにアレンヘム公爵とその家族は弁明のため我が軍に投降せよ」

　それはほぼ予想通りの言いがかりだった。受けて立ったのはカレルである。

「我が国に与えられた特権は、魔物から五芒国を守るため与えられた正当なものだ。他国に損害を与えた覚えはもちろん、王国への反逆を考えたことなど一度もない」

「それでは我が軍に投降され、その旨むね抗こう弁べんなされよ」

「公爵閣下は病びよう床しようの身、出頭など不可能だ。ましてや王国にならともかく、フライスラント軍に投降する理由は欠片かけらもない。そもそも一九八年に亘わたり、魔物から五芒国を守り続けたのは我がアレンヘム公国。その功をないがしろにし、無実の罪を着せ出頭せよなどとは無礼も甚はなはだしい。フィクトル総そう督とくには己おのれの分をわきまえろと伝えてくれ」

「よく分かりました。では、アレンヘム公には力づくで出頭頂く他ほかありませんな」

「フライスラントの奴隷兵ごときが、我ら《狂嗤の団》に敵かなうと思っているのか？　攻せめたければ攻めるがいい。そのときは自身の短たん慮りよと無知を思い知ることになるだろうがな」

「カレルさまは実に勇ゆう猛もうでいらっしゃいますな。その言を後こう悔かいされる日が来ないことを個人的には祈っております。それでは」

　フライスラントの使者も、要求が通るなどとは思っていなかったのだろう。話し合いがまとまることは最初からあり得ず、会見は極きわめて短時間で終わった。

　使者が去ると、セシリアは褒ほめるべきか呆あきれるべきか分からないといった複雑な表情をカレルに向けた。

「あなた、あんな言こと葉ば遣づかいもできるのね。それもホルサに習ったの？」

「商人の必ひつ須す技能だ、剣けんを振ふるうよりは簡単だろう」

「そうかもしれないけど。それにしても、まさかあんな言いがかりを付けられるとは思わなかったわ。本当に戦争になるのね……」

「フライスラントからすれば一〇年来の恨うらみがつもってるんだ、無理もない。だがそう心配する必要はないさ。俺は毎晩おまえと寝ねているが、フライスラントとの戦争で死ぬ夢は未いまだに見たことがない。おまえもそうだろ？」

「そういえば……そうね。相変わらず魔ま王おうの軍勢に殺される夢のままだわ」

「考えられる未来は二つだ。フライスラントと戦いくさにならずに済むか、あるいは戦になっても俺たちが勝利するか。どっちにしろ、フライスラントは怖くないってことさ」

　その説得は、多少セシリアを安心させることに成功した。
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　だが実際のところ、状況が明らかになるに連れ、アレンヘム公国の劣れつ勢せいぶりが明らかになっていった。それはカレルの師し匠しよう、遍歴商人マルスクラームルホルサのもたらした情報に依よるところが大きい。

「昨日、フライスラント軍の一団がゴーダの街を出たそうだよ。フィクトル総督は一万と謳うたっているけど、実際の数は七〇〇〇ほど。ただそのうち二〇〇〇は後方支援が主な任務になるみたいだけど」

「……ありがたい情報だ。しかし一体どうやったらそんなこと分かるんだ？」

　カレルは驚おどろきを隠かくせなかった。敵の数、居場所、編制。それは今最も欲ほしい情報だが、だからこそそう簡単に得られる情報ではない。

「フェルトフォルクに秘密は意味をなさないって言っただろう？　軍勢が動けば物資も動く。隣りん国ごくの酒保商人に知り合いがいれば分かる話だよ」

　いともたやすく言ってのける。師匠がそういう商人だったということをあらためて思い知らされるカレルだった。

「それにしてもフィクトル総督の動きは早いな。最初から女王陛下の崩ほう御ぎよに合わせて侵攻する計画だったとしか思えん」

「同感だね。それから悪い知らせだ、今のところ動いてる兵力が七〇〇〇というだけで、フライスラントには二万の軍勢がいることを覚えてるよね？」

「ま、まさか……第二陣じんがいるのか？」

「そう。ズヴォレとヘンゲローでもそれぞれ五〇〇〇の兵が侵攻の準備を整えてるってさ。今日明日には動かないだろうけど、一ひと月つき以内には動き出すよ」

　さすがにこのときばかりはカレルも天を仰あおいだ。

「一五〇〇〇以上!?　《呪われた地フエルドウームデ・ラント》の守りを空っぽにして《狂嗤の団》全軍とこの国の全兵力を引っ張り出しても、その半分がせいぜいだぞ!?　それじゃもう籠ろう城じようするしか手がないじゃないか！」

「そう焦あせらなくてもいいんじゃないかな？　これだけは言えるよ、喧けん嘩かするなら負けないように、そうでなければ逃にげ道を探す。これは商売だろうと戦争だろうと変わらない。なによりも目的を見誤らないことだね」

「目的を、見誤らない……」

「そう。たとえばフィクトル総督だって、万単位の大軍勢を動かす戦争は初めてなんだ。万を超こえる人間の食しよく糧りようや薪まきを用意するのがどれだけ大変だと思う？　だから戦力を分散させることになると分かっていても、二万の軍団を一度に動かせず、三つに分けているんだよ。付け入るスキは必ず生まれるものだよ、それを見み逃のがさないように」
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　カレルとしても、諦あきらめるつもりは微み塵じんもなかった。

　もしフライスラント軍に降こう伏ふくしたとしたら、どうなるか。少なくともこの国の経済は破は綻たんし、開かい拓たく事業は頓とん挫ざする。国力は大きく低下し、《狂嗤の団》は自然と解散へ追い込まれる公算が高い。

　たとえば、《アレンヘムの聖女》の力のことをフィクトル総督に伝えるという方法も考えた。二年後に魔王が再臨するということを伝えれば、フィクトル総督もアレンヘムを攻める理由がなくなるのでは──と。

　だが戦争するほどに敵対している今の状況で、そんな話を信じてくれるわけがない。よしんば信じてもらえたとしても、フライスラント自治領が抱かかえている問題が解決されるわけではなく、フィクトル総督が魔王討とう伐ばつの主導権を握にぎった上で、アレンヘム公国の国力を弱めようとするぐらいのことは容易に想像できた。魔物や魔王の軍団と戦えるのは、二〇〇年の歴史を持つ《狂嗤の団》をおいて他にないのだ。その力を縮小させることは、なんとしても避さけるべき事態だった。

（あと、セシリアは渡わたしたくないしな）

　実のところ、それは決して小さくない理由だった。今の力関係で降伏ないし和平を結ぶとなれば、フィクトル総督は当然融ゆう和わ策の一いつ環かんとして、セシリアと自身の血けつ縁えん者の結婚を執とり行うに決まっているのだ。

　カレルは、一つずつ着実な手を打っていくしかなかった。まず王家に使者を送る。アレンヘム公国に反乱の意志はなく、フーデルス王国フーデルス・コーニングライクには和わ睦ぼくの仲ちゆう介かいを頼たのみたい──と。フーデルス王国は、明らかにフライスラントの侵略を傍ぼう観かんする構えだ。とても和睦の仲介などしてくれるとは思えないが、王家が五芒国の統治者を標ひよう榜ぼうする以上、和睦の要よう請せいを無下にはできないと考えたのだ。

　ドワーフドウエルグやエルフにも援えん軍ぐんを頼めないかと考えたが、現時点では断念せざるを得なかった。ミーリエルから次のような助言を受けたためである。

「あのね、今あんたたちがやってるのって人と人との争いでしょ。そんなのにエルフやドーフが手を貸したがると思う？　もちろん本気で頼めばなんとかなるでしょうけど、失望されるわよきっと。アレンヘム公国の次期指導者は、人間同士の争いもまともに収拾できないのかって」

「あり得る話だ……」

　エルフもドワーフも、誇ほこり高いことで知られる。もし彼らと対等に接しようとするなら、こちらもそれなりの能力や実績を示すべきなのだ。少なくとも一度は勝利を得た後でなければ、エルフやドワーフに対する一いつ切さいの発言力を失うことになるだろう。

「分かった、今はまだやめておこう。だがもしどうしようもなくなったときは、エルフとの仲介を頼む」

「まあそのときはね。あ、そうだ、ついでに言っとくけど今度の戦争、あたしも《狂嗤の団》として戦わせてもらうから」

　それはついでの話としては、恐おそろしく深刻な内容だった。

「な、なにい!?　ま、待て、一体どうしてそうなる!?　戦場は危険だし、おまえはエルフだ、もしエルフが傭兵として戦ってるなんて知られたら──」

「別にいいでしょ。この国にエルフが肩かた入いれしてるって公おおやけになったら、フィクトル総督だって躊ちゆう躇ちよしそうなものよ」

　反論できなかった。

　一個人とはいえ、エルフが自分の意志で傭兵としてアレンヘム公国に加わっていると知られたとして、いい影えい響きようはあっても悪い影響があるとは思えない。

「だが待て。フライスラントは奴ど隷れい商人の国だ。万が一捕ほ虜りよにでもなったら、奴隷として売り飛ばされかねないんだぞ！」

「むしろ好都合でしょ。そのときはあたしの素す性じようを公にして、大森林のエルフたちに伝えればいいわ。フライスラントがエルフを奴隷にしたってことになれば、たちまち大問題でしょ。あたしがフライスラントの連中に殺されたって同じよ」

　不ふ吉きつな仮定だったが、反論できなかった。たった一人のエルフには、それだけの価値がある。

　それに臨時の団長として部隊を動かす権限はカレルにある。危険のない場所にミーリエルを派は遣けんすることは可能なのだ。

「分かった。くれぐれも無理だけはしないでくれ」

「大だい丈じよう夫ぶよ、あたしの弓の腕うでは知ってるでしょ？」




《狂嗤の団》に対しても、カレルは引き締しめを怠おこたらなかった。具体的には、《狂嗤の団》の主立った面々を集めて会議を開いたのだ。

「皆みなも知っての通り、フライスラント自治領が我が国に宣戦を布告した」

　他国からの武力侵しん攻こうなど、この一九八年間一度もなかったことである。しかしさすが命知らずな傭兵団の幹部たちというべきか、動どう揺ようを示す者など一人としていなかった。

「その上、親おや父じ──いや、ランメルト団長は王都でフィクトル総督に囚とらわれの身となったようだ。こうなった以上、俺が臨時とはいえ団長として迎げい撃げきの指揮を執とることになる。不満を持つなとは言わない。俺より適任者がいるならそいつの言うことに従ってもいい。だが今は混乱を抑おさえるためにも、俺を頭に据すえることを了りよう承しようして欲しい」

　それは内定していたこととはいえ、幹部たちは全員がカレルより年上なのだ。この状じよう況きようで本当に自分を団長として認めてくれるかは不安要素の一つだった。

「もともと決まっていたことだろ。今いま更さら他の団長を探すのも面めん倒どうだ」

　ぶっきらぼうにそう言ったのは、コルネリウス切り込み隊長である。彼の発言があったからではないだろうが、他に異論が出ることはなかった。少なくとも幹部の意志が統一されていることはカレルにとっても幸いだった。

「助かる。ならその上で話すが、フライスラント軍の一団が昨日ゴーダを出撃、我が国に向かっているそうだ。フィクトル総そう督とくは一万と謳ってはいるが、実際の軍勢は七〇〇〇ほど。うち二〇〇〇は後方支援らしく、実際の兵力は五〇〇〇といったところのようだ」

　ホルサから聞いた情報をそのまま告げると、今度は《狂嗤の団》幹部たちは驚きを隠さなかった。唯ゆい一いつ、コルネリウスだけは身じろぎもしなかったが、それは驚かなかったというより無関心だったというべきだろう。

「団長、一体どこからそれほど詳しよう細さいな情報を？」

　トビアス副団長が口にした疑問は当然である。

「商人の知り合いは多いんだ。軍勢が動けば物資も動く。フライスラントの動きを把は握あくするぐらいはなんとかなる」

　すべてホルサのお陰かげだったが、偉えらそうに自分の手て柄がらにする。効果はあったようで、大隊長たちのカレルを見る目が少し変化していた。

　そして同時に、大隊長たちの議論が活発化した。

「降りかかる火の粉だ、相手が魔物だろうと人間だろうと殺すことに躊躇などない。しかし数の上で不利な戦いになるのは避けられんな」

「我が《狂嗤の団》が今動かせるのは三〇〇〇ほど。最前線よりすべての兵を呼び戻もどし、予備役を導入するにも時間がかかります。最近魔物の侵入頻ひん度どは増えていますし、《狂嗤の団》全軍動かすのは最後の手段にしたいところですが」

「なに、三〇〇〇で迎むかえ撃うつとして、一人が三人斬きれば釣つりが出るわ。ゴブリンを一〇匹ぴき倒たおすよりたやすいことだ」

　ドワーフのオルゴ大隊長の発言は、実に心強くあった。だからこそ、次の情報を告げることには抵てい抗こうがあった。

「みんな、聞いてくれ。残念だがこれはあくまで第一陣だ。ズヴォレとヘンゲローでもそれぞれ五〇〇〇近くの軍勢が侵攻の準備を整えているようだ」

　さすがに歴戦の大隊長たちも色めき立った。

「合計一万五千!?　フィクトルめ、それほどの戦力を持っていたのか……！」

「メイルマンスとフライスラントは同盟関係にある。国を空にしてでも我がアレンヘムを攻せめる価値があると認めたわけだ」

「こうなったら手段は一つしかありませんな。幸いこの国には魔ま王おうの軍勢に対抗すべく作られた拠きよ点てんがいくつもあります。籠城して時間を稼かせぎつつ補給線を断たつしかないでしょう」

「賛成だ。一万五千もの軍を動かすには莫ばく大だいな兵ひよう糧ろうが必要だ。地の利を利用して後方かく乱する方が楽だろう」

　大隊長たちが議論の末に出しつつあった結論は、当然カレルも考えたものだった。

　こと兵の質という点で、フライスラントに負けるとは思えない。籠城してフライスラントの大軍を引っ張り込み、コルネリウス切り込み隊長ら精せい鋭えいに敵の後方をかく乱してもらえれば兵糧を断つことは容易──そう考えるのは当然だ。

「いや、籠城策は駄だ目めだ。それでは負けたも同然だ」

　だがカレルはその策を却きやつ下かせざるを得なかった。

「この国の利点は、自由通行権とドワーフとの交易による莫大な利益だ。籠ろう城じようしている間にフライスラント軍に交易を妨さまたげられれば、もはや《狂嗤の団》は維い持じできなくなる。それにフィクトル総督も間ま違ちがいなく補給を断たれることを警けい戒かいしている。だからこそ二〇〇〇もの後方支し援えん部隊を用意してるんだろうし、軍団を三つに分けたんだ。まず迅じん速そくに第一陣を侵入させて橋きよう頭とう堡ほを築き、残る二つの軍団と合流する──それが狙ねらいだろう」

　大隊長たちは感心したようにカレルを見てから、議論を再開させた。

「ふむ。我らは経済封ふう鎖さに弱いというわけか。言われてみればもっともな話よ」

「そうなるとフィクトルめの第一陣が七〇〇〇というのも納なつ得とくだ。我が《狂嗤の団》がすぐ動かせる軍勢のほぼ倍。野戦を挑いどむのは難しい数というわけだ」

「総督の地位に昇のぼり詰つめた者が無能ではありえないか。しかし団長、籠城が無理というのならば一体どうやって対処するつもりだ？」

　問われたカレルは、考えていた策を提示した。

「まずは打って出ざるを得ない。今動ける三〇〇〇の兵で出しゆつ陣じんし、アルクマール平野に陣を敷しく。あそこで食い止められれば交易路の安全は確保できるからな。状況によっては一戦することも辞さないが、敵の備えが厳重で勝ち目が薄うすければ籠城するしかない」

「ですが、援軍のアテもないのに籠城しては、先ほど団長が仰おつしやったように敗北を待つばかりではないのですか？」

「一応、最悪の場合のアテはある。最近、魔物の侵入頻度が増えているのは皆も知っての通りだ。これを魔王再臨の兆しとして諸国に触ふれ回り、援軍と仲裁を求める」

「ふわっはっは！　そいつは面おも白しろい、魔王の名を悪用するか！」

　ドルダン大隊長は、特とく徴ちよう的な髭ひげを震ふるわせた。どうやら笑っているらしい。

「我々ドワーフも人間同士の争いに介かい入にゆうすることはありえぬ。だが魔王再臨と聞けば耳を貸すだろう。とんでもない詐さ欺ぎではあるがな！」

　幸い、エルフやドワーフにはツテがある。ミーリエルやホルサにも説得を手伝ってもらえれば、その詐欺を成功させられる可能性は充じゆう分ぶんあるはずだった。

「異論がなければ明日にでも出撃したい。ただその場合、トビアス副団長はここに残って公こう爵しやく閣下とセシリアの守りを頼みたい。状況によっては前線の傭兵たちを呼び戻すことになるかもしれん。そうなれば領民の避ひ難なんも必要になるはずだ、準備を」

「承知しました。お任せを」

「コルネリウス切り込み隊長、なにか意見があれば聞かせてもらえないか？」

　最後にカレルは、この会議の冒ぼう頭とうでしか口を開かなかった若い切り込み隊長に視線を向けた。

「なにもない。せっかく出陣するんだ、一戦交えるのもいい。どれだけ敵に援軍が控ひかえていようと、七〇〇〇の先陣をことごとく皆みな殺ごろしにすれば戦意も奪うばえるだろうしな」

　実に彼らしい意見だった。彼の力があれば、決して不可能ではないと思ってしまうのも確かである。

（そうだ。一戦で完かん膚ぷ無なきまでに叩たたきのめせば、確かに早々に片が付くかもしれない。だが第二陣、第三陣まで用意しているフィクトル総そう督とくのことだ。多少の敗北で戦意を失ってくれるとは思えない、一体どうすればいい……？）




　　　　　３




《狂嗤の団》三〇〇〇の出陣の日は、その翌日のことだった。迅速な出陣が可能だったのは、もともと《狂嗤の団》が移動に慣れていたことも大きいが、この状況に備えてあらかじめ準備していた点も大きい。

「じゃあセシリア、行ってくる」

「……無理はしないでよ」

　出陣の準備を整えると、セシリアが見送りに来てくれる。

　なにしろ戦争の直前だ。普ふ段だんは気き丈じようなセシリアも、このときばかりは不安に塗まみれた顔をしていた。

「大丈夫さ、昨日見た夢もいつも通り灰グライズエルフに殺される夢だった。今回の戦いくさで死ぬことはないってことだ」

「だとしても、怪け我がぐらいするかもしれないでしょう？」

　彼女に心配してもらえるだけで、カレルとしては満足すべき状況だった。

　それに、もう一つ喜ばしいことがあった。セシリアと別れたカレルは、出陣の挨あい拶さつのため、当然ながら義父となるアレンヘム公の私室を訪おとずれることとなる。

　挨拶自体は儀ぎ礼れい的なものですぐ終わったが、そのときアレンヘム公は次のように切り出した。

「カレルよ。おまえに教えておきたいことがある。これはまだ娘むすめも知らぬことだ」

（親おや父じが言ってたやつか？　秘密ってのはあといくつあるんだ）

　カレルは内心で少し呆あきれたが、表向きは真ま面じ目めな顔をして聞き入った。

「分かった、教えてくれ」

「《アレンヘムの聖女》は自分が死ぬ未来の夢を、床とこを共にした相手に見せることができる。ただし、無制限にできるわけではない」

「そうらしいな、親父から聞いたよ。でなければ、歴代当主の誰だれかがもっと多くの人に見せていたとしてもおかしくないだろうしな。だが俺は見れたってことは、そう厳しい条件でもないってことか？」

「順を追って話そう。まず夢を見せる聖女の力は、分散する。たとえばセシリアがより多くの者と寝ね床どこを共にし夢を見せれば、その内容は段々とぼやけていく。曽そう祖そ父ふが試ためしたところによれば二人までが限界で、三人四人となればほぼ役に立たなくなったという」

「……それは深刻だな、だが頷うなずける話だ。親父も言ってたよ、セシリアの力を無む闇やみに他人に見せようとするなって。女め神がみに与あたえられた力とはいえ、限界はあるってことか」

「それから、もう一つ条件がある。自分が死ぬ夢は、セシリアが死んで欲しくないと思った相手でなければ見られないということだ。つまりセシリアにとっておまえが本当にどうでもいい相手であったのならば、死を夢見ることなどあり得なかったというわけだ」

　その言葉の意味を理解するには、時間が必要だった。

「ってことはなんだ。少しはセシリアも俺のことを気にしてくれてるってことか？　いや、違うか。誰だって知り合いに死んで欲しいとは思わないもんな。その程度のことってことか？」

　カレルが悩なやんでいるのを見て、アレンヘム公は笑った。

「なんだよ、なにがおかしいんだ？」

「いやすまんな。私もかつて妻と婚こん約やくしたときと、似たような悩みを抱いだいたことがあってな」

　そう言われると返す言葉を失う。

「セシリアがおまえを好いているか、本当のところは分からん。だが、可能性はあるということだ」

「それだけ聞ければ充分だ。今度の戦も生きて帰って、可能性を広げてみるよ」




　　　　　　　◆




　アレンヘム公の私室を後にしたカレルは、幾いく人にんかの大隊長と合流し、城じよう壁へきを出た。すでに《狂嗤の団》三〇〇〇は準備を整え、カレルからの命令を待ち構えている。

「全員、聞け！」

　カレルは喉のども潰つぶれよといわんばかりに声を張り上げた。

「我がアレンヘム公国が一九八年に亘わたって一度たりとも敗北を喫きつしなかったのは、我らに《アレンヘムの聖女》の加護があるからだ！　今回もそれは変わらない、《狂嗤の団》の勝利は約束されたも同然だ！」

「我らの雇やとい主に刃やいばを向けるフライスラントの阿あ呆ほう共を討うち取るぞ！」

　続いて発せられた、オルゴ大隊長のドワーフらしい野太い声を合図に、《狂嗤の団》は出陣した。

　それを見守るのは多くの領民と、そして《アレンヘムの聖女》セシリアである。美しく勇ましき《狂嗤の団》の守り手であり、魔王戦役グローテ・オールログを勝利に導いた《アレンヘムの聖女》の人気は高く、城壁の上からセシリアが見送るというだけで傭兵たちの士気は自然と高まった。もっとも末まつ端たんの傭兵たちの間では、

「ま、今は他の男の女だが」

「なに残念がってんだ、どのみちおまえの女にはならねえよ」

　といった会話が付け加えられるようになっていたが。




　　　　　　　◆




《狂嗤の団》は基本的に歩兵で構成される。多少の馬も保有しているが、もっぱら物資運うん搬ぱん、斥せつ候こう、緊きん急きゆう時の移動用に限定されている。ただ魔物を探して丸一日歩き回ることも珍めずらしくない団員たちは屈くつ強きようで、また地の利もあってか一日四ウールハーンス（約二二キロメートル）以上を平気で行軍できた。当面の目標であるアルクマール平野には予定通り二日で到とう達たつし、陣を張る。夏の月一三日のことだった。

　本来ならここで時間が許すかぎり強固な陣地を構築するところだ。しかし《狂嗤の団》も苦手なことはある。土木作業だ。命が懸かかっているとなれば多少のことはするが、それ以上のことをさせれば士気にかかわるということを、カレルはよく知っていた。ただ幸いというべきか、アルクマール平野は広く、斥候さえ出していれば奇き襲しゆうを仕し掛かけられる恐おそれはない。それほど本格的な陣地を構築する必要はなかった。

　しかしそれはフライスラント軍にも言えることだ。もしフライスラント軍がこの平野に進出してくれば、奇襲を仕掛ける余地がなくなる。なんとしても今の内に次の手を打ちたいところだった。

（フィクトル総そう督とくはこれほどの規模で戦争をしたことはないだろう。だがそれは俺たちにも言えることなんだ）

　カレルには懸け念ねんがあった。《狂嗤の団》ほど実戦の経験を積んでいる傭兵団はない。彼らは魔物相手だけではない、時には賊ぞくや野盗といった人間とも戦っている。

　だが、広い平野で数千の軍勢と正面から戦ったことは、この一九八年間一度もない。魔ま王おうの軍勢が復活することを前提とした集団戦の訓練は積んでいるが、実戦でその通り動けるとは限らない。

（軍勢同士のぶつかり合いにはしたくない。絶対に局地戦を仕掛けるべきだ）

　それでこそ戦い慣れた傭兵の真価を発揮できる。ただ、そのためにはゴーダの街を出た七〇〇〇のフライスラント軍が今どこにいるかを正確に突つき止めねばならない。幸いなことに軍勢が進軍できる街かい道どうは限られているが、それでも進路は三つほど考えられる。三つに分けて、しかも何日後にやってくるか分からない敵に対して奇襲を仕掛けるのはとても現実的ではなかった。

（とにかくフライスラント軍の正確な位置さえ分かれば、打つ手はある）

　カレルは我が慢まんを覚かく悟ごしていた。斥候、あるいはホルサを通じて情報がもたらされるのをひたすら待つつもりだった。

　ところが思ってもみなかった出来事から、状じよう況きようは大きく変わることとなる。

「カレルさまにお伝えしたいことがございます。どうかお目通りを」

　カレルたちがアルクマール平野に到とう着ちやくした日の夜だった。恐らく二〇にも満たぬ若い女性が一人で陣を訪れ、面会を求めてきたのだ。

　フライスラント軍の刺し客かくであったとしても、真正面から一人でやってくるとは思えない。正体を確かめるためにも、カレルは面会に応じた。

「失礼だが、名前をうかがっても？」

　カレルが真っ先に素す性じようを問いただしたのは当然だった。

　その人物に見覚えはなく、家いえ柄がらを示すような物も一いつ切さい持っていなかった。最低限の武装はしているようだが、どうも剣けんの心得があるようにも見えない。

「恐れ入ります、名をイエッタと申します。あるお方に仕える一いつ介かいの侍じ女じよにございます」

　その言葉に偽いつわりはないようだった。女の手は洗せん濯たくか炊すい事じによるものと思われる手て荒あれが見て取れたが、きっちりとした物もの腰ごし、動きやすさと最低限の礼れい儀ぎを備えた旅装は、高貴な貴族に仕える侍女と言われれば納なつ得とくできる。

「ではイエッタ、用向きは？」

「我が主あるじよりこの密書を届けるよう申しつかり、王都よりやって参りました」

「密書か。それは興味があるが、一つ聞きたい。王都から来たと言ったな、なぜこのアルクマール平野に我々がいると知った？　我々がここに到着したのは今日だ、近きん隣りんの農民からウワサを聞いて辿たどってきたにしても早過ぎる」

「申し訳ありません、それを申し上げることは禁止されております。何なに卒とぞご事情ご賢けん察さつの上、密書をお受け取りください」

「……分かった」

　そう言われてしまっては、無理に詮せん索さくもできない。ひとまず差し出された密書に目を通す。

（なっ──なんだこれは!?）

　最初の一文を目にするなり、驚おどろきを隠かくせなかった。




『レンブラント将軍率いるフライスラント軍七〇〇〇は、夏の月一〇日にゴーダを出しゆつ立たつ。一日三ウールハーンス（約一六・二キロメートル）の速度でリエルベ街道を北進中。翌々日、ヴェッヘルの村近くに陣を張り、エレオノーラ王姉と合流。一三日中にはアレンヘム公国国境を侵しん犯ぱんする見込み。またズヴォレとヘンゲローにもそれぞれ五〇〇〇近くの兵が集結中、注意されたし』




　フライスラント軍の機密が詳しよう細さいに書かれていた。しかも、ホルサの報告とも一いつ致ちする部分が多く、ウソとは思えない。もし本当ならば、フライスラント軍の第一陣じんが今どこまで進軍してきているか、そして今後どこに陣を張るかがすぐに分かる。

（もしこの内容が本当なら。勝てる。籠ろう城じようせずとも。特にこれだ、エレオノーラ王姉が合流……!?）

　その理由は明白だ。フィクトル総督の息子むすこと婚約しているエレオノーラ王姉がフライスラント軍に合流することで、侵しん略りやくの正当性が増す。それにもしエレオノーラ王姉が先頭に立って攻こう撃げきしてくれば、矢を射い掛かけるわけにもいかない。

　だが、だからこそ付け入るスキがある。

（それにしても一体誰だれがこんな情報を？　俺たちの勝利を望む誰かがいたとしてもおかしくはないが……）

　答えは出なかった。候補があまりに多すぎるのだ。たとえばアレンヘム公国における交易が阻そ害がいされることで損害を受ける商人などいくらでもいる。ドワーフとてそうだ。しかし、あのホルサ以上の情報を得られる者などそういるとは思えないのだ。

　と、そこまで考えて、カレルは前提条件が間ま違ちがっていたことを悟さとった。

（いや、逆か？　俺たちアレンヘムを勝たせるためじゃなくて、フライスラントを敗北させたい者がいると考えるべきか？　そうだ、そういうことならば一人だけいる）

　フライスラントの勢力拡大を嫌きらい、かつフライスラント軍にとって致ち命めい的とも言える情報を入手し、流すことができる人物なら心当たりがあった。

　試ためしにこの侍女にカマをかけてみる。

「情報に感謝する。ヴェッセル摂せつ政しよう殿でん下かによろしく伝えてくれ」

「……お見事です」

　あまり隠す気がなかったのか、イエッタは否定しなかった。

「恐れ入ります、なぜわたしが摂政殿下の使いだとお分かりになられたのですか？」

「ということは、本当に摂政が黒幕か？　そんなに簡単に明らかにしていいのか？」

「はい。新たに《狂嗤の団》団長となられたあなたさまを見定めることも目的の一つですので。これはその一いつ環かんと言えましょう」

「そうか、なら俺も答えよう。俺たちはフライスラント軍にどう奇襲を仕掛けるかに知ち恵えを絞しぼっていた。数で後おくれを取る俺たちが勝つにはそれしか手がないからだ。だからこそこの情報は本当にありがたい」

　カレルは密書を持ち上げた。

「つまりこの情報をもたらした誰かは、フライスラント軍に勝って欲しくはないが、一方で戦争自体を止める気はない、流血をお望みだということだ。それともう一つの根こん拠きよはエレオノーラ王姉の所在を一いつ緒しよに伝えてきたということだ。つまり、エレオノーラ王姉の存在を疎うとましく思っていて、かつフライスラント自治領にもアレンヘム公国にも出血を望んでいて、それでいてフライスラント軍の位置情報を正確に摑つかむことができるほどの力を持っているヤツが黒幕だ。ここまで考えれば答えは一つしかあり得ない。王家だ。だが新女王はまだ年とし端はもいかぬ少女、ここまでの謀はかりごとができるとも思えん。コーネイン宰さい相しようは以前から謀に長たけた人物ではないと聞いている。となれば思い当たる人物はたった一人、新たに摂政という地位に就ついたヴェッセルだけだ」

「見事なご推察です。《狂嗤の団》の新団長があなたのような人物だと分かれば、摂政殿下もお喜びでしょう」

「それはなによりだ。ところで俺も聞いていいか？　王都にいる摂政殿下が一体どうやってフライスラント軍の正確な位置情報を摑めた？　それもこんなに時間差なくだ」

「その点はご容よう赦しやを。どうしてもとあればわたしを拷ごう問もんにおかけください。わたしのヴェッセルさまへの忠誠を試す好機となりましょう」

「…………」

　カレルは言葉を失った。イエッタはとても冗じよう談だんや強がりを言っているようには見えない。どうやら摂政のもとには様々な人材が集つどっているようだった。

「分かった、ならばいい。ヴェッセル摂政殿下によろしく伝えてくれ」

「承知いたしました。それでは失礼いたします」

　使者が去ると、カレルは旅支じ度たくを始めた。

（恐らく密書の内容は信しん頼らいに値あたいする。だが万が一もある、この目で確かめる必要がある）
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《狂嗤の団》がアルクマール平野に陣を張って二日目。

　傭兵たちの間で、予想だにしないウワサが流れ始めた。

「カレル団長の姿が見えない。馬を数匹ひき盗ぬすんで逃とう亡ぼうしたって話だ」

「くそっ、やっぱり一八歳の若造に団長なんて無理だったんだ！」

「どうする？　戦う覚悟はあるが、無む駄だ死じにするぐらいなら逃にげようぜ」

「なにを言っておるのだ、お前たち！　カレル団長は作戦のため陣を離はなれたに過ぎぬ。すぐに戻もどってくる、別に逃亡したわけではない」

　オルゴ大隊長ら幹部たちは必死で部下たちをなだめたが、当の彼らもまたカレルがいなくなった理由が分かっておらず、傭兵たちの動どう揺ようは限界のところまで来ていた。

　もしもう一晩同じ状況が続けば、夜のうちに傭兵たちの離り散さんが始まっていたかもしれない。だが幸いなことに、この日の夕刻になってようやくカレルが軍馬数頭と共に陣地に戻った。

「カレルよ、一体どこへ行っていた？　総大将が本隊から離れるとは何事だ！」

　傭兵たちの不満を必死に抑おさえ込んでいたオルゴ大隊長だったが、さすがにカレルの顔を見ると文句を言わずにはいられなかった。

「大事なことだったんだ、許せ」

「許せの一言で済むか！　おかげで今や団員たちは夜よ逃にげしかねない状況なのだぞ!?」

「それは好都合だ。団長への不満で軍が離散したとフライスラント軍を騙だますことができる。さあ、他の大隊長たちを集めてくれ。作戦会議だ」

　あまりに楽観的な顔でカレルが言うので、オルゴ大隊長も咄とつ嗟さになにも言えなかった。自ヤ棄ケになったのではなかろうな、と一いち抹まつの不安を抱いだきつつも、黙って他の幹部たちを集める。




　間もなく一つの大きな天幕に幹部たちを集めると、カレルは自身の不在理由も示さず地図を広げて説明を始めた。

「全員聞いてくれ、作戦の概がい要ようが決まった。敵の正確な位置と進軍速度が分かったんだ。フライスラント軍はエレオノーラ王姉と合流し、昨日は丘きゆう陵りように囲まれたバレルノに陣を張っていた。この目で見てきたから確かだ。あそこは周囲を山に囲まれていて守るのは困難なはずだが、七〇〇〇の軍勢が一度に滞たい在ざいできる広さがあるし、川があって水の補給もできる」

「実際に見てきた!?　それで留守にしていたのか！」

「団長、斥せつ候こうなら他の者に。団長自ら行っては士気にかかわります」

　他の幹部たちが口々にそうたしなめるが、

「許せ。勝つか負けるかの重要な局面だ、この目で確かく認にんしないと納得できなかった」

　悪びれずカレルは言ってのける。

「説明を続けるぞ。この進軍速度なら、フライスラント軍は三日後に間違いなく同じような山に囲まれたアンデールの平野に陣を張る。バレルノと同じように川があって水の補給ができるし、七〇〇〇の大軍が陣を張れる平野があるのはここだけだ。ただしここも周囲を木々に覆おおわれた山に囲まれている。攻せめ時だ、ここで夜や襲しゆうを仕し掛かける。精せい鋭えい三〇〇による夜襲で北と西と東の三方向から同時に攻撃する」

　それがカレルの示した作戦だった。

「たった三〇〇で七〇〇〇の敵を攻撃するというのか!?　不可能だ、死にに行くようなものだぞ！」

　巨きよ漢かんの大隊長、マウリッツからすぐに反論が上がる。

　カレルもまたすぐ反論を重ねた。

「夜襲で重要なのは数じゃない、こちらの人数を把握させないことだ。松たい明まつを一いつ切さい使わず、闇やみに紛まぎれて敵てき陣じんに侵しん入にゆうできれば一気に勝利できる。明かりなしで夜襲するとなれば一〇〇人がギリギリだ。正直なところ一〇〇人でも多いぐらいだが」

「夜の山道を、明かりなしで下る気か!?　辿たどり着くことすら不可能だ！」

「いや、昨晩確認してきた。アンデール周辺の山は杉すぎの木が多く、下草はあまりない。事前に地形さえ把握しておけば明かりなしでも夜襲は可能だ。それに我が軍にはオルゴ大隊長を始めとしてドワーフがいる。ドワーフの案内があれば夜道はむしろ有利だ」

　坑こう道どうで生まれ育つというドワーフは、信じられないほど夜目が利きく。そして、奴ど隷れい兵が中心のフライスラント軍にドワーフはいない。この状じよう況きようを利用しない手はなかった。

「ちょうどいいことに、傭兵の中には俺が不在だったことに不満を抱いている者もいると聞く。兵が離散したと見せかけ、精鋭一〇〇人の中隊を三つ編制し、すぐアンデールに派は遣けんする。明日から二日間夜襲の訓練を行い、三日後までに明かりなしで夜襲できるようにしておくんだ」

　初めて反対の声が一時的に静まった。

「ふむ、我らドワーフの案内があり、二日訓練すれば不可能ではないな。だがたとえ明かりを使用しなかったとして、フライスラントも周辺に斥候を置かずに夜営するほど馬ば鹿かとは思えぬが」

「想像してくれ、たっぷりと夜襲の予行演習をした一〇〇人の精鋭だ。反対にフライスラント軍の斥候からすれば、初めてやってきた夜の山中だ、土と地ち勘かんもない。斥候に見つかったところで討うち取れるだろうし、斥候の報告が届くより先に夜襲を仕掛けられれば問題ない」

「ですが、三〇〇で七〇〇〇の軍勢を攻撃するなど、戦力差以前に兵の体力的に不可能ではないでしょうか」

　カレルは幹部たちのもっともな反論に、一つ一つ丁てい寧ねいに説明を続けた。

「だから後ご詰づめをつける。我が軍は三〇〇〇だ。そこで夜襲部隊の後方の山中に、それぞれ八〇〇の後詰めを配置する。ただし後詰めは敵陣に攻め込む必要はない。夜襲部隊が襲しゆう撃げきに成功した後、山から敵陣に矢を射い掛かけるだけでいい」

「夜襲で矢を!?　そんなことをすれば、味方を誤射するのが目に見えておるぞ！」

「その心配はない。考えてもみてくれ、自分の陣じん地ちに夜襲を仕掛けられたとすれば、どう応戦する？」

「……暗くら闇やみの中では組織的に戦うことなどできません。できるだけ多くの松明を灯ともし、態勢を整え侵入者を識別して各個撃破するしかないでしょう」

「そう、だから後詰めの部隊は、周囲の山中から敵陣の松明目掛けてひたすら矢を射掛けるだけでいい。明かり周辺で戦いが起こっていれば人ひと影かげで分かる、そこだけ避さければいい。別に敵を射い貫ぬく必要すらない、俺の狙ねらいは四方八方の闇の中から矢が飛んでくる状況を作ることだ。それだけで敵は間ま違ちがいなく混乱する」

　カレルが作戦の概要を口にする度たび、反論の声はなくなっていた。その方法ならいけるのではないか。そんな雰ふん囲い気きが天幕の中を満たしていく。

「ただ問題は敵陣地の北側、つまり正面だ。敵を混乱させ、殲滅するにはどうしても三方向から攻こう撃げきし、こちらの数を多く見せかける必要がある。だがさすがに正面となれば敵の警けい戒かいも堅かたいはずだ。かといって敵陣の南側に夜襲部隊を迂う回かいさせるのは危険過ぎる。まず東西から夜襲をしかけ、その後北側から攻めるしかない。当然、俺が引き受けるつもりだが──」

「そういうことなら一つ提案がある」

　そう口にしたのは、今まで黙だまって議論を聞いていた切り込み隊長コルネリウスであった。

「夜襲の前に俺が一人で北側から敵陣に入り込み、大暴れしてやる。その間に夜襲部隊が接近すればいい」

「うむ、それはよい」

　そんな無む謀ぼうなことができるのか──とカレルが問い詰つめるよりも先に、オルゴ大隊長が同意していた。

「それならば夜襲部隊は確実に敵陣へ侵入できる。おぬしがやってくれるのであればなにも問題ない」

　半信半疑だったのはカレルただ一人だった。

「……本当にいいのか？　切り込み隊長の強さは知っているが、たった一人で敵陣に斬きり込むなんて危険過ぎるだろう」

「団長よ、我らの切り込み隊長を侮あなどるでないぞ。一〇〇人を斬り捨てるぐらい、この男には造作もないことよ。夜の敵陣へ切り込むとなれば尚なお更さら誰だれにも止められまい」

　返事をするまでもないと考えたのか、当の切り込み隊長は肯定も否定もしなかった。それは彼だけではない。他の歴戦の大隊長たちのいずれもが、決して否定の言葉を口にしようとはしなかった。

　その場の空気に押されるように、カレルは頷うなずかざるを得なかった。

「分かった、歴代最強ウエールガロゼ・クライガーの二つ名を信じよう。それからもう一つ言っておくことがある。夜襲がうまくいけば、フライスラント軍を殲滅することはたやすい。だが一度勝利しただけじゃフライスラントは諦あきらめない、やつらはそういう布ふ陣じんで攻めてきている。完全な勝利のために、俺たちにはするべきことがある──」
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　フライスラント軍の第一陣じん七〇〇〇を率いていたのは、レンブラント将軍である。

　フライスラント自治領においては、財力が権力同然に扱あつかわれる。奴隷を多く買い入れ、多くの財産を築いた者の発言力こそが重視される。

　そんなフライスラントにおいて、レンブラント将軍は財力に依よらず、四八という年ねん齢れいに至るまでに奴隷の反乱鎮ちん圧あつなど数々の武ぶ勲くんを上げてきたことで今の地位を得た。フィクトル総そう督とくの信頼も厚く、第一陣の将に任命されたことがそれを裏付けている。

「よし、予定通りここなら陣を張るには適している。全軍停止、ここに陣を張れ！」

　レンブラント将軍の命により、彼らはアンデールという名で呼ばれる山やま間あいの平野に陣を張った。

（予定通りの進路とはいえ、決してよい地形ではないな。森に囲まれた山間の地か）

　奇き襲しゆうされる可能性があった。しかしレンブラント将軍率いる第一陣は、迅じん速そくにアレンヘム公国へと入り込み、街かい道どうに橋きよう頭とう堡ほを確保するという任務がある。近くの山野から木材調達が可能で、しかも小さい川があることから水の補給ができることを考えれば、ここで一晩陣を張る価値は充じゆう分ぶんあった。

　それに、事前に摑つかんでいた情報によれば、アレンヘム公国軍の主力たる《狂嗤の団》がすぐさま動かせる数は四〇〇〇に満たず、恐おそらく三〇〇〇ほどだという。その位置はまだ不明だが、仮に夜襲してくることがあったとしても、周囲に放った斥候で発見することは容易のはずだった。

「陣地の周囲に柵さくを立てよ。今夜は倍の斥候を出せ。夜襲を警戒しろ」

　念のため、そう命令を出しておくことを忘れない。

「慎しん重ちようなのね、将軍」

「これは王姉殿でん下か」

　エレオノーラ王姉が天幕を訪おとずれ、レンブラント将軍は臣下の礼を取った。

　相手はフィクトル総督の未来の義理の娘むすめであり、しかも王家の血を引く人物だ。いくら腰こしを低くしても無む駄だということはない。

「《狂嗤の団》は三〇〇〇ほどの軍勢と聞いています。一万を謳うたう我が軍に攻撃する馬鹿ではないでしょうに」

「なればこそ、数に劣おとる敵が夜襲を行う可能性は高いのです。我々はすでにアレンヘム公国内に入りました。私が彼らの将であっても、必ず夜襲を仕掛けようと試みます」

「なるほど、あなたがそう仰おつしやるのであればそうなんでしょうね。その慎重さは心強いと思いましょう。《狂嗤の団》など長い歴史しか自じ慢まんできない時代遅おくれの傭兵団。徹てつ底てい的に叩たたきのめしてやりなさい」

「承知しました」

　エレオノーラは《狂嗤の団》を下に見過ぎているのではないかという気がしてならない。もっとも、それは彼女だけではなくフライスラント軍に蔓まん延えんしている偏へん見けんでもあった。そもそもその偏見は、レンブラント将軍たちが抱いだかせたものだったからだ。戦う前から《狂嗤の団》の名前に恐れを抱くようなことがあれば勝ち目などない。《狂嗤の団》がどれだけ弱いかを喧けん伝でんすることが、兵の士気に繫つながるのだ。

（せめて《狂嗤の団》が慎重に立ち回ってくれればよいが）

　強敵とは戦わないに越こしたことはない。敵の若い団長が、一万と誇こ張ちようしたフライスラント軍を恐れ、籠ろう城じようしてくれることが最善の状況なのだ。

　しかしレンブラント将軍の密ひそかな希望は、無残にも打ち砕くだかれることになる。
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　三ウールハーンス（約一六・二キロメートル）の行軍と短時間での陣地構築は、兵士たちを疲ひ労ろうさせるには充分な労働となる。夜半になるとレンブラント将軍旗下の兵士たちは、少しでも体力を回復させるため、むさぼるように眠ねむりについた。もちろん陣地内には充分な見張りがいたし、陣地の外にも馬に乗った斥せつ候こうが完かん璧ぺきな警けい戒かい網もうを作り上げていた。

　そんな状況を見計らい、《狂嗤の団》は動きだした。まず最初の動きは陣地の北側──フライスラント軍の警戒がもっとも厚い正面方向である。そこへコルネリウス切り込み隊長が、松たい明まつを持ったままノコノコと歩いて接近していた。

「止まれ！　何者だ!?　こんなところで何をしている!?」

　周辺を警戒している斥候に見つかるのは当然だった。

「ようやく見つけてくれたか。おまえたちの陣地に連れて行け。伝えたいことがある」

　当然ながら斥候たちは戸と惑まどった。その小こ柄がらな若造は、素す性じようも明らかではない。その上、陣地へ連れて行けと要求している。ただ、拒きよ否ひを許さないかのような妙みような雰囲気があった。

「なにを恐れている？　仮に俺が敵だったとして、たった一人ではなにもできん。さっさと案内しろ」

　コルネリウスが苛いら立だったように言うと、斥候たちは困ったように顔を見合わせた。

「どうする？　確かにたった一人でノコノコやってくる敵がいるとは思えん」

「そうだな。新しい《狂嗤の団》の団長は相当な若造らしい。逃にげる傭兵が出てもおかしくないと聞いているしな」

「とにかく連れて帰って上に判断を仰あおごう。おまえ、付いてこい。分かってると思うが、怪あやしい素そ振ぶりを見せれば即そく座ざに斬り捨てるぞ？」

　斥候たちは脅おどそうとしたが、コルネリウスはおどけたように肩かたをすくめただけで、動どう揺ようする素振りは微み塵じんも見せなかった。その不敵さに斥候たちはなおも不ふ審しんがったが、たった一人の敵をむやみやたらと怖こわがるのも滑こつ稽けいである。陣地へ連れ帰り、上官の判断を仰ぐしかなかった。

　フライスラント軍の陣地の北側には、夜や襲しゆうを警戒していたレンブラント将軍の命令で、柵と簡易な門が作られていた。しかし、斥候に囲まれてたった一人でやってきたコルネリウス相手に門を閉とざす必要性は見いだされず、歴代最強の称しよう号ごうを持つ切り込み隊長はゆうゆうと陣地内に潜せん入にゆうを果たした。

「どうしたおまえたち。なにかあったのか？」

　現場の責任者らしい男が、斥候たちにそう問いかける。ただし他の兵士たちの睡すい眠みんを邪じや魔ましたくはなかったのか、小声だった。

「いえ、その。傭兵らしき男を見つけまして。ここへ連れてこいというものですから」

「なに？」

　現場の責任者らしい男が、コルネリウスを値ね踏ぶみするように見る。

「おまえがここの隊長か？」

　コルネリウスはぶっきらぼうに訊たずねた。そのあまりの堂々とした態度に、周囲のフライスラント兵の方が戸惑う有様だった。

「そうだ。おまえは一体何者だ？　こんなに夜遅おそく一人でやってくるとは、《狂嗤の団》の逃とう亡ぼう兵か？」

「いいから死ね」

　コルネリウスが細剣レイピアを抜ぬき放ち、隊長を名乗った男の喉のどを貫いた。この間、まばたきを一度する間しかない。

　その隊長は、恐らくこの世でもっとも幸運な死に方をした。自分の身になにが起こったか分からないまま死んだのだ。

　さらにコルネリウスは、周囲の敵兵たちが目の前で起った事態を把は握あくしようとするわずかな間に素す早ばやく動いた。ここまで案内してくれた斥候たちを間かん髪はつ入れずに斬り刻んでいく。人の限界をこえているとしか思えない速度で駆かけ抜け、悲鳴を上げられないよう細剣の一ひと振ふりで首を斬り裂さき、あるいは心の臓を貫つらぬいて即そく死しさせる。夜の闇やみの中でその動きはあまりに早く、誰の目にも留まらなかった。

　このとき、陣地の北側を守備している兵士たちは数十人に上った。だがたった一人の、それも正面からやってきた侵しん入にゆう者しやが、闇の中で片かたっ端ぱしから味方を殺しているとは誰も考えなかった。ただでさえ光源といえば薄うす暗ぐらい松明の明かりしかない。神速でコルネリウスが闇から闇へと移動すれば、その動きを視し認にんすることは不可能だった。

「どうした、なにかあったのか？」

　時折様子がおかしいことに気付いてそう問いかける者もいた。だが、敵てき襲しゆうを受けたわけでもないのに大声を出して味方の睡眠を妨さまたげるわけにもいかない。しかも不幸なことに、声を出して問いかけることは、コルネリウスという生きた災さい厄やくを呼び寄せるのと同義だった。次の瞬しゆん間かんには喉を斬り裂かれ、死んでいく。

　夜半だったこと。侵入者がたった一人だったこと。連日の行軍で兵士たちの眠りが深かったこと。数時間で作られた陣地であったため、柵と門という最低限の防衛施し設せつしか作れなかったこと。実戦の経験が非常に少なく、またいつもの倍の斥候が出ていたことから、夜襲など受けるはずもないと逆に多くの兵が安心してしまったこと。

　様々な要因が重なり、陣地の北側をコルネリウスがたった一人で制圧してしまうのに、大した時間はかからなかった。

「ふん、陽動のつもりで来たが、見つかりもしないとはな」

　コルネリウスは返り血で全身を赤く染めたまま、一人呟つぶやいた。

　北側で混乱を起こすことで夜襲部隊の侵入を手助けする予定だったが、その必要すらない。コルネリウスは誰だれかが生前使っていたであろう松明を拾い上げ、思い切り空中へ投じた。クルクルと炎ほのおが宙を舞まい、再び地面に落ちる。
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　このときカレルは、一〇〇人の精せい鋭えいを率い、フライスラント軍陣じん地ち北側の山野に伏ふせていた。同じく西側にはオルゴ大隊長、東側はマウリッツ大隊長率いる夜襲部隊が伏せているはずだった。

「む、団長！　あれを！」

　カレルにそう声をかけたのはかつて共にトロールと戦ったドルダン隊長だ。各夜襲部隊には夜目の利きくドワーフが配置されている。カレルは自らが率いる奇襲部隊に、顔見知りのドルダンを指名していた。

「あれは……切り込み隊長の合図だ！　うまく侵入できたんだ！」

　空をクルクルと舞う松明は、遠くからでも見み間ま違ちがいようがなかった。即座に傍そばに控ひかえる一〇〇人の傭兵たちに命令をくだす。

「全軍突とつ撃げき。ただし極力音を出すな、今なら見つからずに侵入できるはずだ」

　カレルを先頭に、一〇〇人の奇襲部隊は音を立てることなく陣地の北側に向かって走り寄る。

（頼たのむぞ、うまくいってくれ！）

　まだ陣地の周辺には敵の斥候がいる。ただ彼らは松明を持って移動しているので、先に発見することは容易だった。運悪く接近された場合は、気付かれるよりも先に矢の雨を降らせて黙だまらせ、コルネリウスが確保してくれた北門へ素早く接近する。

（妙だな、戦いの音一つ聞こえない）

　コルネリウスが大暴れしているはずだが、剣撃の音一つ聞こえない。だがコルネリウスと合流すると、その理由はすぐ明らかになる。

「来たか。見ての通りだ、この辺りは片付いた」

（たった一人でここを制圧したのか……!?）

　事も無げに言う切り込み隊長の姿を見て、カレルは思わず息を吞のんだ。全身が返り血に染まっているのだろう、夜の闇の中ではコルネリウスの全身が漆しつ黒こくに見えた。一体何人の敵を斬きり殺せばそんなに真っ赤になるのかいっそ不思議で仕方ない。実際、辺りに転がっている死体の数は一〇や二〇ではきかない。

　だが疑問を口にする余よ裕ゆうも、コルネリウスの功をねぎらう時間もなかった。周囲の天幕の中では、多くの敵兵がねむりこけている。この機に乗じて精鋭の傭兵たちがそれを討うち取るのは容易だろう。

「全員聞いてくれ、夜襲は予想以上にうまくいっている。予定通り一〇人ずつの小隊に分かれて敵を皆みな殺ごろしにしろ。敵が馬ば鹿かじゃなければ見つかるのは時間の問題だ、だが松明には近づくな、闇に紛まぎれるんだ」

「分かった。切り込み隊、全員聞いたな？　行動開始だ、殺せ」

　よく訓練された傭兵たちは、無言で動いた。一〇人ずつの小隊が敵の天幕へ侵入していき、寝ねている敵兵を片っ端から斬り殺していく。

（人間を殺すことに抵てい抗こうがなければいいが……！）

　傭兵たちの多くは人を殺すのは初めてだろう。まして相手は寝ていて無防備だし、彼らにも家族はいる。

　だが普ふ段だんから《狂嗤の団》の傭兵たちは、こと武器を振ふるうことに一いつ切さいの躊ちゆう躇ちよはない。殺さねばこちらが殺されるということを、彼らは魔物との戦いで日々思い知らされているのだ。それを証明するように、あちこちの天幕から血しぶきや肉を斬り裂く音や悲鳴が次々響ひびき渡わたる。

「て、敵襲！　敵襲だ！」

「起きろ！　敵だ、殺されるぞ！」

　ついに敵が異変に気付いたようだった。だが、それは想定の範はん囲い内だ。見つからずに敵てき陣じんに侵入できただけでも望外の幸運だったのだ。

　しかも、夜襲部隊は一つではない。敵陣の東西に伏せていたオルゴ大隊長、マウリッツ大隊長率いる歴戦の傭兵たちもまた、すでに陣地に侵入して敵兵を片っ端から殺し始めていた。

　北だけではなく、東と西からも響き渡り始めた悲鳴と戦いの音は、敵を混乱させるに充じゆう分ぶんだった。

「敵は北だ！」

「いや違ちがう、東からも悲鳴が聞こえるぞ！」

「西からもだ！　か、囲まれてるんだ！」

　敵兵の動揺が伝わってくる。夜襲はうまくいった。もはや敗北はあり得ない。残る目的は一つであり、それを達成するため、カレルは味方と別れると、たった一人陣地の奥へと進んでいった。
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　レンブラント将軍は歳としのせいか寝ね起おきがいい方ではない。だが、北門が夜襲を受けたとの報告を受ければ、瞬時に脳を覚かく醒せいせざるを得なかった。

「やはり来たか！　ドラを鳴らせ、全軍を叩たたき起こせ！　敵は決して大軍ではないはずだ、態勢を整え迎げい撃げきせよ！」

　その命令は極きわめて適切だった。少なくともこの時点では。

　だが、同時にもたらされた二つの新たな報告は、致ち命めい的だった。

「将軍！　新たな敵襲の報告です！　西側にも敵が入り込みました！」

「将軍！　東からもです！　敵の規模は不明、すでに奥深くまで入り込まれました！」

　レンブラント将軍の顔色は一瞬で青ざめた。周囲に控えていた部下たちが、将軍の健康を憂ゆう慮りよしたほどだ。

　北、西、東からの夜襲。しかも敵は陣地内に入り込んでいるという。それがどれだけ危険かをレンブラント将軍は知っていた。こうなると兵士たちがまず恐きよう怖ふで動どう揺ようして逃亡しかねない。

「落ち着け！　まずはエレオノーラさまの守りを堅かためよ！　兵を叩き起こし、ありったけの松たい明まつを灯ともせ！　闇が恐怖を倍増させるのだ、大量の松明で闇を払はらい、そこに兵を集合させよ！　固まって動き、敵を見つけ次し第だい声を上げ、数で押し殺せ！　敵はどれだけ多くても三〇〇〇だ、勝てない数ではない！」

　その命令が忠実に実行されていれば、まだ巻き返す機会はあっただろう。

　だが、不可能だった。フライスラント軍の陣地に大量の松明が灯され始めたのを待ち構えていたかのように、このとき三方向から大量の矢が撃うち込まれたのだ。しかも矢は松明の周辺を狙ねらって撃ち込まれた。大きな明かりに集結しようとしていた兵士たちは、突とつ如じよ降り注いだ矢の雨に悲鳴を上げるしかなかった。
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　コルネリウスら夜襲部隊の頭上を、矢が飛び交かい始めた。後ご詰づめの部隊が接近し、周囲の山々から敵の灯した明かり目指して矢を射い掛かけているのだ。

　夜襲舞ぶ台たいがどこで戦っているかなど、後詰めの部隊には分からないだろう。誤射の危険は充分にあったが、狙うべき目標はあらかじめ伝えてある。

　新しく松明が灯されたばかりのところ、あるいは松明が移動しているところだ。松明の傍で戦せん闘とう──つまり人の影かげが激しく入り乱れているところだけ避さければそれでいい。極きよく端たんな話、当たらずとも良いのだ。漆黒の闇の中から大量に矢が降ってくるという状じよう況きようさえ作れれば。

　狙い通り、フライスラント軍の兵士からすれば三方向からの夜襲と降り注ぐ矢の雨に戦うどころではない様子だった。陣地の中は戦う音よりも逃にげ惑まどうフライスラント軍兵士たちの悲鳴で満たされ始めた。

「今だ、今しかない！」

　このとき声を張り上げたのは、夜襲部隊の一つを率いるオルゴ大隊長だった。

「隠かくれて戦うのはこれまでだ！　《狂嗤の団》ここにあり！　全員笑え、嗤わらえ、狂くるったように嗤え！　嗤いながら殺せ、嗤いながら死ね！　《狂嗤の団》の恐怖をやつらの骨の髄ずいまでしみこませてやれ！」

「はっはっはっは！　このときを待ちかねたぞ!!」

「ははははは！　次の敵はどいつだ、殺してやる！　うわはははは！」

　夜襲部隊の狂ったような笑い声が陣地に響き渡った。矢を放つことに専念していた後詰めの部隊も同様に笑い出す。

　合計三〇〇〇近い傭兵たち全員が、一いつ斉せいに笑い始めた計算である。

『どれだけ強がりであっても、どれだけわざとらしくてもいい。虚きよ勢せいでいい、見み栄えでいい。狂ったように嗤え、狂ったように戦え。嗤いながら殺せ、嗤いながら死ね』

　人の弱気につけ込む魔物と戦うために編み出された《狂嗤の団》最強の戦法。それは人間相手であっても充分に効果を発揮することが、間もなく明らかとなった。

　団員たちが剣けんを捨てて逃げ出す敵の背を追いかけ、嗤いながら突つき殺す。笑いながら敵と剣を交え、たとえ自身が傷を負っても狂ったように笑いながら剣を振るう。どんな著名な画家であろうと描えがけない地じ獄ごく絵え図が顕けん現げんしつつあった。
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（こ、これが《狂嗤の団》か……！）

　レンブラント将軍は、敗北を悟さとりつつあった。

　三方向からの攻こう撃げきに兵士たちは動揺するばかりで、侵しん入にゆうしてきた敵の規模は未いまだに分からない。その上闇やみの中から雨のように飛来する矢は、被ひ害がい自体はそれほどでもなかったが兵士たちを混乱させるに充分だった。

　とどめは、あちこちから聞こえてくる死神のような無数の笑い声だ。悲鳴すらもかき消すような狂った笑い声に、兵士たちはもはや恐きよう慌こうを来きたし、レンブラント将軍の命令はまったく意味をなさなかった。

　命令ができない軍など烏う合ごうの衆しゆうに他ほかならない。レンブラント将軍は、唯ゆい一いつ可能な命令を下すしかなかった。

「撤てつ退たいの法ほ螺らを吹ふけ。南へ撤退する。といってもそこしか道はないがな」

　恐おそらく、それもわざとだろう。逃げ道を残さず完全に包囲してしまえば、どんなに恐慌を来している兵士も命がけで攻撃に出るしかない。だが逃げ道が一つでもあれば、誰だれだってそちらへ走るだろう。

　間もなく法螺の重く低い音が陣地に鳴り響いた。逃げることが許されたのだ。兵士たちは一斉に南へ向かって逃げ始めた。

「申し上げます！」

　そのとき、一人の兵士が将軍の前で膝ひざをついた。

　すでに一戦交えた後なのだろう、その兜かぶとも鎧よろいも血ち塗まみれで、相当な重傷を負っていることが推測された。

「エレオノーラさまの天幕に敵が！　大至急援えん軍ぐんを！」

「な、なんだと!?」

　その重大さをすぐに悟る。

「ライニール、兵を率いて救援に向かえ！　なにがあってもエレオノーラさまだけは無事に連れ出すのだ！」

「はっ、命に代えても！　聞いたな、手の空いている者は付いて来い！」

　まだフライスラント軍には第二陣、第三陣が控ひかえている。それにこの夜襲で多くの兵が失われようが、七〇〇〇の全軍が殺し尽つくされるわけでもない。撤退して軍を再編制し、第二陣と合流すれば復ふく讐しゆうの機会はいくらでもある。

　だがもしエレオノーラの身み柄がらを奪うばわれるようなことになれば、アレンヘム公国は和わ睦ぼくのためにその身柄を利用し、戦争継けい続ぞくそのものが不可能になりかねない。なんとしても守り抜ぬかねばならなかった。

（しかし奴やつら、一体どうやってエレオノーラさまの居場所を突き止めたのだ！）

　と、さきほど援軍を要よう請せいしにきた兵士の一人が、ライニールに付いていこうとしていることに気付く。

「待て、おまえはその怪け我がだ。下がっていいぞ」

　声をかけると、その兵は一いつ瞬しゆん驚おどろいたように身をすくめたが、すぐに口を開いた。

「いえ、見た目ほど大した怪我ではありません。それよりもエレオノーラさまの身になにかあれば我が軍の一大事、この程度の怪我でじっとしているわけにはまいりません。行かせてください！」

　レンブラント将軍は感心した。エレオノーラの身柄がどれだけ大事かを理解し、自分の命も顧かえりみず、救援に向かってくれると言うのだ。

　奴ど隷れい兵は練度も士気も低いと思っていたが、中にはこのような兵もいるのだ。敗北の最中にあって、その事実はレンブラント将軍にわずかな希望を抱いだかせた。

「そうかよく言った。では行け、エレオノーラさまには一人でも強い護衛が必要だ」

「はっ、お任せを！」

　エレオノーラがいるのは陣地の中央である。多少敵が攻せめてこようと、援軍まで出せばエレオノーラを連れ出すことは可能だと信じて疑わなかった。少なくともこのときは。
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　このとき王姉エレオノーラは恐怖に押し潰つぶされまいと必死だった。

　夜襲を受け、フライスラント軍が劣れつ勢せいにあることぐらいはエレオノーラにも分かった。エレオノーラの寝ねていた天幕は陣地の中央にあり、周囲は忠実な兵士たちによって固められている。

　それでも闇の中から次々と聞こえてくる兵士たちの断だん末まつ魔まと笑い声は、戦いくさに出るのが初めてのエレオノーラの心をかき乱すに充じゆう分ぶんだった。

「我が軍はなにをしているの!?　ちっとも状況が好転していないじゃない！」

　護衛の兵士たちに問いかけるが、彼らもまた状況を把は握あくできておらず、満足な答えなどできるはずもなかった。

　こうしている間にも戦火は迫せまっている。エレオノーラは逃げ出したい気持ちで一いつ杯ぱいだったが、王姉という立場がそれを拒こばんだ。人の上に立つべき王族が、あっさり逃げ出したとあっては立場がない。

「エレオノーラさま、ご無事ですか!?　敵はいずこに!?」

　そのときだ。味方の兵士の一団がエレオノーラのもとへと駆かけつけた。

　面識がある。レンブラント将軍の腹心の隊長だ。確か名をライニールと言った。

「わたしはここです！　ライニール、一体どうなっているのです、戦せん況きようは!?」

「は！　敵の夜襲により我が軍は混乱状態にあり、遺い憾かんながら一時撤退せざるを得ません！　我らはエレオノーラさま救出のため派は遣けんされたのですが……はて、敵がすでにここまで入り込んだと聞いていたのですが」

「まだここに敵など来ていません。ですがそういうことならわたしを安全なところへ案内なさい！」

「はは！　全員エレオノーラさまの周囲を固めよ、撤退する！」

　ライニールの命令で、彼が連れてきた兵士たちがエレオノーラの周囲を固める。すでに一戦交えた後なのかもしれない。その中には血で汚よごれた兵士の姿もあった。

　誰もが予想もしなかった出来事が起きたのは、そのときだった。

　エレオノーラの周囲を固めた兵士たちの一人──例の血で汚れた兵士が、突とつ然ぜんエレオノーラに詰つめ寄り、持っていた松明を顔に近づけ羽は交がい締じめにしたのだ。

　咄とつ嗟さになにが起こったか分からなかった。ただ顔に近づけられた松明の熱のせいか、体がビクリと硬こう直ちよくする。

「全員動くな！　一歩でも動けばエレオノーラ殿でん下かの顔は無残に焼けただれるぞ！」
















　兵士が発したその言葉で、ようやくエレオノーラも状況を察した。自分はこの血に塗まみれた兵士に、人ひと質じちにされたのだと。

　狼ろう狽ばいした声を上げたのはライニールである。

「き、貴様血迷ったか!?　我が軍を裏切る気か!?」

「裏切るもクソもない！　俺は《狂嗤の団》のカレル、つまりおまえたちの敵だ！」
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　エレオノーラを羽交い締めにしたまま、カレルは血に汚れていた兜を脱ぬぎ捨てた。それはコルネリウス切り込み隊長が殺したフライスラント兵のものだった。

　団長自ら夜や襲しゆう部隊と共に敵てき陣じんに潜せん入にゆうし、一人でエレオノーラ王姉の居場所を探さぐり出して拉ら致ちする──。それがカレルが大隊長たちに示したもう一つの作戦だった。

　寡か黙もくなコルネリウスは例外として、もちろん大隊長たちからは総反対を喰らった。

　エレオノーラ王姉を拉致すれば、フライスラント軍への切り札になるのは分かる、しかし一軍を率いる将が危険を冒おかすべきではない──と。

　だがカレルは次のように主張して大隊長たちを黙だまらせた。

『俺が一人でやることには三つの利点がある。第一に、夜襲部隊が攻撃に専念できる。第二に、多数で敵陣に忍しのび込んで王族の居場所を突き止めようとしてもすぐバレて逃げられるだけだ。傭兵向きの仕事でもないしな。第三に、俺のいい実績になる。一八の若造が団長の地位に就つくんだ、これぐらい命を張ることは必要だろう』

　第四に、俺はこの戦いくさで死なないことになっているからだ──とはさすがに説明できなかった。自分が死なないと分かっているからこそ、このような無む謀ぼうな作戦が提案できたのだ。

『付け加えれば、夜襲が成功した時点でフライスラント軍に勝利の目はない。俺が失敗して敵に捕つかまろうが殺されようが、大した影えい響きようはない。後任の団長は大隊長たちが話し合って決めてくれ』

　そう言い放ったカレルに、大隊長たちは反論の言葉を失った

『戦となれば全員が命を張る。団長であろうと例外はない。それだけの話だろう』

　最終的にコルネリウス切り込み隊長がそう発言し、作戦は定まった。

　そしてカレルの立ち回りはうまくいき、まんまとエレオノーラ王姉のもとに辿たどり着き、こうして人質にすることに成功し、今に至ったのだ。

「敵ながら大だい胆たんね。ライニール、構わないからこいつを殺しなさい！　わたしに手を出せばどうせこの男は生き残れない、この男にわたしを殺すことなんてできないわ！」

「しょ、承知しました！」

　エレオノーラの言葉に、ライニールがゆっくりと剣を構える。

　カレルは思わず口笛を吹ふいた。

「へえ。王族ってのはもっと偉えらそうな生き物だと思ってたが見直したぜ、いい分ぶん析せきだ。だが、こっちも無策ってわけじゃないんでな！」

　カレルはまずエレオノーラの体勢を崩くずし、地面に押し倒たおした。そして自由になった全身の力を振ふり絞しぼり、持っていた松明を空高く放ほうり投げた。夜の闇やみの中ならば、その明かりはどこからでもよく見えるだろう。

「今だ！　全員私に続け！　その男を殺せ！」

　エレオノーラに突つきつけられていた松明がなくなったのだ。好機とばかり、ライニールを先頭に周囲から敵兵が飛びかかってくる。

（信じるぞセシリア！　おまえの力を！）

　カレルは微び動どうだにしなかった。こんなところで死ぬ夢は見ていない。そしてやるべきことはやった。あとは運命に従うだけだ。

　果たして、運命はカレルに味方した。

　ライニールがあと数歩のところまで近づいたときのことだった。

「うがあああああ!?」

　突然、ライニールが持っていた剣けんを取り落とし、悲鳴をあげてうずくまったのだ。見れば彼の腕うでに一本の矢が突き刺ささっていた。

（あの……細い矢……。ミーリエルか！）

　こんな夜間での長ちよう距きよ離り射しや撃げきを成功させられるのは、間ま違ちがいなく彼女だけだろう。しかしよりにもよってミーリエルに借りを作ってしまったことは、いささか後が面めん倒どうという気分になってくる。

　夜の闇の中、矢が飛来して隊長の手を正確に射い貫ぬかれたのだ。周囲の兵士たちは状況を咄嗟に把握できず、動きが止まった。

　そこへさらに矢が降り注ぐ。カレルに当たらないよう配はい慮りよしているせいか、周囲の敵兵に命中した矢はほとんどなかったが、彼らを更さらなる混乱に陥おとしいれるには充分だった。

　それでも、周囲を敵兵で囲まれていることに変わりはない。エレオノーラという人質を抱かかえ、この中を離り脱だつすることは不可能だろう。

　だが、そのときだった。黒い影かげのようなものがどこからともなく飛び出し、包ほう囲い網もうの一角を切り崩すと、そのまま津つ波なみのように包囲網を薙なぎ払はらっていった。

「やれやれ、予想以上に無茶をする団長だな」

「来てくれたか……！」

　コルネリウス切り込み隊長だった。
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　撤てつ退たいの指揮を執とっていたレンブラント将軍のもとに、最悪の報告がもたらされた。

「閣下！　大変です、ライニール隊長が負傷いたしました！　エレオノーラさまは敵の手に落ちた模様です！」

　にわかには信じられなかった。

「本当か!?　本当にエレオノーラさまが奪われたというのか！」

「はっ！　すでに敵兵が奥深くまで入り込んでいた模様で……！」

「くそ、兵を集めよ！　エレオノーラさまだけはなんとしても奪だつ還かんせねばならん！」

「閣下、手て遅おくれです！　兵士たちは我先にと撤退を始めており、とてもではありませんが兵が集まりません！」

「こうなってはもはや勝ち目はありません、閣下、我々も脱だつ出しゆつを……！」

　レンブラント将軍は血が噴き出すほどに強く唇くちびるを嚙かみしめた。敵は精せい鋭えい。対してこちらはすでに恐きよう慌こうを来きたし、逃にげ腰ごしになった兵士しかいない。奪還は不可能だった。

（おのれ《狂嗤の団》め……！）

　敵は完かん璧ぺきな時節で夜襲を成功させたのみならず、厳重に護衛されていたエレオノーラをこうも簡単に奪うばっていったのだ。最強の傭兵団は、その二つ名に違たがわず想像以上の手て練だれだったのだ。

（だがこうなったらなんとしても汚お名めい返上の機会を作らねば！　エレオノーラさまを人質に取ったというのなら、その奪還を名目に兵を出すまでのこと……！）

　アレンヘム公国は、エレオノーラを人質に取ればフライスラントは動けなくなると踏ふんだのだろう。エレオノーラは王家の血を引いているし、フィクトル総そう督とくの息子むすこと婚こん約やくしている。人質としての価値は充分だ。

　だがフライスラント自治領の最大の目的は、アレンヘム公国の交易を阻そ害がいし、奴ど隷れいの逃とう亡ぼう先となることを阻はばむ点にある。次はエレオノーラ奪還という口実で、一五〇〇〇の兵を進軍させ、この国に常じよう駐ちゆうさせるまでだ。アレンヘム公国も王族であるエレオノーラを傷つけることはできないだろうし、仮に彼女の身になにかあれば、一五〇〇〇の兵が復ふく讐しゆうを口実にアレンヘム公国を略りやく奪だつして回ることができる。

　もっとも、今だけは敗軍の将となることを甘受せねばならない。レンブラント将軍は唇を嚙みしめたまま、撤退の途とに就ついたのだった。











第八章　勝者の帰き還かん
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　その日、アレンヘム公国ヘルトフドム・アレンヘムの首都ルールモントは歓かん声せいに沸わいた。

　侵しん略りやく軍に勝利した公国が誇ほこる最強の傭兵団、《狂嗤の団バルダー・ブリガーデ》が帰還したためである。

《狂嗤の団》はわずか三〇〇人の夜襲で一万を謳うたうフライスラント軍を完かん膚ぷ無なきまでに叩たたきのめしたとされた。しかもその夜襲を指揮したのは、《狂嗤の団》の若き団長であり、アレンヘム公の一人娘むすめセシリアとの婚約が決まっているカレルである。見事な戦果を上げたカレル率いる《狂嗤の団》の姿を一目見ようと、大通りには大勢の人々が集まっていた。

　当然ながらその中に、《アレンヘムの聖女ハイルグ・フアン・アレンヘム》セシリアの姿もあった。

（勝ったのね、カレル）

　セシリアの胸中は複雑だった。

《狂嗤の団》が勝利を収め、一つの国難が去ったことは実に喜ばしいことだ。だがフィクトル総督が一度の敗北で諦あきらめるとは思えず、魔物グルエルの侵しん略りやく頻ひん度どは増え、父の病状は思わしくなく、二年後には魔ま王おうが再臨する。とても喜んでいられる状況ではない。

　だが、歓声に包まれながら軍勢の先頭を進むカレルの姿を見ると、思うことがある。

（カレルなら、本当にこの国を救えるかもしれない）

　たった一八歳の若造が、《狂嗤の団》という荒あらくれ者たちの集団を見事に統とう率そつし、大国相手に勝利して帰還したのだ。その若造は父の信しん頼らいも厚く、エルフやドワーフドウエルグ、フェルトフォルクとも交友を持ち、なによりも──死の夢を恐おそれなかった。それどころか、利用した。

（わたしは、あんな夢二度と見たくもないのに）

　痛みをも感じる夢なのだ。常人であれば二度と体験したくはないだろう。だがカレルは、逃げるどころかその夢を利用して未来を切り開こうとしている。自分の夫として、痛みを分かち合おうとしてくれているのだ。事実、彼に夢を見せるようになってから、夢で見る痛みは半減しているような気もする。

（あなたを信じても、いいのよね？）

　やがてカレルは、セシリアたちが待ち構える城の前までやってくると、馬を下りた。

「お帰りなさい。一応はうまくいったようね」

　ひとまずセシリアは平常を装よそおって声をかけることに成功した。

「ああ、どうにかな。それよりセシリア。俺たちは一応もうすぐ夫ふう婦ふになる間あいだ柄がらだ。他の団員たちが見ている今、その結束を見せておくべきだと思うんだが」

「……よく分からないんだけど、どういうこと？」

「だから、アレンヘム公の娘と《狂嗤の団》の団長が不仲だというウワサが立つのはまずいって言ってるんだよ」

「それは分かるわよ。だからなにが言いたいの？」

「抱だき合うところぐらい、他の団員に見せておくべきだと思うんだ」

　セシリアは顔が赤くなるのを自覚した。カレルの言っていることは理に適かなっている。だが、いきなり大勢の前でキスをしたり抱き合ったりするなど心の準備ができていない。

　だがここで動どう揺ようするところを傭兵フールリングや家臣たちに見せるわけにはいかない。セシリアは必死に平常心を保つと、カレルにしか聞こえない声で言った。

「あなたはこの国を守るという約束を果たしたわ。だったら、わたしは構わない。で、でも……どうせキスは結けつ婚こん式でするんでしょう？　なら……違う方にして」

「わ、分かった」

　カレルは両手を広げ、セシリアの体を強く抱きしめた。

　カレルとは同じベッドで寝ねた。最近では手を握にぎり合って寝るようになった。
















　それでも、カレルに抱きしめられるのはこれが初めてだった。一いつ瞬しゆん、セシリアの体は強こわ張ばったが、カレルの体温を全身に感じることはそれほど不快ではなく、すぐに力は抜ぬけた。

《狂嗤の団》の団員たちが、後ろで一いつ斉せいにはやし立てた。
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　一方、《狂嗤の団》がフライスラント軍に勝利した一報は、即そく日じつ摂せつ政しようであるヴェッセルのもとにも届けられていた。ヴェッセルがかねてより五芒国フアイフステル・ランデンに張はり巡めぐらせていた諜ちよう報ほう網もうのおかげである。

「たった三〇〇〇で七〇〇〇の敵軍を夜襲し、エレオノーラを拉ら致ち!?　それも戦死者は確かく認にんされておらずだと!?　信じられん、負けることはないと思ったが、ここまで完勝するとは……」

　侍じ女じよイエッタを通じ、《狂嗤の団》にフライスラント軍の正確な位置情報を送ったのはヴェッセルである。《狂嗤の団》がウワサ通りの強さを持っているのなら、そしてカレルという新たな指導者が多少なりとも兵法に通じているのなら、その情報だけでフライスラント軍に奇き襲しゆうを仕し掛かけ、局地的に勝利すると予想はしていた。

　だが、死者なしで七〇〇〇にものぼる敵軍を一晩で敗退させるとは予想をはるかに超こえていた。その上、エレオノーラを拉致することにも成功したという。

（なるほど、ランメルト団長が後を託たくしただけのことはある。だが安心するのはまだ早いぞ、カレルめ。息子の婚約者を奪われ、フィクトル総督が黙だまっているはずがない。果たして今後も勝ち続けることができるのか？）

　だがヴェッセルの推測は外れることになる。誰だれも予想しなかったカレルの奇き策さくによって。
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《狂嗤の団》を率いてセシリアのもとに帰還しても、カレルの仕事はまだ終わっていなかった。

　カレルは《狂嗤の団》と別れ、まずアレンヘム公に勝利の報告をした後、密ひそかに城の一室へと向かった。フライスラントを黙らせる最後の策略を完かん遂すいさせるためだ。

「カレル、連れてきたわよ」

　待っていたのはミーリエルだ。彼女だけではなく、他にも女の傭兵が来ている。

　彼女たちの真ん中で椅い子すに座っていたのは、エレオノーラ王姉だった。血の気の多い男の傭兵に、エレオノーラという女の捕ほ虜りよを預けていてはどうなるか分からない。そこで女の傭兵を選せん抜ばつしてエレオノーラの護送を頼たのんだのだ。

「ああ、助かる。すまないが下がってくれ」

「あんたセシリアさまって婚約者がいるんでしょ？　捕虜だからって他の女に手を出したら泣かれるわよ？」

「分かってる、そんなことはしない」

「ま、そうよね。そんな度胸があるとは思えないし。じゃあまあ好きにしたらいいわ」

　ミーリエルたちが部屋から出ると、カレルはあらためてエレオノーラを見定めようとした。

　フィクトル総督の息子と婚約することが決まっている《魔王殺しデモン・スラフター》ギデオン直系の子孫の一人。相当気が強い性格だというのは、彼女を人質に取ったときのことからも分かる。事実、今も捕虜という身分であるにもかかわらず、果か敢かんに睨にらみつけてくる。

「あらためて自己紹しよう介かいを、エレオノーラ王姉殿でん下か。《狂嗤の団》の団長カレルだ」

「ふん。あなたのような若造が本当に団長だったとはね。今すぐわたしを解放なさい。さもないと二万の大軍勢がわたしを取り返すためにこの地を覆おおい尽つくすことになるわよ？」

「おまえを人ひと質じちにすれば、攻こう撃げきはできないさ」

「本当にそう思う？　あなたがわたしに傷一つ付けられないことは誰にでも分かるわ」

「冷静な状じよう況きよう判断だな。だが正しくはない。なにより俺たちは三〇〇〇の軍勢で一万のフライスラント軍を破ったことになっている。二万で攻せめ寄せてこようと敵じゃない」

「…………」

　夜や襲しゆうの際の醜しゆう態たいを思い出したのだろう。エレオノーラは初めて口をつぐんだ。

「ただ、俺たちは魔物の侵しん入にゆうに手を焼いている状態だ。できれば人間の軍勢なんざこれ以上相手にしたくはない。分かるだろ？」

「……なにが言いたいの？」

　カレルは大きく息を吐はいた。これから口にする策は、恐らく誰も傷つくことなく戦乱を鎮しずめる最良の策なのだ。だが問題点も多い。生前は好色で知られたフェルベルト王のように、自分も見境なく女に手を出せる度胸と性格であったならばと、少しだけ思う。

「俺は戦争を簡単に終わらせる妙みよう策さくを思いついたんだ。誰も傷つかずにすむし、これこそフィクトル総そう督とくも侵しん攻こうを諦める最良の一手だ。強しいていうなら、あんたと俺の名めい誉よだけはいささか傷つくかもしれないが」

「ど、どういうこと？　一体なにをするつもりよ？」

　カレルは冷静さを保ったまま、エレオノーラの肢し体たいに視線を向けた。この策唯ゆい一いつの欠点は、うまく事情を説明しないとセシリアに軽けい蔑べつされかねないことである。

「エレオノーラ。おまえには俺の子を産んでもらうことにする」











新章　草原の灰グライズエルフ






　アレンヘム公国ヘルトフドム・アレンヘムの東側は《呪われた地フエルドウームデ・ラント》として知られている。ただ一方、その南──フライスラレヘレンデ・パルタイ・ント自治領フアン・フライスラントからさらに南東にある山脈をこえた先の地は、別の名で知られている。すなわち《飛竜のヤフトゲビート・狩り場デル・フオグルドラーケン》である。

《飛竜の狩り場》はその名の通り危険な魔物グルエルが徘はい徊かいしていることから、人間はもちろんフェルトフォルクすら足を踏ふみ入れないことで有名だった。そのため魔王戦役グローテ・オールログによる被ひ害がいも受けておらず、今も広大な草原が広がっている。さらに魔王戦役以後は、魔王が率いていた強力な魔物が徘徊するようになったと言われ、《呪われた地》以上に人の立ち入りを拒こばみ続けてきた。

　だが討伐歴ナ・デ・フイクトーリ一九八年のこのとき、《飛竜の狩り場》には一つの集落があった。獣けものの皮と骨だけで作られた組み立て式の住居がいくつも建ち並び、その周囲には無数のエルフがいた。

　馬を駆かって騎射の練習に勤いそしむ者。獣を解体し、その毛皮に必要な処理をする者。子供たちを見守りながら衣服を編む母親たち。だが子供を除き、彼らはエルフにしては肌はだが浅黒かった。

　彼らは灰エルフだった。かつて魔ま王おうに与くみし、人間やエルフたちに敵対した種族である。

　そんな灰エルフの集落の奥に、一ひと際きわ大きな住居があった。今は誰も近づこうとすらしないその住居の中から聞こえるのは、いわゆる嬌きよう声せいであった。

「ギルセリオンさま！　ああっ、わたしもう……！」

　住居の中では一いつ糸しまとわぬ若い女の灰エルフが、やはり若い灰エルフの男にまたがっていた。男の年ねん齢れいは二〇〇を超えていたが、エルフの中では壮そう年ねんである。その力強さを示すように、男は腰こしの上の女の尻しりを摑つかむと乱暴に上下させていた。

「ああっ……！　どうかお情けを、あああああ！」

　女は全身を震ふるわせ、そのまま力が抜けたように男の胸に倒たおれ込んだ。

「どうした、果てるにはまだ早いぞ？」

　男はまだ終わらせないとばかり、上下入れ替かわるように女を押し倒し、強ごう引いんに腰を前後させた。

「そ、そんな！　わたしはまだ果てたばかりで……あ、ああっ……！」

　女の言葉に男が耳を貸すことはなかった。やがて事が終わったときには、女は気を失っていた。

「少しやり過ぎたか。まあいい、次だ」

　女とは対照的に、ギルセリオンの体にはまだまだ精気が有り余っていた。

「ギルセリオンさま！　次はどうか、どうかわたしに子種を……！」

「もう待てません！　何なに卒とぞわたしを、今すぐわたしをお抱だきください！」

　二人の若い全ぜん裸らの女が、一いつ緒しよになってギルセリオンにしなだれかかってくる。

「仕方ない、二人まとめて相手してやる。だがサエルミア、おまえは手からだぞ？」

「構いません！　ギルセリオンさまの手技はもう思い出しただけで……！」

　間もなく先ほどにも増して、甲かん高だかい嬌声が天幕の周囲に漏もれ出した。

　男の灰エルフが天幕に近づいたのはそんなときだった。男は中で何が行われているのかを知っていた。それでも中へ入らざるを得ない重要な用事があったのだ。

「ギルセリオンさま。大変です、飛竜が出ました」

　まぐわっている最中の乱入者である。さすがにギルセリオンも渋しぶい顔をするのを止められなかった。だが飛竜が出たのでは仕方ない。

「聞いたな、おまえたち。子を成すのも大事だが、すでにある子の命を守ることはより大事だ。続きはまた夜だな」

　三人の女の灰エルフたちは、最悪の報告を持ってきた乱入者を睨みつけた。さすがにギルセリオンは苦く笑しようを隠かくせない。

「文句は飛竜に言え、メネリオンを睨んでやるな。さあ、身み支じ度たくを手伝ってくれ」

　ギルセリオンは女たちに手伝わせ、羽う毛もうに獣の皮、麻あさの紐ひもで作られた衣服を身にまとい、弓矢を背負った。別に準備など一人でもできるのだが、今はとにかく女たちの気を逸そらしたかったのだ。

　天幕を出ると、外ではすでに十数人の灰エルフの戦士たちが待っていた。先ほどやってきたメネリオンと呼ばれた若い灰エルフが、ギルセリオンの愛馬を用意している。

　その鞍くらにまたがると、ギルセリオンは集落の戦士たちに声をかけた。

「さあ行くぞ。早い者勝ちだ、竜りゆう殺しの称しよう号ごうが欲ほしければ私を上回る弓の腕うでを見せろ！」

　応じるように、灰エルフたちは声を上げた。




　ギルセリオン。後に〝天秤のドラガー・フアン・担い手デ・ウエーグスハール〟の二つ名で呼ばれる灰エルフの名である。





つづく












　　　あとがき




　初めまして、師走しわすトオルと申します。以前ファンタジア文庫で『火ひの国くに、風かぜの国くに物もの語がたり（全一三巻）』というシリーズを出版して頂いたことがありまして、あるいはお久しぶり──という方もいらっしゃるかもしれません。ただどんな形であれ、本書を手に取って頂きました皆みなさまには心より感謝申し上げます。そしてもし本書が皆さまに多少なりとも楽しい読書時間を提供できたのであれば、これに勝る喜びはありません。一応７、８月頃ごろに二巻の出版も予定していますので、今後もお付き合い頂ければ幸いです。

　ところでお気付きのように、作中に登場する様々な用語にはルビが振ふられています。これは世界観構築の一いつ環かんとして、ある海外言語をベースに日本語のイントネーションを重視して作った造ぞう語ごです。ただ『五芒国』をファイフステル・ランデンと読むのは面めん倒どうな方もいらっしゃると思います。別に『五ご芒ぼう国こく』と読んで頂いても全然構いません（なお日本語のイントネーションを重視しない場合、『ファイフステル・サーガ』という本作のタイトルは『ファイフステル・サーゲ』になるという余よ談だんが）。

　さて、実は行数が限られておりまして、大変恐きよう縮しゆくながらここで個人的な謝しや辞じを。

　まずは素晴らしいイラストを描えがいてくださった有あり坂さかあこさんに。セシリアやミーリエルのイラストを初めて拝見したときの「これだ！」という衝しよう撃げきは忘れられません。お忙いそがしい中、本作のイラストを担当してくださり本当にありがとうございます。

　次は担当のＫ氏に。「また戦記ファンタジー書きたいんですけど」と数年ぶりにメールした筆者に、「待ってました！」とあっさり企き画かくを通してくださったこと、本当に感謝しております。

　最後に、推すい薦せん文を書いて頂いた大おお森もり藤ふじノのさんに。初めてお会いしたとき、「火の国、大好きでした！　全巻持ってます！」と言ってくださったこと、しかも大森さんが筆者より『火風』に詳くわしかったことは個人的に大変な衝撃でした。大森さんといえば大ヒットシリーズ『ダンジョンに出会いを求めるのは間ま違ちがっているだろうか』で有名な作家さんです。そんな幅はば広ひろい支持を受けている作家さんが支持してくれているのならと、もう一度戦記ファンタジーを書いてみようと思ったのが本作誕生のきっかけでした。

　書きたいことはまだいくらでもあるのですが、ご覧の通り行数に限界が訪れました。それではまた、夏頃発売予定の『ファイフステル・サーガ２　再さい臨りんの魔ま王おうと草そう原げんの灰はいエルフ（仮）』でお会いできましたら幸いです。


師走トオル　　@SiwasuToru












　　　『ファイフステル・サーガ』刊行に寄せて




　まだライトノベルを読み始めたばかりの頃、師走しわすトオル先生著、『火ひの国くに、風かぜの国くに物もの語がたり』という作品に出会いました。たしか当時は続刊がもう何冊も出ていたと思います。本屋で平積みにされている文庫のオビに『王道』という文字が躍おどっており、気が付けば手に取っていました。

　読んだ瞬間、震えました。

　王道とはかくあれかし。そんな言葉がぴったり当てはまるほどの英えい雄ゆう譚たん。主人公の『赤の悪魔憑き』がまさに悪鬼のごとく大群を蹴け散ちらし、並みいる豪ごう傑けつを打ち破る。迎え撃つは智ち謀ぼうに優れた『解放軍の指導者』。策略を巡らし、『風の戦乙女』とともに、ただ一人からなる無敵の軍勢と何度も衝突し、時には共闘する。他にも沢山の魅力溢あふれる登場人物達が、本の中をところ狭しと暴れ回る物語は、自分をあっさりと魅了してしまいました。

　拙作の『ダンジョンに出で会あいを求もとめるのは間ま違ちがっているだろうか』にも影響を及ぼしていて、もはや愛していると言っても過言ではありません。どれくらい愛しているかというと、描写のイメージがそのまんまな『アレス』というキャラクターを作中に出してしまうほど愛しています。本家本元様と比べると似ても似つかない三枚目ですが。師走先生ごめんなさい……！

　話は逸れましたが、『火の国、風の国物語』という作品が、自分がよくテーマにする英雄願望や英雄憧憬を形作った作品の一つには間違いありません。

　そして今回の『ファイフステル・サーガ　再さい臨りんの魔ま王おうと聖せい女じよの傭よう兵へい団だん』も、師走先生が描く極上の英雄譚の血が受け継がれています。具体的には「おのれジェレイド、もといヴェッセル！　また主人公を食うつもりか！」とかそんなところもそっくりです。

　復活する魔王、死を約束されてしまっている聖女、それに抗あらがうため立ち上がる主人公。字面だけでもワクワクしますが、『火の国、風の国物語』と大きく違うのはこのカレルという主人公です。

　彼は悪魔と恐れられるほどの武勇は持っていません、賢者と称えられるほどの知略もありません。どちらかというと勇者ではなく商人です。いや本当に。情と利益を大切にする、あまり今まで見たことのない、ともすればパッとしない主人公です。ですが、惹ひかれた女の子を守ろうとする『勇気』の片へん鱗りんを、この最初の物語で示してくれました。まだ英雄の卵であるカレルの『成長』を、大おお森もりはきっと誰よりも期待しています。

　他に注目しているのは盆ぼん暗くら・暗あん愚ぐ王子と噂のヴェッセルさん。断言しておきますが、多くの読者様がこのキャラを好きになってしまうでしょう。だってキャラの立ち方ハンパないから！　歯切れがいい『心の毒どく舌ぜつ』と『狡ずるさ』はいわゆる権けん謀ぼう術じゆつ数すうキャラなのですが、同時に苦労人でもある彼をどうしても憎めない。むしろ応援してしまう。これからカレル達とどう向き合っていくのか、ジェレイドさんのようにストレスのあまり血を吐いて倒れるのか。大森、すごく気になります。

　読後の興奮のあまりキーボードを連打して長々と書いてしまいましたが、詰まるところ『ファイフステル・サーガ』めちゃくちゃ面白かったということです。早く続き出ないかなーと続刊を一いち日じつ千せん秋しゆうの思いで待たせて頂きます。

　最後に、初めてお会いした際、ハイテンションで『火の国、風の国物語』のことを語りまくる大森にちょっと引いていた師走トオル先生。この度は推すい薦せん文のお声がけをしてくださって、誠にありがとうございました。夢中になった物語の原作者様とお会いできたこと自体光こう栄えいですが、こうして先生の新作に関われたことに、深く感謝しております。機会がありましたら、どうかまたお話を聞かせてください。

　長くなりましたが、この作品が多くの方に手に取って頂けることを心より願っております。

　──みんなで英雄譚を紡つむごうぜ！


大森藤ふじノの










師走トオル

●しわすとおる



７年ほど前、このファンタジア文庫にて「火の国、風の国物語」という戦記ファンタジーを刊行させて頂きました。不思議なもので７年も経つとまた戦記ファンタジーが書きたくなり、本作の執筆へと至りました。

もし縁があればお付き合い頂ければ幸いです。
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再さい臨りんの魔ま王おうと聖せい女じよの傭よう兵へい団だん
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